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序

筑後市内での発掘調ー令は、 昭和29年に災I I I追跡で縄文上岱が発兄されて

以米、 47 年の） Jn が経ち、 この間に筑後市内では数多くの発掘調究が行わ

れ、 九州の打古学史に名を残す追跡の発兄もありました。

埋蔵文化財調杏報告-�1::は今喉I矧約で第 44集を数え、 筑後市内の文化財に対

する取り糾みも1附かではありますが発炭を続けております。

今 I川の報告祁は\ l減 8 年度から IIi. 成11年度に行われた 5 追跡の発伽調査

報告であります。

これらの追跡からは、 I「I,{ i 器時代から近III: まで軋晶広く追柑j:、 迫物が確認

され成呆を斧げることができました。

調杏、や喉I砂にあたって、 di民の）］々や凋係機I対の皆様には多大なご協）J

を頂きましたことに厚くお礼"'し1-.げます。

I Ii. f成141:ド3 Jj 

筑後市教育委且会

教育長 牟111 11禾II艮



例言

1. 本 l '?は平成8年度から11年1足に筑後,Ii教ii'岱l! 会で行った筑後市内逍跡群の雌蔵文化財発枷!,J肘t
恨i';咄である り

2. 発枷i,lll,I牡及びII I l·. 逍物の格珊は筑後rb教'(ft:u会が行っ/..:。Ill J·. 逍物 ・ l火Jl(ff.'Iれ'£等は筑後di教
-(.f委u 会で収成 、 保竹：している， 発掘調仔及ぴ繁且ll.作足り）関係佑ぶn 1りtい記している n

3. 本,, ドに1史川した似1ir,1の；且構‘火測図は柴IJI剛、 l·.+·J炎I: 、 関村太郎がq j· い、 姐物の‘如ll!J図、 粋＇占は
哭111 、 上村、 'I'-塚あけみ 、 仲文忠、 横）抑I�絵が行った。 尚 、 K器のアミかけは)')祢り1戎終を示れ，

4. 本,1卜に1史川した逍構'ti具は柴Ill 、 I: 村が搬影し 、 .,� 中'J幻't.は（イj)空中'lj'. 真釣1[1jに委品した。 辿
物の'lj.f翡ぶ;tiは＇采111 、 l:.村がHっf..: n

5. 介h1lの調代に川いた測絨N心は、 旧1·.il11\l ff. 法第Ill収椋系を）訊hとしており 、 ）i位は令てH遣北
(G.N)である。

6. ,jゞ,'�に1史Illした辿構の人ぷは以ドの略りによる。
SA棚ダI] SD r,'り\ SK- Iこ堀 sxビット 、 心リj辿構 SPピット S1 1登穴住/,r;- SB-JI叫立村紐物

7. 4:, 1汐の執"Jiは1. 熊野塚根逍跡、 2. 熊野山ノ前Ji此跡、:�. 閲111牛ヶ池逍跡第5次，Ofil ff. をI:村、4. 水111杉
ノ）じ追跡第l次訓介逍構を小林リ）作、 逍物を栄III 、 5. 水flI杉ノ心逍判第2次瀾住を柴111が行っf..:o 糾
U�I±1·.Ht;<f 1:、J t..:。
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I . 調杏経過と組織

今l雌!{'.'する筑後市内追跡群は1勺成8年度から11年度に筑後市教ir委且会が火施し/..:}り漏位文化111発掘

溝ft 5 j且跡分の,J,\J I杞l必呆である

発掘J,'J1i:における閲:Jft粋過 、 'k.施Wlllll、1(1j f�t';'[は各迅跡の「(1)はしめにJ I�,I出し、 発枷l,J.'J rtにおい

て/11 I: した雌物の幣雌と t」!1';·, !:·作成につ I, ヽては 、 筑後,Ii文化財整Jlll* (· 作北を行 J 1· 以I' 、 1伽)ft . 報

;1,-. 年度の，J,',jft舟II枇をdじす．

調代象11紐

1) 'I勺必8年JifJ,'Jff.体制（水111杉ノ）じ迅跡第1次J刈ft)

総括 教YrL� 森111 Jふと

胤務

教Yr粁IS!乏 iltWI、も投

I It I I逸郎

4:+-111 llt't 

礼会教'(jii凩u
礼会教rr係1-.c

t-L会教'(f係 水兄分1心 小林リJ f1 Ill中lil.JIJ柴1111削

2)'I勺J必9れ）�(水Ill杉ノ心逍跡第2次，O.',J1f.)

総枯 教ffl-<

教fUilSl<

庶務 社会教fl謀l'<:

釦ll J,� 之

沖憎、＇ぶ．伶

Ill I I逸郎

rn ii1w, 瓜ti会教fl係k

杜会教id糸 永兄分徳 小林lfJ作 111中lit,Jlj柴111l�Jlj 

1'U1 rt-:. I· 小l火I:

�)'I勺必11年度（熊野塚根追跡 、 熊野illノ前I迅跡、 ·im111'I· ヶ池逍跡�15次,J,',j ff.) 

総括 教11U かIll I I fll」込

梢、1分

牧ffms1" 
社会教'(f渫k

文化係lと

ト111 Jttf lli'r 

,1
―
— t·ll•· り義

Ill'11if.f · 

文化係 I/<�Iし力；1心 4ヽか木リ)イ乍 j)1�1111刈ii 1i・・イi)'↓：こ．

I . � ヽヽj 炎: I: 

�) ,i,: 成13り·IQ (汁l{'r,'f作成）

総括 教"(fl,k /i'lll l ltlH:.!: 

教'(f t'ilSl� ト） II牙n·11,•t

庶務 社会教fl謀1,l: 杉しノI<'"翌I'll関S

文化係K 成h'r'l'-tll

文化係 水兄秀徳 小林ifJ 1↑ 紫lflliGJIJ If. イi真二

I: かl炎l�

5)発彬瀾代参
）
JII行

地）しれ、む

6)幣狸作梨参）JII名·

\そ.fll'�11iDh lJ 平塚あけみ 仲文忠

ボ1f.f1R作昂J� 朋r,11り11/Ji't ( 馬.I:!/;牧f- 淡よど否 沿川琴 L及 野1 1111'/丼 横） I· 理絵 妹川玲（-

低咎悦f 祁'till澄子 fl.-. 々 木）�'代

一 j



尚 、 ふ村f.)文ぴ椛Jillに際しては次の）） にご指;r,. 、 ご教ぷを賜った． 叫して心より感船11しKげます。 （順
利to]、 敬祢略）

久惰米:d1教-(f委l! 会 箱水直樹 !'I木守 小tH太郎
八如Ii教1r委U会 人塚恵治 中川）訊'i r-
即IIIIIJ教rr委 u 会 I� 崎源k.l

・
↓IS 

大ホIll df教1f委L! 会 山III元杜l坂）け翡
v: 政大学 伊藤博祐
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II  . 位骰と環境

筑後iiiは幅岡県の1ti西部、 筑後,,.野り）中央部に位j'{,'する iii成をJR鹿児島本線と[rl道20!)りか縦断し 、

ltsl直442りか横断jる よた 、 di巾剖w は一級河川(/)久部川 、 中火部には山ノJI·川や化ぷ川 、 北部には
介II川が西流する' di北部にl山納山地からilr�11-. Iる八久Ii·陵が西,-延ぴ、 7f/1漑HJの瑠池が、,,',(.(1する
低イ,J'.};、j,J状地てある東部や 、 低地である南西部には）沿繁水路が兌辻している』 •I

ヽ
I diは県内イ「数の1，嬰菜地幣

であり 、 北部の.Ii·陵地域では米樹1�,や茶畑 、 東部やIYJ西部では米及中心の1111.;..1地術が1ぶかる。 巾山地は 、

L消�ig.1 湖代地点位:i'W<I (l/2500) 

周辺逍跡分布については筑後rli文化11,tJ.'J 1f: 報IL,,I I隅33東I
・
筑後rh-内迅跡肝II」2001を参照されたい．
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fl貯(·塚根迅跡

III . 調査成果

1. 熊野塚根辿跡

(1)はじめに

叫辿跡は筑後市人竹：熊野'j:塚根に1り団する。,Ii逍熊野水川線追路改良I:']iに伴い 、 典蔵文化財の ii式掘
調介を行った粘米 、 辿跡を確認したため本i-;J,',jオtを打? :J以とな J た0 i淵住対象1i1i梢は約600m' 、 調代紺HII」
は•jl. 成11年7月61」から8 J l 1911迄である。 4:1,.Uf.'I UI lについては}lj•, lkl行である筑後市がれ担した， 調

Fig.2 熊野塚根追跡湖1i地点位 ,i'�図(1/2500)

淵1f.区はわ訟j約12m利の台地l:l{i,o,'. ,,部分に1」も1)1-Jし 、 北HIil 、 1村側は谷状地）fクになふ八女Li:陵から派生
するIi:陵地偕の西南蚊端部分である。』,Hf. 区の現況は畑であり 、 辿構1(1jはMl-作l: FのII粁黒色ヒ（中[II;(!)
逍物己含/1\1)を除l、• しに淡茶街色ヒに逍柚が1Mリ込よれていに。 検出した辿構は 1登火住),,;. I棟とピット
であるが、 ピットについては木の根やl'I然111111111friの11f能性があり、 辿物b Ill.I: していないU

(2)検出遺構
竪穴住居
S1001 (Fig.5 、 PL.1-'1)
11rr--検/I', されに辿構で、 /;/ti fE 1.x: .1 till� で検出した u 1 i:J,r泊jjJ1と求辺が撹乱やf'!IJ'I'-を受けており 、 殆ど残

{fしていないが、 検出,t,i北収長約2.68m 、 東西収L�約2.5m 、 11,t泊jはJ立大で0.11 mを測る。 南北軋hがN-
42'8'15"-Eである。 平'1J.iiプランは隅）し）J JF3で住l,t.· 西而（北西）中火·ににカマドを付設し、 カマドに
対して左（南1llll)に住肘内l視紅を設ける． ヵマド内から焼I消:/Mを確認し 、 中火では泊j杯を逆さに骰いた
状態を確認した。 また 、 艮さ0.77mの煙道も検札Iしていか住屈内1-)�贄からは1火•白色粘'i!i」:と焼I:塊を
多数検/I'. した n 床は貼J米で貼I米7:1r1から屎j)、J I: 堀を検i'IIしている。柱穴は住/,1;-内外で確認していない。
辿物は住lr!:·"jはI':.から上訓i器椛、 甑、 1'.狙イヽ 、 Mヽ 、 焼k塊、 カマド内からI:師悩？慇 、 i\'/i.l'ィヽ、 住)�;-内ヒ猥から
1-. 師器批 、 焼十．塊を川上した。 民,1、J I.:� 廣からの辿物は伸無であった 、＇

ー 4 一



熊野塚恨ift蹄
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Fig.3 熊野塚根追跡逍枯略測図(l/200)
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熊野ぶ根』l'i跡
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熊Jt!i!根遺跡

S1001 (3) 出土遺物

と ◎ 

ヽ『

ー

ヽ

／
 

ヽ

／
 

＼
 

ー'
ー
！`
＇‘，

1
,＇
’
ーll
1
1
1
1‘

．
 

13.70m '' ,,,_ 

冒
13.4-0m 

闘癒
I. 淡愚灰色t

2. 決茶船已ヒ
3. 瑾蔦褐色上 ° 
,. 明茶褐色

$1001カマド

13 .
40
m

 

・・・・・
ー

I.IPl/111/li色：t

2.!A.11出e土 （貼I�)
3.� 黒灰色I: (茶鳩＆位令t,)

S1001 (Fig. 6、 PL.5)
土師邪
杯 (I-5) 全て底部が丸みを

も つ タ イ プでL 2は底部外面を
手持ちヘラヶ;(I)、 体邪外面を
ョ コ ナ デ、 内iftiはコテ当て痕が
残る。 3、 4は体部外而中程まで
F持ちのヘラ削りが入り 、 内面

◎ は ヨ コナデで加する 。5は内外
面に1寧な細か い ミ ガキを全面

— に施す．

莉杯 (6-7) 共に脚部片で6は
杯部内面に細か い ミ ガ キ を 施 し、

脚部外而には縦方向のケズ')後、

横方向に細かいミガキ を施す.7
は脚部外面に縦方向のケズ リ を
施す。

甕 (8-13) 8 、 9 は 1 こl緑部片
で内外而 を ヨ コ ナデ潤整する。

8は lて 1緑外Tliiに赤色節料を強布
する。 10は小型の ミ ニ チ ュ ア土
器の甕体部）ヤで糾整は船耗が存
しいために不明。 ］］は球形の甕
で、 外面に斜方向のハケ�I 、 内
面は斜方向に ケズリ を施す。 外
而には煤が付粁す る。 12は胴部
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f'ig.5 S1001遣構央測図、 カマ ド実測図 (1/40 ・ カマ ド1/30)
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熊野塚+I↓遺�-1)-

S1001住居内土濱 i- (( 
17 

S1001カマ ド

18 

包含厖

［ニー �-c:1
2l ニ2

.... 

、"-='五＝な ：：,:;:::;: ク し
Fig.  7 SIOOlfi:J , , ; 内 1耕し 、 カマ ド 、 己含J悧ll Uu物尖iJll l l ·:<I (1/3) 

I·. イ立が1,と 人径をillil /,� }胞で休部I人l 1/11命I JJ 柏Jei') ケ ス リ 、 外 1(1iを斜)j向のハ ケ LI 、 1 1 枯部内外1!11 は ヨ 四 免J,',j
格する。 1 3は（本部から）＆部のみ残{jす I.., 況で内血を縦 ）j 向のケ ス リ 、 外1(JJは斜)jl•リにハ ケ I I を施L

甑 ( 1 4) 1じf�か取 り 付 〈 タ イ プで • 力 lり卜しか残 {fしないか対にJI父 り 付 〈 と名え ら れ るU 外 l川は縦 ）i li1J 
のハケ 1 1 、 1J、J 1(11 'よ斜）i i川のケ ス リ を施し 、 「 ' *·文部とl�I;部は ヨ コ ナ デ戯 幣する 外 1friには県班が残る

S1001住居内土壌 (Fig.7 、 PL.5)
Iご刊Ii ?.炸

J (- ( L5 · 16) 共に焼成 は 良 Hで 、 内外1/iil . l.t J求な細かし 、 ： カ キを施す I :iは翡」（ヽ ↓ ” なる 11ffl�外かあ

る，
�� ( 1 7 ) 1 1 紅部小）ヤで内外 lfli共 に ヨ コ ナ デを施す。
S1001 カ マ ド (Fi!{. 7 、 PL.6)
ばiii t怜

I内jJ(- ( 1 8) カ マ ド内に伏せ ii','.かれた 心jJ{-、であるが 、 外1/i i ''fi';に煤 等の付府物は 見らiL なし '• J{,、部は底部
外訓をケ 人 リ で,J.',l格 L ているか脚部接介時の縦 ）JIり (I) I ·. 具眼 （ケ ス リ ） が残る＂ 肌1部外lfliは縦 /jliりのケ
ズ リ が伯(1i 施 さ れる。 焼1』文は良好。

泄 ( I 9) 小利の喪でJll,i陪JS中位にJ比人径を測 り 、 休部I州(JIを縦）J 1t'1Jのケ ズ リ 、 外1(1iを小ク.iL )j 向にハ ケ II
を柚す 焼I戎かやや不良で淡赤出 色を•,1 する，＂

\•lk (20) 底部を成 刑時に 力 所•q,イL してし ヽる小’りの他で外面を斜）iiりにハ ケ 1- 1 、 1人J 1fli /;, 縦}j 向に ケ ズ
リ を施す。

包含層 (Fig . 7 )  
1: 帥 悩

小 llll (2 1 · 22) 21は淡紺出色、 22は淡 iし 白 色を 'il し 、 共 に 底部11 11似糸 切 リ 、 イ本部は J コ ナ ·r』月繁する0

杯 (2:1) J,'f 部から休部の •部）ヤでJi飩ISは l nl転糸l;IJ り 、 休部内外1(11 は コ コ ナ デを施す
J. し悩
碗 (2�) イ本部 1' '1ヽ；か ら 底部の ・ 1'fl切 で内外171i I ·  ナデを施す。

(4) 小結
今u ,1 (I) ,J.'J f'f. ではI�火( i:J,1 :• 棟のみの検 出であった。 ，J,\111:.tll!.は標泊i l 2 m ,t',t り） ,ti斜 1r1 iに iヽ:地してし 、る。 ,,:

; I t ,1 , 
地環橡としては筑後rlj内迅跡では成数 森 ノ 木迅跡 、 1iiJi It中 ノ I:.逍跡 、 f,:染森」）J沿t跡など八女 Ii-陵l柘j西端
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熊野塚根iti跡

(/) 台地 Lに ）足lll-lする迅蹄 と 111瓜隣で位ii'( ( Iりに は 伽 l叶 ノ 1i追跡に近接 し ている
検111 さ れた翌穴住）,,}は小規校でカ マ ド 付 さであ る。 呪小池 は 巡 っ ておらず 、 +IツU.1 確必 していな し ‘・

ヵ ーィ ド 悩では {U•:·内 上堀が検Ill さ れてお り 、 fl:屈/�下に は凩内 I.�\か掘 り 込 よ れている。 こ れ ら の 付 屈
施成が検/lI さ れる例は 前ii! 中 ノ I:.辿跡 2 次,J,'d 1f.Sl010 、 S1100である. :. tl ら の(tJ, 1 ;で1111俎 なのが住屈内
I娘 と 凩 内 I:堀である 今 1111検 I I I し たi !:),,;-内 I·.堀は）和(11に掘 ら れてお り 、 1iiJi I叩 ノ k辿跡の収 1fciに掘 り

込む も の と は 異 なる。 j:'H r. は焼 I.塊や（少、 小イ iを含んでし 、たか 、 )iifl 11. 中 ノ I:.で兄られたりt面の焼け は 確
品 し てい ない0 1)1軒の性格 と し て は カ マ ド の 火 神 を保(( し てお く 施設や カ マ ド (l) j火 を 人れ に 施股な どが
以前か り 論 じ ら れている。 凩 内 l:Jh?i は り術 It 中 ノ l<_j且跡 と l11J様で、 1t1fli を1lcる iiiH · � 訓 り 込んでお り 、 J和(Jj
を辿成 し ’恥師lでは (f イi· し ていなか ） た と りえ られる 性格 と し て は ）和(II rJ) i�t. ク（抜 さ や地鋲の施 改 と 打
え ら れている。

/ 1 1  I. 逍物は 、 1U.• r内か ら は ばIii器 し かII I I :  し ていない， そ の 中でも 細かいT',ttな ミ ガ キ を施す杯に つ
いては 巾 内追跨からfl:\ I: し t· I:器では 報内例が殆ん ど ない 翡M、 は 全て知脚である 椛は球形 と Jliul l-.i:が
｛［ イl し 、 lllu! Lc: タ イ フ 1-t lllul部が弘ら J 、 1 l ffか11と人’径を測る も のである Nkl " ついて は 人 llj'l(l)把 F付さ の
筒 削 タ イ プ と �,しに穿北 し に ク イ フか(I-イI 4 る

検Ill し た翌穴H:J,1;,は筑後地域での検II I例か ら (i 111. 紀木から始よ る lltl小化 し た小りIJ I、} ;'(イ tJ,叶 と luJ 様であ
る。 迅物に ついては 須忠器を 出 I: し ておら ず （ 包 含 ）(•1から ］ 、1.1. U IU:) 、 ，t t. こ こ カ キ を 施 し たiやや邸杯につ
いてII↓期は ，f明でさ ない 疵や1·1kに ついては 仮艮II,�:代 前後に 比迫 さ れてJiし \ (/)では な I, 、 か。

ヽ,,, 追跡ては 1 棟の翌穴住,,,;-(/)検mに 憎 ま ） た か、 低地の 多い筑後市で台 地 I: ( I  i:I浚 u に展開するft
,t ' ii ? 

),,; (/Y, は 弥IJ: 時代か ら•ji.安時 代 まで概ね K集 治 を形成 し てお リ 、 ヽ''1迅跡），r,j 辺に も 多 く のイ l:J叶·群がイ刈． し て
いる と 名＇え ら れ 、 今後の1i',I 1f. に JUJqかす る と こ ろであ る．

.. , 
,d: I 「i磁故 f ヅ 小遺％」 況1紅" 文化111 叫f洲lj ';·\1} � 6  I� ]99() 筑i馴j教'(f妥 U 会
1ol: 2 rllif i l t中の ,,_jl'濁J 筑1it1'1文化）f,j 汎 忙汁l;';,\!� f:('. 4 IJJ 1987 筑後rli敦'fr 委 U 会

rni1i1叩 ノ E追¥¼11 I 虹後 巾 文化財i�―f況l11;、 \I� り�22 11� I 99!:l 筑1もliY'J.if公I! 会
,.1: :1 「 {U.•:· 1,1,J 」 と 「 ）i{lkJI li l11l l ふ昧であ るが、 竹 格か汎 な る 」ょ県 と り え ,·' J I 、 fi)JI) � J(t る に めr分け て い る。
,、H 「 JL州様lfJr l'I珈ll道1関係川淑 文化財 ，↓1 1f叩；· ，1F 17 J 1990 枷l咄激1't如i仝

PL州仙 断 r庫� "'追関係刑成 文化IU ,J.Ur'ttU訊1F·52 」 1998 N,\W,1 V,t¥!cir岱n会
1d: fl 小1 1 1+11利 r北部）L州の カ マ ト に つ い て 」 I 文 化ltヤ沈論．り.:J 1994 文化附 •"/:論 集 ItJ 1 I 会
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Tab . I 熊野塚恨逍跡追物観寮K

直構
' _, ● 

SIOO l 
S IOO l  
S l001 
SlOO I 
Sl001 
SIOO J 
S100 1 
SIOOJ 
S (()() 1 
S100 1 
S lOO J  
SIOOl 
SHHll 
S1001 

- --
-- -

SIOO l f l: 11、J l·.JA� 
SIOOl !i:I勺 I·J}$(
SIOO 1 1 1: 内 I湯俎
SIOO I カ マ ド
S100 1 カ マ ド
SHH> ! カ マ ド

己含Ji'1
己含M
臼 含JM
臼令）(1 

6 ー．． ．．．．． ．ー
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 -—· 
6 --- -
6 • -— 
6 ••• 一 •一
6 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 • 一
7 
7 

番 り· 名称

l: r.iti 器
2 直ll?,;� 一
:{ I ・．師器． ．． ．  
,J 1: 0ili 悩
5 1-. n,1; 器
6 I .  帥器
7 t·. 師 器
8 I: 師�:;， t·J1IT器
1 0  1·. nii1 俗·�
1 1  k師器
1i  L帥器
1 3  t -.Oili 器
H K帥}伶
15  I .  師 器
1 6  K師器
J 7  r事MiW
1 8  I .Mi?. 炸
19 I·. 師 器
20 I・．帥 器
2 1  IJij1 器
22 I. 帥 器
2:3 1:r.m悩
24 几悩恰

器種

lf 
J-(、

一

」(、

M、
J{, 

閲�J{-
翡J(-

虎
癌

ミ ー ナ ずア

梵
鉢

':, I・iiし

甑
坪
杯
紅Jヽし

i\':j.l-(-
3把
Nk. 

小Ull
4 ヽ 1111

J(-
碗

熊野ぶ恨遺跡

［ りt位はrm 、 . , よ 復原仙 、 →は 欠-tit】

R 番 サ r l 径 �11" r 1 ,. . .,
. 
1 底径 残イf 備 サ

001  1 3 .  1 3 . 75* 3/4 ―—-
007 1 4 . 2 ・ 4 . 3 • 1/4 -— 
006 1 3 . 8 ・ 4 _ 75• ] /� 

004 l S . 5 • � . 2 ・ 1 /4 
OOfi l S . 3 ・ � .  9 -I 1 /4 
0 1 4  1 6 . 2 ・ 5 . 1 + 脚部--
0 1 3  8 . 1 5+ 脚部
OOH 9 . 5 ・ :L 2 ・ 1/3 

一

01 1 1 1 . 4 ・ 2 . 7  t 1 /8 —· 
020 2 .  1 5• 体部 1/2
0 17  1 6 . 1 ・ I I枯端部欠
0 1 6  1 5  . •  1 ・ 1 5 . 25' 1/2 一
0 1 8  2� . 4  2:L 45 '  1 1 緑部欠—-
0 19  23 . 00 は ば'Jt

002 1 4 . 0 • 4 . 8:>4 1/5 
00:1 1 8 . 2 • � .  7 , , 1 /2 
009 l l . () . 2 . 7 • 1 /8 
0 12  1 3 . ss• 9 . 25 1/2 —· 
0 15  24 . 7 ・ 8 . 0�· 小)'(
0 1 0  1 4 . 2 •  1 :3 . 0  + 1/2 —-
00:l 8 . 7 ・ 1 . 45 7 . 8 • 1/8 -
001 9 . 6 ・ 1 .  f,5 7 . 7 ・ 1/8 
003 l . 351 7 . 2 • 1/3 ―-
OCM 2 . G 拿 4 ヽ J ',

Tab .2  熊野以恨追�,Jl,/ 1 \ I: 迅物 •覧表

S 将 サ
• 一 "●り

I 

l カ マ ド
1 カ マ ド
1 カ マ ド

" '" " "'● " """ 

1 U: IJ、� J:J�附
l fi: l"J .l: ぅ![一
I / l� 仏I l:ll(! 

⑭含/1、1

＿ 

f靱iJ

1-.r.11i ?. 怜
k帥悩
i:r.,11 � 恰
l:r.11! � 恰
K製品
t:Mi ?. 恰
i:r.,u � 恰
k間i 岱恰
U1li 器
H�i閑；
K製品
lこ r.ili �:;:— —_., — 

包含lN 」;Olli a;-� 
己 含 M 須恵器' ' ' ...... , 

包含M J心器
己 含 }(,i 磁器

- 1 1 -

滞H(
H、

翡J(-
虎
('lk. 

焼 r. J鬼

喪
高J.(-

甑
咄、
H、

焼 I·.塊
小llll
!(,、

M、

椀ー·— ・ "' ""
白磁



10l �1/'1 1 1 ノ 1ii/iflV介

2 .  熊野山 ノ ,w追跡

( 1)はじめに
ヽ,., 逍跡は筑後 rli k午熊野＇釘II ノ Iiりに ）リrAす る 。 di逍熊野水 I l l 糾i江路改良 J: 1J1 に 伴い 、 加磁文化財のよ

掘Jij ff. を1 r , た糸f;米 、 辿跡を確 必したた め本J↓l 1f. を行 う ，J ;. と な ） た. ,J、'dff.対 象 rf1i梢は約600m' 、 調-rt期
間 は 平成1 2年2 J 1 4  1 1 か ら 3 月 21 1 1 迄である ，， 4,JlJ 1f. ·l � ) IJ に つ いてはJJ;t lkl · f'i· である 筑後巾か iun. し た。 ，J�
tf. ・ 報併は I:かl 炎 I :が�I I 'り し I..:。

Fig.8 flじ•野ill ノ り狐'1跡溝牡地、•.'.(位ii',:I・:<I ( l  /2500) 

�fl, 
s

 
1J:,1 介Iメ： は 椋 泊j約 9 m f,'f7>谷状地形に）��IJ:j し 、 北側 、 1iJ

けていた。

I凋ii:lx� 1-.M�及)-\似l

(2)検出遺構
'I' 711 

SD002 ( Fig. l ()) 
訊，l ff. I丸Iり端で検 廿 ＼ し た 溝 で 、 SD005に 交わ る 。 71

1/J凍illllが低 〈 な っ てお リ 、 snoosに 介流 している と 名’
え ら れ る " SDOOSとの切り 介い関係は 心リlである 。 辿物は U1li器小 IIIL J に 従） ＇， 、 J·C?.:}小 1111 J ヤが廿 I 上 し て
し ヽ る ，

SD003 (Fig . 1 1 、 PL . 7) 
,J,\j ff. 区を南北に走 る ii'liでSD002に IJJられ る � jl[[ t·. は灰白色枯it I: と 黒色 ,._がiJ凶：した状態である。 ま

- 12 



熊野山 ノ 11;r逍lか

、\ _
／A―

 
（

 

X24. 956 

Y-46,663 

X24, 946 

5 m  

゜

Fig.  1 0  熊野山 ノ Iiりi且跡

ー l :i 

［ 
X24, 926 

••一

Y-46,653 

逍構令体図 (l/J 50) 

Y-46, 643 



f爵�lf' t l l ノ 1)if ii'(跡

に 、 地 1 1 1 に jfj; I, 、小閉 も 混 じ る 。 逍物は 須．忠悩l廷Iじ祇｝｝ 、 ！．［しP/11 .( i て' J, る 瓜11/Miは 溝/,',J辺の地川 と 名 え ら
れ る 箇所 か ら l, ,' I\ t: し て お リ �j jし や製品は1ヤ無で令て 小 さ い）J;l { r であ る

SDOOS (Fig.  1 1 、 PL.8 · 9)
,J� 1t:I刈 l 火 を 如Jりに 走 る UN で、 中 央 で汁Tl ま り �J;,'1> I: 堀 を 形成す る 、， /j·,Y =t リ 状 の I一．堀か ら 東西 に 延 ぴ る

溝は 翡 く な っ て お り 、 水は溜 t り 、1人(I> l)A9cl · 11り ）iか ら 流れ 込 ん で い た と り· ぇ 八 れ る 。 沿物は I:帥 器小 1111
片 、 .I-(- I',· 、 w磁） ＇

，．が,' ] \ I.: し て し ヽ る
SXOOl (P ig. 10) 
調ff. .り 初は 河 川 店 し く は 流蹄 と りえ て し I /• I, が、 北側が令てh砧L を 受け て お リ 、 谷状地I「�(/) Jil深部であ

る た め 己 含}(·1 と し ての必泌が妥� 'り であ る か . SD005訓JIU付近か ら 裕 t, 込みか始 t ヮ て お り 、 不明迅枯 と
し て し ヽ る 。 i胆構の 範IHI は 瀾 悧心t1llll (/)現代7/,'1 か ら 、SD005 ま で を 己含 L て し 、 た 部分であ る u iり I·.は 淡 黒 色
L、 11{1 1.Iヽ＼ 色 」ー、 淡焦 色砂牧 I·.か ら 成 l,;, u 逍物' t �il忠器硲｝ ’

， 、 .I-(,、 ) ,1 、 I .  帥 盛 小 llll J ', 、 )(,、 )',· 、 �,籾 、 拙 り 鉢
I', 、 白磁/'1―

、 w磁椀片 、 ト加訊 、 1-L'l't l船 L鍋 }'i" 、 鉢I', 、 拙 り 鉢 J'i · 、 沿 ィ ， ．災 ｛ 偽 J'.- がI I 1 :1: し て い る
j北 代袖 (lli1 1t )
,J',J 1t lメ• 中 央に 東西 に 凡 る 11{1 �� で、 i11り 内 部に 竹や枝 を 敷 さ 貼め刑めJん し て し 、 t..:。 ）�IJ に 裸殻ん 人れ る ）j法

も あ り 、 そ の 上地に 合 ) I..: )j法やJわな な 物 を 1史 ） て H , て し 、 /• t う であ る 視(1. では杜 ィ iやパ イ プ↑やが
に様変わ リ し て い る 介1111検111 L た Illや+�,..1: iU: 現代の1:i 」JI技術の過f閏 を 知 る ・ 沢料であ る

S0003 

9 2m 
a 

SDOOS 
9 2m 

S0005 
9 . 2111 

c' 

，：三完亨疇／
Fig. l l SD003 、

1 . 1tiir;m 色 ' - (JU、代溝肝 I:)

2. iik*/.t.l (!1 1: 
: Uk船，\し 位 I . U!.I色 t:�V/
, l . i�!.l\色 I: (!.\\K/4 (j� し、）
l'i.fl.! 船ll色 t; ( 1: 1 色枯 I;令む）
r,'i:k褐茶色 I; (t'1 色fli I.ft(;) 
7 . /-ki'J 色f/,1t I: ( !.I.I似（「ヤし・）

b' 

M . lk灰l°I (':,4/,'U I. (地Ii iの 11r能竹 h り ）

I ,  ff(!!.\(� I .  
（小I i 、 h',tt Iし 介IJ)

1 . l�Hll色 I.
•↓ · '"I I'ぶ (!•,ti,\'( I.
: I . ill.I!.\ 色 I
1 .  11,,/.'.I色 I
:i.iKII.\色fl,f'( I.
ti.;�� 入ギ色t'H'i l.
7 . i炒k 茶色叫'( I:
l ! 11,"r/-k.!、I,\ 色妙牧 I:
り IUJ/-x. 1· 1 (!!,b·l>W· I: 

Ill lls !!,\1-N. 色砂n· 1:
I t . 1k茶1-N. (!�b少1i. 1:
12 .  淡J.J-;','「 色Wl.'t I: 
l:UMA.'.t.\ 色6'l>t'L I :

1./f_Jr.;lll色 I: (昭!I\)
vu111<" 1' 1 C!!.i1,1·1 1: (Nf.Li月 ）
叩kHJ包 I
, l . i,k九I色 I:
ri . ua;11t色 I.
li.Nl'i/1.\(!!,, I; {i'lin介(:)
i. iJ.l;A; 茶色紗t'l l
I! IUJ 恥.I.I色砂ft I .  
!I 1-k県1-k色 I; (tt>fl:tlt) 

1t1 llii '!.I 色.I. (ややfl,n.u 
I I  11<1火 f'l色I、り 1l l'
1,. ,:t;; 負，や色砂R I
訊 昭，1AI 色11, lU: 0'," I 砂'f:{. l:�ぐむ）
11 II訪I色粘rt I: (11'械I:)
l.1 llir!、しI('! I; (f./it't. t-,t{ !Iし じ る ）
Iii ,k茶灰色((Jlf( I (•I・イぃ 砂介M
17. f,Jll火/Al(り紗'l!i I (小ィi. lr'I>含tr)
18 成茶出色6'H'( I (6'1>) 
l!I 11/j茶褐色砂1'{ I 

005、 !�.\ 11/1' ,< i : I  u·.: 1 . :/M観察図 ( I /40) 

- 1 4 -



f爾りf I l l ノ llil il\跡

9 20m 

9 20m 

9 2m 

2 1 . i紀,I.\)火 包 I·, (bれ＇（）
22, 11�/.I.I色 l . (やや紗買）
2:U�J#. 1'1色粘f{ I; 
:!1 . 1,f< 貨芥色紗t(I;
:!:i . ll�/.11色粘買 I; ( t'.'- 1  ttn I;� し・）
2ti 昭m 色tlt1t I: (JMM I;) 
27 . Uii/,1,\ 色 I , (fl,'tt ((v'l'(ill じ る ）
211 j;f;, 茶）火包砂fl I: (小Ii、 砂介む）
2り iUN/.1.\色砂U:t: <小ィi も く 介t.)
30 次'(-,II)色rli'l'l t: (紗）
: 11 . a;;*'褐已紗U. l

。 2 m  

fiJ{ . l l  ,J,'.J1f. 区 I: J附観殷 ( 1/GO)

(3) 出土遺物
SD003 (F ig . l :l .  PI、 . 1 0)
縄文 I;悩 ( l ) 内 外 1fri に 山 形 文の 押 し 咄 ん 倣 ）jliりに抽れ 外 1(1i は

淡柑褐色、 内 血 は i炎 i1し 褐 色 を ·;iす る
れ 、Iふ器, (2) J,,c5l(t·,Mの ） 1, で残 (J翡5 . 85cm を 測 る , I I 粒端部 を つ よ み

,' I I し 、 ,J刈'l\'�l.t ] コ ト テ 焼I必 、 四）じ 共 に 良 Mであ る
イ i銭 (3) サ メ カ イ I· 製。 K さ 1 . 85cm 、 %\ 1 . :km 、 JI/ さ 0 . 4cm を 測 る 、9

SD005 (Fig .  14 、 P し . 10) 
ばIIJ 悩 ( 4 - 6) 小llll でJi'l部11 11 加、糸 切 り 、 ,O:J :格はコ 2 ナ デ 、 内 1(11 ・

部に イ勺定 ）J 柏J(I>r rを 施 に

ー

〗

E日9 ,

―

゜

狐
3

-―
 1:·
 SXOOl (F ig . 1 5、 P L . 10)

外刑 I: 器 (7) I I往1 � . !cm を il!IJ り 、 内 1(11 を f/1'1 h 1i1Jのナ デ、 外 1(1 1に斜
<> 

10cm 
h 向 のハ ケ I I を 施す 。 Fig. 1 :3 SDOIWI I  I: 逍物 ( l /:l· 1/2)

珈認：； (8) ふ 1 '1 で尺 JI渭ISi" 線 刻 か施 さ れ ん ， I人間 は '] コ ナ デ、 外
血 は j 限 な ケ ノ� リ を 施r。 焼I必 、 m)じ共に j込 �f で あ る ，

I Mi 悩 (9-25) 9-Hは 小llll てl氏部l1 1 111t;糸 りJ り 、 ,Jl4.�をは ヨ コ ナ デ
で あ ふ 1 5 - 1 8はJ(-でlif部1, 1 1転糸 切 り 、 1雌格は コ コ ナ デであ る 。 19
は 茶釜 で外 1'1i に 爪 形 と 悔化 文 を 施 し 、 内 血 は 斜 ）j lりの-) デ と 指y(i狼
か残 る 20 - 2!5は I:鍋 で20 -22は 11 H を ふ枯状 に 仕 I.If 、 23か ら
2� は I I 柑 部が,t'; 1 -� む。 ,J/,j繁は 外 1f1iに ナ デ と 指叫痕 、 1J� 1fliは 横 ）jlirJ 
や斜 ）i 向のハケ I J を 施す 。

J、しW (28) 小 llll て内外血に不定）s,t,」の ミ ガ キ を 施す
凡'l'l I. 悩 (27) 茶釜で外l川 に縦）j柏jのハ ケ 1 1 、 ヘ ラ に よ る 文様 を 施

�- �� 。
又 ー＝

戸

マニ□F:.=�. c:::: かII 
Fig . 1 4  SDOOfi / 1 1  t: 逍物 (1/3)

し 、 内 面 に は 指叫痕 と 芥(J J.の桜介般Iが残 る 。

磁悩 (29-32) 29は 白磁Jill で あ る 。 30、 :H は 他 泉窯 系 1'i"磁碗 で 兄込み に 施 文す る 30 は 和(ij に l'l' 人
が 人 る 。 32は碗の I I 枯か らイ本部）「 で内 1(1i に 櫛 に よ る 施 文か伐 り 、 釉は比校(1り/1/ いロ

陶 器 (:n · :34) 33は 心l)j 製品で内 ITII を 伯化状 に扶 り か人 り 、 底部は 後家I氏 を '1比 し 、 令而施釉てあ る 。
3'1は 1r,,MJ ', で頚部 ド に 耳がりl< り 付 く 。

イ i製 品 (35-:m 35 は 沿石製の石鍋片 であ る 。 内外 J(IJ を 縦 方 向 に ケ ズ リ 、 クり ドに は 穿-fLが残 る 。

-- 1 5 -
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Fig. 1 5  SXOOl / 1 \;l.j出物 ( 1 /3 · {「銭 1 /l )
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包含層

\ -7:: ご�

‘

 

tI
 
ー＇

 
”

 

渇
祠
竺
/冒

、
40
•

望二

史ニコニヲ�9

撹乱

息薗

現代溝 （暗渠）

��-=---:-=I—-- �� 
""'�""" 

← :__� プ47

\—-7-- -d.a 

ぐ ． ニ1- 7 ,l= 
゜ lOOII ＼巳召

Fig. 1 6  そ の他の/11 I·. 逍物 (1/3)

:17は瓜ll/1l 1' 1 製のイi鏃でJ;l:さ0. 0cm 、 1111,\0 . Ornt 、 )り［ さ0. (Jc,rnを測る 、 :16は砂＇礼製(/)瓜ィ iで,l 1fli v') i史）ll 1fffをイiす 0

L製品 (38) ,,z l切 で縄 1 1を施し、 投は布 1 1 が残 る "
包含層 (Fig . 16、 Pし. l l) 
直i器 (39 - 4 1 ) 39、 -10は 小 [Ill で底部h1I転糸 切 り 、 調格はHり托のた め不明な部分か 恥 ヽ か、 オ·mでヨ

-J ナ デである。 4 1 は K鍋で1 1 枯部に脱みを持たせ 、 I I や々MIS! - 縄 I I の文を施す 、 内1(11は斜）j 向 のハ ケ II 。
狐も濫 (42) I I 秘端部を Ii.録状にイ k 」.:- 'rる。 屈 9叫浪で淡出）火 色を閑するn

撹乱 (Fig . 16、 PL. 1 1 )
k 帥 器 (4�) I: 鍋 でn 杯部に縄 1 1 、 内1(1i は 柚 )j向のハ ケ 1 1 を 施す。

加ぶ悩 (,1!5) 鉢でI I 緑部 を ,�秘状にt1· 1 -.1 r る 。 1 1縁部外1Mに頂J i 焼 さ の狼跡が残 ん
現代溝 （暗渠） (Fig. I G) 
姐1JJ:船 (�6) かえ り を 持つ!(,、 身で胎 I·.は よ く 粘選さHてお り 焼成 、 氾 ）しLt 共 に 良 好である，
暉Ii悩 (47 · �8) 小1111 で）J

、
( 惰IS Jr 1l転糸 りJ り 、 ，翡 格はイ本部、 1 1 峠fi·IS 3 コ ナ プノ、 内1(11はイ況定 ）j IiりのナデJ

磁 器 (49) 染め付 けllll で翡合Ji,<地1(1iのみii枠胎、 内rfl iに 文様を耕i 〈 。

(4) 小結
潤 ff. Iメ．は 南側と北側で Ii:I浚地間に な っており 、 谷(/)蚊深部に辿構は IJ�IJUす るQ SXOO l は 検 II I 'り 初 、 1f,J

側で洛 ,.. 込みをf((f認 し たため流路、 河 川 と打 え てし 、たか 、 北1illlでの 11: ち 」 ·.I.が リ がJj訊L等で検出てさ J 、

心リJ な ．しh を 収 した。 しかし、 I l l l·.itl物は •Jfi; 'I:時代か ら 中 111:後'I分位の も ので、 出 l:;11物の人'I', は中111:の b
のである n 則没 制を中111:後 中に求めて、 lJJ り 介い状況か ら SXOOl 坪没後、 SD005が掘 ら れ 、 現代汁··�(/) 賠
択やi,府が掘 ら れた i叫'1tを確 必す る こ と か で さ に. SD005は7t'り であるが 、 i全 中 に 梱 JI·状に枷I られに部分があ
リ 、 J刈1f. 時 で も ii/J水を確必している。 よた 、 suoo:,は肌I:か地, , , と 非常 に 似てお リ 、 (({C認が困難で あ ）

た 。 しかし 、 J1lt I: か ら は黒 ll{d -1 i (Pla . 1 1 ) が集 中 して出 I:し、 しか も 製 品 は な く 令て）,;(.{ iであ っ に こ と
がイ" 11f月れである。 I瓜イiについて も 伯径 2 cmN.Jと(I) - 兄小 ィ i で:'/IJれにfi/Ji J ', で必胤で さ る も (/) である，

di内の発掘判代では 台地 I:、の追跡をふり ff.す る 機会が 多 〈 ， 谷部のrdl,l #.例は極めて少ない ，， 特に山内-It
＇位） 八女 Jj'· 陵 l:(J)谷部では 今 よ で,J恥発が殆 ど行われていない。 こ の現状は 巾 内北 ‘ド(J)」'I!.蔵文化財包]I'.返地
が ,,. 陵 I·.、 t.=し 〈 は台J也 I·.に改定されており 、 低地にある沿跡がよ確認(/)箇所であ っ た ')'�が平 ,r ら れ る 。
こ の調ff.に よ り 谷部地）［クの場所で も 状況に よ り 逍構がイf化す る こ と が明 らかに な り 、 文化財 包蔵地を 名’
え る I'.ーでのイ[ }] な 莉料�)しぶ と な っ た 。
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熊野山 ハjiJ;且跡

Tab . 3  熊野山 ノ riii迫跡迅物観察 .}j;_ [ Ill位はc-m、 • は役原fj((、 ャは欠ml

迅t,'li: Fig. 番 り• 名 祢 岱枡 R 番 り・ I I 行 閤t,Oi 底径 残{f. 」 備 り
SDOO'.-l 

-·- 1 :-! l 縄文 I温 押
—

型 又 u;1こ 003 
＝ 

I 1 1 1 形 文
SD0..0. :3 -- —  1 3 2 - t!Uぶ閤f JH(i'i.:':t . 00 l 

—-
I I 冷点ー1本部

SDOO� 13  :{ ィ j i�U11り
一 イ i鉱

I

I 0, •0• •  2 ・ -トー-一
I
·-

―--• 一 I サヌカイト
SDOOfi 1 1  4 I·.Otli閤f ,j ヽ川l ooz 9 .  Z • J . 20 7 .  0 • 1 /  4 
SD005 1 4  s 1·. o,ri 閑� •一,•—J ヽ III,• L • 一 00．3 ， 9 .  2 •  ＇ 0 .  90 7 . 6 •  l / 4 - ,, —.' .  
sooos , � 6 1:n,ri閤'f ,Jヽ lhl 00 l 1 2 .  J •  I .  �{S 1 0  . 2 ・ 1/4

l―-- - - 一r- —- - —1-

SXOO I 1 5  7 Iコ・ （1而拙 鉢 029 1 4 .  1 •  1 1秘 ）ヤ
SXOOI ー• 15 一 8ート利uぶ岱 · 治

—
02:-1 --

- (本部 ）ヤ
SXOO I -· lfi 9 l:f:111 岱 小皿

,...
006 6 .  7 -;-

t-
l .  20 5 . 2 •  

-
1/2 

SXOOl  —. 1 5  1 0  I· 師岱 小lil1 007 7 .  6
" • -·- l . 00 S .  8 •  - 2/3 

SXOO l 1 5  1 1  1:1'111澤 小!Ill 025 8 . 6 • 1 . 20 6 . 8 • 一 1/4 
SXOOl - 1 5  _12 , 暉訟 小IIIL 001 8 .  6 i-1 . 20 6 . 7 -ほぼ-応-）-f多
SXOO l - 1_5 ,, 1 3  U:1li ?.:1- 小 llll 008 8 .  7 -; 1 .  :10 7 .  6 •  � 1 / 6 
SXOOI ー ・ 1 5  1 4  l'-1'111, ��f ,J ヽ mt 002 9 . 4 ・ 1 . I :i 7 . 8 •  1 /2 - ― 
SXOO I I S  1 5  l:IWi i怜 iィ、 005 1 1  . 4 庫 2 . 60 7 . 8 ・ 1 /3
S
● "X" OO-

—
l 

--
1 5  1

-
6 - 1-.flili i:� J{,、 - 004 1 1  . 6 •  -2 .  60 '" '

'
7'. '7 '"' '一 1 /8 

SXOOl - —· 
l fi 1 7  J: 師料 .1f - 009 1 3 .  O •  . 3 .  20 - 9 .  8 •  l/6 

SXOOl - - - 1 5  1 8  J: 帥閲； ― J-{- ― 00:1 1 4  . 1 •  2 . 85 I O .  0 * 
-·- 1 /� 

sxoo 1 tfi 1 9  J-n,1i悩 茶 釜 0 1 1  1 2 . 6 • - -
- _,,_-,,、.一小 ）＇1

SXOO J 15 20 I· 帥閤i- I·. 鍋 024 26 . 2 •  1 1 枯J ',— - -
SXOOI 1 5  2 1  I: 「111ii怜 L鍋 0 1 5 1 1 糾 ）',·— - - - _, 
SXOOl -I -l S  22 I爪iii器 - 暉，\ 0 12 - -1 1 絃） ',·
SXOO I 15 23 l:r.1li悩 1·鉛 031 I.I綽-f,t.:部
SXOO I 1:, 24 l:(l11i iぶ Ud\l 0 1 3  1 1 綽） ',·
SXOO l ――I G —25 - - I. 帥僻 - I: 鉛 0 1 4  1 1 枯） ',— _, ....... — 
sxoo t  1 !)  26 取X I屈 外 0 1 6  1 1 綽片
SXOO I 1 5  27 」しit I. 岱 茶 釜 028 19 . 3 •  I I i, 点 ）ヤ
SXOO l 15 28 」心料 小llll 030 1 0 . 0  1 /8 
SXOO I 15 29 I' 1 1,l llll 03::1 —- • � ― - - - . sxon t 1s 30 m滋 碗 027 6 . !l '" 1/4 
SXOO l — 1 5  -ト― 31 1't磁

-
碗 - 026 -2 . 00 6 . 4 底部のみ

SXOOI 
- — 

1 5  32 - ,1i· 磁
-

碗 --0 l 7 —- 「 I f,点～休部
SXOO I 

-- l !i I一 "3� 陶閤f - ·,t':f ? —- 0 L8 — 底部) ',·
SXOO l 1 5  34 陶 悩

ー

l
f
•;i'1f. ・ 022.

. 
— 頸 部 ） '1— - — -

SXOO l 1 5  35 石製.'11', ィ i鉛 021 1 1絃一f木部
sxoo l 1 5  36 イ製.'1111 (iJU i -. O 1 9  . - -- -

-

— I� 少�·:-
SXOO l 1 5  37 石製.'1111 ィi鉱 032 f !.I. しllltl { i
SXOO I 15  38 J心 'ii」{ 020 小片
己-介lr1 I

ー

.1,, 6 39 J沿l]i岱 小llll 003 -7 . 1 • l .  40 - !3 .  2 葎 . 1/4 
己 合 ）(1 1 6  40 l: !111i i怜 4ヽ 1111 002 1 0 . 2 峰 l . 20 9 .  2 •  ,... 

I /  4 
包 令 M - 1 6  I ・4.1 上師i:.;. __ 1 : .,_鈴_I 004 - - _,_ ,--

1
-

1
··緑···-Jヤ

包合/r1 — ]6  42 (-I磁 (j宛 005 6 . o •  ― 「 1/11 
包令f(1 16  4:� - 須 ぶ 悩 鉢

-'.. .....
0
. ... 
0
,.
1 . I-24 . 0-・ 「盲次-Jヤ

打ふ�L l 6 4 4 I Olli?. 怜 l:鈴I 004 1 7  k1ボ ） 'i_
打も

,.,
利
,,
し
,,— · — 

1
,_6 ,. —,_ 4S �!i 凡針閑 f.t. 003 I I 希点）ヤ

況代ft'が -. 1 6  46 須恵悩 杯身
一

007 1 2 .  2 庫 一 1 /fi 
況(ti,\\

-
t6  - 1- 47 1·.n,i;: 必怜 4ヽ 1111 005 8 .  8 ,. -1 . 00 7 .  fi • . 1 /2 I. 一 トー� —. - . 

況代溝 16 48 U:1li悩 小 lilt 004 9 .  :l � 1 . 20 7. 4 •  1/  4 
現代洲

,,_ 1
,,
6 , 1

-
9 染付 - IIIL 001 8 . 8 働 2 .  I S  4 . 3  * 1/4 
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糾1 1 1 '1ヶ 池il�粉，•A'\5次品Hi;

3 . � 船 Il l 牛 ヶ 池追跡第 5次調ti
(1) は じ め に

ヽ,,, 逍跡は筑後 巾 k'l鶴 ! f l t炉,� り 池に 所 (1 す る、 tlii立野町 ・ 八 女 イ ン タ ー線新設に ilい 、 iりり磁文化111 の
拭掘J,'Jff. を 行 ：） た糾米、 j且跡 を 確認 し た た め4叫,H召·, � f ') ,' ]I と な っ た 。 fJ,\j介対 ，� Hfffれは 約2600m' 、 ,Jll牡
期間は平成 1 1 年 I J J 1 2 U か ら 5 ) ] 25 1」 迄であ る。 本逍ff.'iVll に つ い て は b;Ct枯 打てあ る 筑後 iii tt!Sd1 対策：渫
が れ 担 し た' 1J,',j 介 ・ 報告は J'.小l 炎 I:が机 ‘り し た。

Fig . 1 7  珀 1 1 1 1 1· ヶ 池j.i't 跡第 5 次 1J.'.J fr: fJ,',J 印叫.'.,、 (11. ?11 図 ( 1 /2!i00) 

fJ,',j 介区の 東側は椋似i約14 m 札I (l) 台 地 I ·に 追釦-t )」� w 
間 し 、 ,,り11111 で低 く な リ 椋,:'り約1 1 rnf'r'度の 谷状状地形
(/) 般深仔IS i ·c-i且 跡Illぶかる 晶J:介．は排 I ,i't' ' Jりのl½J
係 で）又転調介 を l r ; て し ＼ る 。 枯本」：）け は +JI竹. L l• t ·  
賠 茶黒 色 I.がJ1L伯 し 、 Iii'�茶黒 色 I: を 除J� 後、 il'i枯を
俯認 し 地1 1 1 は 東11111 で/;ヽk!i砂t 色粘 'tい·.、 西側 で砂l茂}(,1
に な る , 1�1',j ff. で は 束11111 で縄 文II、i 代 、 中 火 でill: 111.、 四
側 で 占 代の逍物 を ti\ 1·. し て お り 、 西側は鶴1 1 1 'ト ヶ 池
i且跡m 2 次J,'J ff_(l)柑．応古 代'I'1it"i ( 11_!.iif,t近蹄） を 確品
し た !'utiてあ る 。

E
 

耕作土

暗茶黒色土

砂礫層

Fi� . 1 8  }1� オi: :l:)f,H父.i\: r文l

(2) 検出遺構
5$D015 (Fig . 19、 PL. 12 )
瀾ft11.: 中 央 束寄 リ で検Ill し た 1H北に 人 る i11り で、 sxo:!5 1; WJ る ［， 検 / l \ 1-f-1 -ltl,.:約 1 4 . :15 m 、 輻約 I . 0;1 rn 、

深 べ 約0 . 47 m l;参 illll る 洲は級やかなU'伶I� の 断 価 を イi し て お リ 、 」りl U.l 淡茶J火 色 I . 、 1111 )仮 瓜 色糾礼 I:、
淡茶灰色粘 'l'l 1. 1 · 分け ら れ る 。 iれ物は りjl lf11J 文 L 器 、 県ll/1\1 j刺 l 'i' を /- I L L し て い る が北 人 品 と り え ら れ、 溝
l'l i,f,./t 近ill:以降の新 し し ヽ も の と ：り え ら れ る 。
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詑l 1 l ' I ヶ 池j且Wが:./\5次:JJJ *-

S0015 
13.80m 

13 80m 

5S0040 (Fig.20、 PI、 . U)
調 fEII<� 西端 で検 i' I \ し た 構 であ る 。 検 I l l 南北此約7 . 5 m 、

輻約2 . 8 m 、 深 さ 約o . :H m を illll る 。 北 側 で砂� )�·1 の 地 i l l
lfli に 繋 が り 、 711り の 軸 は ほ げ北 に 走 る 。 ,O:J 1£ 区 の 南 ）j 約
750 in の位沢に 鶴 1n t 1 1 ,U ノ 塚j且跡があ リ 、 西油誼 （占代宜
道） のn1ti1 1l!Jfll!J h'りが検I l l さ れ て い る 。 ま た 、 揺l介:Iメ．北隣は
卿 J I 店 ノ iり • 町I 'I-: ヶ 池逍跡か卿ii し 、 こ こ で も 西7/11:

� · 1. 1咋l紐 I: 道の1111J 汁り を検出 し て お リ 、 1111] 逍跡の1ll間 を 粘ぶ と 、 こ の'#'·''·'"''日 l 追構 は 雌扉湘定地に （団 し て い る ;: り の 刑 le は淡）紀，I,\

／ 
； I ,  祓茶1·1<も粘ヤI l 

色 l: 、 暗l:f.色枯牧 l:(I) 2 IM か ら 成 リ 、 地 1 1 1 は 礫 M で あ る 。

Pig . 1 9  GSDO 1 !5 t:/1Yi 観察図 (1/�0) 追物は淡灰 ．＇、し＼ 色 L.か ら 1 : n11i 悩小 11.'J 丸底·,Mか 1 .t.'● ,: 出 I: し た
だ け であ る c

1 1  40m S0040 

I , ;,J. J,J.i. 'Al (I�L 
2 . 11/lJ火 色粘 'I'( I.

1 1 .40m 
S0045 

2 m  

ドig . 20 5SD040 、 015. l·. /\'1 観寮I汝I (1 /40) 

5SD045 (Fi${ . 20、 P L . J,1) 
SD040の西隣に あ る im状辿構でSD040 を 行逍 虹lll 袖 と 4 れ ば西側 溝が位iiり す る 出所であ る か、 逍柚が

イ淀 JIク で軋II i, SD040に 沿 ） て い な い ， J↓汎 11fj-(1りに 谷状の J比深部に な り 、 蛇 行 し て い る こ と か ら 、 ,·, 然流路的
な 辿構 であ る と ぢ え ら れ る 。 検,' I I 南 北 Jも約 l J . 8 m 、 船約3 . 9 m 、 11.t大深 さ 約0 . 2 7 m を 測 る 。 追物は tn忠
叩i ( 転川砒） 、 應 1 .n輯叫 、 漁 X 鉢 SXOOl 
がI l l I: し て い る 。

5SX001 (Fi � .  2 1 、 P L . 14)
.�.'J 11: I人煉端で検Il l し た U�-< i逍梢 であ

る。 L乏,1哺約 1 .9m 、 ?i\iilillr約 I • 1 111 、 Iい 人
深 さ 約0 . 2加 を 測 る 。 イ i は 後 111.の1l』削
等••に よ り 動 い て い る と サ え ら れ 、 そ の
内5イl�I の イ i は 衣 面 に 焼け 血 を イI し て い
る も の であ る 。 上 に 、 イ i は堀底に 据 え
ら れ た し の が殆 ど な く 、 'd i に 浮し 、 た 状
態 あ る た め 、 イ i糾み炉 と 判 断 で さ な い
が、 イ iの検I l l lfli は 、［な 1 1 の テ ラ ス トに
釆 る ため 、 イ i惰I lみ炉 と し て の 11f

f
lも·I"卜 は

残 る 。 j且物は利Ill内 文 I鼻． 器片が出 I:. し て
い る

13.50m 

゜一 I m  一
FiJ.{ . 2 1  5SX001 沿構:.Li iUIJ似I ( J /30) 
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'tln ll I' I ヶ 池ll'm第5次潤介

5SX005 ( F ig . 22) 
SD015西側か らSD040 ま での間の地1 1 1が礫Mに な る 部分の 谷-tJ:.i且梢 てあ る 検II I船約24 . 9 rn 、 Jrl大深 さ

約 l .5:3 m を illil る， 瑣物は 細イ i ).) ' 判叩 文 l.拙 、 弥'I I. 器況 、 サ ヌ カ イ ト 製イ i銭 、 黒ll/11 1 1 1 I鎌が出 」-. し て
し 、 る P

5SX010 ( foig . 22) 
SX0051り端 で検出 し た ビ ソ ト で、 りJ リ 介い1刈係は 不明 であ る ，， lぐ軸約2 . 2 m 、 深 さ 約o . :13 m を llllJ る ， 遣

物は Jlp llt'I文 I喘f I I \  J: し て い る，

5SX020 ( [:.'ig . 22) 
,J,'J ft. lメ：中 火で検Ill し た不明逍構 で風fi�l 木狼 と 名＇え ら れ る itし 色札」・

・(I) },',i 1/11 {,: 11;'1 !,I,\色 I: でY(J. ) て お り 、

；且物は Iii,瓜色糾 t: IM か ら I ll J·. し て お リ 、 り11 '�'!文 I: 器、 、1,1.\ 11/U i .:,kt] )', 、 -1) ヌ カ イ I・ ；kll, 11 、 イ i 火kり）ヤ を / 1 \ I: し
て い る．

5SX025 (F i.I-! . 22) 
闊？ぶり）逍枯であ る が 、 児 J.か ら焼けイ iやりM'' 又 I 器）＼ 、 現代逍物を ,' II J·. し てお り 、 悦乱に よ る ゴ ミ

、i',,:(/) 11f能ヤIがあ る か 4叫逍構 と し て扱 う ， 1.::帷l約 l . 7 m 知軸約1 . 3 m 、 蚊人深 さ 約0 . 32 m を 測 る 。 in物は
判I ll、IJ 文 I:器 ） ＇

，• ヽ 、'..l.\ ll/11 ィ j,{ j銭、 ； k!J J', が/ 1 1 1鼻． し て し ヽ I,;, I 

5SX035 (Fig . 22) 
SDO l5に lJJ ら れ る ）i形の；出hりで 、 洛 と し 穴状のj且構に な る 11f能性があ ふ k1l111i約0 . 9 m 、 り，\1. 11叫約0 . 85

m 、 深 さ 約lU�8m を 測 る。 j且物はりI' ,�,, 文 I灌怜）r 、 !.'.\ H{tl ,( j、klj }ヤ を i'II I: し て し ヽ る 。
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Fig. 23 5SD040 、 5SD045 、 5SX005 1H I泌物園(lj図 ( I /3) 
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伯1 1 1 '1 ,, iiじ逍M第5次J'j
―忙

(3) 出土遺物
k器

5S0040 { Fig. 23、 PL. 15)
K帥器 ( 1 ) I I 絃部か ・ 部欠 ·tllす る がけ↓ i",'i:; 形に に 近い小秒 ）L底咄iである 1本部外((l( に 黒班が残 り 、

胎 1:1よ 籾選されてい る 。 品l格はJ科托が 竹 し 〈 不lリl。
5$0045 (Fig. 23、 PL . 15)
鉢卯 I .器 (2) 器附が）'/. 〈 、 )J郊IS も 肥 人•させ る 。 池J格は窮托が竹 し 〈 が明であ リ 、 llt1 I: は 3 mm.f見度の小

砂粒を 多 く 含み牛II."," 焼I成-1,良 である。
珈ぶ器 (:j • 4) :� はつま みの付いな 益である x.)閻IIはヘ ラ 切り 後 、 雑 に ナ デを柚 し 、 ヘ ラ lJJ り 痕か

残 る 。 1相(ijは砒に 転）�]さ れ如(1jか摺 れてお り 枯しが［が残 る。 、1 は税の）Jiu! 部），i で外1(1i じ 格 f f.l 、 I州(l jに ·M r
の ‘りて具痕が残 る 。

K帥器 (5 · G) 共に H消で調格wi沖托が ；そ し 〈 不明であ る が、 5 はJi'€部と 休部の況にヘ ノ ケ ズ リ 奸 し
〈 はヘ ラ IJJり 時のヘ ラ の進 人船とクえ ら れ る rfiiを も つ， 共に淡橙 出 色 夕、 ',!_4る

SSXOOS (Fig .23、 PL. 1 5)
耕1 11,IJ 文 ,. 器 (7-14) 7は l I 秘部），i·でI I 枯部が外側へ ,m 〈 • I人J r7il に ,t'汀·和I J;111W ,l る 柘Iり文がみ ら れ る 。

8 - 1  lは杓円 文を施 した 休部片 で8 · 9は 大粒の杓 I り 文を斜 ）jl111に 、 10は横）iiりに 、 1 1 1よ糾1 1-<:い杓lりを横
) 1 1rリ に 施 し 、 内rfliは柚 ）JI{りの-, デ， 12は山形文を施 し、 内面はナ テ:,' l3は格 ( II を施す. 14は内外面に
斜 ）:;,rり に 撚 糸 文が施され る。

5SX02 0 (Fig. 24、 PL. 1 5 · 1 6)
判1 7li'l 文 ,._器 ( 1 5 - 18) 1 51.t 1 1 紐部） ＇i で,,、1 1(11に格 了· I I が施され る ，． 外1(11 は）｝

・
•i�もが 粁 し いためイ,1リl。 ] (jは

大粒の楕Iリを斜）i 向 に 施 し 、 内((iiはナ ア， 1 7 は 山 形文を施し、 I州(I (は横）j({リに 強 く ナデる n l8は山形文
を施し 、 内lfli に 指屈成が残 る 。

5SX02 5 (Fig . 24、 PL. 16)
押 卯 文 I:悩 (19 · 20) 19は内面 に 格 了; 1- 1 を

抽 し 、 外血は朋托が;;,:しいために イ�,リl、 20は
外1(11 I I は ド に 小粒の杓lりを斜 hiり に 施す。

ィ i ?.怜
5SX005 (Fig . 25、 PL. 16 )  
細 イ 1 刃 (21 ) !.I.\ II/it .{ 環で lとさ2. 0cm、 輻0. 5

('Ill 、 Mさ0 . l5C'mをillll り 、 ド -,�が欠 りしする。 "'
心か ら 外側 に }J 部を形成 している ，9

SX020 

蝸 胃―===-=
' I  15 

尋
p

“‘人"
,

4
讐

,
t
ゃ
t.＂‘.

3
 

慕
尋hヽ,
もc

6
 
ー

99

]:＇
 

ィ i鏃 (22 · i:3) 共 に サ ス カ イ ト 製の銀で脚 SX025 
が 部 幻llす る が、 はば完形である

5SX02 5 (Fig . 25、 PL.16)
ィi鍬 (24 · 25) 共 に 瓜ll/1! ,( i 製の銭でJl/41 部が

久すHす る が、 扶 り は深 く 、 })部は細か く つ 〈
ら れ る ，

）
ヽ

r
/

 

\ I 

゜�
 

I陀
Fig .  24 5SX020 、 5SX025 / 1 1  l.ii'.i物‘火測 l:;ll (1/3) 

sxoos 

胤〗＾ 贔—△
22 

c:::>-

人—羹
23 

A24
 

°̂
 

鼻—鼻
25 ． ＜ ゜ lOan 

Fig.25 廿I l·A濯尖測図 ( 1/2)

Fig 25 出土石翡実側図 (1/2)
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紐IU 'I り 池直跡第5次溝11:

(4)小結
調N区は椋高約 H m 程(/) 台 地から西に向か J て低 く な る （椋沿i l l m 科） 地形である 。 北隣が牛 ヶ 池迅

跡 4 次湛J化 と牛 ヶ 池迅跡 2 次 1凋1t (筑後rli 第36集）、 南燐か1 ヶ 池迅跡1次 ，淵 11: 、 西側を111.j 'I ヶ 池辿跡 （筑
後dJ 第36 U!) と J.l,J :iUでは 郷 よ , t..: ,J,'d 1f. を行っている n 今次潤ff.では 、 米側の台地上で科ll文時代の逍物を
ll I L-. す る 集 イ i逍構、 西側で推定,,判IJ.近の束111U1111Wり と 名 え られる 溝を検出 してい る 。 他の溝窃は 比校(Iり新
し い時期 （近 111:) 1 · tkt! られた と 打え ら れ る " !k石逍構に ついては IYI隣の'I Ji 池逍跡 第 1 次，J.',I ff. でlnl様の逍
構を数 I· J、韓r必 L てお り ． 渠I·JI的な ヒ ト (/) {j在が 月 え られる 。 如 i(/) ィ i に ついてはり釦 杵な焼けrfriをイ［し
い る b (/)が少ない。 押 卯 文 k器に ついては、 斜 Ji 向に施した 大粒のWP !文と樅位に施した 小粒り）怜Iり文 、

山形文 、 撚糸 文が必め られた よ た 、 西梅近11lllrlりについては 、 北隣(/) 牛 ヶ 池第 2 次心l 1E (確必r謁 1f.) で
恢めてイサ泌 Jfクなll!IJ ?i\り を検出 してい る 。 今In] Cl) ,J,',J 1¥. でL(I線(1りな1111]溝を確認 し 、 1,'d I川の地形か ら り え て も 幾
分不禾IJな地形である 」幼所に b {f ([してい る ..: とが確必で さ た 。 lt'rt1(1iについては 、 そ の人 部分が削ヽ

・
ドによ

り 失われてお り 、 成 米を見I llせなか ） た 。 沿物は1Hll i/りか らのll'i I.: が小り' ULJ1Iヽ.J':!のみであ り 、 隣のSD045か
ら は 古代の須恵器、 l:r.rli 悩をIII I: している ”

今,, ,1り） 戯 忙を含めた鶴1 1 1地区は 市内で b 比較的椋似iか翡 く 、 集治を形成 す る 上で格好の K地であ っ た
と 名 え られる ， 各 々 の追跡か ら は 、 1111 1 器時代か ら近Ill· ). での逍物を翌"t>; に I I I I: し、 di,ti部における 追
跡の分布を確火にする 沢料が丼濯iされてい る 。 今後、 こ れ ら の森料の公開と 枡川が諜俎である "

Tr1h . 4  鉛 1 1 1 11:・ ヶ 池追跡第 5 次湖ft迅物観烈必

迫構
,, ,  __ 

SD040 
S0045 
SD045 ··-
SD045 
SD045 
S0045 
SX005 
SXOOfl 
SX005 
SX005 
SX005 
SX005 
SX005 
SX005 ••一
SX020 
SX020 
SX020 ,_ 
SX020 
SX025 
SX025 

,_,,, ● "● , ., 

SX005 
SX005 
SX005 
SX025 
ト レンチ

Fig. 番 り- -
23 I 
2J 2 
23 3 
23 4 
23 5 
23 6 
2:i 7 
23 8 
2:3 ， 
2:� . JO 

23 l I 
23 1 2  
i:1 1 3  
23 1 4  -·-·· 
24 15  
24 1 6  
24 17 
24 18 
2/4 1 9  .. 一
24 20 
25 2 1  
25 22 
25 23 
25 24 
25 25 

名 称

K帥岱
」;r1,1i閤；

Hl!.!.i、 i怜
縄文 I盛
1: r.11i i:)-
I ·. 帥岱

縄又 l浴
縄文 U.1
縄文 ！．岱
縄文I 岱
縄又 ,. 料
縄文 l:沿
軋文 卜料
縄文 」 岱
軋文 U�i

9● " 

縄文 I:悩
縄文l:1�f
縄文 I·.岱
縄文 l忍-··-· 一 ，．．．
縄文 l浴
イ i 製 t'n',
縄文 k料
イ i製，', ,' ,
石製 i'1111
石製 111111

岱帷

4ヽ1{11 )Lil,'(·�:c

梨
沿

り1叩 文 1· 岱
J:{、

.I{-

押 烈 文 I· ?.:t
判I J利 文 ,. 悩
押 型 文 I . 岱
押 刑 文 I 叶岱
押 刑 文 l沿
押 邸 文 I岱
押 JI見 又 I岱
押 利 文 t· 岱
押 閉 文 I 叶岱
押 刑 文 I: 岱
押 咆 又 l:器
押刑 文 I:悩
押 りわ:C l沿
押 咽 文 t 岱
�lflイ' JJ ?
押型 文 t 料

1 i狐
ィ i鍬
石鏃

R 番 り· 1 1 径
-- -

001 
003 
OO!'i 
00� 
002 
001 
008 
005 
001 
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004 . • 一 " .—· 
00� 
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001 
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01 1 
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001 
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水Ul杉 ノ Jじ逍�; r,r, 1 次祁1 ft. 

4 .  1Jt rn杉 ノ 元迫跡第 1 次調杏
II 

1,

� II I 

,, 

四軸の）j位は N 58"-W を ぷす。
Fig . 26 水 11 1杉 ノ ｝じ逍跡第 1 次 ，�,',]ff.地 、1,'.(位閥 図 ( l/2 , 500) 
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Fig .28 水田杉 ノ 元遺跡第1次調査遺構略測� ( 1/100)
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珍彦参ご〗
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i 
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水IIIH ノ ,cmM、�, I次：J,1 �r. 
ISB1035 

掘立柱建物
15B1000 (F ig . 29) 

, J.',j介[{(/)北虹Iりで検,' I I し I、 建
物(/) ー1/ 7 ン I t ,J.i,J tf.11..: 外 士 でlムがる
に め イ�III Jであ る H火は 化 I り Ifク、ik
上 た は 隅 ）し ); 113状 を ＇社 し 、 Pl
P� I/IJ 2 .20m 、 P2 P3111l 1 . 90 111 J; 
iltll る 1+1 .lt刺j(/) )j位は N 29 E 
を I), ,, ; .. -:: →一� ー

1S81005 (F ig . 29) �\_ / _,./, な払�
瀾 1f.lj,'. (l>.lt 束隅、 l Sl3 1000(1) di 

で検Ill し /· I > 1 1IIJの仕物であ る
杜クに は 佑 1 1 1 /I·;� 人 1 1・ は 開 ）L )j形状 1S81040 

を ', \ し 、 P l P2111l2 . S2 m 、 1氾
P:11111 2 . 2:-1 111 、 P:i P、1 111)2 . fl2 m 、

P t  P l llll2 . 22 m � iUIJ る �.!. 111.t 軸
の ）） ィ、tit N fi7 vv t. ・ ,j, j 

1S81010 (F ig . 29) 
瀾 介；区の 東外Iii でト食出 し た が、 紐

物のプ7 ,. t.t ,J,\J介lメ：外 よ で1ぶかる
ため不明 で,h る +I ク，(は怜1 1 1 11諏
を ',\ し 、 Pl 1 '211112 . �3 m 、 1 '2
P3IIIJ2 . 85 m I, 叫Ill ん 東西l哺の ）） ィ、、I
は N 27' W を ぷす，

1S81015 ( ドig .29)
瀾 ft.l.Z (7) 末端で検出 し た が、 fJ,',J

介区外 ' . Iムか る た め建物フ ソ ノ l:l
ィ� Iリ jてあ る n・ ク又 Lt松Iり ）,� 状 を .' ,!_
し 、 l ' l 1 '2IIIJ2 . 60 m 、 112 t >:rna 
2 . 00 m l.� illiJ る 東 西MW) )j位は N

6H 50' W I. ,1ぐL
1S81020 (F i� . :rn) 
,J刈 介 I <

・
・(1) 米端 で検i' II し /• j A 311\J 

(1)4.l: 物でh る 朴火は4令円）杉i人 よ
た は�Ill J.L J; JI� 状 を 1 1' L 、 Pl P2 
11112 . 90 m 、 P2 P:illll I . HZ rn 、 l ' :l 1S81045 

P411\l2 . 20 m 、 P4 P5111J l . 25m 、

P5 1'6 11112 . 56 rn 、 P6 1'71111 I . 50 
m 、 P7 1'8111] I . 80 rn 、 P8 1 ' 1 1111 
2 . 00 rn を lllil る 東西袖の }ji1i:は N

《》

P l  

◎
 

｀
 

't〗8 5m 

�() \V を 小す
1S81025 (F ig .  :rn) 
調1f.区の 東 端 で検I I '. し た l X2 i l\J 

(/)ill物であ /;i , .+l穴は怜Iり ）f多状 �­
, j� し 、 I ' 1 I 》2111]1 . ,lfi ITI 、 P2 P3 

ワ汚?a� \._---7"

L I m 

｀ゞ”

履 彎
�� 

f?ig. :-1 1  枷i 立村．札.1!4勿 ‘足iUIJ似IC;�) ( 1/60) 
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水II IH ノ Jじ;mがi 1次1J,1 ff. 
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Fig . 32 掘立柱建物‘必測図④ ( I /GO) 
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こ
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I/( I I  11� ノ 1t:1i'iV介:t, I :1, :J� 1t 

1SB1075 

llll l . 1 G m 、 P:t P4 1/ll l . 8 4 m 、

P4 PS IIIJ 1 .  :-JG m 、 P!i PG IIIJ 
I .  S3 rn 、 P6 P l  1111 1 . 87 m 1;. illlJ 
る 如恥,,川 の ）i fi'r は N 46 SO' 

W を 小 r
1S81030 ( Fig . 30) 
品l 1f. l,(の束端で検II I し た 1 X :l 

間の辿物であ る が、 P l P21111 (· 
はfl1' を 確,2. l る こ と かてぎ な
カ・ } r.:. Hゾ:,'(は H·,' I リ II科K よ た は
隅 ）L Ji 形�人 I;, I Iし し 、 1 '2 l ' :31111 
2 . 05m 、 P3 P41l1] 2 . S8 m 、 P•I
P5lll l l . 70 11 1 、 I 1:1 t >6IIIJ 1 .  80 rn 、

1'6 1 '7 11\J l .  90 rn 、 1 '7 l ' 1  IIIJ 
2 . 75m を 測 る， 1k1Jり帷t(/) hN ll
N -49 SO' W を 小4 。

1S61035 (F ig . 3 1 )  
，叫l 1r: Iメ: (/) 巾 末期で検Ill し た か、

, J,\j 糾メ
．
．外' . 広が る た め紐物／ ブ

ン は イ, I IJ J であ る。 tl= J°( は 杓 1 リ II�
状 ま た は開九1< Ji IIク：IK t._. ',! L 、

P l  1 '2 IIIJ2 . 1 2 m 、 四 l'3 IIIJ 
2 .  U l m � illil る ）j 位 は N 2s· 

E を 小 I " 
1S8 1040 (ド ig . 3 1 )
ふ',l ft l;,(:(/) l'b 束限で衡II L /: が 、

成J1巫外 「 l公がる ,, ダ）仕物I 1 
ン は イ,, リ lであ る. A·I火 は怜I ' J /tj
状 、 が ‘必 If� I;曇 ', !_ L 、 Pl 1 '21111 
2 . 20 m 、 1'2 1':1111]2 . 00 rn を 測 ん
扉tは N 42"SO' W :t-· ぷ J

1S81045 { P ig . :i l ) 
J紐Ix.r/>北 饂 で検r'II L /· か 、

{J,\j ff. 「り
．
．外I. Iムか る ため建物フ l

ン は 小明 であ る ， P2 P:111\J では
f]穴 ん 確認、す る こ と が で き な
か っ /.:., t i 火 I.L 怜· l' l形状 � t..: U
関）山）j形状 を ' ii し 、 Pl P2l11J 
2 .  30 rn t. ・ llliJ る ）i 位 は N 2l 

W を 小す
1$B1050 ( Fig . 32 、 rra . 18)
，JI� 介l人(/) 1-H�/M で検出 し t..: I X 1 

1111の4.ll物 であ る 。 H火山仰J If� 
状 を '1!_ し 、 H穴 内 に ,.i -f ラ ス A・
ィrす る P l  P2l/113 . 42 m 、 P2
P3rlll3 . 1 2 m 、 P:t P4 l1\J3 .22 m 、

Pl 

.-fン―-

心
1=:__灰咳笈笏彦誓□這

j
 只〉

鴫．

1S81080 

/ I  ／
ジ

0
匹

ぷ）

◎Pa
 

竺一

頁亨珍多%),二冨

1S81085 。 I m  

_.;�
� 

勺
心冥〗—・ 一

v-- ;%ー多彦v�珍言てゑ
Fig . :14 J\11 iヽ:.+ I紐物')ぷ1111 図® ( 1 /GO)
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水 I l l 杉 ノ ,c;町が:fll 次:J1 itf 

四 i > l l lrJ3 . 1 � rn を iltll る に 火Jiり 111111の ）ifヽ,· は N SO W を 小す 。
1$B1055 (F ig .  32) 
,�11J i'Hi(o) ,ti 、 l SA J I OOv'> 北隣で検I l l し た 1 メ 1 l!Jj (l)�Jl物であ る ti i'( は は ぽI'j If� 状 を ',' し 、 P l P2llll 

] . !)� 111 、 1 >2 l >:�111!2 . 00 m • P3 P� 廿lJ 1 .  !J7 m 、 四ー P1 11112 . 00 m を illll る 東Jlli 軋Iiの ）i位は N - 56'50' W 
を ぷず，

1S81060 (Fig.  :�2) 
調 介区の胤 I�A 1 1  O{W> itj隣で検出 し /· l X 1 11\J の建物であ る +I 火 は は ぽ円 形状 を ' ,t し 、 l 1 I P21UJ 

1 . 8n m 、 I '2 f >�llll2 . 05 m 、 P3- P'1 1 /ll l . LO m 、 P4 Pl llll l . 87rn を illll る 東西,1りIi �) Ji付 は N :i7 W を
,J� す

1S81065 (F ig . :tn 
心'Hf.区の曲柑隅で検出 し に2 X 211\]CI)姓物であ る。 H 穴 は f{-, f Tj If��� J /· は開）砂 II却4人 を ＼し し 、 l' l 1 12間

1 . 00 m 、 P2 P�ll112 . 40 m 、 P3 P4ll\J3. OS 111 、 P'1 Pf)IIIJ2 . 40 m 、 1'5 1'6llll2 . 45 m 、 P6 P7111J� AO ni 、

P7 P8H\J:1 . I 2 m 、 P8 i > ! IIIJ:l .H l  m を illil る 米Jllj ,1哺の ）J ィ、' は N !)1  W (,_· ぷす
1S81070 (F ig . :n) 
1�11•l ti区のはば中 火 で検Il l し た2 X 2111] Cl),lli物であ る 村 穴 は 桁 111形状 t に は 開 ）L}j 113状を ',! し 、 Pl P2 

!Ill ! . ,tom 、 四 P:rn1n .3o 111 、 1'3 P,11111 l .  �5 rn 、 P4 P5111l l . 45 m 、 1 '5 P6fll] l . 15 m 、 P6 P711\J l . 40 m 、

P7 1'811\l l . ::!O m 、 1'8 P l ll\J l . !iO m を 測 る 末西柚の ）iイヽ）は N 59 W を ふれ
1SB1075 (F ig . :M) 
,J,',J介区の西端で検II I し た が 、 1J,',J rf. 区外に 1ぶがる ため仕物プラ ン は イ.:1 v 1 であ る。 �- !- ,'( は 限 ）し h M状 を 'jl

l 、 PI P2llll 2 .  00 111 、 P2 P:W\J l . 60 m 、 P:3 J >4 ll \l l . :i2 111 を 測 る n }jイ1i' は N 68 50' W ん ,J�4 " 
1S8 1080 ( Fig . :14) 

,J:J 1f. 区の西嬬で検11 1 し に か 、 ，J刈介区外に1ム か る ため姓物フ ラ ン は イ澗l であ る， H 穴 は 化 l リ ）I�、�" よ た は
隅 ）L l-< Jill� 状 を ＼し し 、 P l· 1'2111 1:1 . 3:> in 、 P2 P:3ll l l2 . 4Gm を ill!] る o );{1i lJ. N 62 W を 小 ） 。

1S81085 ( F ig . :\4) 
,J,',j 介区の北叫I� で検m し r· か、 ,J:,J ff. Iメ外I • 広 が る た ダ刈物プラ / tt 1澗lであ l,J , 村 穴It怜1リ ,,�状 を 'i!

し 、 P1 P21l1l l . HO m 、 r2 I 》3111! l . HO m 、 J >:.3 P4llll l . 30 m 、 P t P:ill\J l . :l5 m を lllil I.J ,, )I位は N :16 
W を 叫 。

周溝状遺構
1SX0195 (F iJ.{ .  �:>) 
, JI.I ff. 区の中 火 か ら 検 出 し 、 叫·/,yの中 火It I SDOOOl l..: l,/J ら れ る ;ii;· し 〈 l'JIJ '['・ を 受（ ／ て い る た め 心リI llれな

部分 夕認め る が、 プラ ン ll 杓 j l ] /1多状 を ' , し す る 外径2 .65-:L 5Sm 、 内抒I . 0!) - 2 . HO n, 、 逍精検 /l \ 1(1iか ら
(l) 深 さ は 0 . 06ーO . I H m を illil る

1SX0215 (Fig:{5 、 Pl}l . 1 8)
, JI,! ff. 区 の 東 で検Ii i し た， フ ラ ン は は ばlリ形状 を '\l し 、 外径2 .87-2 . 96 m 、 内 ff:2 . 66-2 .  36 111 、 i11.l構検

出 血 か ら の深 さ は0 . 22 ー 0 . 28 m を illll る
1SX0270 (Fig . 35 、 Pia . 1 8) 

, J,'J ff. 区 の 束、 1 SXO'.H5の rt1 fllll で検出 し た. :;ii;- し く 「I ll 'ド を受け て お リ 、 辿枯の ,ti部分は検/IIで さ なか っ
1·. m構検出lftiか ら の 深 さ は 0 . 07 m IIり後であ る c

1SX0310 (Fig . 38) 
,J/. Jff. lメ:(/) ,t・J端で検11 1 し た。 ’抒 し く 削 ＇ド を受け て い る ） え に 他の追h附に よ っ て 切 ら れて い る に め 、 仰か

に 西部分のみ を 検 出 し た に す ぎ な い。 深 さ は0 . 10 m 前後 を 測 る 。
溝
1s00001 Wig. Wl 
北束 汁j114 }ji1りのi沿であ る ・部やや蛇行す る も (l) (/)はば直線に延ぴる 輻O . I I - 0 . 74 m 、 i且構検出
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水I ll杉 ノ Jし迅跡花 1次 rJiJ 11: 

ヽ
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8 5m 

1SX215 
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1SX270 

/( 

＼
 8 5m 
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11 a' 

8.5m 〇
し

Im 一
b b 
� 

Fig . 3G /,',! 溝状逍構r必測l火I 0 /60) 

,mか ら の深 さ 0 . 10 -0 . 4 1 m を 測 る 。
1S00250 (Fig . 28) 
曲介区の南燐で検出 し た 束西 ）j向のiiりであ る。 IIJiil() . 80 m tiiJ後、 逍構検I I I 1f1 iか ら の深 さ () ' 1 l ー0 . 20m を

測 る。
1S00265 (Fig .  28) 
1�',j1f. � かの ,t1束隅で検Il l し た北 東 南西）jj11」の 7/りであ る。 肌，\0 , 70 111 1iiJ後 、 i出憚検1-ll rmか ら の深 さ 0 . 1 5 m

前 後 を itlll る。
土坑
lSKOOlO (Fig . 36) 
G5グ リ ッ ド で検Il l し た不’足形な K坑てあ る 。 辿構: (/)底部ははばフ ラ ッ ト な状態で、 l伽約 l . H m 、 追構

検11 1 ,mか ら の 深 さ は約0 . 22m を 測 る 。 追構の北部分は 1SK0055 を 切 る よ う に間は し な ，＇
1SK0025 (Pig . :36) 
C7 グ リ ッ ド で検11 1 し た 長 ）i形状の I::.坑で、 辿構の北部分は 調代似外に 広 が る 。 iい構Ji�部ははばフ ラ ッ

ト な状態で、 幅約0 . 1 1 m 、 辿構検 出 頂iか ら の深 さ は約0 . 12 m を i[llj る n

1SK0030 (Fig. 36) 
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水I l l杉 ノ 1(:il'H介伶1次湖―

E6 グ リ ・ノ ド で検i' I I し た怜l り 形状の l:Jiしであ る， lt't枯底祁はほはフ フ ・I 卜 で曲fllij に テ ラ ス K・ イJ す る I�/,\ 
約 l . IOm 、 迅構検1 1 \ ifn か ら (/) 深 さ は約0.2:�m を 測 る

1SK0035 (F i).! . :iG) 
D7 ク リ ソ ト で検出 し た隅 丸l< )j Ifク状の J:l/しであ る 瑣柚底部ははばフ ラ ッ ト であ る l�1!11h I . SH rn 、 短

軸約1 . 12 m 、 政構検： I I血か ら(/)深 さ は約0 . 37 m を iltll る
1SK0040 (F ig .  36) 
F7 ク リ ノ ト で検11 1 し に不定 II� な uんであ る i且椛底部は uぽ-1 7 I 卜 で 、 輻約 1 . 90 m 、 逍枯検I II 1f1 iか

ら の深 さ は約0. !)() m を iltlJ る il'lHlr の 内 部分は 1SK0075を UJ る ，

1SK0045 { Fig .%) 
G7 グ リ ト で衡II し t· 関）Lh: }j Jf.�-i人(/) 1 .1んであ る 追構底部は イ況安定な状態で、 K柚 1 . 68 m 、 ;ft構検

/ ll 1fi1か ら (/)深 さ 't約0 . 33 m を 鼎l る V ifi構の 1J.!-J 部分は I SK008� · 1 SK0 1 20に UJ ら れ る
lSKOOSO ( Fig .  36) 
1 16 ク リ ノ ド で検出 し た隅 ）しld1 /I・ク状(/) 1:1/Cて 、 i且構底部は は は I I ッ ト であ る 逍構は I Sl<0080 ·

1 Sf<0090 · 1 Sl<O I I 5 を 切 る よ ） に l附＆ し 、 視 ({1乏）l1111 1 .6:3m 、 現{f?.\/. 111111 () . 86 m 、 逍桃検/1 1 1(11 か ら (/)深 さ 約
0 . 1 5  rn t.· illll る

1SK0055 (ド ig . 36)
G6 グ リ , I で倹出 し た隅）Ll-d1M状(/) uんで、 逍構の ,t沿ISは J SKOOIOに IJJ ら れ る。 追構底部は はばフ

ぅ ソ ト で、 K軸 1 . 06m 、 知,1叫約0 . 7:\ m 、 逍構検/l\ 1(1jか ら (1)深 さ は約0 . 10 m を 測 る 。
1SK0065 (Fig . 36) 
G6 グ リ ッ l で検I l l し た j!/J� JLJ-<: Ii if� 状の I·.Jんで、 jl'.(枷lt;部 は は ばl ラ ソ ト な状 態 であ る '''1 ; 且Hりにお け

る l;IJ り 介し 、は 古し 、muに 1S1<006� • l SK0297で、 Ji.'(1(11か ら は I SP01 99 を 必めた. JJUt l·Hlh I .  62 m 、 J比(1知軸
0 .  78 m 、 in構検/l l lf1i か ら の 深 ざ 約0 . 30 m を illil る 、』

1 SK0075 (Fig .  J6) 
F7 ク リ 1 ド で検I l l し に 小‘必 II� な I .Jんであ る jfi枯の 東部分は 1 SK0040に 切 ら h 、 逍枯Ui ばIS Lt は は I

ラ ッ ト な状態であ る 。 逍柚検1 1 1 1(1 1 か ら の深 さ は約O. :1H 111 を 測 る 。
1SK0080 (Fig . 28) 
I I6 グ リ ノ ト で検I l l し 、 j且�/11 JJ'( ;'HSは はばフ ラ '/ I な 状態であ る .,., ;n構に お , r る LJJ リ 介1, ' Ii i1i し ヽ Jll(iに

lSKO l J !) · 1 SK0!588 • J SK0080→ l SKOO!)O で、 現｛｛ 幅(I . !)、l rn 、 沿枯検/l\ 1fl iか ら の 深 さ 約O . 06 m を i111) る 。
1SK0085 ( Fig . 36) 
G6 グ リ ッ ド で検I l l し た隅 ）し1'< )j }I� 状の I.J几で、 i且�,'/, Ji'(部は はばソ ラ ノ ト な状態であ る ‘り 逍枯に お け

る 切 り 介 し ヽ は 古 1, , }l[(l に 1、Sl<()(l45 • 1SK0085 • I SK0090 · I SJ(O l 20で、 現 (( k 軸2 . 92 m 、 現 (J 知 軸 l . 96 
m 、 辿構検1 1 1 1(11 か ら の 深 さ 約0 .68m を iJIIJ る ，9

1SK0090 (F ig .  :,6) 
G6 ク リ ・ノ ト で検I l l し に隅 ）退 ）i形状の 1 .1/しで、 逍枯 底部は ほばフ ウ ;; I· な状態であ る ·1·, il'i IN, , • おけ

る 切 り 介 い Ii 占 I, ヽ}11(1に 1 S1<0085 > I SK0090 > 1 SIく0050で、 現 (1: l'-C軸1 . 98 m 、 現 {l知軸 1 . l'.3 rrl 、 込wり検/1 1 1(11
か ら の深 さ 約0 . 46 m を 測 る 。

1SK0104 (ド ig . :,6) 
C6 グ リ ッ ド で検Il l し た開 ）砂形状の l:J/i:で、 逍構底部ははぽフ ラ ッ ト な状態であ る 視fr lf柚 1 . 1 9 rn 、

視｛成i.軸0.83m 、 j且構検Ill 1(1 1 か ら の 深 さ 約o . :n m を illil る 見

1SK01 15 (F ig . :16) 
L l 6グ リ ） ド で検Ill し た 不定 形 な I.J;しで、 迅構Ji'碕ItJ: llばフ ラ ソ ト な状態であ る '1'1 ii'H,'l1 「 お ,r る りJ リ

介いは古 I, ヽ JIIHに I SKOl 1 S •  1 SK0080 • 1 SK0050 と な り 、 現{f輻l . 80 m 、 ;n構検加fr iか ら (/)深 さ 約( ) . 1 6  rn 
を 測 る 。

lSKOl20 (F' iK , :36) 
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ISK0010 · 1SK0055 
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1SK0035 
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-
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8 . 3n, 
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!SK0040 · 1SK0075土層一

6 淡茶土 （土雑含む）
ISK0040 

(
: :� 丘 ISK007' ( : 苫圭 陸竺�

J
c ッ ク少量含む）

3 嗜黒土
4 灰黒土
5 暗灰黒土 （微量 ローム含4;)

1SK0065 · 1SP0119 

8 4m 
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8 4m 
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1SK0045 · lSKOOSO 
1SK0085 · 1SK0090 
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六五三J 琢
8 .4m 

二；

!SKO i汀〗
8 4m 

亡
Fig . 36 日紺必拙Jtxl① · Ll\'1 断tfli'�i!IIJ l·;<I 0/60) 
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水I i i杉 ノ 庄i且l介tl"l l 次糾.N

C7 グ リ ッ ド で検i'I\ し た隅 丸1< )j形状の I:」んで、 i}'.i構底部は1�安定 な状態であ る '''i i且柚,. お ' t る りJ リ
介し 、 it 占し 1/IICiに ISK0045 • lSK.0085 • I SKOl 20で 、 現 (( 1と柚 1 . 78 m 、 現 （［短柚() . !17 11) 、 俎構検1 1 1 1川 か ら
の 深 ざ 約O . :W m を 測 る

1SK0125 (Fig.  :16) 

1,1 ク リ ソ ド で検I l l し に隅 ）LL, Ji M状の I.Jんで 、 i且柚Ji(部は はばフ ラ / I、 な状態でh る Hi部分はf,'/iか に
J SK042lに りJ ら れ 、 現 (r= 1<1l11h J . 72 m 、 現糾v軸O. 96 m 、 逍構検出 1Mか ,·」 の 深 ヽ 約0 . :10 rn を illll る

1SK0140 (Fig . %) 
グ リ I 卜 で検出 し た隅JL!� J; M状の l」んで、 直構底部はははヴ フ ，I 卜 な状態であ る I SIJOl l:i を 切 リ 、

現 (Jl.c付1 1 . 7G m 、 現 （戊l. •I叫 l . 05 111 、 逍柚検11 1 1(1 1か ら の深 さ 約0 . :Ji 111 を )1111 {J .. 

1SK0150 (Fig . :16) 
JG ク リ I ド 、 lSK00!-15の/J知血で検出 し た 柘 l リ ）松[};;Cl) J·.lんで、 迅構底部ははは:�; フ ノ ト な状態であ る。 現

(1 1<軋1 1 . 29m 、 現イrtu •11!110 . 86 m 、 J!l構検/11 1(11 か ら の深 さ 約0 . 1 7m を 測 る J

1SK0160 (Fig . 37) 
l l  1 ク リ ノ ト で検 /II し た関 丸 1,<: J」 lf3iK r/> I · J/1: で、 迅構Ji( 部 は は 1r1 1 'I ト な状 態 て あ ん 北部分は

I Sl<007(W l;IJ ら i t 、 /J{血か ら は I Sl<02 1 0が必め ら Hに。 現(fl.k小川6 . 1() m 、 現 (1紐 柚 I . '.l l  m 、 i且構検1 1 \ lfl i
か ら (/) 深 さ 約0. ,18 m を illll る 。

1SK0167 (Fig-.  36) 

[�6 グ リ ・ノ ド で検ti I L た 11/J� )LJ< );形状の l·.JAで、 迅構Ji'邸is に 小火 を ，＆め 、 北部分では i ノ ス t, ;{[す る
H 火 ,. 灯（似 し た 構造 と な ） て お リ 、 そ の 11]能性はり如 ヽ も のの周辺では 見 ,1,, た ら な し 9。 現(11翡h l . 3 1  m 、 現
((�11.iliillO . (i� m を l!llj る 、9

1SK0185 (F ig .  37) 
10 ク リ ッ ト で検出 し た 隅）しh: /1 IIーク状の U/t:で、 IA1fl iか ら は J SK0260か確，＆ さ JL て I, \ /.:, n 現m姓ih J . 74 

Ill 、 りしfr仇i軸1 . :.W m 、 j且構検1 1 1 1(1 1 か ら (/)深 さ 約o . ,18 m を il[iJ る
1SK0210 (F ig . 37) 
I I ク リ ・I 卜. 、 1 SK0 160li( rfりか ら 確必 -'{ hに 隅 丸 -1< JJ If; 状(/) l:J1i: で、 jl'i構Ji(部け はは:·1 ラ ッ ト な状態であ

I.J < J.Jし ({ 1-i:1l11h� . ()!) rn 、 現{1畑抽0 . 96 m 、 j_i'i枯検Il l 1(1 1か ら の深 さ 約O . 10 rn t.· 1U1J る
1SK0235 (F ig . :-m 
12 ク リ ッ ド 、 l SI< 0220V) Ji( 1(11 か ら 検 I l l し ／事 怜 1 1J lfクlli:(/) I· 坑て」あ I,;, J比 {Jl-.i::柚 1 .8 1 m 、 J北｛心i.•lqh l . 1{) m 、

叫｛り検/1 1 1(1 1 か ら の深 さ 約0.50 111 を 測 る
1SK0260 (F ig37) 
10 ク リ ·'/ I、. 、 I SK026{)(1) 底 1(11 か ら 検i' I I し r怜Iリ形状の l:Jんであ る， 視 {{J�刺10 . 8:� m 、 J.Jl {f仇j 11i1110 .62 m 、

ii'U洲検/ 1 \ i(l iか ら の 深 さ 約O . l 2  m を iltll /; ふ

1SK0285 (F ig. �7) 
G:i グ リ ッ ト で検/ 1 \ し ／消関 丸 ld」 形状の l·.J,'i:て、 北名Ii分は 1SK0465{..- IJJ る il'l構底部ははばフ ラ ッ ト な

状態であ る。 現 {r lと帷1 1 .57 m 、 視{1知 柚 1 .2:{ m 、 i且柚検/IW1i か ら (/)深 さ 約() . 26 111 を 測 る
1SK0325 (Fig. :m 
1 :-1 グ リ ソ ト で検I l l し た 心£)杉 な: l·J/t:でlSDOOOl に l;IJ ら れ る iiH1'I直部ははばフ ラ ッ ト な状態でb る 視

(i幅1 .18 m 、 逍Hか検11\ ifli か ら の 深 さ 約0 . :14 m を 測 る，
1SK0335 (Fig. 37) 
J:{ ク リ y ド で検 111 し た 隅 ）L !IC ) j II名状 の u几 で、 沿 枯 底 部 か ら は 1 SKo:rni · 1 SKO:i7!) 、 l SP090l · 

fSK092:-lか確必 さ れた 現 (( !..f: 1!11112 . 6'.! Ill 、 現 （成I 111111 1 . J !i m 、 i1'1構検出 lfti か ら の深 べ 約0. 1 2 m を illil る，
1SK0341 (Fig .  :H) 
f )4 グ リ ッ ド で検i'II し r· 杓 1 リ 形状の l.lんで 、 逍柑J itl 求部分,. は テ ラ ス を 114 る '1'1 il'Hi'l1に お け る 切 り 合

し ,u 占 し ヽ ）11nに l SK0569 • 1 SK03,1 l →  I SK04 I I • l SK0:-139で、 現イr: 1嫌h i . 63m 、 現 （戌i軋11 0 . 82 m 、 逍柚検
11 1 1(11 カ ・ ら り）i菜 さ 約0 . 34 m を 測 る
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1SK0342 ( Fig. 37) 
D4 ク リ ，I 卜 . 1SK0339 を りJ る よ う に検：I I し /.: � も 1 り ）r�:t人 の 1:11しで 、 逍梢底部ははばフ ラ ッ ト な状態であ

る， 視{f l�/1i 1 . 08 m 、 辿構検,' I I rfri カ ・ ら (/)深 さ 約( ) . 25 rn を 測 る ，
1SK0370 (F ig . 37) 

.1:1 ク リ ソ ト● 、 1 SKO'.B5の)J°( l(f l で検/ 1 \ し た隅 ）Ll,t )j形状の 1:1/してあ る 視（［輻0 . 90 rn 、 迅HI.検1 1 \ l(IJ か ら
のi菜 さ 命り() . 1 8  m (., iJl1J る

1SK0375 (Fij.{.  :37) 
J :! グ リ ッ ド 、 1 Sl<O:ti5の /J'� 1(1j で検I l l し た隅 ）しl� h )fクjJ:_の I:坑であ る 現{fL<軋hl . i:!8 111 、 JJl (r久\/. 1軋110 . 65

m 、 i且構検II I rfn か ら の 深 さ 約0 . :{!) m � illll る し

1SK0386 (Fig .  :�7) 
E4 グ リ ／ ド で検出 し t..:H-i l ' l 形状(/) I .Jんで、 lSKO,l�•lに IJJ ら れ る， il't構底部に 径0 . 20 m 前後の小穴 を 品

め る J比 ({1叶lh l . 23 rn 、 現 (1狐I哺0 .8Gm 、 逍枯検I LI 1<11 か ら の 深 さ 約0 . 13m を 測 る
1SK0411  ( Fig .  37) 
D4 グ リ ・・ ト● 、 l SKO'.H2 · 1 SKOJ19tこ UJ ら i t Q よ ） に 検Il l し f 怜Iり ）fj、1人の I:坑 で、 迅枯/J・（ 部 は は ば ／

フ ノ ト な状態であ る ， 現 (H嫌Ii 1 . 69 tn 、 現 (J仇/.II哺 l . 1 2 rn 、 i且構梃II 1(1 1 か ら の深 さ 約0. 1 !1  m を illll ふ
1SK0430 (F ig.  :n) 
1(2 グ リ ッ ド で検り1 し に 小定 ）杉 な 1-.J/CC-、 逍梢/J'!;部は イ；安定で4', る ‘り逍構にお I ) る IJJ り 介 I, ヽ は 古し 、 jll(i

に 1 SK04:rn 會 I SK0405 · l SDOOO l • J SP03,18て、 現 (I胤ii\ 1 . tit m 、 ii'!枯検Ill 1(11 か ら (/)深 さ 約0 . 1 4 m 令 lllil る
1SK0465 ( Fig:{7) 
G:i グ リ ッ ド で検I I I し に 関 ）しlUj形状の I.liCで、 iW,'l1 Ii'(fnlは はば/ I ッ ト な状態であ る < ; 且柑1の1¼J部分

/ t I SK028fil · りJ ら れ 、 現 (JJ<柚2 . 22 m 、 現h畑抽1 . 28 m 、 )ii'i柚検1 1 1 1(1 1か ら の深 さ 約0 . 57 m を illll る
1SK0563 (F ig .  :17) 
10 グ リ ッ ド 、 1 Sf<0185/ · り） ら H た 1-.J,しであ る u JJlイ1 1111,IO . 97 in 、 il'渇検1 1 \ iMか ら の深 さ 約o . rnm を il!IJ る 1

1SK0575 (Fig . :m 
1 1a グ リ ッ ド で検： II し た隅 丸l< )j 形状の I:Ji'しC、 南部分tt ISJ<o:\3Sに l;/J I

・） れ る。 迅枯底 部は ↓Uぷ7 -; :,, 
ト な状態で 、 現{J 1<机h l . s:{ m 、 現 (1知州ho. 70 m 、 i出構検/ 1 \ 1(11か ら の 深 さ 約0 . 40 m i· illil る ，

1SK0611  (F ig .  :17) 
Fl グ リ ッ ト で検出 し た隅 ）し1と ）j )fク状の I:1んで、 逍構Jif名IH t 不安定 な状 態 であ る 1 SK0797 · 1 sxo:-n o 

I.- りJ る よ う に確必 し 、 現 (di;: 柚2 . fiO m 、 現{I-知紬 1 . :10m 、 J・且構検II \ 1(1 1か ら の 深 さ 約0 . 55 m  /; lllil る
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(3) 出土遺物 lSDOOOl 
器朴 は 甕、 ,,位に つ し 、 て は 「 I I 緑部l I 底部l
と 人品 し て い る
lSDOOOl (Fi� .  �8 、 115 l ' la  . 19) 
石器
イ i紙 ( 1. 2) 1 'よ 瓜 11/,' 1 iり刈の石狐で、 11lti fll訓i
に1Jt リ を も つ 、 ア メ リ カ 州 のイ i鍬であ る 。
視 イi 比2 . �(' 111 、 l�li\ 1 . 2e111 、 I'/. さ o . :km 、 1T( さ
fl , 9 g を illlJ る 2は サ メ カ イ ト 製 (l) ,( j紙であ
る" ·. 、序.i且 :.fり II�、�Ji. を ', ! し 、 やや lit l, ヽ JJII l 
が施 さ れ る 先端部 と 脚 部の 部が欠 mす
る Jルイ(lと2 . �c·m 、 1111,\I . Zcm 、 1'1: さ 0 . fon、 '「t 1SK0015 
べ 1 . 1 I{ を illl] る
弥生土器
I I 糾部 (:{) 逆 L 'j-:状 の I I 秘 部 で 、 }�滅が 抒
し い に ダ） ，脆l格は 小•明 であ る ，， /If, I: は I mm札'
炭の砂粒 を 微 l,r. 含み 、 焼成は やや」�IJ.J.
底部 ( 4 . 5) ,j は 復）以底径6 . 2cm を jl[lj る ， If�滅
が 竹• し い に め 閥 格 は 4� I IJJ で あ る " /If, I: は
2- �mm利度の{r',.l>粒 I,, 名械 、 令＇必 /lJ を 微 1,H..:
含み 、 焼成t t H 好であ る 5 t Ui�i成が 行 し
い / · め瀾悠は 4澗l で あ る . )Ifi 卜 は l nimfi'.I文
の/1少粒 を 多 1,l 含み 、 焼成はやや良好であ る

一

▽いぃ ここ 三v�
, ーロ

ー

\ �  ー&,
JSK2°'

!. ー ・ 三ー

ロ

。]
10叩

J 

よ た 、 内 1/1i に )'j 浄 リ が観�；il l  \>I( る ，
1S K0005 (Fig.  �8) 
弥生土器
1 1 緑部 ( I . 2) I は逆 L '図いの 1 1 緑部で 、 1 1 粒部 I、 （ ・ :._角 形状の 突俯が貼 り 付 く ， )Vi滅か ;ii;: し い に め瀾格
は -1, 1u 1 であ る 。 llfi I: は2111m利度の砂粒 を 少 l,t 、 金'J.' /lJ を 微 ： ，しに 含み 、 焼）成は J込 好·で あ る n 2 は tl�r 1(11 合 形状
の 1 1 杖部で、 1 1 枯部にfi1�+テ品j�名が残 る 胎 l:li l - 2mm利度の(1少粒 を 少 1 ,: 、 金よ翡 を 微 ：,1 含み 、 焼/J� は
良好であ /,,) ., � I..: 、 1 1 糸求部に ·.次焼成か確必I I I 来 る
底部 (:1) 復）瓜底径12 . ! cm を illll る ） 4� 減か ti· し し ヽ にめ批,J�.\'H.t イ, Iリ 1 であ る u llfi I. は l 111111t',' J(tの砂粒、 金戊開

Fig . :�8 1 SDOOO I · 1  SKOOOfi· 1 SKOOlO ・ lSKOOl 5 / 1 1 」泌物‘火測図 (1 /:�)

を 微 lil 含み 、 焼J成 は 」��fであ る よ に 、 Ji'邸IS外 1(1i t . 、1はJ,t[が確必II I 斗く る f

lSKOOlO ( ドig.:38)
I I 緑部 ( I · 2) l は逆 L 字状 の I I 絃 部 で、 1 1 紐部は 柚 1 デ、 内 外 1fli は ナ デ1J.'.J格 であ る 0 )Jfi I .  は I mm札'.)父の
砂粒 を 微 凧合み 、 粕選 さ H て し ヽ る 焼成は lHfであ る " '.Gは逆 L 'i:;JKの I I 秘 部 で、 l粁滅力、 ;ii;: し い が 、 ,1、I 1fii 
は ナ -,--,J,',j格がりし る 。 胎 Lは t - :3111111 を作）J'.£(1)砂粒 を 少 1,l 、 金山 llj. を 微 1,t含み 、 焼成はJ:↓ ft!, であ る
1SK0015  ( ドig.38、 64 、 67 Pla.24) 
石器
敲 イ i ( 1 ) 幻灼 I I 'i }製の敲イ i で あ る ． 令休に }ff滅が ;1: し し ＼ が、 敲打船が確認 I I I 米 る 。 現{(1d . 2cm、 ljl/,\4 . 8  
cm 、 )'/ さ :l . 8cm 、 I 11 さ 300 g を illlJ る ，
1 11 1-1 i (2) ·Ji: 山 '<'� 製の1 11 1 .f 1であ る 令休に ｝料滅か ;JJj• し し 、 か 、 J1hj f(Ii r/) 中 央付 近 に 戊 し ヽ く ばん だ眼蹄が品J'i (';· に
確必 Il l 斗く る 。 ，ま た 、 1-. I ·ヽ 1,Iij饂部 と fllll 1f11 (/) · 部 に 如f:/J{ が梯i ;序に 必め ら れ た め 、 敲 イ i と し て＿．．次 f1J� JI I さ れ
に と 、息i>h る 。 現 (1·L><: U . :k111、 幅8 . <lc:m 、 )•/ さ 4 . .icm 、 '・「（ さ !)()() g を illll る 0

弥生土器
底部 (3 . '1 ) 3は復 /JjU11';径4 . 9r111 を 測 る 。 外111i,t 屈I] f: 1 1 、 I州(1j は ナ デ瀾格であ る。 !If, J: は ln1111利I知の砂粒 、

令'L、： HJを 微 i,lに 含み 、 焼成は 良好であ る 、， 4は 底径1 1 . lcrn を 測 る ，、 外 1fli は柚l t l l 、 内 1(1i は ナ デ ？ 底部は
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が定 Jj l[り(/)ナ元J/,j繁であ る ） lfi l:,t I mm肛度の砂粒 を 多 似 、 金裳 /lj �· i副il 含み 、 焼I成 は 良 好であ る ま
1.:. 、 外1(11 1こ こ次焼I成 と ．県」月 か観寮11 1, 米 る 。
不明 I.製品 (S) 爪 さ 4 . 4  g 六0 ill!J る ， 'I'ー,p J JI� 状 A・ ·,� し 、 �J.'J '\\�は 不明 であ る。 llfi UH,'i· 週 さ ii て お り 、 焼I戎
は 良Hてあ る。
1SK0020 ( Fig . :{9、 6:i)
石器
ス ク レ イ I ←- ( 1 ) 、，.l\ 11/l ,G製グ） 人 ク レ イ ノ ＜ーであ る 周杖部の 部に }) 部が認め ら れ る 。 現i'Hそ:{. 2c:m、
l�li\:{ . 2C'tn、 )If さ 1 . (km 、 l「（ さ ヽ1 . 8 g を 測 る II処 /i;/l?: '?
弥生土器
I I 角i部 (2) I < J (l) ' j·: 状 の I I 枯部C、 1\l )J;し I I f f3 I . 0cm を illll る l的成が r'i: し し 、 ため閻整が 明 であ る /j(j ,� ● 

は l -2n1111f
111度の砂粒を 少 州 、 令土判 を 微 1,: 含み 、 焼I必は 」Hfであ る

1SK0030 ( Fig .  :19 、 67)

石器
Ifャ嗅 { 1 芹 ( I ) 玄式 ·,;製のII汲 ( I 斧であ る A:: 1fli l l  J 淑 な hll I: が施ヽ れ て し 、 1..J ' 視 (r J<!) . ,lc-n,、 I�/かl . Ocrn 、

I'/ さ 2 .2l'm 、 ,rr さ 72 , 0 p; を illll る 。
弥生土器
I I 秘rm (2 . :1) 2 , t 内 外 に ,;1-. リ I l lす タ イ プrJH I 糸i部で、 内外血は4洲ナ’ デ調格であ る 胎 I .は2mm札渡の砂
粒、 令· r.: nJ を 少 ：,:· 含み 、 焼J,X:'t 」'翡f·であ る ， 主 t· 、 内uu 1 · 、!,I、しJ,t[ 、 ）•j 杵 リ カ・確必Il l 水 る ： 11 1: 断 Jfli fり 形状
(/) I I 係蛉ISで、 外血l.t柚J L I I 、 I I {: ぷ名ISltW1 —J· テ、 ,,、I 1f11は -J r',�,'J格であ る llfi I. は J mmf', 冽位）砂粒 ん 微 州 含
み 、 焼成は 良Ufてあ る 。
底部 (4) f\l}J;UJX, 1 f 6 .  6cm な 測 る 外1/1jは崩1. l' I 、 内 1(tjは ナ デ '! IJfi I .  は2-:lmmt','dfrの砂枠 を 多 贔 、 金烈:: HJ
を微 品含み 、 址I成はやや」Hf であ る ， よ た 、 内 外 血に ＿．．次焼成が1確必l l 'i 斗い る こ

1SK0020 1SK0035 
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1SK0032 ( FiJ.{ . :19) 
弥生土器
滞台 （］ ） 復）以底径8 . 7cm を測る。 外 rmは削 も 1 1 、 内 lfliはナデ品1繁である 胎 1:1t 1 mm程度の砂粒、 金�t 母
を 少 ,,:-含み 、 焼I成は良好であるu よ た 、 外1(1j に ）1 怜 り が ·f11S観私出来る。

1SK 0035 ( Fig . :39) 
弥生土器
1 1 緑部 ( 1 ) 逆 し 'j:状に近い1 1 緑 部 で、 ）杯滅のため調'IS�は不明である' )lfi I .  は1 mm和度の砂粒 を 少 Lt含み 、
焼成は良奸である。 よた 、 �.I、しJ�f と こ次焼成が確 必 I I I 米る，）

底部 (2) 底径6.7ぐm を illlJふ 外lfliは屈1J[: 1 1 、 横ナ テ. 1J、l 1(ct IJ. ナ デ調繁である /If; I ．ヽは I -:�mmf't\ ft (I)砂粒
を 多 畠 、 命‘此flt を 微 :, 1 含み 、 焼)� は良好てある。
如関I (1) 底径5 . 0cm を illilる。 外lfliは指Jilt狼 、 底祁はナデ,JIJ '\';かである。 胎 1-.はlnun杓度の砂粒 を 少 lil: 令み、
焼成はJ込 Hである。
1SK0036 (FiS{.  6:,) 
石器
“り� ( J ) サ ヌ カ イ l、 製(/) イ i鏃（あ る' 1�/,J幣はやや低い）�II 1: ヵ施 さ JL て し ヽる。 現 (J· 比 1 .8cm、 l�lt\O .7cm 、 )1/. 
さ 0 . 3(·11\ 、 「・ さ 0.6 ,-.: 1;- il!IJふ
1SK 0040 (Fig. 40 、 64、 66 、 67 Pia . 19) 
石器
)fti知i剣 ( I ) 粘板n製の）f� 即i剣 である。 風化が仔 し いが、 ・部にIf輝iが確必Ill 米 ふ 視 {,: J-<<l . 0cm 、
輻2 . 3cm 、 I'/. さ 0.7C'm 、 ,11 さ 12 .7 K を illiJる。
砥 ィ i (l) x 1'i'砂 ＇れ 製の砥ィ i であ る。 六 1M を MF ざ 1friとし て使 川 し て し ヽる， JJl {t 比 1 9.0cm 、 1111,\4 .如n 、 )'/. さ
3 . 6cm、 , [i" さ 600 g を il[IJる，＇
弥生土器
1 1 秘部 (3 -5) 3は断1M 台 形状 (J) I I 料 部 で、 復 ）JJ I I rf 25. 0cm を iWJる。 1 1秘部は横ナデ 、 外 1(11 1.l 1: 具十 テ',
内1r1 1は ·fflS樅ナ う. ,Ji',]'\\� であるa )jfj 1-: は2mm札'.}虻(/)砂粒 を 少 情 、 令訳 /IJ; を 微 Jil: 含み 、 焼成はl� Hである。 よ
た、 外面に煤が確 認 III 来る，. 4は復/J;t I I 'r.f I I . 9cm、 底 径4 .5r.m 、 }訟j ] ( ) . 0cm を ill!]る。 I罰(Ii ·.Jり ）杉状の 1 1 緑
部 で、 J料滅が ;,i;: し し 、 にめ,v闘とは 杓リl であ るo llfi I: は I mm村）虻(/)砂粒、 金裳IU を 微 : ,: 含み、 焼J必はややJ込り{­
である。 よ に 、 内 外 面に ：次焼成と 凡国が観察/1 1米ふ 5は I I f和2fj,7c·m、 底抒7.2c•m 、 器翡14.6em を illllる。
逆 L ' r::lkの1 1 枯部で、 1 1 緑部 lくに 判 形状の突·lffが貼 り 付 く 、， ｝介滅が 竹 し し ヽ が、 外 1(1iは札＇（ ナテ、 内lfliは
横 ナ デ、 ナ デ押 さ え ,�WW�が残るO J]f; 叫 l mm-f',\度の1,:少粒 を 少 械 、 金 ‘」r 1ヽ J を 微 贔含み、 焼）J必は良好であるu

ま た 、 内 外 1(1iに こ次焼成、 黒斑が確認I l \ 来るU

底部 (6-8) 6は復瓜底径6 .7tm を iltlJる0 Ji� 滅が 冴し いにめ1dt',j約J. ,-j, I IJ J である. Jlti I .  は2mmf閉度(/)砂粒．、 金
,)f. ll} を 少！認み 、 焼成は良 好である。 -l t..: 、 内 外1I1iに 次焼成が確認/I I米ふ 7は復 JJ;( Ii!:径6 .6cm を lllilる。
窮滅が竹·し し ヽ が、 外 1(1i - Ji'砕ISはナデ、 内面は指押 さ え 調椛か残る。 llf, I · .  は I -2mm村）文の(,少粒 、 金哀： HJ: を
少Id含み 、 焼成はJ込 好である 、、 ま た 、 )if:部に黒斑が確認Ill米る。 8は底径6 . f>c·m を illlJる 外 1(1iは崩GIi 、
底部は軌ナデ潤格である， llfi I: は2-4mm-f'�度の砂粒 を 多 凪含み 、 焼）J� は良 好である。
環品 (9) II'網4.8cm を測る。 外111i l .U1lllt l .l 、 底部はナデ1J.';J である ） lfi I :  は粕選 さ れ て お り ． 焼成は

良好である ミ ニ+."1 ア の器台であ ろ う 。
1SK0041 (F ig.,JO、 66)
石器
ィ 1 他 「 ( l ) J \ 内製のイ i 包 」である。 一部 PHLが確認Ill来る 視 (1↓ld . Oc111 、 llll112.9rm 、 )り［ さ 0.5cm 、 咽
さ 1 2 . 4 g を iltllるじ

弥生土器
I I  t汝部 (2) 逆 し T状 に近い1 1 紐部 で、 復J原 1 1 径�3.(km を lllllる。 1 1 設部分は横 ナ デ、 外 IITiは削 t:; 1-1 、 内 lfl i
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は-) デ ？ 調幣であるQ /Jf, I: は lm111f'i' 度の砂粒を 少 J, � 、 金裳 /1;を微 1::含み 、 焼成は艮�fである。 ま た 、 1 1 結
部の 部'� .'.し＼斑が確必／」I 米る。
底惰IS (3) 底径は6 . 3cmをiJlilる。 外血は崩1:. 1 1 、 横ナデ、 底部はナ デ調整である、 llf, I: は2 -3mm利度の砂
粒を 少 柏、 金衣 Nを徹 址 含み、 焼成 は良 好である。 上 た 、 底部に一次焼I成が確．，必HI 米る。
器台 (4)復}J;( 「 I f怜8.1cmをiltllる Jt'i滅か 行し いか 、 内 而 は縦ナ デ ？ ，刈悠が残る， /Jf, I: はz-:lmm利度の砂
粒を 多 u含み 、 焼1£はやや良 好である。

1SK0040 

ヽ

ヽヽ

10cm 
ヽ

Fig. 40 1 SK0040 · l  SK004 1 出 上逍物尖測l::<I ( 1 /:i) 

1SK0045 ( Fig . 41 f >la .19) 
弥生土器
1 1 絃部 (1) 断1iri台形状の1 1紐部で、 復 JJ;� I I 径30 . 0cm をilliJる。 n 枯部下に低い三灼 形状の突術 が l li'i り 付
く 。 1炉刊滅が符し いが、 n 絃部の内1i1 i に 横 ナ デ調整が残る� ) lf, 日よ ln1mN度の砂粒を少M. 令雰 It):を徴枯含

み 、 焼成は良 好である。
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Hlul部 (2) 外面に枠状の I ', 具によ る 1平j 形状の線刻が確認出 米る。 ）It; I: ーは 1 mm肛度の砂粒、 令ぶ り を 微 l , t
含み 、 焼成は良 好である
小甕 (3) I I 径18 . O('m、 底径9 . 6cm 、 t訟l l S . lcin を iJIIJる。 逆 L T状の11杖部で、 /Jl,1j部付近に 台 形状の突幣
が貼 り 付 く 。 底部は而取 り 逍格である。 I佑 —l北．は 1 mm和1文 (I)砂粒 と 金‘公 Iサ と微 1,tに 含み 、 粕選されている．
焼成は良好であ る，， ま た 、 内外面に 、恨斑 、 外lriiに 二次焼成が確認111 米る。
底 祁 (1J '5) 4は 復)J;(J/f;径fi . Ocm を測る， ,�減が片 し い が、 内外1(1jナデ ？ 調格が残る。 Jlf1 1:は lmm札＇、度の砂
粒 を 微 械 、 金'R Iサ を 少 1,t含み 、 精週されてし 、 る。 よ た 、 底部に 怜状 [↓ しによ る I X 」 'f�状の糾亥りが確 ，認
/ I  I米る。 5は底径4 . 2rm を illtlる。 r�滅力

渭 ： し し 、ため訓幣は が明である" llfi I: は l -2mmf'r/知の砂粒、 金‘ぶn↓
を 少 址含み 、 焼成はやや艮好である よた 、 外血に、県斑が確認 111 米る。
器台 (6 . 7) 6は I I 径8 . 5rm、 底径8 .8rm 、 器 翡 10 .9cm を illllる l� 滅が片•しし ‘ が、 外1(1jは刷 G r l 晶l整が残る
胎 し は 1 mm肛）虻の砂粒、 金’ぷ Iサ を 微凪 含み 、 籾選されている。 焼成は良好である� 7は復 JJ;( I I 径8 , 0cm 、 底
径8.5em、 器閥12 . 6rm を illllる" }� 滅が ；ィし し 、 な め調幣は ,F 1リ J である,, )j合 I:は1mm利度の砂粒 、 金戎 llJ を 1敗
: , t含み 、 粘選されている，、 焼 成 は 良 好であるn よ に 、 外lfliの →部に 、IHJJ.Eが確 ，必 出 来る。
,·:i甚 (8) I I 径19 . km、 底径13 . 0C'ITT、 料'.'li l 9 . 6cm を illllる。 削減が 仰 し し 、ため調悠はイ�Iリ 1である。 /jf; l·, '1:  1 
mm和度の砂粒 を 少 :,t含み 、 粘選されてい か 焼成は 良 Hである，， よ に 、 、I.I.WI.と ·.次焼成が確認出 来る。
沿 (9) I: 端4 . 9cm を測る。 外lfliは屈lj じ1 1 調幣である，， よ に、 棒；I� ,·_具によ る線刻が確必出 来る， /If, r. は
籾選されてお り 、 焼成は 良 好である
1SP 0048 (Fig, 67) 
石器
lf� -1 i  ( I ) '. なI I I �· l製のlfHiで、 1il1i1riiに恥(1jが確 認II I 米る，， よ た 、 11l1j 11lll 1(11に快 リ が施 さ れているため、 イ i
鉾、 I :  I、両端部には敲打痕があるため敲 ィ i、 1, lij 面 の 中 火·部に浅い く ぽみが観寮 1

111 米るため111 1 ,/ iとして も
1史） l lされたと、息 われる。 現イf・ J{ J I .  km 、 111副） • 7cm、 厚さ4.8cm 、 ,reさ600 g を iltllふ
1S KOOSO (Fig . 42 Pl a .  19) 
弥生土器
1 1 緑部 (1) 断(11台 形状の11 秘部で、 端部は 〈 II: ょ せる。 ）i袢滅が 許し し 、ため訓格は イく IIJ Iである。 /l(l ,,. は1
mmの砂粒 を 少 li t含み 、 焼成は 良 好である。 よ た、 内 lfl iに

．
．次焼成が確ぶII 米る。

底部 (2 -4) 2は 底径6.4cm を測る。 柄滅力� ;ii;:し いにめ調格はイ�,リJ である。 llfi I: は 1 mm札’度の砂*I'/ を 微 鼠含
み 、 焼｝必はやや良好である。 3は復 )l孔底径10 . 6cm を illllる。 I料滅が 竹：し いにめ』,',j繁は,flリ 1である。 胎 K は l
111n1,f閉度の砂粒 を 微 i,c含み 、 焼）J父 は 良好であ る。 よた 、 底部に黒れが確認,' I I 米るQ 4 は外1fl iは刷 GIi 、 1J�1(1i
は十 デ潤椛である。 /](, トは2n叫'il度の砂粒 を 少 鼠 、 令虞料 を 微 贔含み 、 焼成は J込�1であるn J: /.,: 、 約0 .8
111111f'M紀 の＇奴iしが外面からI)、l lfl iに行 わ れている。
1SK 0055 (Fig. 42) 
弥生土器
底部 (1 -2) l は底径5 .8cm を測る。 /}判滅が1,: し いにめ池l格は'1'11J Jである。 /Jf; I: は2-4mm杓度の砂粒 を 少
1,t 含み 、 焼成は良好であるU ま に 、 外l/J iに黒斑が確ぷII 米る。 益の 11J能性 b ある0 2は復）爪底径6.3cm を
測る。 恥滅が 行 し いため調照はイ,ll)jである。 Hf, I: はlmmf'i渡）足の砂粒、 令�I、： 1サ を 微 :i :: 含 み 、 焼）成は良好であ
る。
,',、/j J (- (3) 復 /J,(/J°{径 1 3 . 6c·rn を測る0 ).f抒滅が竹 しいため 紺棟名は心リJである，， /lfi ,-. は 1 mm札＇度(I) {i少粒 、 金＇ぶ I Kヽ

を 微 :Lt 含み 、 精選されている。 焼）必は良好であるn よた 、 脚 部,,、l1(1iに,',I訊［が確認Il l 来る。
1SK0060 (Fi g .  �2 Pia . 19) 
弥生土器
鉢 ( 1 ) 復 )Jj( I I 径17. 4cm 、 底径G . Scm 、 器閥l l . 7C'm を jl!IJる。 l*Ji rfll 台 形状 の I I 緑部で、 底部は1(1i取 り 調格で
ある。 /Jfi I: は2mmf'l度の砂粒 を 多 /, l含み 、 焼成はやや」翡J であ る。 まに 、 内而 に 患,m.が確 認 氾 米る。
支脚 (2) 復/)氏 L径4 . 4cm 、 底径5 . 6cm 、 器翡12.8cm を測る。 l科滅が 仔し し ‘ が、 外1(iiに 指頭脳、 底部はナ デ
濶格が残る.. Jlfi上は lmn沖',t度の砂粒 を 少 1,t 含み 、 焼）必 は 良 好である．
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1SK0065 (Fii.r. it:1 、 64、 68)
石器
敲れ ( l ) '.如 1 1 府製のttk{iであ 6 . 令休'. Jiり滅が ;,i;: し い ため 、 敲打痕 は It っ き り 解 ら な い。 そ の た め ｀ 参
-/Jft料 と し て位小 し た 現イH.f8 . 0cm 、 輻3 . 1cm 、 似 さ a . 2C'rn 、 if( さ l07 . 1 g を 測 る 。
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1SK0050 

凹 ィ j (2) 化l�il 府製の11.11 1 1であ
る， J ', rfliの中火部に ややi'i:い
〈 ばみが確必Il l 米ふ よ た、

仝（木か風化 し ているためW訓i
に ついては -1�'リJである。 現h
1< 1 2 . 0cm、 l�li\10 . 9cm 、 Mさ7 . 6
C'ITI 、 ,I さ I .20kgを測る，
弥生土器
）氏部 (3 . 4 )  3はJi£径6 . 7C'JIIを測
る 外血は縦屈I) (; IJ 、 内rflili.
l 具によ る縦ナ 元J,\J 格である。

胎 Lは l mm.f'i'.度の砂粒、 金裳 HJ
を微絨含み 、 粘選されている， 1SK0055 
焼J必は良 �f-である， ま た 、 外
1(1iに黒J久「が確品付II 米る。 4はJi'(
径9 . 5cm を 測今 外1/tiは イく定）i
向の ミ ガ キ 、 J,'{部は 1: 具に よ
るナデ、 内1(叫 ミ カ キ ？ 、 r
具に よ る1 和�,',J�である。 l l f1
叫2- 4mmf't'./�の砂粒を 多 1,1·、

令式 lサを微 :i: 含み 、 焼成は良
好である t t..: 、 外面に 次
焼成が確認III米る。
鉢 (5)復 IJ;C I I f怜:33.:km 、 /J'(径
7 . 1cm 、 盛翡17.6c·mを測る。断
1(11 仇Ifり 形状(I) I I t;*部で、 1 1 枯
部 ドに 一:_rり ）f多状の突俯が貼 り
付 〈 0 }l°� 滅が �- し し ヽが、 外1(1i
は ,·.↓しに よ る ミ ガ キ ？ 瀾祁か
残る 胎 I·. IJ. 序h選されてお り 、

焼成は良 好である。
I 製 品 (6) /J°( f予:2.8c·mをill!)る

恥減が片 し いが、 内血 に 指叫
1iも闘'\\�カfりしる。 )]fl l·. は l mmf'1' J([
の砂粒を 少 鼠 、 金'}l: llJを微 1 1 :
含み ｀ 焼成はJHfーである。

ヽ

―――――
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1SK0070 ( Fig . 43、 70)
石器 F'ig . 42 I SK0050 · lSK0055 · 1SK0060/ 1 1  i : j且物尖測図 ( 1./:i)
) iHi ( 1 ) '如 I '(; 製のJf沿 iである。 →'. 1(1i に li 輝iが確認 I l l 米る。 現イf 炊33.7rm 、 幅 1 5 . 9cm 、 }'/. さ 10.4c-m 、

＇「［ さ 5 . 70kgを測る。
弥生土器
1 1 杖部 (2) 逆L祖Kの1 1枯部で、 4伶状 I:具に よ る 条の沈線か人る。 外lfti IJ. 測 G i l 、 1 1 糸点部は横ナデ、

内1friは r.↓ けナデ瀾整である。 II合 I:は 1 -2mmf閑度の砂料Lを少 1 ,(含み 、 焼成は良 好である。 よ た 、 外而に煤
が確必Il l 米る。
底 部 (�) 底径7 . lcmを測る。 外1ftiは刷 G I 1 、 内 碩iはナ デ調格である. nn tは2mm f閑度の砂粒 を 多 :,t に 含
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1SK0065 

み焼I成 は J� 好である よた、
．．次焼成 が確必/II 来る。

1SK0075 
(Fig. 44 、 45、 66 Pia. 20) 
石器
れ 包 「 (l ) 粘 板侶砂料製の
ィ 1 8. 「であ る。 中 央付近にl り
礼が 滴r所(({f湿�m 来るが、 Ji�
滅が 仰 し し 、ため調椛は 不明で
ある 現 (r-1乏9.5c-m 、 加,J . 4cm 、

l り！さ0. 5cm 、 ,Rさ34.4 g を測る
弥生土器
I I  t点-;'al (2-5) 2は断rt1i .:. fり
形状のI I H部で、 胴部 1 1 •位に
蚊 人径がある。 Tf1滅か抒しい
が 、 1 1 い部 は 横 ナ デ凋繁が残
る ） l fi 1: は 1 111m,f'rt度の砂粒、

金玄l吐を微 凧含み 、 粘選され
てい か 焼）必 は 良 好である。
3 は 役 IJ;� I I 径25.5cm 、 底 径
12.3cm 、 器翡21 .7c·mを測る。
逆 し ·;,:状のI I 象点部で、 1 1 絃部
ドに :.fり ）[3状の突俯が貼 り 付
＜ 胎 I:は l mm利度の砂粒 、

令衣 IUを微 ;,:: 含み 、 粘選され
て し ヽる。 よ た、 底部に、＇，し＼斑、

外川ii · .次焼 I必 、 内1rriに）打令
リ が確認Ill米る。 5 は 内外111i
に悩） 出 す タ イ プの1 1 絃部で、

復 ));( I I f怜27 . 8cmを測る。 )JI叶ms 1SK0070 

" '位 1 · :.1り 突·間がW, リ 付 〈 U

Ji': 滅が;ii;:し いため戯幣は イ'11)J 
である llfi I: は l -2mm和）なの
砂粒を 少 1,: 、 金裳 料を微 1 ,1含
み 、 焼成 は 」HfであるQ :)は内
UllJに悩） 出 j タ イ プの1 1 緑部
で、 1 l ff28. 9cmを iJIIJる 頸部付近に Fig.  43 lSK0065 · 1 SK0070/ I I  I一．迅物M測図 ( 1/3)

突 ,m:カ鳴 リ イ・ l く 。 ）科滅力冴しいか、 「 l 絃部は横十 デ凋繁が残る。 胎 L:は 1 mm,f't':)虻の（沙粒、 令火 fl;を 微 r,-i.

含み 、 焼成 は J��Jである。 ま t· 、 1 1 絃部に）•j 冷 り が確認/II米る。
底部 (6)Iii: 径9 . 4cm をill!]る。 ）}� 滅が 井： しいか 、 外1Mは 「．具ナデ ？ 潤炉が残る。 Jlfi 1. は 粕選されてお リ 、
焼成 は H�fである。 よ た、 底部に県Jtl.が確認i'II 米る．
器台 (7)復）J;( I I 径rm l O . 6C'm 、 底径10.8、 器翡1:l . 5c·mを測る 外l川 は 屈IJ C; U 、 内1Iii は ナ デ閥格である。 l l f,
トは 1 mm杓度の砂粒 、 金裳 開を少 u含み 、 焼成 は 良 好である。

1 SK0080 (Fig. 46) 

弥生土器

0 Scn1 一
F

2

 

9 :
 

――
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Fig . 44 1 SK0075i' I I  I: 追物‘火測図① (1/3) 

1 1 絃部 (1 ) 断IDi 合 形状の1 1 絃部で、 lf杓滅か 許 し し 、 た め調幣は,1�Iリl である。 ）lfi Lは 1 ー 2 mm杓）立の砂粒を
多 ht 、 金宝 HJを微 I止に含み 、 焼成は 良好である
底部 (2) 底径6 . 9cm を iltllる． 朕滅が 粁し いが、 柚J Ei II 調幣が残る. /It, l·J.t l rnm程度の砂粒を少 M 、 金文Jl!
を微 他 含み 、 焼成 は 良 好である。 ま た ｀ 外面に 二次焼l成が確認、 Ill米る。
器台 (3) 1UJJ;(底径9.0cmを測る。 邸滅が 仰しい た め調格 は 不 明 である。 胎 I:は 1 mm.f'il_Ji£ の砂粒を少他 、
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釣国 を 1放 l 1l 含み 、 焼 成 は 良 �f \ 
であ る 。
1SK0085 
( F ig.46 、 47、 611 Pia .20) 
弥生土器
1 1 紐部 ( 1 -:�) I は 内 外 に 'Jl< リ
出す タ イ プの 1 1 枯 部 で、 復 n;し 1 1

If ゜

径68 . 4rm を ill'] る 。 附滅が抒 し し 、
が 、 1 1緑部 は ti4 J- デ必！ 格かりい る ，
胎 Iこ ,;t l - 2 mmf'i戦の砂粒 を 多
:,c 、 金衣 HJ を 微 ： ,: 含み 、 焼成は
良 好であ る . 2 は 断 1fJi 四 fり 形状
の 1 1 秘部 で、 復 /J;( I I 径29 . 5cm を
測 る ，, I科滅が ;>'j· し い か 、 枯1J L I  I 
調整が残 る 、， llfi I ·  は 1 - 2旧Ill札渡
の砂粒 た 少 :,l 、 令ぶ ,�} を 微 Lt 含
み 、 焼成は 良/;.{であ る ， 史 た 、

＼
 

ぃ＼
＼
い
＼

ぃ＼

＼
 

10cm 

外lf
l
i に 媒 と !.'.WI が1附認 /J\ 米 る ドig . -15 lSK0075 / I I  I·. 逍物'.J5.illll L-xl② ( I/ 4) 

3は 勒 川j .: fり ）f� 状の 1 1 冷点 部 で、 復 /J;( I 1 1�28 . 6cm を iltll る。 1 1 象史部 ド に • 条 の沈線が人 ふ 恥滅が 片 し し 、 か 、

u 紬部IJ. 樅ナ デ訓格が残 る . )If, 1-:Lt I mmf't'./.u'. の砂粒 、 金 ’」!- HJ を 微 Id 含み 、 焼）J文 は J�好であ る 。 よ た 、 外1M
に 、1.1.\J刈か確認I J I )!� る 。
虎 (4) I I <'f.l3 . 7cm 、 底 径5 . 8cm 、 器翡33. 1 cm を iJIIJ る 間(IJ 11111り 形状の l' I 枯 部で、 I I f. 蛉II 卜 に 一 · 条の沈線
が 人 る 外lfli は 4く延 ）j ltり の刷 L I i 、 内 1fli は ナ 7百J/,j格であ る ） lfi Ht2 - 4mmfi'疫のI沙粒 を 多 贔 、 金広: nJ: を

微 ：1し含み 、 焼）成 は 良 好であ る 。 J; /..: 、 底 部は ．次焼I戊 、 外 lfli の 令体に 煤 が確必/l I 米 る 。
底 部 ( 5 . G) S は 底 径 l 0 .  frm を 測 ム ）i抒減が 竹 し い に め 叫l幣 は 不明 であ る < }恰 Kは I mm和度の砂粒 、 金'J(, JlJ:
を 微 贔含み 、 焼成はやや良 好であ る、. 6は 底 径6 . frm を iJIIJ 6 ., 底 部 は 柑{-) デ 、 内 面 は 枇 ナ デ 、 4:Mtがふ淵椛
であ る ， llf, I: は l - 2mm利度の1,,p;位 を 多 1 ,t 、 令ぷ /l} を 1敗 州 含み 、 焼）成 は 良 fl[であ る 。 -U · 、 外 1(11 に 黒J)Lが
確必Il l 来 る
鉢 (7) 復,,;し I Jf f l l . (km 、 (�}訊JJt f怜1 . 7�·m 、 閤船i7 . 8cm を illll る . n刃滅か 抒 し い た めrJ.\J格 イ,,リl であ る か 、 「 l 粒
部は 1fti収 り ,J:,澤であ る 。 /If, I: は 金リ、 料 を 微 昴 に 含み 、 籾選 さ れ て い る 。 焼）J父 は 」Hfであ る
器台 (8) I I f'f.7 . Gem 、 底径7.9cm 、 }砂i l 3 .  9cm を iJIIJ る ， クト1fl i は 削 e; I I 、 端部は4淡ナ デ、 内 1(1i tJ. I J し ）ー デ瀾
椛であ る , I恰 I: l - 4mmれ＇度のIゆ粒 を 多 け 、 金店l ｝ヽ を 微 州 含み 、 焼）成 は 良 好であ る n

必 (9) l端は S . 5cm を 測 る 外1(11 は 刷 印 I 、 つ t み 部分は柚J- デ、 内 lfli l.i縦 Jj111Jの 1:具ナテ、 枇ナ デ』：,J
格であ る, Jlfi I :  は2mmf閑度の砂粒 を 少 l,t 、 金 ‘よ： llJ: を 微 贔 含み 、 焼 成 は 良 /;.fであ る ま に 、 外lfli に 黒mか確
必Il l 米 る ，
K 製 品 ( 10 ) 1 1 径i . Ocm 、 底径2 . :km 、 器翡4 . 5cm を 測 る 。 ）ft; 滅 か ：や し し ヽ が、 外1Tli は ナ デ押 さ え ？ 瀾悠が残

ふ !If, I·. は 粕 選 さ れ て い ふ 焼）ilc: は JiU!-であ る 。 よ に 、 I: 端 ～ ド端に か I r て 、 111イしが約0 . 7mm(/)· が-fLがあ
る 。 ミ ニ -r .l. ア の t怜台 で あ ろ う 。
1SK0085 • 1層 ( Fig . 68) 
石器
凹石 ( 1 ) 安 I l l 沼製の l"I石であ ん ）訂(1j(/) 中 央付i位にやや浅い く ぽみ が · 箇 iifr{i'{("忍 I l l 来 る 。 も う ・ 血 に
も 、 く ばみ ら し い狼跡が認め ら t l る 。 現 存 l之 1 3 . 6cm 、 幅 1 1 . 8cm、 I'/ さ 4 . lclll 、 1T( さ 1 . 1 Ok� を illll る，
1SK0088 (Fil-{ . 49 Pla . 20) 
弥生土器
椛 ( l ) I I 径;15 . (km 、 底径7 . 9cm、 器翡34 . 0cm を iltll る 逆 L '祖Kの I I f.:k部で 、 外 面 は 刷 U l 、 斜め）机J "t f· I 、

1 1 枯 部は横ナ デ、 内 1(1i は 横 ナ デ、 J/1;名IS付近 は ナ デ押 さ え 曲繁であ る ） lf; I :  は l mmf.i;'.度の砂粒 ん 微 ：l 含み 、

S I  -
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Fig . 46 1S1<0080 · 1S K0085①出 l泌物尖測 l苅 ( 1 /3) 
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Fig . 4 7  l SKOOBS出 k逍物尖測凶② (1 / 4) 
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栢選 されている｀ 焼成 は良好である、 t t..: 、 外1ui に黒斑
が確品 出 来る
1SK0095 ( F' isr.  SO、 68)
石器
凹 ィ i ( 1 ) '如I i 府 製の,� 石 である ） 全体に風化が 行し い
が、 中火付近に浅い 〈 ばみが確認Ill米る，， よ た 、 111訓iを
敲 イ I とし て1史 川 し た 11J能性があるn 現(flと14 . 5cm 、 船 1 :{ . 5 
Clll 、 )'/ さ7 . 4cm、 ):n さ2 .1 Qkg を測る
弥生土器
底部 (2) /J'r; 径6.6cmを測る， ）f+i滅 が 竹 し し 、ため f�,'.内はイ<
IIJIである。 JJf; L: はl mm程度の砂粒、 令ぷ lサ キ 微 Ii� 含み 、 焼
成 は」

＇
翡J である。 ま た 、 /J蹂IS i · .i.しwしか確認Il l 米る。

lSKOlOO (Fi�.50、 65)
石器
イ i鉱 ( 1 ) 黒 1111: ,( i製のイ 退 である， 脚 部の 部が欠mす
るが、 比校 flり I * な ）JII I :  が施さiLている。 現イf· l妙.5cm 、

州lii l . 7cm、 ) 1/ さ0 . 4cm 、 1ff さ 1 . 7 g (, ・ il!IJる。
弥生土器
I I 枯綿 (2) T'j: 状のI I 秘部 で、 復 /J;l I I ff25 . 0cm を測ふ

I I  f紅II ド に :Jり形状の突骨がIii', リ 付 〈 。 内外血 は枇ナデ
, J;'J� である。 /l fi I·. は金戌 lりを 少l,�含み 、 籾 選 されている，
底部 (3) /J'Hf9. 4cmを測るu lf41 
滅か 片 し いため溝糀は不明 であ
か Jlf i 1: 1.t金衣HJを1敗 ii,含み 、

籾選 されているa ま た 、 内面に
；次焼）必 、 煤が確認ti\ 斗くる
1SK0104 (Fig.65 Pla . 2 1 )  
石器
.{ j銭 ( l ) 黒II/Hi製の石鏃で、 illll
枯部(/)1,1tj側に扶 り を も つ、 ア メ
リ カ 刈り(/) イ i鍬である，， よに 、 11hi
脚 部(/) . 部が欠-t1lする。 J.J凶 艮
2.1cm 、 l�li\O . 7cm 、 JI/. さ0 . 3tm 、

l 「（ さ0. 7 � を測る。
1SK0105 (Fig.50) 
弥生土器
1 1 枯部 ( I ) 断1(1i台 形状の [" I 粒
部で、 /}袢i成が抒 し し ヽため必l将は
ィ叫IJである。 Jlfi 卜は 1 mm-f'11度の
砂粒、 金‘芸 lサを微M 含み 、 焼成
はやや良好である。
Jlt剖S (2) fW瓜/Jl.f怜5 . 2('mを測る。
lf+r滅が ；外し いが、 内r/riの ・ i'IISに
指押 さえ 調炉が残る。

水I l l杉 ノ Iし）l'(f/4第1 次,J.'4 ·代

0 Sein 

Pig . 48 1 S K0085 i' I \ I: ii'i物尖illil l*I③ ( 1  /3) 

rig . 49 1 SK0088HI I·. 逍礼妍tillll 図 (l /:1) 

53 -



水 I l l杉 I 心iJ'i跡 -�i i次閥 忙

胎 K は l ー ：�mm.f'i'J父の砂粒を 多 凪、 金2 、:fl): を 傲 lit含み 、 焼9成は良!ifである
lSKOl lO (ドig.50、 65 、 68、 70 Pla . 2 1) 
石器
ィ 湛 (1)サ ヌ カ イ ト製のイ i狐である 令体に 風化が兄られるが 、 やや記 ヽ）JI I I :  か施 さ れてしヽる イiや式に
屈す「 現 fr 1<2. 2cm 、 輻 1 .2cm 、 )'/さ0.5cm 、 1li さ1 . 7 g をi柑lる
敲イ,(2)'如 1 1 '/:製のi如 iである Iヽ •端部 と 111川(fl の 部に顕 抒な敲.jJ般か雁心JI来る 現 (1 ld7 . '1cm 、 輻
6.·km 、 I'/. ざ 4.Gcm、 1[( さ1 . 20kgを測る
砥イi rn) ;.:.. 1'i"- ,,: 少内製(/)砥れ である., lll1J1(I j に 位rt :i'i· な{!Jr さ� 1(1i訊認め ら れ る 上 た 、 1111l1fli に は 縦 ）jli り に 線 刻状の
研 ざ I川やX�>:.ct) uJf ざ1(1iが観烈I l l米る 現什1�io.4呵 、 輻12 .8cm 、 I'/ べ 7.7l·m 、 屯さ2.70kg 1;.. illllる、
弥生土器
底部 (4)底径5 . 0cmを測る Jf� 減か :ii.· し し 、か 、 外''" に 刷 E l l 油林をか残る ） If, I: は I - 2mm利度の砂粒を少
:,t 、 令'.L il;を微 l,t 含み 、 焼Ii文 は 良 Hである 1 1.: 、 内1(11 に 煤か外血に

．
．次焼成 か確ぷII 米る

1 SK 01 1 5  ( Fig . :50 、 68)
石器
如i ( 1)'. 如 I I れ製の如 iである 先端部に 沿k」n

i
l 、 11hi 1(11 の中火付近に 出 j

・
痕が確必 111, 米 ノJ 現 ｛恨9.3C'm、

l船6. 2cm 、 JI/さ4 . 5cm、 '「し さ400 g を測る
弥生土器
底部 (2) Ji't r�10 . :kmを測る。 Ifり：減が 竹· し し 、ため ，J.'J1\� -が明であ る Jlfi t: は l mm-f'i'度の砂粒 を 少 凩 含み 、 粘選
されている。 焼成 は 良 好てある。 よた 、 外1(1iに黒J月、 内外1uiに ）'l 硲 リ か確必 出 米 6 .. 
悩台 (3)底径8 . 7cmを測る 恥減が ;ii;- し い に め1Jl,l'\liH澗jである。 /Jf, l .  は l m111f1!度の砂和を 少 川 、 令'Jt lサを微
Iii: 含み 、 焼成 は J� 好である よた 、 外 血に黒J)l と

．
．次焼J成が確必i'll 米る

澁(4)I I 径5.0cm を 11(1]る。 外 lfii は 崩 印 l 、 つよみ 部分 は J- デ、 内I川 は ナ テ、 l1i1J L I  I 1J:,1 格であ る IJf; I: は1mm
科度の砂粒 、 金広 HJ を微 ：1し 含み 、 粘選 されてし ヽる 焼9成は 良好である。
1 SK 01 20 (Fig. 50 、 68 Pla.21) 
石器
/)'; 製イiJf.(1)安1 l 1 ' it製の｝料 製 <Uf. である。 如(1iは ）的(11が狐 片：に確必i'II 米る，． よた 、 ;,d(l( Gf) ·i1111..: 1:ri�」J'�J

・
↓か

I必め りれる にめ 、 敲ィ i と し て1史川 した と り え る J.Jl ({ l乏 19.2cm 、 l�li\7 . 2cm 、 Wさ:3 . 4cm 、 i「（ ・ゞ f)()() g を測る
弥生土器
I I t,  文部(2)外側に人 さ 〈 外 I丈 J- l.» I I 絃部で、 I I rf24 . 4c·m t., illi l る 1 1 糸心部 卜 に突偕が11i1 ,り 付 〈 . JVi滅か 抒し
いか、 横ナ名JM 格か残る。 /lf1 I: は l ー2mm砂粒を少 凪 、 令‘」、: Iサ を 微 ：it含み 、 焼成 は 良 好であるn よt.:. 、 外 1/n
に )'j 冷 リ が確必Il l 来る。
底部rn ,,.1: 抒5.7cm を illll 6 , Jiり滅が ,";· し し ヽが、 柑11 u 1 ;温I格が残る。 /If; I は l -2mmv')砂粒を 多 情 、 金卓」t nJ: i今
微 凩 含み 、 焼成 は 良 好である. 1 た 、 内外1(11 しこ

一
．次焼I成が確必Ill米る

器 台 (4)岱船;1:�.9cm 、 U't8. 7rm 、 )�i:ff8 . 4cmを,JIil る， 外 lfliは刷 t l l 、 内1(1j は縦ナデで、 I ·. Iヽ 瑞部は rfri取 リ
のl め(/)サ 元J,',Ji\�である" /If; I は1 ー3mnifi'度の砂ネi心 少 州 、 金'1t HJ r.� 微 ：1し 含み 、 粕選されている。 焼成 は
良 �(である t た 、 ｀次焼成 が確認出 来る，
1SK01 25 (Fi�. 51、 64 Pla.21) 
弥生土器
I I 絃部(1 ) 断 lfl l 台 形状の 1 1 恥部で、 復 /�( I I i'i:24 . 7C'mを illllる。 I I i女部は横ナ デ 、 内lltf は uしに よ る横ナ デi凋
整であ る llfi l .  は 令1.[ HJ を1牧 l,lに 含 み 、 粘選されてし ヽる 焼）成 は 良 Ufてある。
底部(2)/11 f�!). 8cmを測る ．、 ）iり滅力· 冴しいため瀾根は イ� ,リJである ,)�1fl iから外l川に かけて約0.7mnのIり孔が
焼成 前に 穿イしされている, !If, I· は2-3m砧＇）父の（ル料を 多 贔 含み 、 焼11'<: はやや良 好である n . よ iこ 外i1Ii に 煤 、

二次焼成 が確叫II 米る 心

器台(3) 器似i 1 3 . 3tm. I.: 抒7.3呵 、 底径7 .8cm を測る， J料滅が：杵 し し ヽが 、 I·. ト 錨部は 1fu11x リ 瀾 整であるn IJ合
ト．は 2mni-f','. /知の砂粒を 多 贔に 含み 、 焼成 はややl�Uf·である 1 1.: 、 ·. 次焼成 が確必Il l 米る
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Fig . 50 1SK0095 · l SI<O l OO · 1 SK0 1 05 · lSKO l 1 0 · lSKO ll 5 · 1 SK0120 / I \ 」孤物尖測図 ( l/3)

(4) 「 l 径2 . 3cm を iJllJ る 。 ）がi滅が 杵 し い た め浪l格はイ澗l であ る 令 ）Ji, l: は 1 111111程l父の砂粒 を 少 枇含み 、 焼I成は
良好であ る 。 よ た 、 之次焼成が観察11 1 来 る 。 益の ミ ニ チ ..L ア であ ろ う 、9
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1SK0125 

1SK0130 ( Fig . 51 )  
弥生土器
)l

・
［ 名11 ( l )  Jt'Hf5 . 3cm をiltlJる、 �ti i成力9

仔 しし 、か 、 外 rfriは刷 t 「 l 成1J 格か残る，
胎 l·.U 1 mmの砂粒を 少 :11 、 金式HJを
微 Iii 令み 、 焼I必は良 好であるし よ t� 、

内1(r i「煤が観察HI 来る。
1SK0135 ( Fig.51 、 65 、 68)
石器
1史 ）u: 依り ） 'i ( ] ) サ ヌ カ イ ト 製の 1、 ク
レ イ パ である 現 {t: l,c4 .7cm 、 輻
2 . 9rm 、 1リ さ 0 . 5cm 、 爪 さ 6 . 9 g を測る。
ィ i 鉾 (2) 安 I ll 'it 製のイ 准である
1ilii11Wに1� I) か施 さ れている。 t た 、

I: I、 端部と中火付近に(4k打痕か確認
I l l米る。 そのため、 i如 iとして1史l 1 J
したと打え る。 現イl U7.7cm、 船6 . () 
t·m 、 JI/ さ 3 . 3cm 、 •11 さ 250 g をillllる。
弥生土器
I I U 部 (:-l) 逆 し 'j-:状 に 近 し 、 I I 紐部
で、 復 Jl,t f I 径1 6 . 0cm をilllJる。 " *粋IS
は横ナ デ、 /JJool部は ミ ガ キ ? I人J 1(11 は縦
}j f(りの じ具恥J,',J祁が残る 胎 I'.ーは1
mmf','度の砂粒、 金成栂 を 微 :,l 含み 、

1'11f選 さ れている 焼成 はj'↓ Hである
-3: た 、 内外I川の 舟�sに）Vが） が観寮
/ I I米る
Ji'(部 (4) J氏 径5 . 2cmを測る。 If�減が
?';· しいため瀾格は イ;11/jである。
胎 I.はl -2mmN度の砂粒を少 lit
含み 、 焼成 は 良 好である" 1 た 、 外l川に
1SK0140 ( Fig . 51 、 64 Pl,1 . 2 J )  
弥生土器
}恰台 ( 1)現 {fr',°:j8 ,1cm をillllる。 ）�t滅が ?';·しいため1J,',J祁心リlである。 胎1·.は2mmf'i'度の砂粒 を 多 Jil 含み 、 焼
成 はやや良好である
L製品 (2) 底径4 . 0cmを測る ｝｛抒i滅が ti· し いため溝祁イ�nJJである。 /Jfj I北．は2mmf't'/たの砂粒 を 少 :.� 含み 、 焼

成 はややJH/-である。 また 、 外血 に黒以［か確認 Ill 米る。 ミ ニ チ ..,_ アの•,:':, ?
1SK0150 ( Fig . 52 、 68)
石器

ヽ
ヽ

1SK0130 ， 

゜一
ftig . fil J SK0125 · 1 SK01 30 · ISKOJ :35 · ISl(Ol 40/ l \ · 1辿物‘必illlJ 図 ( l/:i)

．．次焼成 が確 Jt/J \来るc

砥イi ( I) 天 ... し砂府製のfil�,{ iである。 II贖 を(iJI ざ1(1jとして1史川 しているJ 現 (H乏7. 6('111 、 1�1,\7.7l'R1 、 P7 さ7.0

CIII 、 ,i, さ 500 g を illll る。
弥生土器
I I 杖部 (2) 内に張 り 出 す タ イ プ(1) I I 緑部で、 復 )Jj{ J ' 径28 . 0rmを測 ふ }$ヤ滅が ；序 し い が、 1 1 枯部は横ナ デ

瀾格が残る。 Jj(i 1: は lmm程I父のI少位を微 l,t: 含み 、 粕選 されている。 焼成 は 良 Hである。 よた 、 内外面に）']·
冷 り が確必Ill 米る。
底部 (3 . 4) 3は 「 l 径5.2cmを測る。 }j冷滅が 行 し い が、 刷印l 調格が残る， 胎 I:は 1 nunf',l;){rの砂粒、 金虚 flj;
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を 微 贔 含み 、 焼成は良 好であ る し ま に 、 底部に !,I.\J,t[、 煤 が確認出米 る。 4 は 復 l瓜底径7 . 8('m を iUIJ る 。 l的滅
が ;,r し い か、 外lfliは ミ ガ キ ? 1J、J 1(Jjは 1 デ ？ 調愁が残 る， 胎 ,�は l mm f'i' 度の 砂粒、 令':S I:); を微 址含み 、 焼成
は良 好であ る よ た 、 内面に 煤か確認出 米 る 。
1SK0 160 (Fig . !i2 、 GS、 66)
石器
1史川糸lj )\ ( 1 ) 黒ll/1'石製の使） IJ依IJ J'i· であ る。 現frH::3. 51'm 、 幅 1 . 7c-m 、 /1/ さ 0 . 7cm 、 1「i さ 4 . 7 K を illil る
石/� r (2) J ', 府製のイi1d I であ る， 視イf艮5 .3em 、 1�1,\5 . 0cm ヽ /1/. さ 0 . 3('m 、 l「（ さ 1 9 . 2 K を lllil ふ
弥生土器
f I紐部 (3) 内 に •Jl<. り 出す タ イ プの 「 l 秘祁で. fU)J;U I ff23. 2('m を 測 る t i 枯部は横ナデー縦ナデ、 5!MHSイ●、J
近に突期か貼 り 付 〈 /If; t:,-t l -2mm札＇ 度の砂粒 を 多 贔 、 令芸lサ を i殻 贔含み 、 焼J成は良Mであ る
底部 (4 . 5) J は 1氏径7 . ,km を illil る ， 1科滅が 片： し I,. ヽ が、 外1(1i Iこ 屈IJ [; 1 1  ,J,\J烙か残 る /Jfi上は l -2mmf'i'度の砂粒
た 多 贔に 含み 、 焼成は!i!Ifであ る. i /_: 、 外面に

．
．次焼成 、 内 [(tiに f.J �1物が確必II \ 米 る 。 5は 底径1 1 .0cm

を 測 る " IS� 滅が ;,J;· し いが、 /Jiu]部 I : 'I対HS に低い 突俯かlli'1 り 付 く n /If; I·. は 1 111111f't度の砂粒 、 令'J;'. /ヽJ を少 情 含
み 、 焼I成はやや良 好であ る 6 よ に 、 li'( ms付近に 、1.llm.か確認I l l 米 る
1SK0 167 ( Fig . 68 Pla . 2 1 )  
石器
Ji澤石 斧 ( 1 ) 安 1 l 1 f° :製のI料製イi斧であ る ｝べ 面 に は/lり 1f1iか確認I l l 米 る 現 (tld> . 2cm 、 輻7 . 7c-m、 JI/. さ 4 . 0
cm、 l「ぃ さ 400 K を 測 る 。
1SK0 168 (FiK . !i3、 64 Pia . 2 1 、 24)
弥生土器
決 ( 1) 復JJ;( I I 径:3 1 . 6em 、 器翡32 . 8cm 、 底径7 .0cm ク· illil る If�滅が一ti· し し ヽが 、 外面に刷 LU 仙l整が残 る。

‘‘ 、ベ一一
-=:::::.. • 一•一

Fig . 52 1 S1<01 50 · 1SK0160/ I I  I·. 逍物 ‘及測1·x1 ( 1 /3) 
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胎七は 1 - lrnm杓度の砂粒 た 多 :,: 、 金勾tj_を微 ：1し含み 、 焼I必は 良 り［である。 ま な 、 外 lfli に 煤 、 こ次焼成 、

!.I.': 以I が確認II I米る。
鉢 (2) I I 径18 . 2cm 、 }砂i l l .8rm 、 底径6 .2cmを胤11る、 lf11滅が冴 し し ヽ が、 外1(1 i は ナ ア、 底部付近では強い
指押さえ ，J.'.] 格か残る ,1、l lfli か ら 外1(1iにかけて、 約1 . (km程のflHLが ‘が-fL さ れている !lfi l · ,i l mm利度の砂
杓 を 少 ：＇し 、 令ぷ fljを微 屈含み 、 焼 成 は JHfである t た 、 ' ' �*部の 部I . 成 Ir�時 に おけ .r.,n:トが内1111] に
貼 り 付 さ 、 外面に

．
．次焼 成 、 !,I.\J.t[、 内lfii は ）•Ji(i り か観寮Il l米る

器台 (�) 岱糾il l .7t·m 、 U�7 . 2cm 、 底径7. 5rm を iJIIJる., J½ 減が 抒し し 、 が、 内面に ut.に よ る） デ1J/,J�が残
る 、, /lfi I: は I mmれ._度の砂位を 多 1 ,し含み、 焼I成 は 良 好である
-1� 1りl I'. 製品 ( 1 ー 5) 1 は 四 角 形状を ·,�する I:製品で、 1 1( さ20.7 g を測る )lf i 1·. は 粕 湛 さ れてお り 、 焼I必は
良 /ifてある. 1 に 、 .'.1.\J月 か観和 I I 米る 5は 4淀11i.1xを I

l
l する I:製品で、 2· 1

・
（さ29 . 2 g を1111!る llfi I: は粕選

さ れてお り ． 焼成 は 良 好である。 1 t..: 、 ．．次焼成か確認/1 \ 米る
土師器

不I I)) I: 製品 (6) · ,「（ さ t :3 . /4 g を iJIIJる、 l消も1
11
1
1であるn )Jfj I·. は 籾選されてお り 、 焼成 は J'.翡fである" · l'flS、

枷lJ:.(/) 突起かある n -f に 、 約() .2crnf'i' (/) 11 J -f Lが外1(11か ら 穿イしされ 、 内 血か ら L ·�1 -fl」さhて＼ ヽるか 、 r1 ;mは
し て いない， ミ _::. チ L アのiU尚であろ う 。 中 111·の1iJ1,,·,� てあ る。
1SK0178 (Fig.64) 
弥生土器

K製品 ( 1 ) /J'( ff l. 2t·mをillilる， 内外1f1 iは ナ 元Jり格である llfi 卜 は 令」;: llJ I, 哨孜 訊含み 、 粘 凋 さ れ ている
焼成 は 良 好である。 胃t i..: 、 )'!沖 リ が観寮i'II 米 ふ 鉢(/) ミ ー チ コ アであろ う ．，

1SK0180 ( Fig .G4)  
弥生土器

1 1 枯部 ( 1 ) i: I <1'.31 . Otm /;_· iJlll 6 li'i滅か 行し い が、 「 I H部は横・J寸 Iが残る )lfi ト は 1 mmれ＇ 度の砂粒、 令•よ
Ht を 1放 :,: 含み 、 焼I成はやや」� �{て拿 ,h る

3
 

＼
 
＼

 

f_
I

 

＼ ー ＇し
ー
『

10cm 一
Fig. 53 lSKOl 68/l \  t.i訊物'.J.filllll�I ( l  /:3) 
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底部 (2) 底径4.8cm を illl]る Ji� 減か 行し いが、 外1f1iは崩 CI I 訊l格か残る llfi l:IJ. l mm札'}ltCT>砂粒 ん 少 屈 、

令}(, /\Lを微 ：，i含み 、 焼成は 」心 好である」 よ に 、 外lfliに煉 、 、!,I、し玖r、 ．ヽ次焼成が観寮 出 来 る 。
1 SK01 85 ( Fig . 5'1) 

須恵器
J (- (1) 復 /J孔底径9 . 0cmをilliJる 似j台 部分は lnl転ナテ、 内血はナ デ』,\J格であI.., /If; I: は 粘 選 さ れてお り 、

燎成は良 �fである よた 、 11、J 1 (1i (1) · 部にli1かれた版蹄が確ぷl'i 米るため、 如 I l l礼の 11Jfl辟l が ぢえられる
1SK0180 1SK0188 (Fig. 6�) 

弥生土器
l'. 製 品 (1 ) 復 /J;し 1 1 径8 . 7t·mをiJIIJる 外l�i
は ミ ガ.\; ? IAJ J(ijは ト テ 1,1\I格 てある 胎 L
は 金＇幻りを微 贔含み 、 粘 選 夕 れている
焼成 はlHfである ミ ニ チ L 「 r.i訟）泊j
杯のJ位11 ? 
1 SK01 90 ( Fig . 54) 
弥生土器
1 1 絃部 ( 1 ) 逆 L 'f冴犬<I) I" I 床史部で、 復 J爪
1 1 径26.7cmをiJIIJか ）柑滅が ;JI;· し し ヽが 、 1 1  
秘部内1(11 は横ナデ，J,'J祁が残ふ 胎 I.It I 
mm,f'i'.Jiの砂粒を少 屈含み 、 焼,,父 はやや良
lifであるU よ I..: 、 外而に 煤 が9附認Il l 米る
1 SK01 95 ( Fig. 54 、 (H Pla.24) 

弥生土器
I I t:k部 (1 ) 内外1fJi に 11< り 出 ナ タ イ フの
1 1 枯部で、 Ifり減か ;is;- し し 、 f め溝格は心り l
である。 )I(, I: は 1 町11.f1

11度の(�少粒を微 l i l 含
み 、 焼成iJ. やや J� Ii{·である"
ィ�I IJ J I·. 製 品 (2) イく定 形状 え 情す る l 製
品 で、 ＇ 「（ さ 45 . J 11; をiJliJる, Jlfi I·. は粕選 さ
れてお り 、 焼成は良 好である。 U..: 、 一•

�· 1SK0185 
＼ー

次焼l必か確＇は 出 米ふ
1 SK0200 (F ig . 55 Pla . 22) 

弥生土器
底部 ( 1 ) /,'{: 径9.6ぐmを測る Iiり滅が行 し
V ヽ カ< 、 /J

・
( 1;1Sイ寸jli: !こ i机I C I I 』,',] 将� I,バり見る0 Ji-€ 

; �;,� 外血か ら 1J、I 1friに約1 . 6-2 . llcm柑度の松
円 形状(/),が .fLJ.がある 胎l:は 1 mm肛度の砂
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粒、 金‘」t HJを微 h喩み 、 焼I必 は 坦J で l�ig . 54 I SK0180 · ISK0185 · lSl<.0 1 90 ・ 1S 1<0195/II I菰物鴎躯I ( l  /3) 
ある よ た 、 外面に焦斑 、 jJ、I1(1iに煤が確必出 米か
似渇 (2) I I 径26 .7cmをil]ljる If粋滅か 竹 しいか、 1 1 紐部付近に横ナ れJ,',!格が残る。 Jlf, I: は 籾 選 さ れてお
リ 、 焼成は良 好である。 よ た 、 内外r(ri に ）1怜 り が確品出 米る。

1 SK0205 ( Fig . 55) 
弥生土器
底部 ( I) 底径5 , 4('111を測る。 li'i滅カ・ ；序 L いが、 外1t1iに 刷 じ n 瀾格が残る。 Jlfi I: は 1 -lnunfば度(/)炒粒を少
贔 、 金‘ぷ I、J:を微 hし含み 、 焼J必 は J'.↓ !ifであるし
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1SK021 0 (F ig . SS、 65 、 69 、 70 Pla . 22) 
石器
泉lj J 'i" ( 1 . � ) し I ずれ も 黒ll/11石製の放ljg である 。 1 は 現什h:2. Scro、 輻 I . 7cm 、 厚 さ 0 . 5em 、 市 さ2 . 0 g を測ふ
2は現れi{,i;] . 4cm 、 輻1 .(km、 }•/ さ0. 2cm 、 屯 さ 0 . :1 g を測る．
｛ 湛 (3) サ ヌ カ イ ト 製<7) ,{ j鏃である0 f','{ttな/JiL Iこが施 さ れ て いる。 先端部と脚部の 一部が欠m し てい
る。 現 t,:艮 1 . 6cm、 幅0 . 9cm 、 1 1} さ0 . 3cm、 爪 さ 0 .5 g をiWJる｀
訓.,,,. )に即iif: (4) j)此製の /111f 、ド ） ｝ 刃 イ i 斧である。 現 (1- L-d . 4cm 、 輻3.2cm 、 N さ1 .1 cm、 ' 「i さ31 .8 g をiJIIJ
ふ
1111../ i (5 .  6) いず れ も 安I I I '/ ;·1製の1 1111 iである。 5は中 央付近に く ばみがり糾外に認められる。 ま た 、 1H� I川に
敲{J

浙
£ ら し い箇 所 も 確必Ill 米るため、 敲 ィ iと し て使JIJ さ れに I I「能性がある。 現f1 1-c:8 . 9cm、 船9.9em、 ) 1位

さ5.0cm 、 1 1"( さ500 � を測る。 6は 中 央付近にやや没し ヽ く ばみ が確認出 来る。 ま た 、 風化が 竹：しいが側1(1iを
敲折 と し て1史JU した 11f能性 も サ え ら れる。 視イr U: 1 2 .  0cm、 輻9. 1 cm 、 J•f. さ 4 . 9cm 、 ,[i· さ600 g をiJIIJる。
柱状） ',·JJイ i芹 (7) 砂府製(l)柱状）iガ イ i 芹であるu 視 (f艮14 . Rern 、 幅3 . 4cm 、 )1;. さ 3 . fon ヽ ' 「( さ300 g をillll
る。
弥生土器
「l秘部 (8.9) 8はltli 血 四 角 形状の11紋部で、 復 IJ;( I I 径::1 1 . 0cmを測る ，， If杓滅が冴しいが、 1 1 枯部 は 軌 ナ デ
瀾椛が残る。 !!ft I. は l n叫',t度の砂粒 、 金'Jt HJを少 Id含み 、 焼l成はややl込 好であるn ま た 、 煤 が確認Ill米
る。 9は断l�I :/り 形状の1 1 秘部で、 復 JJ;l l I 径30 . 0cmをiltljふ 外l川 は -1�定）j l11」の崩も I I 、 1 7 籍部は横ナ デ 、

内tlli は ナ デ瀾烙である。 胎Kは l - 21111nf ,t 度の砂粒を少J,t 、 金衣 nJ:を微1,t 含み 、 焼成 は J:.t 好である。 よた 、

外tfli に 煤が確認II I 米る。
底部 ( l oー 1:-!) ] ()は 復 Iが、Jif:径6 .2cmを iltllる。 li'i滅が ；打 し い が 、 内外1MU. ナデ、 IJ'.f部付近は指押さ え 瀾格が
残る0 llfi 1-. は 2mm和度の砂粒を少 鼠、 金'Jl: Iサを微 11し含み 、 焼成は 良 好である』 よた 、 外1(11か ら 内血にむけ
て、 約 l . Ocmf',\Q) 惰円 形状の穿北がある。 l J は Ji(1t.9 . 8cmをillilる。 ）Fi滅か 仰しいため瀾繁心リjである。 胎
Kは l -2mm.f閑疫の砂粒を少 址含み、 焼成 はやや良 好である。 よ た 、 底部付近に 県斑が観察HI 米る。

12は底径8 . 6cmを測る。 け沖滅が ��:しいが、 外面に刷 GI i 』，'，j整が残る。 !lfi I: は2mm利度の砂粒を 多 凪 、 金改
料 を 微 凩 含み 、 焼成 は 良 好である。 よた 、 煤と

．
．次焼）必か確認III 来るし

1 31よ 底径3 . 7cmをiJtlJる。 If�滅が 行 しいため戯格は イ,I リ］である。 胎 I:は 金岱料を徹 l t l含むが 、 粘選 さ れてい
る。 焼成 は 良 好である• まに 、 黒J)fが1視寮Il l 来る 0

器台 (1 4) 器泊i 1 4  . 1 rm 、 K径6 . 6rrn 、 底径8 . 7cm を測る。 府滅が 行 し いが 、 µ、J1rri に縦ナデ,Otl格が残る。 I ·. 
ド端部は 而取り 調整が行われる，， )If, I: は 1 -2mm,f閏度の砂粒を 多lit 、 令 ·1r. ,�}を微 ) 1(含み 、 焼I成 は艮 好であ

る。 よに 、 ．．次焼I必 か確認Ill 米る。
益 (1 5) 1 1 径6 . !')cm 、 器翡1 0 . 9cm 、 復 ）Ji(JJ'E 径z,1 . 7cmをillilる。 ）料滅が片 し し ＼が、 外lfliは柚J!:: 1 1 、 1人J1(1i Lt ナ デ
調繁が残る. 11ft I: は l ー 2mm和度の砂粒を 多 贔 、 金甚 HJ:を徹 ： 1 し 含み 、 焼Jilt は 良 4fである。 上 に 、 外lfliに瓜
斑 と ご次焼成 が確認II I 来る
1SK02 20  (Fig .  65、 70)
石器
二次）Un 1.i'n', ( 1 )  !; ししII祉 石製の二次）�,, 1:."1 111である。 .l)lイi: 1-i:2. 9cm 、 lllfi\4 . 0cm 、 )'/.. さ 0 , !}cm 、 咽 さ8 . 2 g を測る。
村状 ）ヤ }j,{i1f: (2) 泥料製の柱状J', · .J.H け 令であん。 視イf 此 7 . 0cm 、 幅 1 .5cm 、 )'/. さ1 . Dぐ1 11 、 ff( さ 4�.o g を測
る．
1SK0225 (Fig . 56) 

弥生土器
I I 枯部 (1 ) I I 緑端部で強 〈 外）父する 「 l 絃部で 、 復 /Jjl 「 l 径14.0cmを測ふ Itり 滅が 仔 し い が、 りn部付近に
=.fり 形状の突僻かtli1i り 付 〈 ,j )If, i-. は 2 mm税底の砂粒を 多 li.t含み 、 焼成 はややJ'.↓ ftf-であ る
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1SK0230 (Fig. 56、 6!1)
石器
ス ク レ イ パ ー ( 1 ) サ ヌ カ イ ト 製の ス ク レ イ バー であ る 。 /,'il 枯部の •部 に ）J /IIIJJII 1: か必められ る ， 視{fh:
5 . :km 、 '�lr'i3 . 4cm 、 )•,[さ0 . 8cm 、 1f(さ16. h: を測 る
弥生土器
l!J: 部 (2) 復JJ;l底径7 . 4cmを il!IJる JSり滅が �し いが、 外 血 に 崩 1:J I 訊l格か残 る llfi J ·. はlmmf','度の砂拉 、 金

'.}計ド｝を微 lit 含み、 焼}J文は良II[であ る ま な 、 煤 と ·.次焼/ti.が確必I ll 来 る
1 SK0235 (Fig. 56, 65) 
石器
ス ク レ イ ハ ( I ) 黒111',l ィ i 製 の ス ク レ イ パ ー であ る 、 l,',l 粒部に ;.J msが認められ る 。 J凡 {r l i2 . 8cm 、 1�1:,1 . l 
cm 、 )'/・ ヽ 0 .6cm 、 i「（さ l . 7 K を測 る
弥生土器
1 1 象点部 (2) 祁g, ,fli 四 fり 形状のI I 紋部で、 復JfiU I 径21 . 0('111 をillil る り ）｛り滅が 片 し いが、 「 l 料祁は横ナ デ調 格が
残る ，， !lfi Lは 1 一 ふnm籾必(/)(沙粒を 少 械含み 、 焼）必はやや良好であ か よに、 内外1(ri 1· 媒が確如II 米 る 。
底部 (3) 復JJ;u,t tf.6 . 4ぐrnを測る ）代滅か 抒 し し ヽが、 外1/1iに 柑I] C 1 1  ,J.'J整が残 る。 胎 卜は1 -2mmf'i'度のI少粒
を も ),l含み 、 焼J成はJ� 好であ る よ た 、 煤と. : 次焼）I必か確必11 1 米 る
1S00250 (Fig . 56、 65 Pla . U) 
石器
イ i鎌 ( l ) !、し\ II机 イ i 製 のイi鉱であ る D 比較的 j巧収 な /JII I :  か施さhてし 、 l.:> " イi 牝 式 に 属 すn 現 fr l<:1 . 0cm 、

輻l .6c-m 、 JI/.さ0 .5cm 、 )T（さ I . l'i g lr· il(iJる 。
細 イ i JJ (2 ) !.l.\lll1l,< 1製の細 ィ 以 ） であ る 。 現 (f l·d .  7cm 、 輻0. 5cm 、 Jt/ ヽ 0 . 2c:111 、 iTr さ0 . I g I.· 測 る
弥生土器
I I 緑部 rn ((l. ノ り ！ タ イ フの1 1 緑部で、 1 1 絃部に ＋伶状 I. 具に よ る 刻み 1 1 か人 る 。 助減か 片•し し ヽ が、 外1friは
崩 L i l 潤格が残 る 。 !If, I: ,.1. 1 mmf『}文(/)/i:少粒 、 金)凋を微:,:: 含み 、 焼成 は 」

‘
↓ /ifであ る。 よr 、 外面に 煤が確

認Ill 米 る 。
底部 (4) 復 });( Ji£径6. 2cm を測 る 。 外1/riは柚J LI i 、 内lfliはナ デ,d,',I祁であ る 。 ）恰 I:は1mm和）なの,�少,ir. を 少 1,1: 、

令）、： fl砂 微 凪 含み 、 焼）必9よ f!Ufであ る 。 ま r· 、 外((rj に 煤 、 こ次焼成 、 I相(11 に 、'·'·しmか確認Il l 米る
器台 (5) 盛翡1 1 . 3cm 、 IJf,6. ,km 、 底径5 . 5C'mを測る li1滅が 片し し ヽ が、 外1(11は指押さズ 、 内1(1jは縦）j li1J 
のナ テ、 底径の端部は1川 ）I又り ，J:,1格が残 る " llfi I·. は粘 製されてお リ 、 焼成 はJ� 好であ る ， � I.  こ 、 一次焼l必
が確 ぷ I I 米 る n

1SK0255 (r ig. 56) 
弥生土器
底部 ( I ) 底径5 .6rmを測 る 。 Ji�滅が ；序し し 、ため瀾愁イ�I IJ I であ る 。 Jlfi I: Iよ lmm和l父の砂粒!f· 少 贔含み 、 焼l必
は良M-であ る . J に、 ·. 次焼成 が確認 11 1, 来 る
1 SK0260 (Fig . 56) 
弥生土器
底部 ( I ) 復/J孔 Ji'�径6.4cmを測 る 。 外 面 は刷 G I i 、 内((tiはナデ調祁であ る ，， )lfi I ·. はlnnnf't' 度の（ゆ料l.i 多 : ,:· 、
令Jt ll} を 微 l d: 含み 、 焼）必は li Hであ る ？ よ た 、 炊 と

．
．次焼成 が確必m 米 る c

1S00265 (Fig. 56) 
須恵器
JI ( 1 ) 外 1(1jに 波状 文が施され版であろ う 。 内外1(1iは横ナ テ講j格で 、 ）I合 I:は粘選されてお り 、 焼成 は J込 H
であ る 。
1SK0285 ( Fig. 56、 6:i P la .23) 
石器
イi鎌 ( 1 ) 、',I,し11/tl ,{ i 製のイi録であ る 。 �·船辺

―
:．角 形.1人を 'itし 、 丁寧なJJII I .  が施されてい る n 視イ{[乏2 . 7cm 、
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輻l .:km、 /lj. -'{ (). 3cm 、 tfl さ 1. ] K を 測 る
弥生土器
1 1枯部 (2) 間(ij -.fり 形状の L I 糾部で、 I I 枯部(/) 'I'」I I部に約0 . 6cm村rJ> Iり1しか劣’イしさ ii.て し ヽ る 胎 I- Ii 1mm 
利Iiの(1'.凡＇，’ ｀ 令'1国 を 微 l,!含み 、 焼I成はl:.t �fである
底部 (3) 復 ）w,·� 往6. lrm を 測る0 /Vi滅か ；序しし 、ため ,;Jl,l 'Wfは小:11JJである. llfi Lはl mmf'r'i度の（少粒 を 少 1,L 、 金
.」、: IU. を 微 l,t含み 、 焼成は良 llfで ある ，， 上 た 、 次焼成が確認HI米る
1SK0290 ( Fig.  56 、 fi4. 65 Pln. 2:!、 2'1)
石器
イ i銭 ( 1 ) 黒11{1' ,{ j製のイi銀てあ る た燐部が欠mす る が 、 T限 な/JII I :1. 直佃 さ れてし ヽる， 現 (1 U:2. 6cm 、 l�l,'r
1 .  2c、m、 I リ： さ 0 . 3cm 、 爪 さ 1 . I g を illlJ る
弥生土器
I I 枯部 (2 . :�) 2は附r1fli 四fり 形状の I I 紐msで、 Ifり減か 竹しいが、 外 1fti に 屈1J 1. L I  ;J,',l格が残る ）恰 ヒは] mm札'./父
(/)砂粒、 金‘此II): を 1放砧含み 、 焼成はl込 Hである よ た 、 外面に煤 、 ・'.I.\以I.が観rim, 水る ：｝は1J、l !IU にやや1k
リ /l\ す タ イ フの I I 枯部で、 復/Jiし I I f f.:21 . 8cm t,, illtlる l介滅か 片しいため閻整は不明である ） lfi Lは1 - 3mm
f'渡り）砂位 を 少 贔含み 、 焼成はややl込 /JIである
ィ, I り I I製品 ( 4 . 5) 4はイ淀形-1� を ' , l 4 る I製品で、 ）「 さ 17 . 8 g を 測 ん 。 /lfi 1 . 1.t 粘選 さ れ てお り 、 焼J必,:t.
良 IJJである。 よ た 、 線亥lj ら し さ 般蹄が確認Il l 来る 5は不定M を ',iす る I 製品で、 1f( さ 27. 0  g � il!IJ る Jlfi
K は 粘選 さ れてお り 、 焼成はj�!ifである，

15K0315 ( Pig. 57 l'la. 2:�) 
弥生土器
I I 絃部 ( 1) やや 内 側 に,;J'{ リ Ill す ク イ プのI l ¾,'k部で、 ）代滅が 行 し し ヽ が、 l 'l 枯部に仙 Jー デ1J.',I格が残るn Jlfi I: 
は、 I -2nun砂粒 を 少 :,t 、 金玄 lヽ レ を 微 :,t含み 、 娩成はやや良好てあ る，
壺 (2) I I U· 部端部で強 く 外）丈す る I I 枯 部で、 復IJ;l I I径11. �cm を 測る， 恥滅か �- し し ヽ が 、 u 粒部は横ナ デ
[J/,J格が残る llfi I: は金')1: 1ゞ j を i放 11: 含むが 、 fi'1選 さ れている， 黒 色JVifiJI ?
祝 m 復JJ;� 1 1 径1 6. 8('m 、 復 ）);•. Ji( (冷10. km を 測 る 逆 L 'r冴J:,.rJ) I I絃部で、 1 1絃部のやや 卜 に：サjり 形状の 突
潤·が貼 り 付 く ' }介滅か ;,';·しいが 、 I I *ぶ部は仙ナ 和J:.J幣カ・残る ）恰 I.は1mm f',' 度の((;少粒 を 少 1 ,l 含み 、 焼成は
良 �{-である' -J: た 、 I邸IS付近に約l . 5 - l  . 8C'mfいの化1 1J It� 状の穿1しか ある， 内外1(11I .  は J•J約 リ 、 I』1部に 、!,I,\
以I.か観寮,' I \ 米ふ
,:· 叫 (4) I I径24. 2cm を 測る。 ）f•i滅か 粁しい にめ品Wドはイ,Iリ1である. }lfj I. はl mmf,' 度のIr:少ぶ[. Ii· 少 : 1:.含み、

梢選 さ れ ている。 ま t..: 、 内外1(11り）一 部に )'] 玲 り が確，認:Ill 米る、
益 (5) I I 径5 . 4cm を 測る，、 外1(1iは屈I] [I I 、 内1ftiは 仙 ナ デ、 指押 さ え ,J,'J格である。 ｝］合 I:は1 mm札渡(/)砂粒、

金衣ll上 を 微 1,1含み 、 粘選 さ れて し ヽる。 燒成は良 Ill· である。 ま t· 、 外1/iiに謀 と！，し1玖I が観�il l\ 米る．
1SK0325 (Fig. 58) 
弥生土器
底部 ( 1) 底径6. 3cm を 測る ，， Jjりi滅が：行しし ヽ が、 刷 I: ll r闘格が残る Jlfi I· は1ー2mmf'r'.I知の砂粒 を 少h喩
み 、 焼成は良 好である よ t..: 、 、(,し＼斑 と ．．次焼成が確必出 米る。
1SK0335 ( Fig. 58、 65)
石器
イ i狐 ( L) 、［ししll1'1l '{ j製の石鎌である 脚部のみである か、 r寧 な ）Jll 「か 施 さ れている，， 視イ� l:C 1 .  8c111 、 輻 l . O
cm 、 }'/. さ 0. 3cm 、 用 さ 0.5 g を 測る，
弥生土器
底部 (2) 底径5. 4cm を 測る。 l料滅が ti· し し ヽ が、 柚l も n 調整が残る,. llfi I: は1mm利度の砂粒 を 微 1,t 含み 、 焼
成 は 良 Hである ，` よ た 、 底部に 焦J)[、 煤 、 一次焼成が確認I i i米る 。
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1SK0340 ( Fig. 58、 69)
石器
砥石 (1) 化l,'l] 't' :製のl1J�,{ jである ·1(11を(i/f ざ1(11 と してi史） 1 1 している 現 {( ]'<'. 17. 2c·m 、 輻G .7c•m 、 }If. ざ 3 . 5
('ffi 、 ,F さ 1 . 00kgを測る。
弥生土器
底部 (2) )J'i;径 I O . 7rm t., lll!Jふ If

・
抒減が ;Jlj·しし 、にめ,J,',序は イ�11))である。 胎 t· はl mm札＇度の砂粒を少 凧 、

I吐 と 微 訊含み 、 焼I必はやや良Ufであか よた 、 !!.WI と
．
．次焼成が確認Ill 来る』

1SK0341 ( Fiv;. 58) 
弥生土器
底部 (1) f\L)J;u l 'rn. kmを測る。 if�滅が ；乎 し し ヽが、 刷 e;II調格が残る。 !Jfi I: は l -2mmf'1'. 度の/�少粒を 多:l;l
含み 、 焼成は」込 好である ［ た 、 外1M tこ

．
．次焼成 、 内1(1 iに煤が確認出来る。

令雲

1 SK0342 (Fig . !i8、 65 Pla. 23) 
石器
石敲 (1)}.I.\ 0/11 ,( 製のイi鍬である。 ー・・等辺=.,り 形状を ',tし 、 1累な）�II I. か施 されて いる 現 (1 11=2. 2cm 、

叫H . km 、 }'/. さo . :km 、 I「［ さ0 . R � を測る，
弥生土器
II 舟点部 (2) やや外）又す る I I 絃部で、 復似1 1径19.7cmをill!!る。 ）i1i滅が � しし ，ため調格が イ,Iリ l である。 胎 I:
は 1 mm利投．の{(V粒 、 令其llJを微 ：，し含み 、 焼成はやや良 好である。
1SK0349 (Fig .  58) 
弥生土器
底部 （ ］ ） 底径7.5cmを測るn /}秤滅力叫�:しいが、 A�IJ 61 1 ,ii、',j格が残る。 Jlfi J: はl mmf『度の砂粒を少 凧含み 、 焼
成は良 好である。
1SK0355 ( Fi� .  65) 
石器
ィ i鎚 o . 2) 1 は 、1,l,l ll/11 11 製のイi銀の木成品であ ろ う 『J 枯部や衣 面 に は J 沢な）JIJ_ Lが施 されている、， 視ff
且2.8cm 、 船2.0cm 、 )1/. さ 0.4cm 、 t f( さ2.7 g を測る， 2 . こ‘序辺三fり 形状を ', ! するイ i録である 介1本に風化が
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.;ii;-し く 、 先端部 は 欠損するu JJlイf長2.0cm 、 %ll . 5c:m 、 }'/. さ 0 . 3cm 、 •V さ 0 . 8 g を 測 ふ
1SK0360 (Fig . 58、 65、 69)
石器
1むIJ 剥） ＼・ ( 1 ) !.l:\ ll/1! ,< 1 製のf史）TJ糸l] J '1 である。 現 (fl乏3.0C'm、 1�1,\3.Orm 、 財 さ0.3cin、 )「i さ 4.2 g を 測 る 。
砥石 (2) 砂府製の砥れ であるV =. 1t1i を Nr ざ l創 と して使） l l してい る 。 現{f I k 1 0 . 8c·m 、 I�蘭9 . 1km、 I以 さ5.3rm 、

,rt さ 1 . 10kg を 測るQ

弥生土器
l 心部 (3.4) 3は1 1 秘部端部で外反 す る I I 秘部 で 、 復 原11径�6.0ぐIll を 測る。 1 1 絃部 は横 ナ デ、 外1(riは崩
も「I 、 横 十 デ 、 µ、J Iii[ はナ デ,d.',j 格である ，， 顕部に突幣がll.1i り 付 く 。 胎 I:ーは 1 111n1杯度の砂粒 、 金戊 nJ: を 微 lJ
含 み 、 利選 さ れている，、 焼 成 は良好である。 ま た 、 内外1f1i に J't旅 り が確品Ill米る。 4は附r1M三fり 形状の
I I 絃部で 、 1 1 緑 部 ドに 条の沈線が 人 る 。 妍滅が ；序 し いため 瀾幣心りJである。 llh I: は 1 ー2mmN/父の砂粒
を 多 -litに含み 、 焼）成は」� Hである。 よ た 、 .:..次焼I成が確認、 .' I I 米 る 。
1SK0363 (F ig . 58) 
弥生土器
底部 （］）底径7 . 4cm を 測る。 朕滅が 抒 し いが、 屈IJ'f;II ,1,',]幣が残る。 llf1 I·. は1 -;1111111程疫の砂粒 を 多 凧含み 、

焼成は良 好である。
1SK0370 (Fig . 58) 

I I 絃部 ( 1 ) 内外171 iに加り Il l す タ イ プの I I 杖部で、 ）t11滅が 竹 し いた め閥格は イ,nJJ であ る ， )lfi I: は 1 mm利�)虻
の砂粒 を 少 1,t含み 、 籾選され て い る 。 焼成 は」� Hであるu よ た 、 内外lflfに )' l玲 り が観察/I I 米 る。
1SK0384 ( F ig. 58 Pia. 23) 
弥生土器
I I 絃部 ( l ) I扉(ti 妥形状の1 1 紐部で、 1 1 絃ffll ト に 条の沈線が人 る 。 If杓滅が:i'i: しいが、 1 1 紐部は仙 ナ テ・

池JI隊が残る。 )jf, 1·. L -1. l ー 4mm肛度の砂粒 を 多 拭 、 金芸 料 を 微 11c含み 、 焼成 は良 好である。 よた 、 黒堀が確
r認III 来る。
1SK0386 (Fi� . G5 P la .  2:�) 
石器
“鉱 (1) m1111i -< i 製の イ i鏃であ ん ），lJは部のJ1hi 1111J に 快 リ を も つ、 ア メ リ カ 利のイ i鐵である。 比較的、 r 
喝I. な）�II じが施 さ れ る . JJl{H と:l.8cm、 輻2.0C'm 、 厚 さ 0 . 3cm 、 , r( さ 1.3 g を 測 る。
1SK0390 (Fig . 69 Pia. 2:3) 
石器
I料 如 i 斧 ( 1 ) 玄JJ\::料製の大刑蛤J邸環 イ i 斧である。 部 を 欠廿け るが j 限 な ）UII l .  が施 さ れ る 。 現{(.長
17. 9cm 、 輻7. Lem 、 1リ； さ 4.8cm 、 •R さ1 . 05kg を測る。
1SK0395 (Fig .65 Pla.23) 
石器
細 ィ j ガ (1) J,1,\11/d -{ i製 の細石Aである。 現イi長1.1cm 、 幅0 . 5cm 、 )'/さ0 . 2cm 、 収 さ0.] K を測 る 。
1SK0399 (Fig . 58 、 64 PTa . 2:1) 
弥生土器
1 1 紋部 ( 1 ) 内側に 11い） Ill す タ イ プの 1 1 絃 部 で、 復 !);[ I― l 径21 .8cm を 測る。 /,}杓滅が抒しいに め調格は不明
である。 胎上は1mm程度の砂粒少 械含み、 籾選 さ れ て い る 。 焼J成は良 好である。 ま た 、 内外 f(liに）打 令 り
が観察/JI 米る。
K製品 (2. 3) 2は復)l;t底径4 . 0cmを測る。 1?1滅が仰しいが 、 内外Jfliはナ デ溝幣が残るn /Jf; l·., ,i ]  mm料炭の

砂粒 、 金埠lサを微 ill含み 、 焼成 は 良 �f-である。 ミ ニ ナ -1 アの鉢であろ う 。
3は 底径2 . 9cm を 測る。 ／舟 滅が粁 し い が 、 指押 さえ 濶整が残る。 II合 Kは1mm粒度の砂粒、 金裳 料 を 微 ：,l含
み 、 籾選 さ れている・ 焼）成 は 艮 好 である。 ま た 、 外 [(fl に 煤が確認出米 る 。 ミ ニ チ ュ アの器台であ ろ う 。
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!SK0325 1SK0335 , 1SK0360 
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-
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゜一 IDcrn 一

Fig . 58 lSK0:125 · I SK033S · 1  SK0340 · lSK0:14 1 · I  SK0�42 · 1S1<0349 
lSK0:160 · l SK0363 · lSK0:370 · l SK0384 · lSK0399/1 1, I: 逍物'Ji測図 ( 1/3)

1SK0400 ( Fig . 59) 

弥生土器
1 1 枯部 ( I ) 励(1j 台 形状の 1 1 秘部で 、 1 1 絃ff[S下に 突俯か貼 り 付 〈 。 ）科滅が 抒 し いため瀾格は,1,11JJ であ る 。

胎 I_:は l n叫＇訊Lの砂粒、 金＇具 lサ を 徹 lit含み、 焼成はややJ'.! 好であ る。 よ た 、 内 1(りに ご次焼成が確認I I I 米
る。
1SK0410 (Fig . !)9) 

弥生土器
n 絃部 ( 1 ) 断 血 一Jり 形状の 1 1 紐 部 で、 1 1 絃部 lくに : fり 形状 の突術が 貼 り 付 く 。 ）代滅が行 し い が 、 1 1 素次
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部 は 樅 ナ デ凋格が残る。 胎上は I mm程度の砂粒、 令裳 料 を 微 li1含み 、 精週 さ れて いる。 焼成は 良 好であ る 。
ま に 外 而に丹冷り 、 煤が確 認 Il l 米 る 。
1SK0423 (Fig. 65 Pla. 24 ) 
石器

石鏃 o) 1.r,\ 11 111石製の石鏃である. T咆な）JII 「.が111Jj t(ti に 施 さ れている。 現イfl乏2.0rm、 輻0 . 9cm 、 It/. さ 0 . 5
cm、 '·「［ さ 1 .0 g を 測る。
石器

1SK0424 ( Fig. 59、 64 、 69)
石器

凹 ィi (1) ! な111 府製の凹石 である。 全体が風化しているが 、 中央付近に 〈 ばん ば板跡が確認Ill 米る。 現イt
長8 . 6cm、 輻7 .8cm 、 /1/. さ3 . 8cm 、 I「［ さ500 g を 測 る 。
弥生土器

底 部 (2) 底径5 . 8cm を測る。 附 滅が�;し い た め潤幣心If! である。 Jlfi l-: は l - 2mm和度(/)砂粒を 少址含み 、

焼成 は J�好であ る 。 よ た 、 外面に煤 、 二次焼成が確認Il l 来る。
上製品 (3) 底径2. 5cmを測る0 ,� 滅が仰 し いに め』牡伶が明 であるQ /lfi 卜はlmmf'晶炭の砂粒 、 金‘」trヽt を 1敗械
含み 、 焼成は良好である。 ミ ニ チ ュ ア I·. 器の虎 であろ う 。
1SK042 5 ( Fi g. 59) 
弥生土器

底部 (1) 底径6.0cm を 測る。 朋滅が 衿 し い た め調整不明であ る. /Jf; -1-: は I - 2mmf'i'-.JJ'.rの砂粒を 多 I止含み 、

焼成は l� /lf-である。 ま た 、 底部付近 に
―
以次焼成 が確認:n 1 米る。

1SK0430 (Pig. 59) 
弥生土器

1 1 紐部 (1) 逆 L 'i;状に近い I I 紐部で、 復 /J;( I I 径1 9 . 0cm を iJIIJふ 1 1紐部 ドに三 角 形状の 突俯が貼 り 付 〈 。
直部は横 ナ デ、 内1mは 叫によ る樅ナ デ瀾�,\5である。 11(1 1-: は lmm.f閑度の砂粒 を 微 l,l含むが 、 籾選 さ れて
い る 。 焼成は良好である。 よ た 、 内外面に煤が（胤認 11 1 1 来る。
底部 (2) 底径5.8cm を測る。 外r7riは刷t.11 、 ,,ヽ J 1friはナデ調恨であるn Jjf; l: は1mm税度の砂粒 を 多凪、 金‘ぶ

ミ::：:�: 
力

1
く
）

確認i l l

'三
ー

［ 三 \�言三
「 l 飲蛉11 I Ul 1はやや外J丈す j 
る II 緑部で、 復 /Jil n fl:rn . 0cm lSK�424 

-- - 1 1 1 _ 

をilllJる。 I科滅が抒 し い が 、 n
、 , /4J \ \\\ 

II 

縦ナデ、 )Jl1�1'f!Sは刷1.. IJ 調幣が
残 る 。 }If, l: は 1 ー3mm程）父の砂
粒、 令‘且母 を 少址含み 、 焼成 —--
は 良 好である。 また 、 ）']栴 リ 1SK0425 

が確認I L I米ふ2 は内外面に張

▽
 

り 出す タ イ プの1 1 絃部で、 復
原 1 1 径25 .8cm を illilる。 頸部付
近 に 台 形状の突俯が貼 リ 付 〈 。

、I I 

゜一 1or 

Fig . 59 1SK0400 · J SK0410 · J SIく0424 · 1SK0425 · 1SK0430
出 十．逍物‘必illll 似I (l /:-i) 
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胎 l.は 1 皿nf'11度の砂粒 、 金裳 l�J を 微 ： tl 含み 、 焼I戎 rta好であ る ． 占 た 、 内 外 1(1W 煤 、 ． ．次焼I戊か確必II I 
来 る
底部 (3) Ji'(; 径7 . 5cm を 測 る ） f� 減か ；＋ し い が、 外 1(11は 柚l E: 1 1 、 内 1t1i ,1縦ナ デ調整か残 る llfi I .  は I -:�mm 
利疫の砂粒 を 少J,t 、 令裳 母 を 微 贔 含み 、 焼成は 良 好であ る
悩台 ( I) liE径7 . 5cm を 測 る ,, Ii� 滅が汗 し い が、 外面は崩1: I I 、 内 川Ut縦ナデ，J,\J糀が残 る r IJfi 1-./.1 1 - 3mm 
利度の砂粒 を 少 凪 、 金•必 HJ を 微 I ii含み 、 焼1£;は 良好であ る，
1S K0465 · 1層 ( Fig . 6 1 、 65)
石器
使）廿泉IJ J ', ( l) よし1 111,H i製の1史） 11 ffelJ I ', であ る ., JJ凶- 1.f I .  7cm 、 船 l . 8rn1 、 )'/ さ O . 4c.:m 、 Jft. さ 1 . :� g を 測 ふ
弥生土器
}J'S: 部 (2) 底径8. 7('m を 測 る ー 外tfrt は 崩 じ I I 、 加111 ,tナデ 、 指叫翡J,\j�が残 る ぐ llfi I .  は J ー 2mmf', I父の砂粒
を 多 凪、 金'」t/lJ を i股 贔 含み 、 焼!litはl� �fであ る U..: 、 外1(1iに 、',し1以[ 、 ;次焼成がpff I認Il l 米 る
1SK0465 · 2層 (Fig .61 、 69 Pla . 24) 
石器
11 11 1  i ( 1 ) 安I I t 竹製のl"I れ で あ る 令体が1瓜化 し て い る が 、 中 央付近 に 〈 ばん 卜痕跡が確必,t i I 米 る I北イ［
k l 5 .  l crn 、 1�1,i l6. 8c-m 、 Pf-. さ 3 . 3cm ヽ ,ri さ l . 70k� を 測 る 。
弥生土器
I I 枯 部 (2) 間(1j 台形状の I I 枯 部 で、 復 )J;l l 1 1予27 . 5cm を illiJ ふ I I 紐部 ド に �-条(/) 沈線 が 人 り 、 X '祖K に

―_, _ _  

｀̀ゞ‘
 
＼

 

‘ヽ I o I l如l

F'ig .60 l S K0465/ I I  l:i直物尖illll 図① ( l/ 4) 
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lSK0465 

.,
 II 

／
 

,’
 

1SK0465 · l層 ヽ
ヽ

�; 一 3I ヽヽ ーヽ

10cm 

胃

lSK0465 · 2層

' I 2 

Fig . 61 1SK0465② U1 · 2 /{1 ,' I I上追物‘必iJlill火I ( ]  /3)  
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交 わ る 部分 し あ る 。 1 1 絃部は横十テ 、 外1[1iは屈lj 毛II、 内,fti,ぷr.具ナデ、 ナ デ調格で あ る 。 胎 I:は1111111.ft',:度
の砂粒を 多 l,l:、 金')_(: HJ: を微 r,t含み 、 焼）成は良好であ る 。 よ た 、 外tfliに煤 、 内 面に 付沿物が確認III 米 る 。
1SK0472 (Fig. 6fi Pla . 211 )  
石器
細ィi }J ( J) 、［し\II祉ィi製の細ィ i)) であ る u 視 fr長2 . 7cm 、 l�MO . 7cm 、 i11-さ0 . 2cm 、 ,n さo . s g を測 る r

1 SK0515 1SK0515 , 1SK0565 

(Fig.62、 G5 Pla .  24) 
石器
ィ i銀(1)!. し\ll/11 ,{ j 製のイi鍬であ
る。 令fit,:的にやや枇い）)II I ". が
施 さ れてお り 、 1111] 糸如 綿 に は浅
い快 り が確認：II米 る 。 ア メ リ
ヵ /�11 (/) れ鏃であ ろ う ， J.Jl {J浪
J .  7em 、 l��\1 , 0cm 、 /'/ さ 0 . 2国 、

巾 さ 0 . :1 g を測 る 。
弥生土器
1 1枯部 (2)逆 L 'i�状の 1 1 緑 部
で、 復/J;( I I 径1 9 .8cmを測 る 。
1 1 緑ms

・
ドに てfり 形状の低い突

幣が 条 Jltl,り 付 く 。 1科滅が 竹·
し いが、 1 1 紐部は横ナテ潤幣
が残 る。 /If, I. は金・ム： /lJを1敗 l i t
含むが、 籾週 さ れてい る ，， 焼
成 はj� !ifであ る 。 よ た 、 外1f1j
に 黒斑が確認、III米 る 。
1 SK 0522 (F ig .  65 Pla . 24) 
石器
石柏 (1)サ ヌ カ イ I· 製のイ i鍬
であ る。 やや 「 寧 な ）�II I� が施
されてし ヽ る 。 現イf· Jく2.9crn 、 幅
1 . 1cm 、 /llさO . ilcm 、 �� さ 1 . 4 g 
を測る。
1SK 0565 ( Fig . 62 l'Ia . 24) 
弥生土器
I I 紗 祁 (1 .2) ] は 復 ）�jl I I 径 ° 

12.0cm を 測 る 。 1 1 枯端部は而
収 り 、 外 J(ri は 縦 ）J I{,」の ミ ガ
キ ? )Jiu)部付近に突 ・期が貼 り 付 Fii:(.62 J SK05J5 · l SKOG65l 1 1  r. 逍物'Ji測図 (l /:3) 
き 、 内 ruiは横 ）j 向の ミ ガ キ 調整 であ る 。 胎 I:は1 mm程度の砂粒 、 金曳 It);を少枇含む。 焼成 は 良 好であ る U

主 に 、 外rniに 黒斑が確 認III 来 る 。 2は断1(r j 台 形状の I I 緑部で、 I I 径25 .6cmを測 る 。 「 l 絃部は樅ナデ、 外而
は不定）1 11,1のA�IJ "G 1-J 、 内面はナ デ調格であ る 。 ））fi I ·. はl -2mrn作）虻の砂粒を少 凪、 令'J.[: /lJ;を微 ば 含 み、 焼
成 は糾fであ る 。 また 、 )'j-硲り 、 煤 、 二次焼成 が確認 Ill 米 る 。
底部 (3)底径6. 0cmを測 ふ 桝減が,;iir- し いが 、 外血は削 "t II 、 ナ テ．＇潤＼各が残 る。 内 1(1jか ら 外面に向け約
0 .8cm{閑のf l l -ILがあ る 。 II台 1�.は1-4mm.f位度の砂粒を 多屈 、 金‘兵料を微ぷt含み 、 焼成 はJi好である 。 よた 、
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外面 に 煤 と ．
．次焼成 か確認出米る

1SK061 1 ( Pig.63 Pla .24)  
弥生土器
I I 枯部 ( 1 ) やや外I又する1 1 秘部で 、 1 1
?f-20 . 3cmを測る Ti� 滅が 竹しいが、 I I *ふ
部は横ナ デ 、 内 川iの 部に l 其ナデ溝祁
が残 ふ /lfi I· は 1 一 lmnぶ度のIゆ粒を少 ：，｝ 、

令＇よ'. /lj. を微J,: 含み 、 焼成 は やや良 好であ
るu . また、 煤 、 ．＇．し＼以1 か確必I l l米る
底部 (2) 底径S.4cmを測る Ji1滅か 竹し
いに め心，1I格は イ�"JI で、hる。 胎 I:は l - 2mm
利度の砂粒を少 :,:含み 、 焼成は 良 好であ
るn 1: た 、 外1(riに-.次焼I成が確必 I I I 来る
1SP0613 (Fi!,! . 65) 
石器
イ i銭 (1 ) !,I、\ ll/1l ,{ j 製のイ i銭である0 肋l ffll
の 部が欠m し ているが、 l 来 な）Jll 1: が
施 されてし ヽ る＿ 視イH x2 . 7l·rn 、 l�/ii l .8t'm 、

)'/. さ0.3cm 、 爪 さI . l g ん illilる。
1SP0653 (Fig. 66) 
石器
ノ、 ク レ イ バー （ ］）サ メ カ イ ト製のA ク レ イ バ

である． 叫剥部に JJ ;'fil/JII I. が施 される．
視 (J·長4 .8('1n 、 '�lil2.2cm ヽ ）,,. さ0.4cm 、 '「（ さ4 .9 g を測る
1 SK0661 (ドig .64 、 66 P la.24) 
石器

- -

0 10cm 

Fig . 63 l SKOfill/ 1は泌物·J.S it11H:J<1 o ; :n 

れ鉱 ( 1 ) 黒ll/1! ,{ i製の石録である。 脚 部の 憎ISが幻llしているが 、 l 限 な ）Jll I .  が施 される。 よた 、 側緑部
に i� い扶 リ が認められる ア メ リ カ/�II ,f I j放 に 含 ULる も のであ ろ ') . J凡 {( L-< I .  9c·m、 輻 1 . 2cm 、 厚 さ0.2
cm、 l「い さ0.6 ,-,; を測る
弥生土器
I: 製品 (2) I I 径5 . 2cm 、 器 翡3 .8cm 、 底径2.4rmを測るC 外 1/1i は _) ア 押 え 、 内1(11 1.L 押 さえ 』,',j烙である、， llfi
Kは1 mm利度の砂粒を少凪 含むが、 粕選 されている 焼成は良 Hである。 ミ — -1 t アの外であろ う 。

1 SK0673 (Fig .611 Pia .24) 

弥生土器
l·.lj姉11 ( 1 ) 底径4 . Ocmをillilる。 )ff 滅が ;ii;· し し 、 に め ，J.',J t� イ�IIJlである。 ）If, t-. は 1 mm.f'i'度の砂粒を少 111· 含み 、

焼成 はややJ� l.lfである L に 、 、'.I.Uh と ．次焼成 が観烈 1 1 1 米る。
1 SK0676 (Fig. 66 Pia . 24) 
石器
ィ i銀 ( 1 ) rn 11111 1 i製の1準である。 やや I 淑なlJI I r. が施 されてお リ 、 先嬬 部の 部が欠m す ん 。 視 什 k
2 . '.-km 、 輻 l . Oem 、 It/- さ0.5cm 、 1「ぃ さ1 . 5 g を測る
1 SX 0913 (Fig.66 Pla .24 )  
石器
イi鏃 ( 1 ) サ メ カ イ ト 製の石鏃である， 令体に 風化が ;,i;:しし ヽ が、 1

ー
•，殷 な /JII1·. が施 される。 現 {{ j乏2 . 4cm 、

輻0.8cm 、 肛 さ0 . 2cm 、 )ifn . 1  g を測る』
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包含層遺物 (fi'ig . 66) 
石器

水I l l杉 ノ 尤iti�介q\ I 次:�1 ff; 

象IJ I\ U )  ! 闊/11,{ I 知(/)糸り 1「あ る 視イfh::2 . 2cm 、 輻2 . なm 、 )'/. さ 0 . 8cm 、 i「し さ 2 . 5 11: を jl(lj る。
暗茶土遺物 (Fig . 66 、 69 、 70 Pla . 20) 
石器
イ i録 ( l . 2) いず れ も ア メ リ カ 1r,u (I)患.lllrl-1' i製の行銭であ る 1 1  t 先端部 と 脚部か 欠mす る が、 · 1 •,序し な）JII I 

が施 さ れ て い る ， JJl(dd .9畑 、 輻0 . 7c-m 、 形 さ 0 . 6e111 、 1「（ さ 0 . 9 g を iJlll る n 2は脚部の 消IIか欠Hll る。 現
((1�2 . 4cm 、 伽() . 8t·111 、 )'/. さ 0 . 3tm、 ,-［ さ o . 7 g わ 測 る。
JiH� 灼', J.J ,{ j芹 (3) 枯板,·; 製の加I 'ド Jヤ 刈 イ 1 芹であ る 現 (d,c:5 . 、km 、 船 l .2rm、 )'/ さ 1 . 5cm 、 ,r� さ 1 7 . 5  g 
/;• illil る
凹 1 1 (4) '如 I I '/;·1製の1111 イ ［ であ る 。 中 央イ・j jとに 〈 ばん /·狼趾が確 1は出 来 る 。 現({ l,c; 1 0  . 5crn、 1�M:i . '.krn 、 1'7-
さ 3 . Srm 、 '「（ さ 400 p; を illll る ，
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水I l l �多 ノ 1f.:i1'i跡筍 1 次 ，il,1介

1SK0040 
， 

1SK0125 

‘‘ 

1SK0399 I、\___Y,'
\ 

I / ニ〗
1SK0661 

戸424 - -

＼二?
1SK0015 

:1
05
 

1SK0168 

乳
1 ℃ 

ロ で i
I 

゜ こ こ
。 5cm 

Fig . 64 / 1 \ :. 1: J: 製品尖illil似I ( 1/2) 
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水 I l l 杉 ノ 元此跡筍 l 火 ，此 介

lSDOOOl 1S 

羞鼻 △A, 
<>-

＜ 

<::::> I 

-c::::.::::::> い
JSK0160 ISK02106 _J一 <> . 一

I �  
I �  ｀巴 窮 硯

- 「函0230 ヽ

—

- --� -

� �� ロ
� I 鼠贔 ぅ ｝ ＼— --— ー—-— .

色 □鬱
LSK0220 1 <:::, 

I 0 . 1 � 1 �  
―

I 
ISK029。 ―

�
I 贔 瓜

a I <:::> - _j <::> <> 
l 1SK0355 L .. .  

ISK声 ー 『SK m. 紐 I "3fi1n. �� 心 ヽ ヽ

l 叫 鯰 l ' 亨 ミ翠
<> l • 一

� �1·�-,1·l� 
1SK0465 • 濯 ―— f1SK毎 ―

愚�� .�D. い｀｀ ］ い4
c:=-.:::r ...... .c::. ― 

Fig . 65 1 1 1  Iこイ i 器‘灼1111図co ( 1/2) 

- 75-



水I ll杉 ノ Iし瓜跡:'t. l 次，Jり1f.
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Fig . 66 I l l . I況i器又lWJ l·<I② ( 1 /2) 
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水I ll杉 ノ 心J1't跡:n1次1r..わが

1SK0015 1SK0040 

躙
I 

宣
I 

ゲ゚ ー． I 
-� \..J.1...-ど l,k::-ー 、一-,.,,J ------.; 2 

ヽ ，
I _ , , t 

喜
s-

(� 

1SK0030 

l知． 
Fig . 67 1 1 1  Iぷ器＇尖測図③ ( 1 /3) 

ー 77 -



介潤次ホ恥俎じ多二

〗馴〗召11

已
O

s
 ..

.〖

彎
B
8

nu
 （

ー
し＼

f
 

-•1
)
 ）
 

G

q

/
 

J

鬱ー
』 2

 

＼＼

ー ・ロ，＇，

0 1知



水Ill杉 ノ Jじ.ii'U介第 1次I謁在

1SK0210 

名
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0: ゜ I知

Fig . 69 /l\ .J: ィ i ?.:} ·J� illil l:xl⑤ ( 1 /3) 
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水I l l 杉 I JじiMが第 1次 II開介
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水Ill杉 ノ 心油趾::r,1次邸Hi.

(4) 小結
今 11 ,1発掘戯代を した水Ii I 杉 ノ Iじil'.i跡第 l 次調1f.か ら ｝加 1:11ヽ 'f代のu� f各跡を中心 と し た迅枯 ・ 逍物を検Ii i し

I:. , j臥梢は 、 棚列 l 棟、 41汎 11.fI -ill物18棟 十 a 、 ヒ坑l ()() J� t- a 、 溝6条 十 a、 )，'J 油状此構4 J,k、 ピ ッ ト など
を 多数検出した Il l  J: 逍物は 、 弥'I. い器 （甕 • 曲 ・ ,•,',•j杯 · 鉢 ・ 器台 ， と脚 ・ 沿 . l.. 製品 ・ イヽIIJ I I: 製 品 ） 、

丹 祢 リ l·. i� (,\':j J{,、 ． 器台） 、 イ I �;;: (細 イ i j.J ・ イ jjbl • f史JlJ !/ell ) ',· . 掻器 ・ 敲 イ I · lfH i · l1r l 1 i ・ イ i綽 ・ ,lilt-{ i • 恥
製イ i 芹 . Jf•i • 即i愈IJ ・ イ i包 「） 、 タj'( 、も船 （ 杯 ・ 肱 • 如 などが 多 州にHI . I:した。 中 て も 、 ア メ リ カ呼れ銚は
注 fJ /j \ 来る rt料であろ う 以 ド 、 i. I炭i恥'l1 に つ I,. ヽて，；見明する。
） ． 枷i叫l札物と u;し

よず 、 ,J.',] 1出外に延ぴる �J:li ,,:.+! 紐物を 含めて ぢ・ え る と 、 }Jl校は 、 I X l l llJ 、 l x 2HIJ 、 I X '.-1 111] 、 2 X 211n 
r分類/JI 米る J>i tの 1勺(JI 形態は 、 怜円形状か閑 丸 ）i IIク状ても る 。 深さは 、 此構に よ っ てば ら つ き かある
が、 0.10 前後一0.25l•m Iiり後てあ る 。 "i t: 、 紐物の）jlりにつ し 、ては 、 慨il、 I SDOOOl · I SD0250t · 沿 -, )j
向1"1:ヵ認め られる C けんについて も そのよ う な ）j l11J1"1=カ認め ら れ る ため4�1! ヽ、,JI姓物 と l11J様にI.Ji'し「 お い
て も 何 ら か(/) JJ.!. l!IJ性が窺る . I .Jiしの 1勺(11 形態は 、 l� )j形状か限 丸 ）j形状に分類/ I I 米る U 一 見 、 !:Jiし ,;·� ぁ
る い は 木棺 依 を 、息わU・るフ ラ ／ であるにめ 1:Mベルト を残しながら1/i11 リ 進めたが 、 そ の よ ） な船『かは令
〈 1認め ら れ なか ） に い わ ゆ る 、 I悩 を廃屎しに痕％の I廃疵 l·.Jん」 である ， イ11Jれ も 深さは 、 () .1 ( )前後
ー 0 .60m Jjij後k ば ら つ く がある
� - )、·�洲状逍構

今11 1[(7) ,J』',lff. Iメ 内か ら 4),�検III し ている し そ の う ち 1 SX0270 · l SXO:Htl は 部分(1りに し か 残 ） ていな 〈 介
容 は イ�II) J である， 残り 2 )占 の周 溝状追構について 晶ll)J j る， lSXO J95 · I SX0215は 1勺(1i (f, は約3 . 00 一
:L 50 m (I) 円 形状 と 怜IT J  If� 状を 情 し ている 巾 内 か ら検Illされている ).',i 叶かlk逍構� ).Jl校は 、 約3 .00- 4 . 00 
mの範lJII I . 含 t h る のか 多いため 、 戊校「 お いては 突 / I Iしている 規校で は ない よ /...: 、 時期については 、

如1- 時代後期に屈 む虹構か 多 く 検111 � れている lSXOl 95 · 1SX0215は il't物が少な いためII、.,期の特定は
冊し I, ヽ， 掘 姐 I:建物群、 ·l:JidlYか ら の出 k迅物な どを り え 併せる と 仇、 1 1 : II、} 代 中 期の 11f能性が似i 〈 、 , I 』内
で も Jti b 古 いII、i 期の辿構と 、息われ る 。

そ の他にI.J;しやPitの 多 く は 、 りJ り 介いや ,r, 複l¼J係 をi、'f )ている た め 、 l11J時 期の(J'. 在では な 〈 、 11,'tl l \J的
な淡か必め ら れ る 。

l立後に'l'-IJ必研 l父において、 水1 11杉 ノ ）じ追跡第 l 次 ，J,'J ff. のJ: ·1 な迅柚が密ぬし/· 視Jかがは 少なか っ た め 、

筑後巾教fr fi li 会肌I] では 、 短JUJ IIIJの 1 1 {',' で現tt を わ う (·定 である •J辺を）J;� l刈 名側に伝えて 、 発枷1,�0'Jff. I;, 1 r 
っ た。 しか し 、 迅構の密度 、 深さ、 ti!' 1·.の砥さ、 J,f. M ".1が ,re なり 、 息 う よ う ' . ,Jf.l 介 /)'jtf.. !. す 、 大輻に I I
4ばがずれ込ん でし 上 い1関係 r.· 1: ご述惑をおか（｝ し 「＼

発枷閾 介に つ さ よ し ては 、 1,;し l人1行の JI: ノ r I ふ｛蔵氏 . I沿l J Iり惨氏に 多 人·なる f�ll協 力 を J(l さ 比 L /·。 文 水 で
あり よ すが感謝の紅：を }< し んい

本 ，J,'J ft(!) よ と めは 、 水Il l 杉 ノ Jtj迅 跡第2次 ，品l ff.を 含めて次-1:'i:1 - 叫す”
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水 II」 移 ノ Iじ遺跡第2次ぶ111:

5 .  水 田 杉 ノ 元 辿 跡 第2次調＿在

( 1 ) は じ め に (Fig. 7 1 )  

ヽ''1 j且 跡 は 筑 後 巾人咋 水 1 1 1 · r:杉 ノ ）じ に 所在 し 、 憬翡約8 . 2 m (l)低位段 丘上にイv.li'i'す る 。 逍路改良 1 :•H に 伴
う 発掘泄l M: で、 調和lriWは約 1 . 800mを 調 代対象 と し た 0 調 介 は 1勺&.9年7 r l :3 1 l ー ,,,J 年 1 2 ) ] 22 l l ま で継続
的 に ‘足施 し た。 こ の 間 、 消機に よ る & I: 除よ、 辿構の検/1 1 、 枷l削 、 尖測 、 'Iれ',£.撮影等 を 行 い 、 ,f(機は （ イj)
輻島紐没に 委1 ,t し た。 )代 川 は 筑 後 di が負 机 し 、 調 介 は 柴 1 l l  I洲lが担 ‘り し た 。

な お 、 10iJ1t Lふ：岱定 に つ い て は 、 1更 ‘化 l:A - l を 設定 し 、 辿構番 けに つ い て は 訓 1f.時 の 番 りを 採 ）l l し た。
以 ド 、 A 調ff.Iえか ら 順 に そ の成 呆に つ い て 報仰す る 。
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Fi� . 7 1  水 II I 杉 ノ Jじ逍跡第2次 1�•11lft (A  - I 区） 調fl:」駆.(イ1t: 1i'l 収I ( l /2 , 500) 

A 罰査区
閲介期間 は 平 成8年7 } l :� I I - l1 1J 年7 J J 22 1 1  t で行っ た。 瀾ft.Iメ

．
．か ら 溝、 1:Ji'G 、 ピ ッ ト を 確＆ し た ． 以 ド 、

検 1 1 1 辿構 及 ぴI l l l·.jfl物に つ い て 辿構番IJ·順に 説明 す る 。
(2) 検出遺構
2SK001 (FiR . 73) 

訓 11:1メ．． の 西 に 位 ii','.す る 。 没 I: I徐 L 後 に 2SK 009 、 2SKOJO、 2SP01 l 、 2SP0 12 を 検II I し に 。 2STく001 の
坪」：は 、 暗 県 色 を ' 1!.し 、 深 さ 0 . 20 m t iJIIJ ふ IL\ I: 逍物は 、 弥 11:_ I: 器 ( I I は 部 · )心部） 、 イi 器 （敲イi) 等が
I l l 上 し た。
2SK002 (F ig .  73) 

油在 lメ： の西端に位 1i'1'.す る n 10加杞区外のた め令仇！ 出 米 て い な い が、 イ汲迫）fク な I·.坑状 を 'iAす る 逍構 と ヽり え
る 。 深 さ 0 . 2 1 m を 測 る . 1 1 1  I·. 逍物は 、 弥'I::. I: 器 ( I I 紐 部 ・ 底部） 等が出 I: し た。
2SK003 (Fig . 76) 

，批j1f:区 の 西 に 位 ；位 す る 。 』,',Hf. Iえ外のた め全枷！ 出 米 て い な い が 、 艮 ）j 形 を 呈す る I·.坑状 の追梢 と 名 え る 。
深 さ 0 . 1 5 m を 測 る 。 出 r.i此物は 、 弥'-t. t: 器 ( I I 緑 部 ・ 器台） 、 石 器 （原イ i) 等が出 1-. し た 。
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水lll杉 I ,i;i1Hがi2次遇在

2SK004 ( Fig . 72、 76)
ぶ介区の 西 に 位 凶 す る 4 l,,,,J i'f. lメ

．
．外 の に め令枷\ / 1 1 米て い な い が、 L<; }j 形

を ' 1' す る I.:」ん状 の追構 と 名＇ え る 。 lf 軸0 . 95 rn 、 短帷11 . 0�1 m 、 深 さ 0 . 46m
を iJIIJ る 刑Kは 111¥!.し＼ 色 淡 紺灰 色 を '1! し 、 ロ ム プ ロ ッ ク を 斑状 に 含む，1

1 1 1  L逍物は 、 i1,l、'F. ヒ器 ( I I 絃 ；・11s ・ 器 台 ） 、 イ i 器 (.1.1.\U/M i製の如JJlr ・ 敲イj)
�:; ヮが出 I: し に
2SK005 (Fig . 74) 

1dl.J ff.lx: の 西に位i i',: す る 。 2SPO J6がりJ ら h る ， J� h形状 を り『す る 追構で、

k 軸 1 . 55 m 、 知軸l . 03 m 、 深 さ 0 . 33 rn を lJIIJ る , .1:111 I·. は4 /(1 に 分かれ、 粘 質
竹か強 〈 「I 然.t1Lh'l であ っ に。 I I I I: 逍物は 、 り加I I: 船 ( I I 緑 部 ・ ?.:�台） 、 イi
器 （ イ i llll · .r.uu1,1イi 製の紺J J 't) '!jがI l l I し に
2SP006 ( Fig . 76) 

溝 代 区 の 西 に 位jjlc す る。 深 さ 0 . 1 4  m を iJIIJ る I I  I I: 逍物は 、 1加1-. I: 器
( I  I 枯部 ・ !'1・ ） であ る 。

2SP007 ( Fig . 73) 
調 11:区 の 内 に 位 i?c す る 深 さ 0 . 1 5 in � illil る。 I I I I :  逍物は 、 弥生 1沿怜

( J ', ・ ） であ る 。
2S P008 ( Fig .  73) 

調 -rf. rx: (/) 西 に イ1/jjli'. す ふ 深 さ 0 . 20 m を illil る 。 1 1 1 I·. 追物は 、 1加I� I: 器
（ ） 『 ） であ る 。

2SK009 (Fig . 76) 
1�\j ff. 区の 末 に 位 ji'l す る 。 深 さ 0 . 1 9 m を il!IJ る 。 出 ：I: 逍 物 は 、 弥生 I: ?, 恰

( )'. ) 、 イ I 器 ( 11 1 1 ,( i) であ る 。
2SK010 (Fig.  7:1、 76)

, J/,j 1i-. lメ の 米 にf,t: li1cす る 。 イ淀
形プラ ン を '1! ·9 る 逍柚で 、 1Ji1•l ft 
lメ．外 の た め 令11:ti i' I I 米て い な い。
深 さ 0 .2:i m を illlJ る ， 出 I:逍物は 、

似I� I:器 ( I I 絲部 ・ ） '1 ) であ る 。
2SP01 1  ( Fig . 7:-l) 

調 ff.Iメ の 米 に 位ii','.す る ． 深 さ
0 . 1 8 m を illiJ る , II I 1-: 辿物は 、 弥

゜
00 
-
3
 

8 . l m  

I I: I溢 (J '1 ) であ る 。
2SP012 (Fig . 7:3) 

, J:,J ftl><_ の 束 に 位閻す る 。 深 さ
0 . 24 m を iltll る 。 i 'I I 1 -.  辿物は 、

似I: I沿 （）「） であ る 。
2SP013 (Fig . 7:3) 

1J,'J牡IX:瓜に位四す る 。 深 さ O . l l rn を 測 る 。 I l l r. 迅物は 、 弥）に 」： 器 （ ） ヤ）
であ る ，
2SP014 ( Fig . 73) 

閥f'f.Iメ．． 末に位 mす る 。 深 さ 0 . 17 m を 測 今 II \ Ul1物は 、 弥小」： 器 ( /� )

0 . Sm 

Fig. 72 2SK004'必測図 ( l/40)

\ r,. ト レ ンチa

ト レンチU

であ る J

プ
ロ
ッ
ク
駁

•lOm 

゜

Fig . 73 水 IJ I 杉 ノ lじ追跡第2次瀾1f. (Alヌ）
逍構略測図 ( 1 /200) 
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水III H ノ ）し―逍跡第2次1Jli fi:.

2S0015 (Fig .  77) 
池，j牡区の西に 位；；りする。 諏憤区内が冠水 を 繰

り 込し に こ と に よ り 、 北収面がK き な 崩 治 を し
た。 幅は 7.00 m + a 、 深 さ 約 1 .40 mを測る大f,W,
であるn j且物の収 り 上 げ は 、 2 - 4 /(1 を 2 SD
015 と し た。 この）Mは 、 粘質性が強 〈 か な り 締
ま -, f.: 感 じ の I:であ る。 6 - 1 4 M ( 13 は 地 I l l )
は 粘 賀 性 も あ る が、 砂 貿 が 強 い た め、 2SD
0 1 5の慌砂 と しfふ 厳 密 な lr1 位(tりなJ収り 上げで
は な い。 よ た 、 北呪ftJのJi!} 落 が激し いため 、 詐
しい検証が,'II 米 な か ) /> が、 何/££か掘 り 直 し た
痕跡がある. Wtの I堺 は 、 細かい粒 fを含ん だ
附 が認め ら れた こ と で、 ある柑l虻流 れがあった
と推測1 1 1米か も う ひ と つ、 埋没過程において
何 ら かの祭）Iiじ行為が行わ れt· ょ う で、 ）軒令 り の
器台などが多 く II I  I: してい る 。 出 I.は 4 IM レ ペ

ルある。 III Iゴ． 辿 物 は 、 2SD01 5 か ら 弥 生 I:、 悩
( I  I lぶ部 ・ 底部 ・ 1し':j 1 (- . ?, 伶 台 . 1jヽ•，泣） 、 µ��・（滋器 2Sl<OOf> t.M ·I.!. 
（泄 泉 紫 系 ,'f 磁 片 ） 、 イi 器 (1111 イ i ・ 糸lj 片 ） 、

I /f<茶色 I � 11/'i <l迩. I :1. 賠IA\色 I ( w  ・ム微r,u u炎l)dX 色 I ( ロ ー ム も 1,t )

2 SD015悦砂か ら 弥 1!-=. I: 器 ( I I 紐 部 ・ 底 部 . rig . 74 2S1<005火測l':-<I · l·.M 倅J11fii'kill!J図 (1/40) 

。 0.5m 

8 . 2m 

8 2m ．
 

-
8
 

｝怜 i i . j\'/j J:.(. ) 、 イ i i恰
（錘 . 1111ィ i ・ 敲石 . )Vi,{j.

砥爪 • 黒11 11:1 i 製の1史川剥j
I ヤ ・ ）r/clJ Jヤ ・ イリ放 ・ イ i{亥 ．
ス ク レ イ パー） 、 木 製 品
(JJ条柄） 等であ る。

2SP016 (Fig. n) 
iV,',I 介 lメ．

． の 西 に位 ]'{,'.す
る 。 2SK005に切られ る 。
深 さ 0 . 1 9 m を測る。 j此物
9よ 、 1がIJ�. I鼻; �怜 (/)足｝祁 . J '1· )  
である。

2SK010 
2SK019 

9 べ ぐ 〗
8 2m 

笏
O lm 

2SK017 (Fig .78) Fig . 75 2Sl<01 0 · lSK0 19'�iUIJ 似I (l/40) 
il)';l:1t lメ

．
．のやや中火· よ り にイ1j: jjll,する。

調介区外のため全枷廿 " ' 来 な いが、 I". 坑状の辿構 と 打え る。 J!ll r. はiMに分かれる。 深 さ 0 . 40 m を測る。

2SK003 · 2SK004 · 2SP006 · 2SK009 · 2SK010 8.6m 

6
 

2Sl<Oll3 ・ 2:,iK0()4 • isl'OOli ・ 2s1,nm1 • 2Sl<OIO I �  鶯．

l . l'i<.(11_ l ( J,,.  l.) 2 印 位 l (吋'-f1'1l :! . ,  郎 I•, L 1 .  nt. :l\色 l 5. 111\/1< 色 I Ii, vt色 1, ( u  /、 いl.t)
7 II証\ �

�
色 I (u ム出 如- -Y. �i 11,f;ll�I火 色 1 口 砂11人にI)>い） !I 浪l·J..色 I Ill. 哨/•J.. 色 I 0 

I I . I心 I l !! ム 息 M) l2. II、 1年 I 1 3 . 'り11·1< )1,, I I l .  M.l·k (t,, I I t1 1.,1J心） ,ru祁(I,, I 
16 . lltl/ll ,,. I. 17.  直ur:瓜 (I, L IN b\" 1ll 包 L ( u  1いi, J,1) 19 '�'"'- 色 I ( ロ ム微I.I )
2(1 }l<. /ti 色 I . ( u ー ム 亀“

18 

l n, 

Fig . 76 2SK003 · 2SK004 · 2S1'006 · 2SK009 · 2SKO 10 1-.M断面丸測図 (1/40)
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2S0015 8.6m 

:t:::.11<1 1 � t.M t.. 
I J.I,, 色 I WI il I.) 2. ,,/l l>\t.',1!1 I, (l\'lft; ヽ入 贔ffl.} :1 IぶやT·l-:t,りW. 1. (� をfl;H t. r,tl
r J,>., (!.,, 11, 賀 I t i\隻化以 f, Iii) :, , Iり1 1'1 (1,,砂賀 I. (地1111 r,, 故.!tdl,1'1 1. Iゆfじ以 t,Iii・ 昂紗9レt,ll
7 '"'色砂 (l'l?ft:幻 l, t.l 茶砂少t,tl �. ur, 仄色粘買 I !I訊灰 (!•,t,','V{ I (砂9ヤ 學 1,t . fl,� 付 1Mlい）
Ill i�l¾f1叶•&, I紗t,� '�litl 1 1  , 11,1 1·1'(t!、+,',V< 1·. (仕1/r :t r,1 . 11,w11 ,;,11, ヽ ）
IZ 11�W/'A色粘ば I. ( i'O�r,', 少 lil , I\望化 'ヽI.:ヤ !ti) , � 'り1!0(1�砂賀 I (地111)
l 1. llfi /_ti(い，＼質 L W, 双11,; 虐ヽ ,)

0
1

 

m
J

 

．．
 

Fig . 77 2SD01 5  1-.J竹断 1(ii'凡測1�, ( 1 /60) 

I l l 上は物は 、 弥,,'.・ ヒ 器 （）「） であ る。
2SP0 18 (Fi${ . 73) 

l脱]1i区の中 央 に位,iり す る 。 深 さ 0 . 1 2 111 を 測 ふ /I J ;L追物は 、 弥11-. I沿：; ( )「） であ る。
2SK019 (Fig . 75) 

調介 区 の 中 火に位;;rt. す る 。 1砂形状 を ＇立す る 逍枯で あ る 。 l乏帷10 . 75 m 、 知軸O . S m 、 深 さ 0 . 14 m を 測 る 。
Ill I :  辿物は 、 如J-. l灌怜 ( //� 部 ・ 片 ） であ る 。
2SP021 (Fig . 73) 

調1t.区の中央に 位；jり す る 。 深 さ O . 2:1 m を 測 る 。 出 I:辿物は 、 i加1� I:樅 (I'. ・ ） であ る．
2SP022 (Fig . 73) 

調 悧．区の 中 央に位:weす る ， 深 さ 0 . 2� m を 測 ふ /l \ I: 逍物I L 、 弥1I= I·. 器 ( J's・ ） であ る 。
2S0023 (Fig . 73) 

,i紐区の 中 央に位iiり！す る 。 検II I J之 I . 05 m 、 輻0 . 56 m 、 深 さ 0 . 1 2 m を 測 る i'II t-. 辿物は 、 イi器 ( 、!A\ll11l イ ［製
(/)糸IJ J「 ） であ る 。
2SK024 (Fig . 7:3) 

溝1't区のやや 中 央 に 位附 す る 。 柑邸Lに 切 ら れ て い る ため令掘 Il l 米 て い な いか、 長 ）） 形状 を 浪 す る 辿 構 と
息 わ れ る " J*軸0 . 65 m + a 、 絨lill10 . 8 m + a 、 深 さ 0. 42 m を 測 る / 1 1  I泌i物は 、 弥'I-. I: 器 (?of;: 台） 、 イf 器

( .'.l\11/M i製のJfelJ ) ',·) であ る 。
2SP026 (Fig . 73) 

調介区の 米側に位ir'i'. す る 。 深 さ 0 . 36 m を 測 ふ II I t:i此物は 、 弥lj:_ I: 器 （ 片） であ る。
2SP027 (F ig .  7:,) 

調代区の求側に 位罰tす る。 深 さ 0 . �7 m を iJlll る 。 II I I: 逍物は、 弥11� I: 器 （ 片） であ る 。
2SP028 ( Fig . n) 

調介区の 束側に位；；り す る 。 深 さ 0 . 41 m を 測 る . I I I t:i伐物は 、 弥11: t: 器 ( I I 絃部・ J「) 、 イ i 器 (HIii/Mi製
の剥片） であ る 。
2SP029 (F ig. 7:3) 

調ft区の 末側に 位iりす る ，， 深 さ 0 . 25 m を 測 る 。 I l l l:iU物は . •Jh: 11: u:t ( / ',·) で あ る 。
2SP031 ( Fig.  n) 

調介区の来側に位骰す る。 深 さ o . a9 m を 測 ふ I l l Iこi且物は 、 弥11=. t濯恰 （片） であ る 。
2SP032 ( Fig .  73) 

調介区の 末側に位�りす る， 深 さ 0 . 33m を illrJ る 。 H I J:j且物は 、 弥生 I:器 ( J 't') 、 石器 （！！、し ll/1: .,(了製(J){fol] J 'i· )
であ る ．
2SP033 ( Fig . 7:3) 

調介区の東側 に 位 府 す る 。 深 さ 0 . 48 m を iJIIJ る 。 1' 1 1 r. i炉物は 、 弥生 い格 ( I ヤ） であ る u
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2SP034 (F ig .  73) 
J紐 区の西側に イ,,: i71'.す る 。 深 さ 0 . 09

m た il!IJ る I I  I J .  逍物は 、 弥'I:. I 船 ( /\·)
であ る
2SP036 (F ig .  73) 

, J,1 Mlメ：ク）内側に イ1i: iiり す る 。 深 さ 0 . :1:1 2ヽ1\017 l:�i ·'4'. 
m t・ lllil る o I l l  tiu物't 、 如1� I . 器 （ 片） l 北 I /, l.1 UII..! 且 3.111!!1もUP ームlj,鼠 I

であ る 。
2SP037 ( Fig .  73) 

湖 ff.I,(のやや 中 央 よ り I · f、't. 1i't'. す る
深 さ () . 27 111 を illll る o 1 1  I l:i且物は 、 加I·.
I: 岱 （ 片 ） 、 （ ， 悩 (!.1.\ 111,' ,{ j製のイi核 ？ ）

であ る ，
2SK038 (Fig.  73) 

, a: 崎区(/) 中 央に 位iiりす る 11: 柚 1 . 20 
m 、 知軸0 . 2S m 、 深 さ 0 . 20 m r., illil る,,
I l l  I: 追物は 、 弥'I·. l: 器 U ' i·) 、 イ i 器 （！．し＼
11/t' 1 i製 の糸IJ ) ', ) であ る
2SP039 ( Fig . n) 

1』位lメ の 中 央に 位；jり す る 深 さ 0 . 1 2
m を illil る ，， I I I I :  逍物は 、 弥'I. I·. 器 （ ） ＼ ） 、

イ i 器 （黒11/t' ,{ I 製の糸lj / ', ) であ る
2SP041 ( Fig. 7:'.I) 

溝1t IJ. (I) 中 央 に 位；i'lJ- る 深 さ 0 . 06
m を illil る 。 I l l I辿物は 、 1；加I . I: 悩

U't ) であ る ，)

2SP042 ( rig . 73) 
, J',l 介IJ.の 中 央に 位iiり す る 深 さ 0 . 1 9 m を iflil る I I U泌物は 、 如l I 器 （ ）卜 ） であ る。

2SP043 ( Fig . 73) 
, �· 椅区の 中 央に h't:ii1c す る 深 さ 0 . 1 3 m を 測 る 。 ,' I \ : I: 逍物は 、 弥,,. u:i ( J ', ・ ） であ る

2SX044 ( Fig . n) 
1JIJ ft Iメ(/) 束1IIIJ に位；i'1'. す る 深 さ 0 . 20 m を 測 る 。 /I U-.辿物は 、 弥化 I. 悩 (n·) であ る。

2SP046 ( Fig .  73) 
,Jり11: 「/..:(/) 虹!Illに位；((す る 深 さ 0 . 23m を 測 る ,1 1 1 . 1:i且物は 、 如t i船 rn・ ） であ る D

2SP047 (fig . 73) 
調 1£ 1/..ーの 東側に位；i'(す る 。 深 さ 0 . 63 m を 測 る ， ,' I 1 :1: 逍物は 、 i加I: I悩 ( Ji'邸IS · J 'i·) であ る。

2SP048 ( Fi>.! . 73) 
,il揺区の 東側に位ii'cす る 。 深 さ 0 , 45 m を illll る 。 1 1 I : J迅t物は 、 侃I� I·. 器 U ' i・ ） であ る

2SP049 (F ig .  73) 
, J�J ti lメ．の火側に位；i'1: す る 深 さ 0 .32m を illil る ,'l\� I .; 且物は 、 1加I:. 1� 悩 (J ',· ) であ る。

2SP051 ( Fig. 7:i) 
J討f. lメ．．の 束側 に 位；((. す る U 深 さ 0 . 31 m 七 illil る I l l  : l·.ifi物は 、 弥'I� I:器 ( Ji'EfflS · J 「 ) であ る。

2SP052 ( Fig . 78 Pia . 25) 
; J;J牡区の 東側に位ii'( す か 深 さ 0 . 53 m を 測 る . 1 1 \ · I .  迅物は 、 弥)I=. ト 器 ( ) ', ·) であ る。

2SK017 8 4m --� 
� 

ト レ ンチl

2SP052 8.2m 

11mfi!'.m 
8 2m 

1 レ ン -I(I) 1:M ·I'.. 
UA: 色11,W I 
:! .' Oし: (':. I: J也l it)

゜�
 

Im
ニ

ト レ ンチIか 8.0m 

2
 

ト レ ン ,1-w t:M�·'l.i:
I .  灰色H〖 ,� (6'�t1i少 9』し、 紐化以 し 鼠）
2. il.�k. り,n ,� (、m 少ヽ lit、 fltlt:t\ Y- lil.) 
:i. 茶Ji.tHU� (fll化仕少 t:.>

Fig . 78 2Sl<Ol 7 · 2SP052 ・ ト レ ン f-(1) ・ ② 1:Jr1 附r 1/1 1 '火illlll:i<I ( 1  / 40) 
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B 調査区
,n,,,1 ff. 期 間 は 平成8年8 J j 29 IJ - l11J 年9 ) ] 10 11 よでh ) に。 ,d峠区か ら 、 Uiし 、 l(l ぶ£ 、 ピッ ト を砿認した。

以 ド 、 検/1 1逍構及 び出 I此i物に ついてi叫構番 サ順 に 品11) Jする。
(2) 検出遺構

2 SK 02 0  ( Fi g .  80 Pia . 26) 
瀾-rf l,{の西側に 位 辟 する ；淵 M.Iメ7油側に111水路に lJJられるか、 lf 柚 J . 94 m 、 短柚1 . 00 m 、 深 さ0 . 36

mをiJIIJる、 l.,i:)j/l�状を '1し する逍構であるo }'I!. I: は ll;''i茶粘質 卜である。 II I l·,j.i'i物は 、 汎、'l:.I··. 拙 ( I I l, 郊IS ·
底部 . ) ' , ) 、 イ i悩 { (:如i . ]. し\11/,: ,{ i製の糸lj Jヤ） である、
2SP025 (ドig .80) 

溝 ff.Iズの西開に 1、,.inする 訊l ff. 区外のため令枷1 1 1 1 米 な かったか 、 お そ ら 〈 2↓知のテ ラ 人 をイn-る、 柱
穴 と 息われる 深 さ0. 58mを測る. /11. 1:i且物は、 1fJ,1 I: I. 悩 ( I I 絃部 ・ )/邸II · n ) である
2 SX 030 (Fig.HO) 

瀾 #.l�・・(/)西IIIIJ I - ィ、1:1i'(す る 1く定）Itを ' 1 !する迅構である。 追梢の掘 り ,, , rを行 う 過利 で、 Pi t状の辿桃が
確必'./II来に 出 I·.逍物は竹無である Pil'1) 深 さO . 52 rn をillilるし 村火の堀 リ ）iの 1 1f能.,�「も り え ら れる。
2SP035 ( Fig. 80) 

調-ftb(の中央に1、0(1 iり す る 小定形 K・ ' jl する迅構である 逍柚の掘 リ ト げ た 行 う 過f,' で、 Pit er 掘 り ）iを
確認した 深 さ0 . 63mを測る。 /IL i泌物は、 弥'I. I:  悩 ( I. I 観部 ・ liE部 ・ I'i ) である。
2SK040 ( ドig. 8 1 )  

瀾11f.i,( (I) 中 火に 位ii'i'. 9 ふ 叫) 1巫外のにめ令枷廿II 米 なか -1たが、 お そ ,·, < L< Ji I腿を 'i し す る追構と、I.\.し
われる） 深 さ0.20mをillllる II I I :  迅物は 、 弥,,. j: 器 ( I I 枯部 ・ J', ) であるU

2SK045 ( Fig . 79) 
調fr:区の中 央に位況する。 II杞，［＼色を '"i' するt'i I: を除J、 す ると 、 J直構が確，必: 1 1 1 米た 2si >on 、 2SP074 、

2SP076、 2ST080、 2SK090、 2SK095 、 2SP097、 2S P098が設 ,,,, -� る， ：II 」 ．逍物は、 1加,� I . 盛 （ 片） で
ある。
2 SK050 (Fig. 81 ) 

調介区の1f!.1111J I 疇 f.1i. ii1(す る。 2SK0!;!5を IJJ る< ,J,',j ff. f;(: 外(/)にめ令枷訓 米 な か ） にか、 お そ ら く 1-:: Ji Jfa状
を I 11 する追構と 、息われる，， ｝児 I. は3M に 分かれ、 粘 'i'.CヤI.が強 く 、 ロ ー ム を 含 し·。 深 さ() . 28 111 を測る， i'II
K 追物は 、 如[· ,-.器 ( I I 秘部 ・ 底部 ・ ）1 ) 等である。

2 SP053 ( Fig .  79) 
』紐lメ、．の西1111J I· 位；nする。 深 さ0 . IOmを測る，I / l l j: 逍物は 、 如I·. I: 船 ( J ', ) である。

2 SP 054 ( Fig. 79) 
溝 1'1:Iメ．の西側に イ糾i','する 深 さ0 . 28mをiltllるD 1 1 1: l •, j此物は、 弧 j:_ I船 ( J ', ) である

2SK055 ( Fig. 81) 
,'3,'Ht区の束IIIIJ に 位；li す る。 2SK050に りJられ、 K 柚 1 .22m 、 知刺10.7 1 m 、 深 さ0.13mをiJIIJ り 、 ld1 形

状を '1!する逍構である 川I I. は 、 3 M に 分かれれ、 枯 質性が強 く 、 ロ ー ムを含む。 III I·i且物は 、 弥'l Iこ
悩 ( I I 絃部 ・ 底部 ・ J ',ー ） である"
2SK056 (Fig. 7!)) 

調 ff.区のやや 中火に 11、,.We す る。 ,J,',J1t1X: 外のため令枷廿II 牙く なかったが、 お そ ら く 1,f Ji Jf�� 人を ＇け る辿Hli
であろ う 。 深 さ0. 14m を測る。 / I I Li且物は、 弥,i._ I沿怜 ( I I 絃部 ・ I\ ) である
2SP057 (FiR . 79) 

, J.'.l 企区の中 央に位；在する。 深 さ0 . 08を測る ,' I \ ; t: 逍物は 、 弥'I·. I: 器 （片） である
2SP058 ( Fig. 79) 

J,', 濯lメ．の中火に 位沿する。 深 さ0 . 18mをill!]る. / 1 1 屈此物は 、 弥'k l.? .怜 () ',嶋 ） である。
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2SP059 (Fig. 79) 
調住区の中央にイ←1/磁 する， 、 深 さ 0.1 8m を測る, /II I'. 追物は 、 弥11:_ t-. 器

（ 片） 、 イ i a:? (!: ししll/1i ,{ j製の加u J ', ) であるU

2S P060 (Fig . 8 1  Pla26) 
閥介似の 東側に位；沿する。 楕 P l 形状を ',じする俎柚で、 f/か:CH建物の柱

穴 と 息われか 径0. 80 m X O . 65 m 、 深 さ 0 . 67 m を測る 肌 I:は 4 M に分か
れ 、 2 . 3 M は 掘 り ）i、 4 /{1 は朴眼であるし 村の径は 、 0 . 20 rn 利である• ,'I I  
J.:逍物は 、 弥生 l:器 （ 片 ） 、 イ i 器 （黒ll/11 ,( j製の泉lj J「 ) である、）

2 SX061 ( Fig. 79) 
潤1f.区の中央に位Liりする。 2SP05!)<7)1lu.i り ）］ と 、思われる。 深 さ 0.05 m i: 

測る。 HI I:: 逍物は 、 弧1,. L 器 （片） である。
2 SX062 ( ドig.79) 

机l1tlズ:(7)中 央に位洲する 2SP059の掘 り ）I ? 深 さ 0 . 03 rn をillllる0 ,' I \ 」:
逍物は 、 弧j:_ I: 器 （片） である。
2 SK063 (Fig. 79) 

』/1j 介．区の中央に位ii'�する0 ,J,',j在 lメ． 外のた め令41:t! I l l米なかった が、 l� )j
形状を r,! する逍柚 と 息 われる．， 深 さ 0 . 20m をilliJる，, I I \  I·. 辿物は 、 弥1!=. I: 
器 （片） である。
2 SP064 ( Fig. 79) 

調ft区の束1111JにNii↑する。 41叫 1Z.f I建物の.ft穴 と 、思われる。 深 さ 0.24 m 
をillilる。 / J I I: 逍物は 、 1加I:. I·. 器 （ ） ＇r ） である
2SK065 (Fig. 8 1 )  

調代区の米側に位；Vtする。枡1 ' 111'�状 を ＇古する;1'渇 である。 径1 . 05 X () . 83 
m 、 深 さ 0 . 1 6 111 を測ふ 沿物は 、 %;1!;. I: 器 ( I I 紐部 ・ 底部 ・ a}}台 • 閲j(-) 
、かである
2SP066 (Fig.79) 

調介いのやや中 央·に位: ii1lする。 2SP064にり） られる追枯 である。 深 さ
0 . 1 1  m を測る。 /1 1 I: 逍物は 、 伽I:. I'. 船 (J', ) である。
2 SX067 ( Fig .79) 

調＃区の中央に位 ；；りする。 深 さ 0 . 17 m をillllる。 1 1 1 I: 逍物は 、 i糾；: l: 器
( ) け である ．、

2 SX068 ( Fig. 79) 
.� 賢区の中央に位洲す ふ 深 さ 0 . 03 m をiJIIJる, I 11 l: 逍物は 、 弥 Il: I·_ �ii 

U ' i・ ） である• Fig. 79 水111 杉 ノ ）¢迅跡第2次 fJ,'J ti ( B  IJ.'.) 
2 SP069 (Fig. 79) ; 且t,YJ略 il!IJ l'l<I 0/200) 

, ur.1 11: 区の中央に位附ずる。 深 さ 0 . 14 m を測る. I I  I l: 逍物は 、 弥11: L: a;f (底 部 ・ J l, ) である。
2 S K070 (Fig.79) 

,il,'Hf. 区の束側に1妍iりする。 調ft lメ：外のため令り�i II I 来 なかった が、 li )i 形状を I
I�  する追 構 と 、息われる。

雌 I:は 、 nn茶粘 牧 I:を除J、すると 、 ド）f1 から2SP084が確必 さ れた 深 さ () . 08 m を 測る。 Ill I:: 迅物は 、 弥

検出時
45 , 

。

,, こ k 器 ( J 'i · ・ ミ ニ チ ,:L ア ） 、 .7 iW ( 、県11/r\,(f 製の剥片）である。
2 S P071 (Fig. 79) 

調ff.区の中 央に1、1: i府する。 1/11! ,i:H建物の柱穴と息われる。 深 さ 0 . 28 m を測る。 II I I: 迅物は 、 弥'I=.」：器
( I I 秘邪） である。
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2SXり:111 I �0·'1;.: .,,-
I I火茶色fl,i'I I: (}バ&ti,少�1.、 情化以微r,u i . 昭茶色粘買 I: (11--1..�t,l .  flt ! じ11.少lrl)
a. ill.l-k.!f, 色ll渭 I: (n--J,'Ynll 

Fig.  80 2SK020 · 2SP025 · 2sxo:�o · 2SP035尖測図 · LM 間(1i'.必,lllJtxl ( 1 /,10) 

2SP072 (Fig .  79) 
調1脳の中 火に1立ii'i.す る 。 深 さ 0 . H ) m を 測 る 。 I l l I汲i物は 、 './fJi1J:. Iこ器 （底部 ・ 片） であ る。

2SX073 ( Fig .  79) 
rJ,',l1i: 区の1'4 11111 に位i'ftす る 深 さ 0 . 08 m を 測 る 。 H I I. 逍物は 、 弥生 l溢 rn·) であ る 。

2SX074 (F ig .  79) 
iJ,'.J1c区の西側に 位iiりす る。 深 さ 0 . 03 m を 測 る u i 'I I  l: 逍物は 、 弥 '.r. I沿 ( I ',·) であ る

2SK075 ( Fi� . 8 1 )  
瀾 ft区の 中 央に位；在 す る n f�O . 9;3 X O .  80 rn 、 深 さ 0 . 20m を illil る 、 楕Iり形状 を '1tす る iflHり で 、 2SK081 を

切 る 。 I l l l .  逍物は 、 '1f1: 1 I-. I: 器 ( I I絃；�IS · I!邸II · I '1 ) であ る
2SP076 ( Fig . 79) 

;J:.Jl砂くのやや中央に位；iり す る。 掘 姐l建物のH,'( と 、息われ る． 深 さ 0 . 1 0 m を 測 る 。 I I ', · l:i且物は 、 弥屯
k盛 ( I I ¾,*部 ・ 底部 ・ 片 ） であ る
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2SK040 2SK050 • 2SK055 

2SX077 (fig . 79) 
,J紐 !><: の 中 火

に 位 ；i',' す る 。 深
さ 0 . 1 2 m を 測 る
出 I: il'i 物 は 、 弥
'i-: I: 器 ( J 1i ) で
あ る
2SX078 ( ドig. 79) 

湖 1f. I{ (/) 中 央
に t，ヶ ；i't -, る イ<
定形状 を 'i1. す る
逍 柚 で あ る。 ド

� iロ
8 Im  

文ニニフ
a

 

8 8m 
a r 

＼こと
/f1 カヽ ら 2 S P 0 9 1 、 凶K0411 I� ·ft: 

2SP09:� 、 2SP096
I . 炊もI. (l4fj1L) ,..,., も1謙 I: (ll •/履Ill � ll貧&t,冒 I. 'u一J、 U1 2SKll,�1 · 2SKo:,,, I "4 ,t,: 
I '1"1色H胃 I. 5 I(贔もh胃 I: I 11.ff!!.ll,'n l  t ti、i4!!l!I渭 I. IUー1. Hし 3. 紺k色11,flI: (uに.,、 も鼠）

が確必 さ れ に 深 2SP060 1.Mf� 茶!!If/浪 I 5. 茶色帖買 ，I. W一 J,.1.11 ,� に少1111 Ii. Iii, もtl,ft I: fuーム多はl

さ 0 . 07 m を illiJ る
/ 1 1  Li且物は 、 如,,
I .  器 ( )'i) で あ
る ，
2SK079 (ド ig . 79) 

，�:J ft. Iメ の 中 央
に 位 ；i',: i-- る 調
1¥. 1/ 外 の た め 、

令 掘 I l l 米 な か っ
た 力‘、 1-f: )j If� �k 
を 情 す る 迅柑1 で
ii な し 、 か と 、息 わ
れ る 、 深 さ 0 . 24
m を ill!! る I l l : I ·. 
逍 物 は 、 1f1; 11. · I: 會

悩 （ ）ヤ） であ る ，`
2ST080 
(Fig.82 Pla .�7) 

I占l 1f. 区 の や や
中 央に位ji','. す る
2SK045 を 掘 リ ト

・

, r る 過 杓 で、 'I'
1(1 1プフ ン を 確 品 し た 迅枯
であ る。 い冊0 . 7R m 、

8 .
2
m

 

口
8 Im  

彦一
2SK075 

a
 

8 2m 
8 

,,- ヽ

公�,り油 1,.,.fl 
1 11(も帖買 J; (oー／属11:1 2 惰贔も帖11.1: (t』 •ム員II 3 �� l1! 枯I i. Cu一：、少¥1
I iaふIt胃 I 1u一！鼻U 8 Im 

゜一 Im 
� 

8 2m 

ここ
a

 

8
1
m

 

3
 

―― ー

Fig. 8 1  2Sl<040 · 2Slく050 · 2SK05:i · 2SPOGO · 2S1(065 · 2SK075
火測似I · 1 . /\'1断血‘火illlll�l ( I I  40) 

紐仙0 . 15 m 、 深 さ 0 . 08 m を 測 る 、 杓1リ形状を '1� す る 逍構であ る， 追構の IJJ リ 介し ヽ は 、 2ST080 •2SK045
で 、 弛棺を J'I湘 し た 後、 11,J· III J的 なJ'\''.;は 殆 ど な 〈 ,�� 廂.l:!/i: と し て使J I) し た と 名え ら れ る ，、

2SK081 (Fig . 79) 
調ff.悦のやや中 火·にイ,,: ;ylす る 。 2SK07!) と L 'iu.: IJJ ら れ る 追構であ る n k軋Ii 1 . 20 rn 、 な＼がllh0 . 78 m 、 深 さ

0 . 1 6 m を 測 る 。 I I I l.:i鉗物は 、 ｝加I:. l沿社 ( J ', ) であ る 。
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2SP082 (Fig.  79) 
調 if.Iメ:(/)やや 中 央に i�1.ii1t'. す る 。 掘 11Jl:-ill物の村穴 と 、息 わ れ る 深

さ 0 . 1 7m を ifllJ る II I 1-. 逍物は 、 少�;'I;. I沿：； rn·) であ る。
2SP083 ( Fi� . 79) 

調介区の 束,..: f 1/. 附す る 。 深 さ 0 .22 m を illll る 。 I 11 I: 逍物は 、 1加I� I·.
器 （片 ） であ る U

2SP084 ( Fig . 79) 
調代区の �lflllJ ' . 位 icけ る。 2SK07()(/) I、 ）M か ら 検 出 し /...: itl梢であ

る 深 さ 0 . 08 m を ,flll る I l l  Iサ且物は 、 弥11-. I沿：； （ 片） であ る 一
2SK085 (F ig .  79) 

,�,',J f_f. 区 の 末端にN:附 す る 。 ,dl,Jff.I心
．
．外のため令枷I廿 1来なか J に が、

k )J 形状 を '1!す る 追柚 で、 切 り 合いか確必Il l 米 る 。 K軸1 . :�9 I a rn 、 2STIIXO· I州・・ピI 研ィ・ f!• I r 11 ム少HJ 2 �i.�-� I ( 11 ー ム 多Iii)

絨軋110 . 90 I a 111 、 深 さ 0 . 4 1  m 1· 測 る ， J-111. I: は 、 3 附 に 分かH粘'(1ヤI が Fig . 82 2ST080虹llJI火l
強 v ヽ I l l  1:i1担物は 、 弥 Ir-. I·. 悩 ( I I秘部 · 底部 ・ ） 「 ） 、 イ i 悩 （ 、県ll{J' .f i製 1: )(1断1fl i '火測 l'j{I ( l /20) 

a
 

゜一 m
J

 

ー
8 2m 

戸

の!ktl J',· ) であ る
2SP086 (Fig , 79) 

, �.·,111:1メ:の 叫UIW N.iili· す る n 深 さ 0 . 18 m を il!IJ る。 枷i叫l紐物の札穴�) II「能性 も あ る，. / IU·.il1物は 、 弥'I:.
l濫 () ', ) であ る 。

2SX087 ( Fig .  79) 
,O,',lft区の 束側に位ii'l す か Il l 水路に よ っ て 辿柚が削 ,,,. さ れ て い る か、 お そ ら く 1" h II多：1人 を ·,�す る 追：tf'/} 

と 息わ れ る 深 さ 0 . 07 m t.· illil る。 /J\ ,1-_jt'i物は 、 1.lfF 'I� I:悩 （ ）「） であ る，
2SP088 (Fig .  79) 

,�:J1t区の束側に 位；；化 す ふ 深 さ 0 . 06 m を illlJ る n I I I I: 逍物は 、 竹無であ る。
2SP089 (F ig .  79) 

』,'1�Mlズ．の W:1HIW f,,. ii'i I る 。 2ST<06�1· り） ら れ る 辿梢 であ る。 深 さ 0 . 08 m を 測 る 。 t i I 」泌物は 、 如I·. I·. 
悩 t J ', ) であ る。
2SX090 (F ig . 79) 

逍 ff.区の西側に位ii'i' す る 。 2SK045の I、 1r1 か ら 検II I さ れたi恥\� で 、 2SK09:iに りJ ら れ る イ淀11'3状(/) ;11 
構で、 そ の ド）(•'iか ら2SP097 、 2SP098が検 Ill さ れ た， 深 さ 0 . 03 m を illlJ る ， I I I l磁物は 、 弥'I:. I船 ( I I 紐
部 ・ 1汲令IS · J', ) があ る
2SP091 ( F ig . 79) 

, J,IJ 1i: 区 の 中 火·に位iり す る 2SX07Hの 卜附 か ら 検Ill し た 逍構であ る 枷I 姐I 紐物のtlY( と 息 われ る
深 さ 0 . :10m を i!IIJ る 。 /IU:i.i1物は 、 仇、'I-: I: 器 ( J ',·) であ る。
2SP092 ( Fig.  79) 

, JiJ 1i: 区 の 中 火 に 位 ；i'I. す る 2SX07Hの 卜州か ら 検Ill し t· 辿柑1であ ん 深 さ 0 . 1 9 m �・ illll る ， 掘 叫i姓物
の.fl 穴の 11f能性 も りえ ら れ る 。 / IU:逍物は 、 り加I· I:悩 ( ) ', ) であ る
2SP093 ( Fig. 79) 

晶1 1i:Iメ．の 中 央に位:iiり す る ， 2SX078の ド ）1\1 か ら 検I I I し t..: ilH肉であ る D 深 さ o . rn m を 測 る ， /l\ l泌物は 、

如t i悩 （ ）ヤ ） 、 I .  帥器 (J-(,、） であ る 。9

2SX094 (Fig . 79) 
調任l双凍1llll に イ1/ れ す る， 2SP089に りJ ら れ る。 深 さ 0 . 1 3 rn を 測 る 。 ：I I l:i且物は 、 伯、 'k r. 器 ( J'," ) で

あ る 。
2SX095 (rig. 79) 

,J射ド区の西側に位ii1,'.す か 2SKQ,15rJ) ド）1'1 か ら 検Il l さ れにi孔構て、 2SX090を IJJ る, ,JIHi: 区外のた め 全
掘I l l米なかっ に か、 不定形状の追柚であ る。 深 さ 0 .21 m を 1JIIJ I,;, 。 ,' II I :  逍物It 、 弥生 l:器 ( I I枯部 ・

o· 
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底部 ・ ' 'r ) で あ る 。
2SP096 (F ig . 79) 

，V, け紐く の 中 火·に1妬i'i す る 。 2SX078の ド ）r1 か ら 検I l l し た逍構であ る。 深 さ 0 . 08 m を 測 る ， 1 1 \J:辿物は、
弥'l.=. t-: 器 （ ） ＇（） であ る 。
2SP097 ( Fig . 79) 

調代区の西側 に 位 附f す る。 2SX090の ド ）r1 か ら 検Ill さ れ た 辿構であ る。 深 さ 0 . 09 m を 測 る n 廿I J:jfi物
は 、 弥'I.=..!沿伶 ( )' .· ) であ る 。
2SP098 (F ig . 79) 

1Jl.l #.Iメ．．の 西 側 に 位tiり す る 2SX090の I、 1(1 か ら 検 出 さ れ に 逍構 であ る 深 さ 0 . 12 m を 測 る， 1 1 1 1-. 沿物

は 、 弥生 I:?,恰 （片） てあ る 。
2SP099 (Fig . 79) 

調牡区の中 央に 位1i'1'す る。 深 さ 0 . 22 m を illil る . 1 1  I 1-: 逍物は 、 ｝加I: l: 器 （ ）ヤ ） であ る n
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冒; 2m 

8
 

�Sl(o!!r. t·.M ,r,: 
I 1/f./f,. (!!.*1�1'4 I: 
2 .M ,1し色粘牧 I ( o ・ ム少 t,I.)
:I 昭茶1-N. 色,1償 ,� ( rt ,. 少J,I)

l . i• し色 15.i;t_Mt色I: 6. i•t船(!!..l,

一゚ lm 一
a' 

2SKll95 U-1一t;,;
I 昭J火 I.
.!. II� 条 I:

Fig.  83 2SK070 · 2SK085 · 2SK095 
尖測l汝I · l:J竹断rtri;M測似I ( l  / 40) 
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水 Il l杉 ノ Iし逍V介第2次関介．

C 区鯛査区
渦 代期間は 1勺必8年!:) J I  1 l 1 1  - l11J 年9 J J 25 1 1 ま でq j· ) t.:. O ,J:.J介 区 か ら 溝 、 l: J;t、 ビ ッ ト を 検 i' I I し 1ふ 以

|ヽ
．
、 検1 1 1;fl: 構及 ぴ1 1 1 I: 逍物に つ し ヽ て 逍構番 り·Jll(t に ，必明 す る 。

(2) 検出遺構
2S0 100 (Fig . 85) 

,J� 1'l: 区の 東端に 位沢 す る 試Hf.[.,(外 の た め 仝.JJ:I! I I  I 米 な か ） た が、 検出1�1,IA1 k!;. 28 m 、 深 さ l . OOm を illll
る D I l l . I·. 瑣物は 、 弥11:. 」澤 ( I I 枯 部 ・ /i'f:部 · 器 合 ・ 1'.'/j .L(,、 ． 器台 ・ 盗i ' 鉢） 、 イ 1 悩 (.'暉lィ ， 製(l) .'�IJ J ', ) 等が
多 1,tに / I I I: し た c

2SP101 (Fig . 84) 
I� 碕lメ匹11.jIJ!Uに位；；りす る 深 さ 0 . 1 I m を 測 る / l l · f:j且物は 、 1{Ji ' I·. t · 器 （ 片 ） であ る 。

2SP 102 ( Fig . 84) 
湖代「メ．の西側に 位閉1: す る 。 深 さ 0 . 09 m を 測 る 。 11 1 · 1泌物は 、 弧J� I: 器 （ ） ＇（ ） 、 石 器 (1.1.し 11/,l れ 製喧JJヤ）

であ る ．
2SP 103 ( Fig . H7) 

調 ft区の 1'LiHIり に 1,1: i, り す る ， 深 さ 0 . 1 :� m を 測 る i'I 1 .1:iい物は 、 弥牛 l沿：� ( J° i· ) てあ る。
2SP 104 ( Fig . 84) 

, J,'d�IX: の 東端に 位 ；i'Lす ふ 深 さ 0 . 28 m を 測 る 。 I I I : I. 迅物は 、 ,;�,'!·, I'. 悩 ( ) ',·) であ る
2SK105 (Fig . 84) 

調介区 の 中 央に 位 iV,: す る 。 ド /f1 か ら 2 SK 1 12、 2SK 120が検出 さ れ にa / I I  f. 逍物は 、 弥 ,,� t·.盛 ( 1 1 絃
部 ・ 底部 ・ J '1 ) 、 イ i器 （ ！，し\ 11{,I ,( j 製の糸lj J ', 、 サ ヌ カ イ ト 製の剥片） であ る n

2SP 106 ( Fig. 84) 
瀾在l和． の西 側 に イl',: ;nす る ， 深 さ 0 . 1 0 m を 測 る 。 /I I : I泌物は 、 如I� ! ·.器 （ 片 ） であ る 。

2SK 107 ( Fig . 84) 
調 fl:区の西 側 に 似iり す る 。 深 さ 0 . 1 :{ m を illll る 。 / 1 \ : 1泌物は 、 伽J:. I沿 ( ) ',・ ） であ る ，｀

2SK 108 ( Fig . 84) 
調ft. Iメ

．
． の 中 火に イ ;ヽ· iiり す る 。 1、 M か ら 2S P 1 1 6、 か P l 1 7 、 2SP 1 18、 2SP 1 1 9、 2SK 1 25 、 :'.SK 1 30が検出

さ れ た 1 1 1  U且物は 、 弥11-. I: 器 ( I I 枯部 ・ 底部 ・ ）', ) 、 イ i 器 (!.I、\11/,: ,( j 製の!kl] J ', ) であ る。
2SK 109 (F ig .  84) 

』,'，) ff. 区の西側に位i仕す る。 rt.6. 1 X G. 7 m 、 深 さ 0 . 3 1 m を 測 る 、 I り 形状 を 'i'. � る 逍枯 であ る。 /1 1 I: 迅物
は 、 イi �:� ( tト ヌ カ イ ト 製の如rn ) であ る。
2SK 110 (F ig .  86) 

潤 ff.区 (I)やや 中 火 に位:ii'i. す る u ,J,',l 1tlメ．
．外 の た め 令枷1 1 1I 米 な か っ た が、 !H1hl . 20 m -I a 、 短 1111110 .69 I a 

m 、 深 さ 0 . 2 1 m を i)(lj る 、 区: }j形状を •, 1 す る 紺構であ る 。 Il l 上迅物は 、 '.Jf1、 11: I·. 器 ( I I緑 部 ・ 底 部 ・ ） ｝ ） で
あ る 。
2SK 1 1 1  ( Fig . 87) 

調ff.Iメ．．の 西 側 に 位 ；rl ナ る 。 イ湿定 ）［科状 の逍柚 で、 2S K I 07が 切 る 。 11 1 : 1: 逍物は 、 弥生 K 器 ( I I 秘祁 ・ 底
部。 ） ',· ) 、 イ i 器 （］、し\11/Ui 製の放lj J ',·、 サ メ カ イ ト ） ＾序であ る。
2SK 112 ( fig . 87) 

調ff. v<: (/) 中 央に位沿す る 。 2SL< 105の下 l約1か ら 検出 さ れ たm構であ る 深 さ 0 . 2 1 m を jl(IJ ふ I I I I汲i物は 、

弧t i沿 ( J ', ) であ る 。
2SP113 ( Fig . 84) 

調 #. I和．の 中 央 に 位 汎 す る 。 深 さ 0 . 32 m を 測 る . / 1 \ :1: 辿物は 、 弥'I:. 」：器 ( J 'i° ) であ る 。
2SP114 (F ig . 84) 

調介区の 束瑞に 位 ；；り す る 。 深 さ 0 . 08 m を 測 る 。 I 1 1  1-.; 且物は、 弥11:_ t器 （ ）「 ） であ る 。
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水I IIH ノ Jじ迅跡筍2次1J.'J i'£

2SP 1 15 ( Fig . 84 Pla . 28) 
,J.',J 'ftlメ:(/) 束側 に 位沢す る ， 2SI<B l に 切 ら

れ る 、 小Jl! 形状の逍構 であ る。 深 さ 0 . 30 m 
を 測 る /I I I·. 沿物は 、 弥1!-: l灌：i ( 1 1 杖部 ・ 底
部 ・ 悩台 . J ', ) 、 イ i 器 (!.I.\ ll?i1 1 i 製の政lj) 11 ) で
あ る 。
2SP 1 16 (F ig . 84 )  

瀾ff.I).� (/) 中 央に 位ii'c す る 2Sl< l08の I、 l�··i
か ら 検 出 さ れ に j且桃であ る よ た 、 2SK 1 2fi
に りJ ら れ る ，、 深 さ 0 . 20 m を 測 る 。 I I I I:; 且物
は 、 恢1:. I: 器 （ ）「 ） であ る
2SP 1 17 (F'ig .84) 

, J,',l 11: I).: の 中 央に位'.?i.す る 'lSK l08の I、 11'1
か ら 検 札I さ れ た 逍構 で あ る 深 さ 0 . 20 in Ii・

測 る ， ,' I I l:ift物は 、 i加[.. I滑炸 （ ） 「） であ る
2SP 1 18 ff ig . 84) 

, J,',J 1tl).' の 中 央に位iiり す る . 2Sl< l08の ト l\'1
か ら 検 出 さ れ た 逍柚 で あ る ¢ 深 さ 0 . :{7 m を
測 る .. I I  I I: 追物は 、 弥 化 U:� ( 1 1 綽 祁 . )J°{:
部 ・ 悩 台 . n-) 、 イ 1 悩 （黒11/,1 ,( i製のJfelj )', ・ ） で
あ か
2SP 1 19 (Fig . 84) 

, J,',J 介: Ix の 中 央に イ,,: ?,' す る ， 2SK l 08(1) I、 1(1
か 八 検 出 さ れ た 逍構 で あ る 深 さ 0 . 1 8 m �・
illll る , I I \  I. 逍物は 、 仇、'l· I:船 ( J ', ) であ る
2SK 120 (FiS{.  87 、 88)

, J,'J ff.Iメ． の 中 央 に {11 iiり す る I I I 水路 の た め
介枷I t' l l 米 な か .') た か、 l,1: 11咄 1 . 7 1 111 -l a m 、

狐抽 1 . 67 + a 、 深 さ 0 . 44 m を iJIIJ る 、 イ�'.必 JI;
状 を ' 1!. す る 追構 で あ る 、、 出 I:追物は 、 1加1·
I. 岱� ( I I 糸t /'HS ・ ））・, ms。 閲怜 i, . J ', ) 、 �l'l 心． 閑怜
（ カ メ ） 、 I淵Iii 器 （投弾） 、 イ i 器 (!.I,\ II/ti イ i'

製(l):fe1J ) ', ) であ る 。
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2SP121 ( Fig . 84 )  
瀾 介 区の 束 端 に 位 ；jり す る 深 -'S O . 2 9  m を Fig- .84 水 1 1 1 杉 ノ ］し迅跡�i2次，J,',l 介 (CIJ.J i且 構略測 l'i<I ( l/200) 

測 る � /I I l: 逍物は 、 弥11:. I'. 悩 （ ） ＇
， ） で あ る

2SP122 ( Fig .84 )  
1J.',l ff. 区の 中 央にイI

、, ;i'i' す る 深 '1 () . 12 m を iJIII る " / I  I l: 逍物は 、 1加1·. U:} ( J 「 ) であ る 。
2SP123 (F ig . 84) 

瀾 忙 区の中 央に位；i',: す る 。 深 さ 0 . 1 8 m を iJIIJ る /I I I彎．逍物は 、 1切：: I燐 U' i · ) であ る 。
2SP 124 ( Fig . 811) 

瀾代区の中 央に位；i'c す る。 深 さ 0 . 15 m を iJllj る 。 / 1 \ J: 逍物は 、 如I: I沿怜 ( Ji'位IS · I I 枯 部 ・ 片） であ る 。
2SK 125 ( Fig . 87) 

1Jl,J 1'f.lメ: (/) 中 央 に位；i'c す l,cJ U 2Sl( I 08の I、 l1�1 か ら 検 /1 1 さ れ た 辿構であ る ， 1Jl,J ff. I-<'. 外 の た め全掘,' I I 米 な か
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水 I l l 杉 ノ Iし）urが�2次;J.\I fl: 

2S0100北壁

おll l llll.ll)孔 I:� •ti: 
I ;HA 色 I. ( lllf1l·t,) 2 I火 (t_o, I .  I /.J:. 杭('.It,\ 多 /,,) :l . )x (!!,1,'i 'f{ I: CtJ..ifl 色T�. .J> lil) 1 ,iM入 (1!tl, 'l'l I.  !\. f. 人'l,J·I<, ('.:.1い� I:
fi. 虞)'.'-; 色i,1,'11 I .  (l\tfじ,,.少r.ll 7. 1111 凶l'1 色l,',fll I: (旭t i l l H, 褐(l\j/ぼ I: !J,IVl �\. (!�t,1,'t'( I. 111, ll!i以色ti,宵 I. ( �¥ 化f\ 急 J;t\
1 1 .  t"I �\ 色ti, 質 I: 12. 11い＊．、体色i,',買 I . (隕（じれ少1,1> 1:ur.1し1色fl』f{ I: ( u ·  ーノ-la�I.) 1 -1 , �ls 包tl,'l'l I, 
I:>. II;'\仄色f/,'i'L . 1・ （隋 化,1.少以l Iii ,Ptl .'.Ill・-'< (l_o,+/澤I I. 1 7 .  �t t't (1�'11』 'I'( I: < nーム 名M> 111. 波'*色f/, fi· t
l!l ,., ,.,... 色粘 \'t I ( ,i 1;1 他 9ば( I:少 1,t) lO , fl<.l'I &ll,'l1 I. l 't'i灰 色粘質 t:Ul.-1人に少 1,l) 2 I .  11/1 i/1' 色il,fi I.  

25D 100南股 8 2m 

2Sl>ltll l伽\i I:�� -� 
I I:>.. 色tl,tl I: ( I l l 水f3) 2 . P揺色枯tl I: (flせ化fj; 紅t) 3, i'l!I-A. 色tJ,ti t; (質1' 1 色プロ ・ン クJJt状に 名 r,U
I履灰 色t1,n t: <t1ift.t砂Ml r, . トHi 色11,rt I: ( M. i' I (!!."/ 口 I クJJ[�).. に � l,l)
ti, u諏 色帖l'( I: (l'I訛f).� lil) 7 . :  訊 四1,1'( I: ( u'1 i'I色少 lit> !I '灯 l 色fl,f! I·, C 如I 色t砂•Jit l
fl , 11,1 1·)( '1'国碑 I: ( ',','/、�·砂 1,1. 叫訳(!•.1,','ii l:l 111. II証I 色Iば I: (砂n 多Ii. 11,i:.11 邸1'l I: 籾） L......-------.1 lm

ニ

Fig. 85 2SD100北附 . 1+州 1-./f佃fJ(ij'火iJlll l以I ( l /40) 

つ に か、 1-< }j 形:j人 を ',l. す る 逍枯 であ ろ う 深 さ 0 . �:!m l..- j)llj る " i i  I I泌物は 、 1加I. I 湛 ( Ji紐IS · I I 紐 部 ・

)', ) であ る 0 I m  

2SX 126 (F ig . 8�)  
� 

湛ff.区 の 中 火に位 ,iり す ふ 深 さ (l . l � m を

測 る " / I I  I泌物は 、 弥 1J� I·. r.:i ( J ', ) であ る "

2SP127 (F ig . 811 ) 
,J肘f.l.x: (I)やや 中 央に 位 附 す る 。 深 さ 0 . 22

m を 測 る " /I I I迅i物は 、 1fJ、 牛 I: 船 （ 片 ） で

あ る

2SP 128 ( Fig . 8�) 
調 代 区 の やや 中 央に 位 ,i1,, す る 。 深 さ 0 . 22

m を illll る ， ,' I I U且物は 、 1加 I: I: 器 ( ) ', ) で

あ る 。

2SP 129 (Fig . 84) 

8,
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水I l l杉 ノ 心迅W�·i'.i以：火，汎 ff.

2SP103 · 2SKlll 8 4m 2SK 1 15 

三
一3

tSl'Jo:i · 2Sl<l l I 1.IH 覧
1 1-1< 色11,f( I I u ・ム少•ti 2 .fA 6U/,t い： （ロー,.少Ill 3 . 1々 釦-A:(!�I: (地fi ll
4 .  略炊色tl,f, I. I ローム少I�) �. 員色µ償 I: (P 一J. 多Ji)
6 Afk色11,t( l 'u  ム1111(1· 少U) 7 茶灰色tl,'1'< I: ( ロー /,!り即：少It)

2SK112 · 2SK120 · 2SK125 · 2SK130 

言
m

Z�K l l:i 1:M ·li・
1 . )-!(苓色tJ,ft I•, 2. D� I(,: 色f/11� I: (ローム少Lll

8 6m 

2SK125 

▽ 8 2m 

吝

゜ lm 

EN
 

2S
0房—

8 .2m 

戸巧[
8 2m -· 六

Fig . 87 2SPJ03 · 2SK 1 1 1 · 2Sl< I J 2 · 2SK J 1 5 · 2SK 1 20 · 2SK 1 25 · 2SK 130 · 2SK J :� l  
火i)[lj似I · 1: M 断面·J,:,_illll 図 ( 1/40)

2SK131 (Fig .87 Pla . 28) 

濶 ff.区(/)末に位 沿 す る o 2SK 1 15 を り） ふ 長 軸 1 . 77 m 、 ダ＼かlill10 . 48 m 、 深 さ ( ) . 3:3 m a- illiJ る 0 j且物は 、 弥

11: I: 器 ( I I 緑部 ・ ） ',ー ） 、 イ 澤 (!,1.\11船 i製の判 ）', · ) であ る ，
2SK132 ( Fig . 84) 

潤仔区の 米11m に イ、i: illす る 。 深 さ 0 . 05 m を 測 る 。 / 1 1 · 1:逍物は 、 弥11-. I: 器 （ 片） であ る 。
2SP133 ( Fig .84) 

，淵仔区の 中 央 に 位沿す る J 深 さ 0 . 05 rn を 測 る 。 1 1 1:1:追物は 、 弥小 I沿恰 （ ）ヤ ） であ る 。
2SP134 ( Fig . 84) 

溝 代 区の 中 央に 位ii'lす る 。 深 さ 0 . 22 rn を 測 る " I I \  ; I· 設i物は 、 弧I: t沿：f ( 片） であ る 。
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水I l l杉 ノ 心itrがり�2次，J� #.

2SP135 
(F ig .  84 Pia . 28) 

,P,'J1t:Lメ． の 束Hill しこ
位；；',: す る t』 卜 ）\'1 か
ら2SP136か 検 11 1
さ れ た. l l 'i l.;.'t物
は 、 如I=. u;.;: ( I I 
糸点 rm · J.', ) 、 イ , � 怜
( !.I.\ Hlt' ,{ i製の、依I) J ',·) 
で あ る。
2SP 136 (Fig . 84) 

, J,�1f. 区の束1111] に
位閥す る " 2Sf l l :35 
の ド）\Vi であ る 。 深
さ 0 . 3 1  rn Ii· illil る
Ill I: 逍物は 、 弥,,
,-. �:} ( J ', )  であ る

2SP 137 (F ig . 84) 
潤#.Iメ．のやや中

火·に 位 ；iりす る 。 深
さ 0 . 28m を iurJ る 。
I l l  l:j且物は 、 弧,.

1-. 器 (/ ', ) であ る の

2SP138 (Fig . 84 )  
, �M t枢の,,り1111] に

位 ,i't す る 。 深 さ
0 . 25 m を 恨1J る

。

Im  

2SK120南槌 4
 

8 2m 
^
U
 

b
 

2SK 120 
2 

8 2m 

..,; 

8 2m 
b

' 

istヽ 1i11 1 �-I �
I 11/1 .Y. (1•,tM'/ I; Illさfしれ I- Ill.) � Iii, 平 i)\. (!!.11,ti I I u ・ J, 、））J,1 . fl�! じS'l.'v �1 J
:J 111i !,I.IJ,/\,(l•,t,1, 'I'( I .  ( u ー ム•.vl,1 l'lt,fi:、人、レ 1,0 1 ,1,\{!�ti,'(.t I \ "ーム 9計ht l'I董 11:,1.1v 1,l l 
r,, &ti・/\ (�1/,1� I\ I ,, ーム 喜 l,l) Ii /11 t'I (1�1,1, 'l'I L ( " 一,. � lol l

2SI< t: 叫11",' 1: lr1 ·IL
I I·'< 色 I M (1 1 1 ,f,.V�l � 11;1l!\'i,1,W I <�Htg,i, 1;1) ;l , il(IA.'lio\1 I� 1 11· •、・ ‘レMl , I . I->.: 色粘’ヽ'{ I 
：ヽ 11;; '1\ (l•.t/,'I'( i� H, n,1M: c,,.• 1, 1·c I 11 �、 ’し ，,1 ) 7 ,., ,.,._ � 色1,',t'l I 

I I  I I: 逍物は 、 イi樅
（よし� II祉小 製の糸l)J 11 ) で あ る a

2SP139 (Fig . 89) 
調 1t IJ.

、
の 西 側 に イ11: ,i't. す る . J乏 ）liih O .  8/4 m 、 久\I. 111111 0 .  !)() 111 、 深 さ

0 . 42 m を 測 る ， II I I: 逍物は 、 ダJヽ 1 1: I·. 盛 ( ) '1・ ） であ る
2SE140 ( Fig . 90 Pia . 28) 

, J,'d牡区の 東 側 に 位 ;i'l す る , ,J,' Jfi: Iメ．．外のた め令枷l .' I  I 来 な か ） に が、

径 1 . l (i X 2 . 24 m 、 深 さ 0 . 66m を 測 る 、 l り 形 状 を ＇ ，！す る jy 枯 で あ
る 。 J閉 J:は 、 粘'e.l性が強 く 、 欽分 を 多 く 含む ， I l l I: 逍物は 、 弥化
k 器 ( /'i· ) かff l刃 1 1 I: し た D ...::. の辿構は、 l: 坑状の性格では な 〈 、

) 1: ,- j ( ぷ堀 り ） の 11J能性か翡 し 、" i t· 、 溜 JF では な 〈 ii/J 水 を 利 ） ll 
し た と りえ る 、 時期に つ い て は 、 ｝り I:状況な ど か ら 判 断す る と 溝
ゃ L坑It心 と ,,」時期 と 名＇え る し

2SP141 (Fig . 8.J) 
, J.',Jイ!f. lX:の 西1111) に 位 骰 す る 。 深 さ 0 . 3:i m を illll る 。 I I I l:ii'.t物は 、

弥生 k器 ( J '1・ ） であ る n

Fig . 88 2SK 1 20'. 火illil l火I · 1·.Ml*Jr 1f1i尖 illiJI火I ( 1 /,10) 
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水I T I杉 ノ 1じ迅跡第2次 ，Jり 在

2SE140 

2SK142 (Fig. 84) 
調 企 区 の 西 側 に

位 ；i'( す か 深 さ
0 . 30 m を 測 る 出
k 迎 物 は 、 弥生 ヒ
器 ( Jヤ） であ る n

2SP143 (Fig .  84) 
溝 �f: Iメ： の 西 側 に

位 ;n す る。 深 さ
0 . 33 m を illil ふ II \
K 追 物 は 、 弥 屯 I:
}怜 （ ） ＇， ） であ る。
2SK 145 ( Fig .  90) 

調牡 1;,(: の 束 側 に
ィii灌‘じす る。 2SK 1 55 
を りJ る . � 1[iil12 .  06 
111 、 知 軸0 . 84 + <X 

m 、 深 さ 0 . 54 rn を
測 る 、 if )J 形状 を
r止す る 追f1'IJ であ る u

川l Ui、 米i', 'etヤI: ヵ＜
強 い。 I I I 上逍物は 、

弥 生 ヒ 器 ( 1 1 和ぷ
惰II · I戊 flll . 岱炸 ii · 
） ', ·) 、 イ j ?.怜 (.1,1.\11/,l ィ i
製 (J)放IJ J ',・ ） であ る。
2S0150 (F ig . 84) 

瀾 介 区 の 西 端 に
ィ,i:附す る 。 杉訂 I I 長
幅 2 . 62 rn 、 深 さ
0 . 55 rn を 測 る 。 I l l
k 辿 物 は 、 弥 屯 I·.
岱i\ ( I  I 和攻 惰II · //( 
部 ・ 器 台 • 似 Pf-、 .

) ',· ) 、 イi悩 (!,l\11祉 イ [
製の剥）ヤ） であ る。
A 』,',) ft区の2SD01 5
の 東 側 の I→船 に な
る と 名＇ え ら れ る、9
2SK 155 (Fi� . 90) 

瀾 代 区 の 束 側 に
位閻す る。 2SK 1 45に りJ ら れ、 F'ig . 90 2SE 1 40 · 2SK 145 · 2SK 155尖illlj図 · 1:M附r lfli尖il!IJ[以I ( 1 /40) 

調芥Iヌ外のた め仝枷i l l \米な か っ た が、 長 ）j 形状の追構 と 、息われ る 。 深 さ 0 . 23 m を 測 る 。 出 1-.il'.t物は 、 弥
11-: r: 器 ( I I 絃部 ・ 1氏部 ・ 器台 ． ）ヤ） であ る Q

8 .
2
m
 

-
a

 

2SEI IO 1 114  14. 
I炊もL (IA fl I.) 
nn忍紐,f( I. (依ftM�t)
：l 船k紐j竹 I (Mf印,f,aJ.)
1 . 1!.,J火色ti渭 I (柏fti1. もr,1 )
:i J火色帖tt I 
（横化f\1-1.(, u一l,'Jllil.)

6. 貨色帖賀 I
IMftti, りt,!, ローJ.らlit)

7.fli/�\包帖閃 I·,
（開ft以も�. a-· ム "/ ll 'I 久 M4't't l· H}l

2SK145 · 2SK155 

-
/

 一
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一
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3 . 1剥灰虹色tiぶl I: ( o ーム ．もI,1 l 
4 , 11/l/*. 色粘tt I 
1 -3 •2Slく 1 45
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水 I l l杉 ノ Iし;m介�2次閲·i+i:.

_, __ 
D 開査区

調介閲1 1 1\J l.t 平 成8 年 10 J J 」 l 'I - 1 , ;J 年 1 0 月 9 1 1 ;J: で1r っ r..:. .
調 企 l..{か ら 洲 、 1:11\、 ピ ッ ト 今が を 検 出 し た。 以 ド 、 検 出 逍構
及 び 出 I:逍物に つ い て jJl枯番 リ・）ll(lに II凡Iりl す る 一

(2) 検出遺構
2SP 144 (Fig. 92) 

,J加国[1( (/) 東側 に 位 ;n す る 。 2SK 1 65に 切 ら れ ふ 深 さ 0 . 09
m を iJlll る / 1 1 . l-.il1物は 、 ｝加I:. I·. 盛 （ 片 ） 、 瓦器 rn・ ） であ る 。
2SX 146 (Fig. 9 1 )  

ぶ11巫の •I.!.側 に 位 閥 す る 。 }'I( I . は 、 l火 色 卜で711,状の撹品で
あ る 。 Ill I磁物は 、 弥生 I :器 ( J ', ) 、 µs耀 'n·) であ る
2SX 147 ( l疇ijg. 91 )  

調1f.lズ．の 東側に {、1 :i'Lす る 、， 肌 Ut 、 l火 色 lこで撹，fjLであ る n

I I I I: 追物は 、 附 悩 （ 片 ） 等であ る。
2SX148 (Fig. 9 1 )  

瀾1t1x:C0束fllll に イ 、ヽI附す る 地 I:は 、 I火 色 I:で1淀/[� な ti'•t状
叫虹Lであ る, 11 I l辿物は 、 如I·. I船 ( I I M/ 部 . ii"crm . J ', ) 、

須 忠 器 （ カ ノ ） であ る 。
2SX 149 (Fig . 9 1 )  

調介Iメ． の 如1111 に 位 ；Vi'. す る 。 !'I\ L は 、 J火 色 I: でり訊Lであ る，
I l l  l辿物は 、 如1-. [·. 器 ( I t t文部 ・ Ji�部 ・ 片） 、 �fllぶ 器 （ カ メ ） 、

Ja:;: (J ', l 、 イ i 器 （、県lli U i 製の依IJ J', ) であ る 。
2SX151 ( FiR . 9 1) 

潤 ff.Iメ:(/) 束IJllj に イ11: ;i',' す る ，， }111 卜 は 、 ）火 色 l: で撹乱であ る，
i 'I I  1:1む物は 、 1糾：: I濯：·} ( I  I i*惰IS · J', ) であ る 。
2SK 152 ( Fig. 92) 

, JfiJ ff.Ix� ・(/) ,, り 11111 に位；i11' す る 、 ，J,',J 1f. lメ． 外 の た め 令伽1 / 1 1 米 な か ）
に が、 お そ ら 〈 1 リ 形 状 を •, 1 す る 迅枯であ る 深 さ o . :n m を 測
る " /JI I·. 辿物は 、 ，;加I: I: 器 ( I I 緑部 ・ 器台 . )',· ) であ る ，
2S0160 (Fig. 9 1  Pia . 29) 

湖 ff.If (I) 束1111! に イ1,: ;i','. -
sす る u �食/ l l lv: 6 . 60 rn 、 旧li\:3 . 30111 、 深 さ

0 . 45 in を iJIIJ る 。 な だ ら か な逆 台 形状の断 1M を ↑ し 、 Jり'. l: は 、

粘質性が強 〈 、 ロ ー ム プ ロ ッ ク を 含 む。 俎物H 、 1加1-. I: 器
( I I 紐部 ・ 底部 ・ 器台 • 閲i(- . ) ', ) 、 �iuぶ 器 （ カ ,I ) 、 イ 1 悩 （ィi
鏃 ． 剥） ', . 心1Ui) であ る
2SK165 (Fig. 91 )  

調 悧;)(�(/) �側 に位;i't す る 。 2SD1 60に り） ら れ る ，> ,J、',I ?I: 区外の
た め 令枷i I I  I 米 な か 9 た が、 お そ ら 〈 長 ）i 形 状 を hけ る 逍柚
と 息 われ ふ 深 さ 0 . 53 m を 測 る 。 I l l I: 逍物は 、 弥生 I:�怜

(l, 訊 . ) ', ) であ る 。 Fig . 9 1  水 I J I 杉 ノ 1t此跡第2次湖1f. (DIえ）
2SD170 (Fig. 92) 逍h罪各測図 ( J/200) 

溝 1f.区の 求側に 位;i'� す る 。 検 / l \ 1* 5 . 4 0 m 、 深 さ 0 . 36 m を i!IIJ る 。 埋 UJ. 、 粘質性が強 〈 、 酸化鉄 を 多 〈
含 む。 出 I汲t物は 、 弥1-I� 1-: 器 ( I I 秘 部 ・ 底部 ・ 片 ） 、 イ i 器 (Jf+i,7 i . 11 1 1石） であ る 。

゜

!Om 

＿） 
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水 II IH ノ 1Lift��2次 i凋 代

2SX 175 ( Fig . 92) 
J拉 I夕．の 中 央に位凶 す る h邸Lの た め イ�IIJJ .1・'.i.か 多 いが 、 た ま り 状 のj且柚 であ ろ う 深 さ 0 . :�6 m を 測 る

追物は 、 似I: l: 岱 ( I I 紐部 ・ 底 部 ・ 器 合 ． ）「） 、 �J'(!ぷ 器 （ カ メ ） 、 イ i 器 （叩/I' ,< j製の制）ヤ） であ る u

2SX 180 (Fi� . 92) 
1J'J 11: 区の西側に位；五 す る 。 検/ l \ l�fi\'1 . 80 m 、 深 さ 0 . 23 m を illl! る ，， 則 I:は 、 粘質ヤII.が強 く 、 峻化鉄 を 含 む。

た ま り 状の此構であ ろ う " I l l  I·. 逍物は 、 ,JfJi 1 1°. I'. 船 ( I I 緑部 ・ 底 部 ・ ） し ） 、 石 器 ( 111 1れ） であ る ，＇

2SP144 · 2SK165 
8 . 6m 

、-

..... ,,,,. . 14 
ぷl'IH ふIll訊 Nlli:i l ilf
I fA色 I (1411 t 2闘，｀色11,● t, I層ftlUII 3111員色帖Rt. (ロ ー ム し●，
I .Ill附坪胃 I, .�,.,● I 5, 既色!liU Iか-:.バJ 6剛州色I I雌） 71�!1<� 1 
� ..,  員色I、 ( uーム ·tu / 7晨IJ 9. 各昂も11,11 1. 10桟員色枯ff I. 1 1 . 贔e帖● l. ( uー/,'.JIil.i12 �,�.11,fl t 13. 汰長E枯胃I 14 . 賞＊色lh胃I. I貧I'，少11: 15 �t11色帖I I: lb. ll;Jijも�\fl I 

2S0170 

2-5 •2S0160 
7-8 ·2SP144 
9....,15 •2SK l65 

8 6m ------—•— 
2 

可- 8 4m 

�Sl>1711 IM-·� 
I I火色 I ( I� 作 I.) i .  11r,!,.\色tM7. I� :u:>-: 色tl,n I: (ht1じれ ら1,U U iぶ 色紗 (l'i,化S'J. も lil)
5 . f�hH(色l1' (� 化f1. t /,i) li,l/..1火・(/!fl,t'I I: (ht11;fjル l,U 7. i','I、K色t収 I: \ht11; り、少l,l)
K .Mi1·1色枯f{ I·. (代化R少 ljl) !l, 11/'i 't'/灰四Ml I: 2SK152 

8 6m 
2SX175 一 一

�
 ぷIく I;)� 1 .M ·ti

I . I-A 包 I rn111: I:) 2 . /火 MM'l l.
： l 1-A. 色紗 (/�砂も 1,l)
, 1,11/i!, し1色*IM I� ( /j 1' 1 色枯U · I:少 r,1.)

2SX180 

·- ------- --— , ,�l� 
8 6m 

゜
し

m
J

 

••
 

Fif.! _ 9i 2SP 1 44 · 2S K 1 52 · 2SD1 60 · 2SK 165 · 2SIJ 1 70 · 2SX 1 75 · 2SX 180 
火illil l火I · 1: lr•H間(1i'.火測図 ( 1 /60) 
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水11 11ク ノ Jし追粉筍2次潤 代

E 調査区
, J,',l介期間は 1勺必8年 10 ) 1 15 1 1 一 l11J年10J l l 6 1 1 よ でf r っ た 。 ； J:. 滋lメ・・カ ・ ら ビ ット 、 悦fiL を確＆ し た 。 以 ,.. 、

検,cl \迅梢及ぴII I I: 追物に つ いて逍構番 サ順に説明する
(2) 検出遺構

2SP 153 (Fig.911 )  
瀾1i. 区の求側に位；(( す る 。 深 さ 0.23 m を i!IIJる。 III 土追物は 、 」．師器 (/'i・） で あるn

2SX 185 ( Fi� . 9:1) 
1 J•'1l i'f. 区のやや 中 央に位ii11'する ，， 検 HI 幅4 .80 m 、 深 さ 1 . 14 m を 測 ふ J阻 I·.は 、 1-./(1 -1 ! 1 !1•1 ( l -5[N) に

かけて撹乱 と 息われ る lr•1 で ある ト INは粘質ヤl: b 強 く 、 酸化臥 を 多 く 含 し・ ）1•1 で あ っ た， 1J.'.J 1t区外のにめ
介枷l / 1 1米なか ） た が 、 JI:, ; ( ふ堀り） の 可能性 も 打え ら れ る n /Ii l·.i且物は 、 弥'i". I: 器 ( I I 紐部 ・ 底部 ・
n ) 、 I. 師 悩 （ ） 「） 、 陶器 ( Jヤ） で あ る

2SX185 

____-/ 

a' 

゜一 lm
4
 

2SX185 

2�X1�:, I.�-· 覧
I , 員色 I. ('4.1:l 
2.hti色 I. (l,4flt 1:) 
Hff瓜色 I. ( ll ー J,-ru I ク ｀ は）
4.iば{!itt, '鳩till
5,1訊色ti> (f}c包少鼠
ti. I-Ii汎も帖fl I. (績ft� f.11
7.it. 釦＊もIMl I !Mft.f'l. JW I  

a
 

8 6m 
a' 

2
 

Fig. 9:3 2SX J 85尖iJIIJt:<I · I: lr1断而‘火測似I ( 1  / 40) 
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水m杉 ノ JLii:1跨-t\2次 ，31Hi.
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Fig . 94 水 1 n杉 ノ 元逍跡第2次調fr: (E区） 追構仝休図 ． 逍梢略illiJL'l<I ( 1/80) 
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水I l l杉 ノ IL:逍跡第2次潤在

F 罰査区
』/,J ff: 期 間 は i jl. 成8 年 10 月 1 5 1 1 - I 『,J 年 1 0 H l 7 I I 主 で行

っ た 。 』紐lえか ら 洲 、 L坑 、 ピ ッ ト を 確認 し に。 以 I 9ヽ 、

検出追HI汲 ぴIii I: 逍物に つ い て 逍構番 り·順に 説明 す る 。
(2) 検出遺構

2SX 154 ( Fig . 96) 
調介区(/)如IIIJ に 位 ;a す る 。 批jfl: 区外(I) r..: め令掘 出 米 な

か っ たが、 検 出 艮 1 . 20 rn 、 深 さ O . B m を 測 る . .tりし Kは 、

淡茶 1-. で あ る " .' I I  l:i且物は 、 弥 'r-. I: 器 （ 片 ） 、 イ ［ 器 （黒
II/fl ,{ i 製 の依lj Jヤ ） であ る 。
2SX156 ( Fig. 96) 

瀾牡Iメ．．の 束側 に イ妬i',: す る 。 ，叫l 1tlメ：外の た め全枷\ Ill * な
か っ た が、 検II 1 1..;; l . 20 rn 、 深 さ Q , } 4 ITI を 測 る 。 J-11!. I: は 、

淡茶 I·. で あ る 。 II I I: ii'.t物は 、 弥 生 I: 器 ( J「) 、 イ j 器 ( f.l,\
11/tl ,{ i製の剥片） であ る 。
2SX 157 ( F'if{ . 95) 

,,,,,j ff. 区 の 米 側 に 位 ; i1,: す る 。 不迫形状 の 追 枯 で 、 深 さ
o . :n m を 測 ふ 刑 I: は 、 淡茶 ,.._ で あ る 。 I l l 1: i且 物 は 、

弥生 l湛 rn・ ） 、 れ 器 (!、し\ 11/,l ,{ i 製の}{<lj J卜 ） であ る 。
2SX 158 ( Fig . 9G) 

調1F.区 の 束 側 に 位；�t す る ., 11f.'Jff. 似外のため仝1!:ll 11 I 来 な
か っ たが 、 検 I I I長0 . 85 m 、 深 さ 0 . l l m を 測 る 。 i' I'. I� は 、

淡 茶 し で あ る 。 i' I I I: 辿物は 、 弥生 K 器 （ ）ヤ ） 、 イ i 器 （黒
11111 ,{'j製の糸IJ Jヤ） であ る 。
2SP 159 ( Fig. 95) 

調介． 区 の 束 側 に 位 ,iり す ふ 深 さ 0 . 1 6 111 を 測 る 。 I l l 」:
逍物は 、 須 恵 器 （ ） ヤ） であ る 。
2SD161 ( Fig . 96) 

池像区の束側 に 位 ;aす る 、` 調 ?f.l>Z外(/) にめ 全1J11l I I  I 米 な

156← 
,-,,, I I  /! 

158 娑 ＼ 
159 bふ吐 ＼ 岱) l1om 

。

, __ , 

か っ たが 、 断 1fti逆合形状 を ' 1!_ し 、 検,' l l lf2 . 1 5 m 、 輻 1 .47
m 、 深 さ 0 . 29 m を illll ふ I l l I·. 逍物は 、 1ヤ無であ る 。 Fig . 95 水 1 1 1 杉 ノ ）じ辿跡第2次載位 ( Flえ）

2SX 190 ( Fig. 96) 
m�� 輝各illil 似I ( 1/200) 

調代区の西 側 に 位 1i11'.す か 検出1�M4 . 35 m 、 深 さ 0 .4 2 m を iJIIJ る 。 追構 内 に 俎柱の杭があ る た め 、 令枷廿II
米 な か っ た。 .t'I! J·. は 粘質性や砂粒 を 含 ん ば ）r·, ( l ー 12M) であ る た め 、 新 し い 時 期の 追 構 では な い か と
カ え る 。 ド）r1 のU- 15 M に つ い て は 、 粘質性や峻化鉄 を 含む こ と を 芍 え れば、 溝状 の逍構では な い か と
息われ る 。 Ill I: 辿物は 、 弥生 卜． 器 ( I I 緑部 ・ 1\':i.t{,、 ' )ヤ） 、 イ i 悩 （黒ll/1\,f 1製の剥 ） ヤ） 、 j!紺 悩 ( ) '( ) 節であ る 。
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水III H ノ 1t.iu�m2次，JUf

2SX154 · 2SX156 · 2SX 158 8 4m 

-- , ___ _ 
2

 

,,,. / 

2出X.15-1 · 2ゞX15f> · 2ヽX 158 J:)j,f ・ビ
I �i 色 I (1,1 I )  2 I火 色 I (耕fjl t) 3. /.Ji.1:kf!!.. I . ( u -ム位' f· 1Uし） Uk灰色 I,

゜一 1 m -——J 
2S0161 8.4m 

-
2

 

2Sll!Gl 1: 1(,1ーじ
Ut色 I: l'llr l:) 2,1双色 I� Wlf1 I )  :l, 昭忙色. I.
Ull U池 I: 5, 1如II:色 I : 6 Iii色 I (地Iii)

isx rno IM . ..., 
I . �}<, 色 I
l ,  Pii/.\1 f'.!o I 
: u� 灰色 I (�化S-:t.少Ul
� .  茶色 I: (鳩化u少L.ll
5 .  (4茶(!•. I ( "  ム杓 （少は）
6.1-k. 条凶色f/, 1'( I; (灰色粘 多'")
7 . iUx色粘ti I (I大 色t,\ f"- ·Ht) 
K . 、iし 茶色t,'渭 l (灰色,:, r ii. し）
!I IIJ'i�� 員色tl,t'( I (J'X. 色t,�: r. 多 1,tl
10 ff;', トK茶色帖貿 I
I I 町船.\\色1バt I: ('*. 色,u名 1,}l
1 :/  ff('i/、K 色#,ft t·, (/R1ば1少Ml
1:1 /火i'I 色粘1'l- 1: (� 化«'I.少ヽり
I I .  淡�><l'l tれ't L (flt化れ少；,1、 l'I 色粘少1,1)
15, 11'.rA.fM'{ I: (lltit1:t. 少 ,,1 、 l'I 色t/;少l,i)- -.... ―― 

l 

2S0161 

二一 ー一

_ 7 9m 

� 

8 Om 

F'ig . 96 2SX 154 · 2S X 1 56 · 2SX 1 58 · 2SD1 6 l · 2SX190尖測l火I · I:J竹 断 1(11、'.J.::iWJtxl ( l  / 40) 

i
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水 I l l杉 I 1r..iti跡第2次溝介

G 罰査区
瀾1tJVI IIIJは 、 'I勺成8 年 l o J J J 1 1 1  - ln'J 年 l O JI 20 1 1 よ で行 っ I..:。 .�.\]布区か ら hW を 確認 した。 以 ド 、 検/ 1 1迅

構 及 ひ:,L J \  I·. 逍物についてi立椛爵り順に説明する0

(2) 検出遺構
2SD 162 (Fig. 97) 

調牡区の西に位沼する。 検 ： I\ 11:2. 50- 3  .10 m 、 l�/ , l l .85-2.45m 、 深 さ 0.45m を測る。 1,1i1 11mにテ ラ ス を
イi し 、 断 lfli ゆるやかな逆台 形状 を 『す る溝である。 Jtp Iヽ．は 、 淡｝火色で粘質性が強 く 、 酸化鉄を 含む。 出
k迅物は、 i·ヤ無である。

2S0 163 ( Fig. 97) 
,·J.', J介区の東端に位凶する， 検 ： 1 1 1{:2 . 70 + am f�/,\2. 73+ er m 、 深さ0 . 45m を測る。 .,.·J 1f. I J.'. 外のため令

掘 I l l 来なか ） た か 、 断 面 U '祖人にiない71\り である. JtP !-.It 、 I火 色 k を 多 く 含み 、 枯牧ヤトが強 〈 、 酸化鉄 を
含し·。 /JU:in物は 、 抒無である＂

2S0162 戸·-—../ -
，，， 

i 

--....... 一一

-- _ ,,, •• 一—
5m � -1-· — 

--
-—•一 ーl

16! f 

_, 

2S0162 7 Bm 

2
 一

2SD l62 1/tl··fi 
I .  I、 I (+色 I�)
VI<色 I� (.M f1: I:) 
: 1.iJ..Mi色fl,f( ,� (�化j\ ら t,t)
I . � (� ,� ( 1-1 ー ム t, J,IJ
5, 淡 りし’色 I: (}1i, 色 I 隕l,t)

(i. (It}')( 色 I: (I火色 I微 JJ)

2SD163 7 2m 

゜

2�Dlli:1 I.It!-� 
I I-A 色 1 mw u 
2 , i如k 色 J: (� 化い少u. " ー ム徴以l
; \ , H{lh'('色粘ti I (fl'l.fヒ欽少t,l)
4 .  U閥IM色t/,'!'( :I:
(rt't化れ少U、 tJー ム -1,1 ' ク 少 Ml

r, t:k�x色粘収.,・， （ ロ ム微 1,1.)
U t色帖質： I: Im 

Fig.97 水1 1 1杉ノ几迅跡第2次瀾1f. (G区）逍構全体図 ・ 逍構略測似I ( 1 /80) 
2SD162 · 2S0163 日汁断lfli尖測図 ( J/ 40) 
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水Il l杉 ノ 心i11f+m2次1↓'.4 1i:

H 罰査区
調1f.期間は 'I'- 成 10 年 t o 月 29 1 1 ー rnJ 年 11 / 1 5 1 1 J: で1i' 1 た 。 ,�:.J fi. IX: か ら 洲、 t:Jic 

を 確 ，必 し Iふ， 以 ド 、 検 廿 '1 j且柚及 ぴ/11 I ·. 逍物に つ い て jfi�1'l1 番 サ)11(1 に 説 明 す る 、9

(2) 検出遺構
2SK164 (Fig. 99) 

閥ff.Ix:の q I 火に位；iりす る 。 ↓之11id12 . 70 m 、 畑抽0 . 75 m 、 深 さ 0 . 4:im を i!IIJ る ， Jり'· I:
は 、 粘質性か強 〈 、 ロ ム プ ロ ／ ク を 含む HI 1:i鉗物は 、 1糾 I. 器 rn l であ る
2S0195 (Fig . 99) 

, J�J介1/(l)やや 中 央 よ リ に f,i ii'" r る 検1H N: 1 .  93 m 、 l�M l . 5:{ m 、 深 さ 0 . 61 m を 測
る 刑 I·. は 、 粘 '!'J.件か強 く 、 ロ ム プ ロ ッ ク (,_· 含む。 1:/(1観察か ら 何度か�}叫 I) 1(l 
し た脳跡が確必m米 る ，, I I  I 1:i且物は 、 弥'E I —

— �:} ( I', ) であ る
2S0200 (Fig .99) 

湖 1f. lx:(l)西側に位；i'i' す る U 検 / l \ ld . 95 m 、 l�/1\ l . 60 -t Ct m 、 深 さ 0 . 46 m を 測 る
111\ 1: は 、 I . 2 )11 (/)り訊L を 除 1;.後 、 灰 色 1 .J. ロ ム プ ロ ・I ク を 多 く 含む）竹 であ る . l: 
M ill煤か ら何度か掘 り 1(( し た 1八 跡が確必i' I I 米 る ., 111 .1·.i且物は 、 i·『無であ る

2SK 164 ゜ I m  

3ー ( � -
- - 〉 戸

7 Bm 

7 Sm 

25D195 

i 灰色 I
s iS. 貞以色

a• U()l( f. (uーム Y-lit介む）
i.lil)l( t. r u-J・'Yl,lヤtt)
� -1-1<贔 I
9 . ,�/41灯1 I. 
111 . 瓜� I:
11.1,il/,; 名 I
12屈I!\ I. (u�J,(llfiltl't:, 
l:l.lJ昂卜人 I, (uーム少Utr

2s0200 7 .Sm 2SUWU I �·I一位
I. 平色 I (l\:lf. し）
:1. 茶I-A. I (l<r. 叩
3. 灰色 I ( u  ム?!I{ 少以）
1 . 1.J.� 人 色 I. ( u ・ i心 （ 少 r,し）

忽 5. j/ll-Ai. 偵色 t: (o--, 亀fUヽ!Jl,ll
(\ , II:'; 灰 飢色fl,'ft I :  

（ 口 9、ri, r少 l1l 、 ,·,�x ,·, 色,1, 1,: 1
、::!SK 1 64 · 2SD1 95 · 2S0200尖測図 ・ 」:fM I柑i 1f1i'.火iltlJ l:;<I ( l  / 40) 

，
 

＇
 

Fig . 99 

゜
Ill 

「,.r メヽ

Fig . 98 水 1 1 1 杉 ノ ）し迅跡
第2次謁ft ( T l 区）
迅:+附II洛illll l'XI

( 1/200) 
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水Il l杉ノ Iじ瑣趾第2次 i凋在

1 区調査区
i'J,',I ft JU J 11り は 、 ' IL 成8年 度 12 ) 1 1 6 1 1 - ln] 年l 2 J I  Hl 1- 1 ま で行っ に。 逍1t[メ．． か ら 711, 、 · I:

坑、 ピ ／ 卜 、 イく1リl逍柚 を 確認 し たu 以 I' 、 検出逍柑I 及 ぴ.'I I I泌i物に つ い て iJ'iHlt番 サ
/ll(Hこ IぶりリI すす る 、

(2) 検出遺構
2SP 166 (Fig .  100) 

,3,',1介 Iメ;(/)中 火に位iり す る ，， 深 さ 0 . 1 6 m を iJlll ぶ I I I I .  逍物は 、 弥生 I滞． 器 ( I I緑部 ·
)『 ） 、 1滋器 （ 片） であ る。
25D167 ( Fig . 100 )  

瀾#.Iメ. (/) 束側に位i府す る 。 Ii i 水路 であ る。 I I I  I·. 迅物は 、 1加l, J..悩 ( )'.· ) であ る 、：

25D 168 (Fig . 1 00) 
, JiJ ff. 区の束側にイ,,: ;nす か I l l 水路 であ る。 /I I ;1 .irl物は 、 如1·. I: 器 ( l" I 枯部 ・ ）「） 、

{i**i:� ( / 1
1 ) であ る。

2SK169 ( Fig . 10 1 )  
1tげ巫の 求端に位i?1'.す る. ,.1,1 #.I心．外のため令札1i i' I I 来なか っ た が、 1 1 1 形状を ' iし す る

叫l'i- と 息われ る。 深 さ 0 . �4 m を ll(lj る / I  I Iヽ．辿物は 、 ,;{ii11:. I沿：1' ( I I 象玄部 ・ J', ) であ る
2SX 171 ( Fig .  J O J )  

, J.� 介1x:(1) 束端にイ1i, i iり す る . ,J刈介区外(/) ため介�lill t'II 来 な j か た た め 、 逍構の竹格は
心IJJ であ る． 深 さ 0 . 2a m を illll る o 1 1 1  I: 逍物は 、 1加1-:. I :  器 ( I I 絃部・ ) ', ) 、 イ i a怜 （ 、1,1.\ 11{1'
イ i製の糸1J I', ) であ る し

2SK 172 ( Fig . 102) 
調 ft区の 中火に位iV,' す る , 1Hth2 . 36m 、 皿l叫0 . 75m 、 深 さ 0 . 98m を 測 る 、 イ淀形

状 を \l � る j且枯であ る i且物は 、 弥'I·. I船 ( I I 給 部 ・ J '1 ) 、 磁器 ( J', ) であ る。
25D173 ( Fig. JOO) 
, J,'J ff. 区 の 中 火に 位 ；i'c す る I l l 水路 であ る。 11 1 : 1:迅物は 、 ，;加Iこ ,- 器 (}'1 · ) 、 1 帥 悩
( J'1 ) 、 磁器 ( Jヤ） であ る。

2SK205 (Fig.  102) 
, Jo'ol i't lメ．り） q , 央に 位ii'i す る， K軸1 . 30 m 、 知軸0. !17m 、 深 さ 0 . 24 rn を 測 る 、 k }j /lーク

状のll'.i柚であ る。 j-児 L は 、 粘礼性が強 く 、 ロ ー ム プ11 ッ ク を 含 む. i 'I I  I泌物は 、 弥
11=. I: 器 ( I I 紐部 ・ 底ms · J',·) であ る。
25D210 (Fig . 1 0 1 、 1 02 Pla . a2) 

瀾1tlメ、． の 束1111] に 位iiり す か 検i' I I J� J . 7 1 m 、 深 さ 0 . 7� m を illil り 、 階段状 を. \\ ↓ ん 、
洲状の逍構 と 息わ れ る 。 j限 Kは 、 灰 色 I: と ロ ー ム プ U ッ ク を 含む" / I I  L逍物は 、 ヤf
無であ る ，.,

Im
ゴ

2SI< 16!1 I M-1,; 
I 炊色 I ( lll f11.1:) 
2 . rt.f. 入色fl,'1'! I 
�-淡灰茶色fl直.J.
UJi. 色紗t'l : 1: (紗れ名 ;,:.)
5 l·k. 色*'渭 I: (砂位 名 ,,し）
fi Di'l}A色柑，収 J; (砂位名 1,U
'!SK 1 71 ・ 2Sl lllO l: 1'4 •I,;
I /-A 色 ), (fJJ 作. /,)
'/.. 1,k >t. (I� 帖t1 I 
: 1 , 11/l'�t色fl,11 I 
� 11/1 J:f, !,t\ (0, ,,,, "� I 
f, IりI�tC!ltl,'l!l I 
（； 茶（り1'I,貿 l
7 11/!l-k, 色./,'fl I 
K 11:l'JJ、·条(t,,+;•,i:c I 
り II/!/)' 色tl,'l'{ I� 
IC! 心 �II.I (1•. f,', \'.{ I, 
1 1 . ...  斗 C'.:.1,',沢. I�
12 �l /\1 色枯t'{ I;
( u • ム 名 がり

I.I, )火A 色tlott I 
（ 口 ..、• そ I.I)

169 

167 

゜

Fii.r . 100 水 1 1 1杉 ノ ）じ遣跡
第2次』，lj 1f. ( I  I叉）
辿構略iJllJ['.X]

( 1 /200) 

膏
Fig . 1 0 1  
2SI< 1 69 · 2SK 1 7 1 · 2SD210 
闊1�r 1fli·.M. iWJ図 ( l/40)
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水lll杉 ノ 几；追跡l'fi2次，J,'Jtf

2SK172 

I m  

2SK205 

25D210 a
 

8.2m 

、' ―ー
疇―

8.2m 

• 多

8 

2SK2恥 I I;! 'Ii,, 
I . 炊(!!. I (凩Al.I
Vt�!、I,\色tl,W I 
:u幻灰色粘\1 1: ( ロ ー ム少 /,l)
U/f/,\\色令/Jt U
5. iぶ，,.1色N渭,I: ( 11- 1、少i_J)
li ./,1.\灰色粘�. I'. ( 〖］ ー ム少 /,i)

2SD210 l·M-li. 
Ut茶色帖収 I. ;! , Ht, 茶色*I,買 I :1茶色枯位·I •1 , 淡条四l, 'i'{ I 
5談�u火色粘�I (ロ ム少 �t) (i . /.\1 色粘'Lt l: 7. 11/l/,\\色札'i'{J 
l!. n\/-)( 色fl, '11 I: ( w ・ ム少凩）

Fig . 1 02 2SK 172 · 2S1<205 · 2SD210尖測図 · Ucl断侃必測似I ( l/40) 
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(3) 出土遺物
2SK001 ( Fig . 1 0:-l、 l 2:�) 
石器

水Ll l 杉 ノ 心il'L跡mz次成介

如i ( 1 ) 如 1 1 府 製 の敲石であ る。 し煩 _;ii;:に 敲打痕か確は出 米 る ← 視{f l乏8 . 8cm 、 11都） . 21·m 、 l't ;さ <-i . Ocm 、 瓜 さ
500 g を 測 る 。
弥生土器
1 1 緑部 (2) 逆 L 'i;状 の 1 1 枯 部で、 ）併滅が li' し い た め rJ,',l整は イ澗J であ る C 胎 1-.は2mm.f',し1化 の砂粒 を 多Ii.I: 含
み 、 焼成はややl�好であ る
底 部 (3) 底抒G . 5c:m を 測 る 。 外1(1 iは屈訂国 l 、 ヨ コ ナ デ、 底 部 は ナ テ 、 内 1m は ナ デ,J,'J 烙であ る。 llfi I: は 2 -
4mmf情度の砂粒、 金‘ぶ 母 を 1敗 1 11含み、 焼）成 は 良Hであ る 。 よ た 、 -_次焼成が(,'((認出 来 る。
益 (4) J北 {1沿j3 . 5cm を illll る ' J科 滅が 井： し い た め 調 格は イ, I り 1 であ る 。 )]fl l: は l - 2mmf'枕tel)砂粒 を 多 凧 に 含
み 、 焼成 は 良 Uf であ る 。 よ た 、 ．．次娩成か確認 出 米 か
2SK002 ( Fig . 103) 
弥生土器
1 1 縁部 ( 1 ) 附i 1MV切り ）［多状 に 近 い 1 1 絃部で 、 ）t沖滅が抒 し い が、 部横 }j1 11j (/)削 G Ii I淵格か残 る ，， ）lfi I: は 1
ー 4mmf閉度の砂粒 を 多 1,t 、 金'Jt l 吐 を 徹 ! ,tに 含み 、 焼 成 は 1� �f-であ る 。
Ii( 部 (2) 底径6 .(Jc,m を 測 る 。 If� 滅か (� し し 、 た め調格はイ,IJJJ であ る n )Jfi I: は2mmf『J虻の砂粒 を 多 拭、 金戌 lサ
を 微 州 に 含み 、 焼I必 は I� 好であ る 。 よ た 、 ..:.次焼成が確認 Il l 米 る 。
2SK003 ( Fig . 1 03、 1 27 Pla . :t{) 
石器
JJ1-1 i ( 1 ) 安 I Li 'i;·製の朋ィ i であ る。 令1M に/}げI i が確認II 米 る 。 1 t..; .、 部 を 敲イ i と 使川 し た 部分 も 糾寮出
米 る 。 現{f lと21 . 9cm、 幅 1 6 .4畑 、 ）1;. さ 7 . 7cm 、 I� さ 4 . 00kg を iJIIJ る 。
弥生土器
器台 (2) 視伽·.� J :-1 . 4rm、 I I f怜6 . 9cm 、 底径7 .2cm を jl!IJ る" Ji� 滅が 抒 し I, ヽ が 、 内 面 に I:具に よ る 縦）1 ,r,1の ナ
デ調格が残 る 。 /If; ,-. は 令裳 ni を 微 械 含み 、 粘選 さ れ て い る 。 燒）JX, は やや」込 好であ る C よ た 、 外面の一 部
に ）1玲 リ が観察 出 米 る 。
2SK004 ( ドig . 103、 1 23)
石器
敲石 ( l ) '.必 1 1 1製 の 敲 イ i であ る 。 令1本 に 風化が ；Jl;： し い が 、 • ヶ 所、 （'波打痕が確認 / 1 1 米 る Q JJl{f-k: 1 4  . 2cm 、

1j1fii 1 I .  1 cm 、 )it さ 6 . 2c-m ヽ ,fi: さ 1 . 50kg を illil る ＾
弥生土器
1 1 絃部 (2) 断面やや —'._fり 形状 に 近 し ヽ r I 秘部 で、 復 /J"j( I I ff28 . Oem を 測 ふ 外面は ナ デ、 柑lj f 1 1 ,, 凡格 で、 h l
部に 染の沈線が人 る 。 1 1 絃 部 は 横 ナ テ． 、 内 面 は ナ デ、 ナ デ押 さ え 批l格であ る ，， /If, I·. は2mm和度の砂粒、
令其 Iヽ｝ を 少 lit 含み 、 焼成 は 良 好であ る 。
悩 (�) 復原 底径26 . 0cm を 測 る。 削滅が.;ii;: し い た め i枇l�'*は 不明 であ る . /If, l: は2mm,f'il.度の {1:少粒 を も 絨、 金
裳 lサ を i放 ），t 含み 、 焼I必 は 良 好であ る 。 よ た 、 内 外 1fii:: .:.次焼）成が確認I l l 米 る 。
2SK005 (Fig . I 03、 1 27 Pla . 3:�) 
石器
石 llll ( 1 ) '. な 山 府製のイi llllであ る。 如(ti は l ''I i' り は 見 ら れ な く 、 は ば 'jl.・ ら であ る 。 J:Jl{r' 長20 . 0cm 、 軋/,l 1 9 .  8cm 、

) Y- さ l 0 .  5cm 、 m さ 5 . 50kgを illil る 。
弥生土器
1 1 紋部 (2 . :1) 2 は 逆 L 'j状の 1 1 絃 部 で、 IH滅力冴 し い が、 1 1 枯部 は 樅 ナ デ訓照が残 る 。 llfi ヒ は 2mm,f'i\疫の
砂粒 と 俗ぷ 舟 を 微 J,t 含み 、 焼成は 良好であ る 。 3は 逆 L 字状の 1 1 緑 部で、 )� 滅が ;ii;: し い た め 枇l 照 は 不 明 で
あ る O llfi 卜 は l - 3mm税度の砂粒を 少 贔：含み 、 焼成 は 良 好 であ る 。 よ た 、 1 1 絃部 ー 内 面 に か け て 二次焼成
が確認Il l 来 る 。
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水I l l杉 ノ 心皿跡t_r;2次戯ff.

2SK001 2SK004 

//(filS ( 4 . 5) 
4il JJ'!: f怜5 . 2
cm を 測 る。
｝岱 滅 が ;,i,: し
し ヽ が、 内 tHi
は ナ デ 調 祁
ヵく 残 るn /j台
I:  は 1 - Zmm

.f'1� 度 の 砂 粒
を 多 1,i: に 含
み 、 焼 成 は
良 好である。

_ 2SK002 
ま に 、 外 1(11
に

一
． 次 焼 J戎

が靡 認 HI 米
る。 5 は 底径
6 .  0cm を iJIIJ
る。 }�沖 滅 が
;ii;· し い た め ‘、
叫 格 不 明 で
あ る, /lfi I.: 
は 1 - 2 mm .f'i'. 
炭 の 砂 粒 を

ヽ ｀
 

多 械、 金 洟
母 を 微 i化 に 2SK003 
含 み 、 焼 成
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は 良 好 で あ
る。 よ た 、

外 面 に � *
焼 成 が確 認
出来る。
}怜f1 (6) .L)l 

{r: 忙/j 1 1 .  0cm 、

底径10.2cmを
測る。 外1/ri lょ Fig. 103 2SK001 · 2SK002 · 2SK003 · 2SK004 · 2SK005 · 2SK010/II · I: 逍物尖�JIili以I (1/:1) 

縦刷 1::II 、 内面は ナ デ調整である0 /J台 K は 1 - 2mmf'i:I父の砂粒を 少 屈含み 、 焼成 は 良好であるu よ に 、 内
外1l1i に ご次焼成が確 ぶ II 来る。
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2SK009 ( Fip;.  L23) 
石器
凹石 (1) 安 l l l 'r.製の1111 ,{ j であ か ）「1M であ る が中央付近に く ぼん だ痕跡が確認( /II 米る。 現{1 良 10 .8cm 、

,,,r,110 . 5cm 、 } '/- さ6. 8cm 、 iT< さ800 g をiJIIJる。
2SK010 ( Fig . 103) 
弥生土器
「 l 枯部 (1. 2) 1 は 逆 L 字状のI I 紐 部 で、 l利滅力惰しいが、 ・ 部樅 ナ デ調烙が残るn Jjf; l: は 1 mm杓疫の砂
粒を少 凪 、 金裳料を微絨含み 、 精選 さ れ ている。 焼成 は 良 好 であ る。 2 は 断 Iili が台 形状のI I 紋部で. n
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水ll lH ノ Iじj.\'.t趾�2次!J.'1 1t

枯部下に 三iり 形状(/) 突幣が貼 り 付 〈 外l(llは仙 ナ デ、 内 1(11はナ デ瀾格である 胎 I·.は l -4mnぶ疫の砂粒
を 多 凪に含み 、 焼I成は良好で ある U ょ t.: 、 外1(11に!.l.\.l�J;カ観寮111 米る
底 部 (3) /J郊l� It 5. �cm を iWJる JN減が' l· し し 、 が 、 内外1/11に指叫痕 'l ,J.',J格が残る ， llfi J: は1- lmm代1父の砂
粒 を 多 り 、 令戊 IIJ: を微 斌 含み 、 焼成,t 」'!Ii{ で ある よ た 、 内外血 に ＿．次焼成 が観察/l\ 米る
岱台 (4) 現 (!伯j7. 9c·m 、 底径6 . 0cm を測る。 ）知成が �:しし ヽ が、 . I :  具ナ デ糾!t'.fがりしる 。 胎.I.は 1- 3mruf'i'.)足の
砂粒 を 多 l,H · 含み、 焼成はJ'! 'a で ある ま た 、 内外 1r11 に 二次焼成か確認Ill 米る，
2SD015 (Fig. 1 04 、 1 io 、 122 、 12:3
Pia . 3:3) 
石器
l'Hi 0 - 4) し ←f i l も 安 I ll :'I; 製 のl"I
イ i で ある lは ,,,』1 1f1 iに く はん t· も:i 跡
が顕 ;ilj·に必められる し 現{1 l<8 . 4rm 、

軋lt\7. Srm、 )'/. さ 4. •1r-m 、 •Ji さ Iヽ()() g /;, 
測 る , 21.t J ', tfli t-、 深 く 、 も う ） ', 1(りは
汰 い く ばん I·が!�介か顕 .fi· 1.: I認め らiL
る ． 視{r·lHl. 6cm 、 l駆 . Ocm 、 )'/ さ ·I. 7 
cm 、 ' 「（ さ 5GO g を 測る 3はfthJ 1(11 rJ> < 
はみ Ii.JI ·,;n: i及 し 、 現 {f lと 10. 7c·m、

伽8. 4cm、 /'i- さ :3 . 3cm 、 ,T� さ GOO I< a 
測 る . 4 1よ '''" 1(11 の 〈 はみは.JI 'i化に 浅 .... 
し 、 ．` ま r· 、 1111l I川に敲打狼力·fi'ff' ,£. t i  I 米
る た め 、 敲 { j と して1史 JTl しt· と り え
る 視 {1- l... 11. 9cm 、 船 8 . 5cm 、 )'/ さ
4. 4cm 、 ,n さ 700 g を測る
ィ j 銀 (5) サ メ カ イ ト 製 の イ ij杖 で、

側 粒部の liliJ �UJ t • tJ� I) を も つ 、 ( ) リ
ヵ 11,u t'> { ii放�である， 現{!-Lk2. •lcm 、 '�lt'i
2. 0cm、 I'/ さ o . :km 、 !「（ さ 0. 9 K を jl(IJる
弥生土器I I **名IS (6- 12) 61t j逆 L ' i心1人: (I) I I 素点
部 で、 ）料減が；や し いが 、 外 1(1 jに4り け
況J,',J 椛か残る ） lf1 1 -.  は1mm利 疫 の （i少
粒 、 金,1�: /lJ を 少 Idに 含み 、 焼成は良
好である U.: 、 J•J ,:,-が砒約II 米 l.;>
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7は断lfli 台 形�人Ci') I I t蟷て→ 、 Jh減が �しし ヽが、 ドi1{ . UM 2SD01 !1/ l \ · I泌t物:J:f拙l l'�I (I /3) 
外曲の 部に杓H・ 元謁格が残る 。 llfi 1:11:  1 mm,F'ilJi(J)砂粒 �... f放 : l-;.に 含み 、 焼成は良9.fで ある 。 8 は 逆 L '祖犬
の 「 l 絃 部で、 ）析滅が 抒 しいが 、 外1fli l " *輝I]8 1 1 I品l祁が残る 。 /l{i I: はl mm札'.Jiの砂粒、 金‘」�H以 と 微 1 , t含み 、

焼成は良�Jである 9は逆 L 'j:状 の I I秘部で 、 )f沿滅力惰しいため,J.',J �.\をはイ� 11) 1 で ある 。 ）lfi Lは1mm杓度の砂
粒 を 多 りしに含み 、 焼)J必It 」込 lifてあ る > 10は逆 L 'r冴RV) 1 1 枯部で、 }}�滅か抒しいため,J/,j繁はイ�IIJ j で ある ，
胎 l:は1 mmfi'疫の砂礼 令玄 /1; t.• j放 似 介み、 焼 ,ix:はf拉fてあ る 。 11は内 外に11< り 出す タ イ フの 1 1 絃部で、

n 秘部は強い-) 免J,'Jt�で ある 。 胎 Lは1 mm札渡の砂粒 、 金2、: I Lヽ を 微 :,t 含み、 t1'1選 さ れ て し 、 る 焼成は良好
で ある 。 12は鋤 先状の 1 1 緑部で、 復 )Ji( I i l怜20. lc-111 を i111る 外lfdに 強い指押 さ え と 横 ナ デ、 内 血は樅ナ デ
瀾幣 、 Id 部に 条の 突僻が貼 リ 付 く 。 JJfi I·. は2 -4mmれ＇度の砂粒、 金設 /IJ を 多凪に含み 、 焼成はr↓Hであ
る 。 よた 、 内 面に ．次焼I必、 外血に、'.'.\J�[が確必/I I米る
底部 (1:{ ー 1 6) I :, は底径4. 7cm を illil る 、 外thiは刷 -C. 1 1 、 内 lfliはナ デ調 整 で あ か 胎 J·.は1-2nimf','度 の砂
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水Il l杉 ノ 允iUV介冷2次:).� ii:

ネi と 令衣 PJ. t.- 少 :,1 含み 、 焼成は 良uてあ ?., 日は 底径1 .8cm を 測 る 外1(1i fi: 柑IJ [; l, I 、 内 l川 は ）・ デ調祁で
あ る llf, I は l mmf閉I化の砂粒 、 �it:.':判 を 微 J,し含み 、 焼）必9よ良 Mであ る 必:f.(/} 11f能件 も あ る . 15は底径5 . 8
cm を illll る 、 外叩埠1J t i  I 、 内 rfn は ナ 芹J,'J照であ る llii I ·. は2- '.�mm札'J化の砂粒 、 令其 /{J を 多 州に 含み 、 焼
成,t 良IHであ る ] 6は ）J研7 . 7cm を illll る ，• 和（叫縦測 L I i 、 内 ,rnur デ、 指りI' � え 訓格であ る Hf; l:Lt I 
mmf'i'度の砂粒、 令勾如 を 微 屈 含み、 粕選 さ れ て い る 焼成は n 1,1 でb る よ f 、 外面に 煤か観船11 米 る ，
il

°
li .t{,、 ( 1 7) 脚部の 部 （あ る ti•: 減が� L し 、 ため ，JM":IHi 心IJJ であ る }If; 1 . 1 .i l mmf'i'度の砂位 、 金芯lサ を

微贔 に 含み 、 村製 さ れ て し 1 る 。 焼I成 は J� /ifであ る ， し た 、 外lfl l /,: )'J ri� I) か仰ぷII 来 る
心リJ l汲晶 ( 1 8) 現 (1k2 . Hc·m 、 底仔� . 8cm を 測 る 外1(1 1 は横 .., 7 溝 椛 であ I.J llfi L は l 111 111f1りな(/)砂粒 と
令J_;: f吐 を f�& :,: , • 含 む u� 、 外lfti I · 1.1. 漆色のイ·I がt物か確必ll 'i 米 る， ミ ご 十 _1 「 I. 閤W> 悩 か てあ ろ う u

2S0015荒砂 (Fig . HlS- 109、 1 20、 1 22、 1 2·1 、 125、 1 27、 128 t > la . 3:J -35 、 39)
石器
ィ i鈍 ( 1 ) 安 1 1 1 府製のイ i鈍であ る � 1 1h1 fllll f(l i (こ -1)し り か施 � iL て し 、 る (• JJしff1足9. 1cm、 l�/i'J6 . !lcm 、 /t/ さ 3 . 4cm 、

!fl さ 300 K t,. 11li) る

凹 < , U-9) 8以外は令 て 安 1 l 1 切製(/) 111 1 イ 1 でb 7;, 2 I l 11hi J(ll ' .  i 父 し ヽ く はみか確必：I I 来 る 。 現 (f J dCkm 、

1j11ii 7 . Orm 、 l以 さ ,J . :km 、 , (i' さ 600 g を iJIIJ る ：｝は ） 1r !Ill)の 中 火付近( . 〈 はみが確必11 1 米 る も う ） ，1 1(1 1は Jiり 1t11 が
確硲/ I I 米 る た め 、 Ji•: イ 1 と し て1史） I J し r· と 赳、hJ L る・ 現 ((1⑲ . 8c·m、 1�1,18 . 0C'm 、 )1/ ゞ I . frm 、 ,r1 さ 650 g を 測
る 4 は 1しl1J 1(11 1..: 〈 ,rみかj,!Q ;ii.-に確必出 米 る よ た 、 ·部に 煤の付杓か雁必Ill 米 る 現{1 l-c8 . 7t·m 、 輻8 . 0cm 、

W さ 5 . (km 、 ,fr � :fio � を 鼎l る 5t i 11hJ 1(1 1 に 〈 ばんだ股跡か凱 行 し ｛確品I l l 来 る , 1111] 1(11の 名Iii' 敲.jf.Jl'fが確
，必 I l l 来 る た め 、 敲 ィ i と し て {IJ�川 し t· と 、息 わ れ る Q �北 {! l<: 1 0 . ()c,m 、 l�/117 . 2cm 、 }'/ さ 4 . 5cm 、 ,1i さ !i()() g を iltll
る 61-t i ', 1{1 iV> ' i 1 火剖1イ,jjliに i .� し ヽ 〈 iしん t·'狼跡か雁，＂如I I 米 る U: 、 風化が 片 し し ヽ かJ1l1J ''" ↓ . Ji11 1ftiか確 ，必
II I 米； る r· め 、 /}り 1(11 1- し て f1J! J I J L t· と り人 られ る 現{J k l  I . !km 、 幅 1 2 . :km 、 )•/ さ 4 . 7cm 、 11( -'I 900 g 大· iltlJ
る 7は /', 1(1 1 1111) に 深 し ヽ く ばん l'1i°t跡、 も う ） ',· 1(11 ' . ' t i le し 、 < llみか確認Ill 米 る ， 士 た 、 lltlJ 1(11 (1) ・ 部に!4HJ
船か確必 1

1 I I 水く る にめ 、 1::,し ィ 1 と し て ［出川 � hに と り ぇ (.J I 視{J J<:8 . 2,·rn、 輻 1 1 . :� 「111 ヽ /1/. さ 5 . Gem、 ' 「（ さ 900
g を 測 る 8は ほ灰 ·;:製GI) 1111 ( 1 であ る 11111 ffl i(/) 中 央 ；llS分に く ば ん /·がけかか11·0必I ll 米 る ， よ た 、 全体が1.1.�
く 焼{ J-t· l j な股跡 も 確必/1 1 叶く る 。 現 {f l< l :L 1じIll 、 %\ 1 L . 5C'm 、 )9、I ヽ I . km 、 ,fi, -'i 900 g を ill!) {J � 9は破）ヤ 布
材 の11f1j 1{11に 〈 はんだ瓶跡か確認III 米 る そ <I)I· め 、 ·. 次lJII I .  と L て 111 1 イ i と し て1史 ） ll さ れ に と 巧え る 現
イ( l<8 . 2rm 、 1111,I I l . Ocrn、 )り1: ヽ S . l 「m 、 ,fi � 700 lo{ か iltll {,> 0 

,·::, し{j ( 1 0- 13) 令でな山 W 製の敲イ i であ る 10は 介f,t..に｝和成が 竹： l I. ヽが、 I .  1-- 1,liJ針揺ISi' 敲打股か確必Il l
米る 視{f J.:::8. 9r111 、 輻4 . 6em 、 fl! さ � . H<'m 、 1「（ さ 250 K /;, iHII る ， 1 1 t t U//Jtm1· 1·��.J J 41'� か確認'. / I I米 /.;> 1ltll 1(11 
t .  〈 ばん t·1JUJJlか顕 ；� t. 確必/ I I 米 る た め 、 111 l 1 1 と し て も 仙川 さ H た と 、息わiL る 視{{ l< 1 4  . O,·m 、 輻5. !km、
}'j さ 4 . 4cm 、 1 lt ざ700 g を ilfll る 。 l2は I ·. I· 11lii端部に敲打 ：)J辺確認Il l来 る よ に、 l ',· 1川に 1$� 1(1 1が俯 ，必/ I I 来 る
に め、 Jf'd , )- し て 使川 さ H た と 、息 わ H る 現 {J h: 1 •1 . �cm 、 船7 . 21·111、 )t/ さ S . l c-m 、 111 さ り()() K を 測 る I :! 
,nく晶；；i名Ii >- 'I'· ら な 1il[ に �!(! ;�· な敲.j f1flか確 ，,2. / 1 1 米 る 。 現 (r ld:L 7<'m、 輻8 . fic-m、 lり． さ 6 . 0C'm 、 ,TI, さ 950 g を
測 か
恥ィ I ( 1 4) 安 I l l 府製のJi約 であ る 。 �1(11 I ·  す リ n'IIか確必I I 米 る 。 風化が；咋 し いが 、 I·. I' Ii川端部に敲打痕
ら し し 、1J・↓蹄が確必Il l 来 る t・ め 、 11牧｛ ！ と し て使JI J さ れ r· 11f能ヤI し あ る 。 現 {J·L< I H .  3c·m、 l�li\9 . :km 、 )•;: さ 7 . 6
cm 、 ,re さ 2 . 00kg を 測 る
砥{j ( 1 5 . ] 6) 1 5 . 1 6は硬{i少竹製の砥 イ i てあ る 。 IG li -. 1f11 を 研 ざ1(11 ).. し て1史） IJ し て し ヽ る JJl {(ld0. 5cm 、

illlt\•I . 7cm 、 Jり さ 3 . 7cm 、 ,n さ 400 p; を 測 ふ 1 6 は 渾i を (ij
f
ざ 1ft i と し て 使 ） IJ し て し 1 る 現{J lxり. frrn 、 I柑r\R . 7 

cm、 }'/. さ ：l .  4t·m 、 'ifi さ 250 I{ を 測 る 。
使 ）l ] !f<t] J ', ( 1 7 . 1 8) 1. 、 4 れ も _r,1,し I�,'ィ i製のi史） 1 1!/<U J ,· であ る 17はJ北{fU3 .9c·11 1 、 加 . (kin 、 )I/ さ O . t·m 、 ,T( さ
3 .  2 p; を 測 る ,, 1 8は現ff J..l:2. fon 、 %\ 1 . 5じIll、 ) l/- さ 0 . 7cm 、 '「（ さ 2 . 0 g .>\· illll る ，

依IJ J ', ( 1 9 . 20) 19は サ ヌ カ イ ト 製の糸lj ) ', であ る 視 (1 l,l:5 .  2cm 、 幅2 . 5cm 、 )'/ さ 0 . 8cm 、 '「i さ 1 2 . 0 p; を 測 る ，
20は黒Ult田製の 1/<IJHであ る 現 {f ld . Oc・lll , 附，'1 1 . Sc,n 、 似 さ Q .6L'ffi、 1r( さ :1 . I g t.- 1ltlJ る
ス ク レ イ バ ， (2 1 ) サ ス カ イ ト 製の ス ク レ イ パ であ る c 介休に 風化 ；が し し • カ ・ 、 111U 1niに }) 部が確必I II 米
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水 L I J 杉 ノ 1i.;j且判第2次 ;i1,� rf

る。 現 ((1 .U . (如n 、 幅3.tlcm 、 Jl/. さ () . �)rm 、 1「［ さ 1 6 . 7 g を測る
ィ i核 (22) !.� しII{{ ,( i 製の イ i核である。 やや人邸ナ（ ドJ 礫を索材 と し n然血を打lfl i と し ている。 ま t.:. 、 多 ）f l/ii 
か ら 紺JI ',·を f r -, て し ヽ る 現 ((l..&5 . (lc-m 、 輻3 . 0('01 、 Jl/さ：i .  7r111、 ift'さ90. 8 g を muる。
ィ準 (2:1 . 24 . 2!5) 2�i-25は 、1,1.\ ll/tl { i 製の石鍬の 部 で あ る 2:-i は 両 脚部か欠Il lし 、 比救的 r·,舟 な /JII I. で
ある。 現{!Li l .5{'111 、 l伽0 . 9cm 、 }'/. さ0 . 1km 、 ,n さ 0.7 g を illllる0 24は 脚祁(/) 部であ リ 、 比較的 l 玲［ な ）JII 
じである。 現 ff1.:.: 1 . Oc·ni 、 l�ii\O.7em 、 )'jさo . :krn 、 1j/ さ () . 4 g を 測る 2:1は イi鏃の 部であ ろ ） 。 Jil1i 面の）�II
rはやや枇 〈 た め 、 ．．次）111 「'.i'd,(1) 1 1J能性 も あ る。 現{J U2. lcm、 1�/t\Z . lc:111 、 )'/さ() . 6cm 、 重さ2 . 7 g を iJIIJる

弥生土器
1 1 杖部 (2G - 47) 26は T 'j·:状 に 近 し , I I 秘部で、 外 lfliは縦測 i:. r 1 、 「 l 緑 tflH.t 横ナ デ、 内 rl'li は ナ テ 屈,J i\'"で
ある。 Jlf; I: はl 111111和疫の砂粒 、 金玄 /lj. ,:-. 微 f11に 含み 、 統I必11: lUfである，， J. に、 外J(ri ' . 煤 が1m爪認I l l 米る。
27ti: 1平状 ,- j応 ヽ 1 l 枯部で、 外血はI洲刷 L i l 後 、 皐i蒻1J C 1 1 、 斜め刷 [. I.I • I I 緑部 と仏J lfliは 横 ナ デ瀾格て
あ か llfi I: はI mmf'1'. 疫の砂拉、 金裳 /lJ を 徹 I化に 含み 、 焼成 は 良 好である l8it T 'rら状O'> I I 紐部て、 1!11 滅
か 片 し し ，た め瀾整はイ� I リ jである。 Jlf, I: は2nun札'lf(/)紗粒 を 少 州含み 、 焼成 はやや J� Uである よた 、

次焼成 が確品i'I I米る 29は 逆 L 'j<;状 に i!rし , I I 糾 r11sて、 復IJ;u I H:27. 6cm を illllる， Jif滅か ;,�:し い た め1J,',J格は
が明である Jlfi I. は l mm科度の砂 粒 A 微 l1l に 含み 、 粘選 ざ h て い ん 焼成は良�Jである :-mtL 断 rfti �fり
形状り） 1 1 糸丈部で、 1 1 糾部 卜］・ · 条の沈線が確 必Ill 来る。 外1mに横ナ デ 、 内而はナ ア戯椛である" IJfi 1. は
l mmf『度の(i少粒、 金'1� HJ を 微 ltt に 含み ｀ 焼成 は 良 /lfである K た 、 外血 ）ヽ令体に煤が確·,i, /11 来る ： H は
断川j '_fり If乞状の1 1 緑部で、 1 1 紋ms ド に ・ 条の沈線が確必I l l 米る Jfり滅か 抒 し い か、 1 1 私史部は柚 ）ーデ糾I幣
か残る llfi U ti - �111mf1戦の砂粒 を 多 鼠 、 令戌 /1J を微 1, ( 含み 、 焼成 は 良 /lfである， :�2は T '祖Aの1 1 絃部
て、 I ぶ部は柑げデ、 内 lfliは横ナ テ濶幣である. Jlfi I·. は 令公/IJ をll牧 ば含み 、 粕選されてし 、る。 焼成 は良
IH-である0 内外lfliか黒 色 を ' 1しするた め、 lf'Hil「 I . �:.;の小 "i''(I) }!しか鉢であ ろ う " �Ht t i刈r 1fii l/り fり 形状の1 1 紐部
で、 復 }J;し I I ff 18. 6C'mを測る。 クト1(11は � ll キ 、 I I 秘部は机十 デ 、 内 1M は ナ ア臥:,1 格であ る 胎 」 ．は2-:{mmf'i
度の砂料1 を 多 ば 、 金衷HJ を 微 依含み 、 焼成は 」Hf-であ る :W:J.j逸 L '祖};; (I) I I 秘部で、 f\l)Jjl l I 径:lO. Ocmを
測 ふ 外lfliは�!け テ、 内 1fli は ナ テ'fJ.'J格である。 1 1 絃端部に は ヘ フ状の I、具に よ る 刻みII か施してある。
J l fi L は I mmf't'/11の砂粒 、 金‘ぶ HJ:を 微 贔 に 含 み 、 粕選 ヽ JLてし ヽる。 焼/J必I.I. J'↓ M-である，， 3Sl.l. 断1ui.:.1り）11状の
1 1 枯部で、 1 1 糸成部 1:に -.fり ）f��}:;'1) 突僻が貼 リ 付 〈 外 血 は 札 u-デ 、 斜 め刷 I. I I 、 1 1 秘部は柚 J-デ、 内
lflfはナデJ、'J格である勺 /jf; 1-. t t i - :�111111利度の砂粒 、 令広間を少 l, l 含み 、 焼 l戊は良好である t た 、 外I川の
令体に煤が媒寮 1 1 1 来る :16は附ri(ij台 Jf�状の 1 1 綽部で、 復）J;1. I I ff:28 . 0cm を iJIIJる。 外1(1i は縦刷 C II 、 横刷 E
1 1 、 1 1 奇求部は札い デ、 I州(riは ） テ潤格である。 l l f, I ·. は 1 -:l.11101(/){沙粒、 金出 Iヽ J. を微 贔 含み、 粕選さH て し 、

ふ 焼成は J込 /lfである :Hは附r 1(1j台 形状の1 1 絃部で、 1 1 秘部 l、 に ·.fり 11i状の突僻か Hi'i リ 付 く 。 I弁滅が ;,:;:
し いため曲格は不明である. llfi U-J: 2- 3111111利＇度の砂粒を も 情 に 含み 、 焼成 はやや良好である 38は1枷(JI
合 M状の1 1 糸粋ISで、 外lflfは細か し 情騨lj じ1 1 、 : :Jり形状の突間がIiiり リ 付 く 。 1 1 秘部は倣·J- デ 、 指叫船、 内
1M は ナ デ心＇，j格である、， llfr I .  は,111111杵度の砂位 、 金去 ドJ:を微贔に 含み 、 焼成はJ翡fであ .fJ , ま た 、 外l(li令
休 に J ti < 煤 が観恥II 米る，， ：rnは l 〈 」 の‘祖K l I 紋 部で、 復）J;l I I f�28. 6c:m を i!IIJる 外I川は柚ナプ 、 1i1,,i ms付
近に :1り 形状の突骨が貼 り 付 く 1 1 枯部は横·t- デ 、 l"J lfl iは ,-. 丸J,'J格であ る /lh I: は l mmf'i'Hlの砂佑t 令
•公 /tJ を少址含み 、 焼）必はl'↓ Hである。 よt.:. 、 外f(Jj に ！！峨か観寮Il l 来る。 40は T'j-:状の1 1 緑部で、 復 /Jjt I I 
径35 . 6emを 測る。 外1(1i は l:に縦屈1J c f  I ,df.J祁後、 W1刷1: 1 1 、 n 杖部は横 ナ テ、 内 lfliはナ デ調格である。 ）lfl 
Kは I -2rnmf'rJ父の砂粒、 金哀 HJ t;, 少 M に 含み 、 焼 成 は l'翡f-である。 よ た 、 外血の ・ 部に 煤 、 : 次焼｝成が

確認III 米る, 4 1 は 1冴冴$;(1) 1 I 枯部で、 復 )Jj( I I 径34 . 2c·m を 測る。 ）仔滅がfi· L し 1 た め,·Jtj椛は1�明である， 胎
Kは 粕選され て お り 、 焼成 は 良 好である。 t た 、 部分(Iりに ）1約 り が観寮Ill米る。 42は逆 L '祖k(l> f I 紐 部

で、 [ l 糸粋IS端部に 刻み 1 1 、 1 1 素蛉IS ド に M '怜IK (I) 突僻が1仙 り 付 〈 。 ｝的滅力堺 し し I が 、 1 1 緑部は仙ナデ�.·,j繁
か残る。 /Jfi l: は粕選されてお リ 、 焼成 は 良 好であ る0 4:1は鋤先状の1 1 秘部で 、 復 ）Jj( I I 径 19 . 4rm を 測 ふ
外1fl iは枇トテ、 内 lfl i は 強いナ デ調整である /It; I: は1mm利 l父の砂粒、 金公： HJ を 少 J,t含み 、 焼成 は良好で
ある。 4-1 は 復 hit 1 1 径8 . 8tm を測る。 1 1 録部は ミ ガ ヤ ? ,,、J iili は ナ デ '? ,J,'J格である, /lfi I: は 1 mm利）父の砂粒、

金公： 1吐を 少 批 含み 、 料i選され て し ヽる。 焼成は良 好であ る。 4!5は Im 、紅 I
―
l 紋状の 1 1 絃m只で、 復 J瓜 I I f祖： ふ 8cm

ー 11 :1 



水Il l杉 J 心暉船2次砧碕

� llltl る 。 外面は縦刷 じII 、 内而は ミ カ- � 1ll,',j

格 であ る。 !lfi 上は2mmf1U虻の砂粒 、 金雲 Iサ
を 微 ：LL に 含み 、 粘 選 さ れてい か 焼J必は良
好である ，， ま た 、 内外面は、�.,.I色を 'iJ.す る た
め!}i;,f1Jf ]船の小判の並 と 、也，わ れ る 46は内
外に 'J幻） 出 す タ イ プのI I 絃部で、 l弁滅が·-(i;:
し いため瀾賂不明である。 ljf; 」：は I - 2mmt'r1 
度の砂粒 を 少 l1l含み 焼）成は良好である 。
ま た 、 て次焼成が観察1ll 米 る 、， �7は内外に
11< リ IIIす タ イ プのI I 緑部で、 復）Ji'. I I f和45 . 7
cm � 測る。 序滅か 粁しい ため調格は イ�rリ Jで
ある。 ）If, I ·. は3- 5mm科度O')<, 少粒を 多 りしに 含
み 、 焼成はやや良好である ，1

底部 (48 - 66) 48は底 ff.6 . (h:m を 測 る 。 ）がi
滅が作しいか 、 1人11(1 i に ナ デ瀾格が残 る n 胎
I'. ーは 1 -Zmm利度の砂粒、 令玄HJ を 少111-含み 、

焼成はやや 良 好であ か 49は 底 径8. l ('Ill を
測る 外1fliは崩f1 1 、 内J(I Jはナデ 、 JlS:部は
＋ デ押 な淵祁である 、， Jlf, I: はl-2mrn札’ 度の
砂粒 、 金'」:: HJ; を 微 贔 に 含 み 、 焼成は良好で
ある。 よた 、 底部に mm:が確品/11 米 る so 
は復｝）；し Ji!;径4. o, ・111 を測る ）� げ減が行し いが、

外lriiは ミ カ・ キ 、 内lftiは1 デ瀾格が残 る ， 胎
l北．は 金］、： ,�i を 微 砒 に 含み 、 籾選 さ れてし ヽ る 。

焼成 は艮!ifである 。 よに 、 外血に 、',l,\J�lが確
認、i'II 米 る 。 !l l は復 )J紅 1 . 0cm を illil る ，, Iiり；
滅が；序しいが、 外而は ミ If キ 、 1人l J(ijは J・ デ、
横ト デ溝整が残ふ 胎 I:は金‘此It} を 微 J, tに
含み 、 粕選さ れている n 焼成は 1込好である U

ょ に 、 JiE部に 1.U以lが確 認I I ', 米 る 。 52は底径
6 . 8cm を 測 る 。 外1(1j は ミ ガ キ 、 樅ナ デ調整
であ る . llf'i I: は1-2111111り） Ii少粒、 金'J.t HJ を 少
Iii含み 、 村i選 さ れ てい る 、， 焼成は良 好であ
る 。 ま r 、 外面はJJlnrnlS 卜· 、ドー Ji£部にかI rて
黒政r 、 内 I面 に 付灼物が確認Il l 斗く る n !i3は底
径8 . Rrm を測 る。 妍滅が許 し いが、 外 lfli は
刷 じII 、 内lfliはナデ、 指押 さ え 叫幣が残 る ，
胎 l:は2- 3mmf'枕}_ftの砂粒 を 少 情、 金·J1t 1り を
微 11(含み 、 焼成は良好である 。 54は//.{;径は
8 . 0('m を 測 る ）・代滅か 仰し いが、 外 而 は ミ
ガ キ 、 内1£iiは指押 さ え 調糀が残る 。 )Jf, I-: は
2mm程度の砂位 を 多 1 1( 、 金‘此 け を 微 械 含み 、

焼）必はやや良好である。 士 た 、 外面の •部
に 限斑、 底部付近に コ次焼I成が観煤 ,' I I米 る 。 Fi� . 1 05 2SD015批砂.' I I I迅t物尖測図(I) (1/3) 

55は内外面に ）1糀りが施 さ れ 、 内而に ミ ガキ 調格が残ふ 胎 ヒは粘選 さ れてお り 、 焼）成は良好である ，＇
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水 ll l杉 ノ ）じil'r跡�2次，J/J 1+f: 

56は 復 /J�, I I (予:6. 9cmをiJllj る 。 内外面に ）ヽj·冷 リ が施さ れ い ふ Jlf1 I: は I mm程l必の砂粒 、 金·1訊以： 微 批に 含み｀
桔選さ れ て い る 。 焼）必は 良 好であ る 。 S7は邸滅が許 し いため』,\j�をは不明であ る 。 llh I: は 金'Jl: 1吐を倣 1,1:含
み 、 籾選 さ れてい る ， 焼成 は 良 好である ，， 58は 底径6.0cmを測 る 。 外 而 は ミ ガ キ 、 内面 は ナ デ調 祁であ
る . )jfi l: は l n叫',湘l足の砂粒を1敗 地 、 金'Jt /rJ:を少 :,t含み 、 焼成 は 良 !ifである。 59は Jl';;径6. 5cmをlJliJ る ，、 外1(11
は刷 もII 、 内面は ナ デ調 整 であ る 。 Jlh !: は2mm朽度の砂粒 、 令成 HJ; を 少 i 1( 含み 、 焼）成 は 良 好である， ま
r..: 、 外 lfliに二次焼 I成が観約II 米 る 。 60は 底径6 . 0rmをillil る 。 外J(ii は�1:iJ も I I 、 内1fr i は ナ 免闊幣であ る。 胎
I一． は I- 2mmf'兄度の砂粒を 多 1,: 、 金‘よ拇を微 i1t 含み 、 焼 ）必 は 良 �rである 。 よ た 、 底部に 、県J)Iが確認,'II 米 る

61 は底径5.8cmを測 る 。 外伯i は 崩 TI 1 1 、 内 lfli は ナ デ調'\\�である n Jlf; !". は2-4mm科）父の砂粒を少 l,t 、 金衷
料を微 ：il 含み、 焼l必は 良 Hである 。 t た 、 内而 に 煤が観察 1

1 1 1 来 る 。 62は底径5 .2cmを測ふ 外1fl iは �il'l §
「 I 、 内1(1j は ナ デ、 指押さ え 調\ゲであ る 。 胎 J. は 1mm松Jf(I〉砂粒を微 贔、 金＇此 Iサを少憎含み 、 村;;泄 さ れて
い ふ 焼 成 は 艮 好であ る ，』 ま た 、 外 lfliに !.t国 、 内 面 に 煤が観察出米 る 。 6:1 は 1氏径4 . 4cmを測 ふ 外 lfll は
刷 B il 、 1)、l1fn は ナ デ調格であ る . /l合 しは l ー2mmf'A度の砂粒、 金‘ぶ Nを徹 1,t含み 、 粕選 さ れてい る ，、 焼成
は 良 好であ る 。 よ た 、 外 面に

―
り次焼成 、 内 IM に 煤 が観寮 Ill 米 る 。 点月の llj能性 も あ る 。 64 は 底径6 . /4cmを

測る。 ｝科 滅が行 し いため訓幣は イ"''」である 。 ）in 1: は2-3mm和度の砂名り を 多 : J (に含み 、 焼）J必 は やや 」U好で
あ る 。 ま t· 、 底部に約 l .Oc:111和(/)守.JLがある 。 穿化は 、 内1f1iか ら /J'f;部に,1,1 1 rて行われてお り 、 底部の外lfli
には粘 Kの痕跡 かそ の ま 上 状態で残 っ てい る 。 65は 復）1;(底径6. (lcmをj]llj ふ 外 血 ,H:1J 1:; 1 1 、 内川i は ナ デ
調格であ る 。 Jlf, I: は2mmf閑度の砂粒、 金 ‘此 I吐を!Jlt :,t に 含み 、 焼）必 は 良 好であ る 。 -J:. I..: 、 外I(りのJi邸II付近
には約1 . 2cmfば の穿化がある 。 6(;は 底径4.6cmを測 る 。 ｝紆滅が ；ilj• し いが、 底 部付近 は 崩 G i l 瀾照が残 る J

胎 1: 1よ2- :�mmti度の砂粒 を少 凧 、 金‘ぶ /lJ ,t .... � 敗 li1: 含み 、 焼）必は ややn 女fである ， ま に 、 令体に こ次焼）成が
砿如II 米 ふ 硲の nf能性 も ある 。

I
、

o
i

 

10cm 
J 

Fig . 107 2SD015低炒出 I:i且物‘必測図③ (l  / 4) 

樅台 (67 - 70)67は 底径8 . S(;mを測か 外1rri は 屈lj も l'I、 内1(1j は ト デ池'J�隊である。 Jlf, I·. は2mm利）文 り）砂粒を
多 l 1I:、 金衣 ruを微 :,L に 含み 、 焼J成 は 良 M である 。 ま た 、 外 /( J iに瓜HIが確忍/1 1 米 る ， ()8 は t卸'61:{ . 2cm 、 rl
径8 . 0cm 、 底径8 . 0cmをiJlll る 。 外 1(1 iは屈lj 印 l 、 端部は1(11 l収 リ 、 内lfliは じ具に よ る 横 ナ デ、 縦 ー） テ',d/J格であ
る ，， ）If; I·. は l -2mmf閑疫の砂粒 、 令其lサを 多 J,t含み 、 焼 成 は 良 好である G9, よ 器翡14 . 9('111 . 1 1径8.:km 、 )）·.c:
径8. 5cmをill!J る 。 外rfJi は 刷 T: II 』1,j幣、 端部は横 ナ デ、 内 luiは 横 ナ テ 、 縦 ナ デ訓格であ る 。 /lf1 J·. は1 -- 2mm.f.'i� 
度の砂粒 、 令']t iltを少 駄 含み 、 焼9成 は 良 好である。 ま た 、 )'j冷 り が確 ，認 出 来 る 。 70は 現イJ 店 J :L 9cm 、 復
原1 1 径8.5c·m、 復）以底径8 . 0cmを測 る 。 外lfli は 屈I]8 I] 、 端部は 横 ナ デ、 内lfli は ナ デ、 _1: 具ナ デ閥幣である 。
胎 Kは l - 2mm程J.!tの(i'P粒を少 u、 金裳HJを微 J,t含み 、 粕選されてい か 焼成は 良 好である，
叩(- (71  - 75) 7 1 は 底径10 . 2cmを測 る 0 /}ヤ滅が ；代 し いが 、 外面はA1i1J e; 1 1 、 内r'1i は ナ デ:u,',J整が残 る" /If; I·. 
は 金衣Htを 微 lil:含み 、 梢選 さ れて お り 、 焼成 は 艮 好である 。 72は 復 JJil/Jt径14 . (k111をill!] る 。 外lfi iは縦柚J-(;
I l 、 内 而 は指お さ え 、 ナ デ、 横 ナ デ調 繁 であ る 。 II台 上 は l mm,f'籾どの砂粒 、 金')鳥： niを1放 Iii:含み、 札選 さ れ
てい ふ 焼成 は 良 好である U ま た 、 丹冷 リ が観察/J I 米 ふ 73 は 底径10 .8emをiJlll る 、 外面は縦 ）iiりの ミ ガ
キ 、 内而はエ具ナデ、 ナ デ調整であ る 。 胎 I:は lmm.f閻紀の砂粒 、 金箕 lりを微 Iii: 含み 、 籾 選 さ れ て い る n

焼 成 は 良 好である 。 士 た 、 外 面に ）'j-冷 り が観察Ill 米 る 。 74 は 底径11 . 6cmを測 る 。 1批1部の外而 は縦）Jlf,」 の
ミ ガ キ 、 内1rr 1 は I '.具ナ デ、 樅ナ デ調幣であ る 。 杯 部は ミ ガ キ ? ,01,j糀である Q /If, I:: は 1nmぷ度の砂粒 と 金

- ] 」 6
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水 I i i杉 ノ _1i;追H第2次Jれt

．」国 を微 hし 含み 、 柏選 されていふ 焼成 は良 好である 。 よ た 、 )'j 1)1" り は外lfli と Jf-l邪に観寮 I J I 来 る 。 75は
翡杯の脚部であ る 。 ）t'i滅か行し いため調整は不明である ） Ji, Lは l ut111f,'度の砂粒 、 合式 /{J を 徹 ：ーi 含み 、

粘選 されてい る 。 焼成は 良 好·てある ， よ た 、 J•J r令り が観寮出来る し

l製品 (76- 78) 761よ K さS . Orm 、 l�/i\ 2 . 2rin 、 1J( さ16. ヽl g を測る 胎 I は金＇ぷ I{}を微 I i( 含み 、 M選 されて
い る 焼成 は良 好である 船形を ' 1�す る 投弾である 。 77は K さ4 . Sem 、 %12 . (km 、 lゾ さ2 . 5rm、 '「し さ20 . 7 g 
を i,11] る I佑 I:は金公n�を微 l1lに含み 、 M選 されてい る 焼成はj'.↓ Hである ラ グ ピ ポ ル形の投弾で
あふ 78は 長 さ4 .6c川 、 %\2 . :km、 if( さ 18 . 2 g を 1!11]ふ /Jf↑ I: は粘選されてお リ 、 焼成 は良 �fである 。 ,j,定
形を •,1 してい るが 、 投りjl(I) 11f能竹 も サ え ら れ る ，9

心JJ I: 製品 (79-81) 791よ底往7 . 7c-mを測る ｝介滅が 片· し し 、 か、 底部はナデ，J/,J祁が残 る , llfi l: li l mmf'i�J]l 
の砂粒 、 令此 /lJ を微 1,1 含み 、 焼成 は 良 Hであ る 。 よ た 、 底部の介 1(11 Iこ ，',l,\ J,りが観寮/JI 米 る 80は ,n さ6 . 0
g を illil る 杓 円 形状を 'jl し 、 li�i成が 汗 しい/· ダ） ：）：,1将はイ,I リ Jである 8 1 は i[iは さ27 . 7 K を illiJ る 佑 Iリ 形状を
',!. し 、 11沖滅が ；やしいが、 11:1J T.d I ;J,',J整が残 る 82は I「（ さ:H . 3 g を illil る やや柚長の形状 /;, '1I し 、 爪滅が ti'
しいため瀾整は不明であふ 8:HJ. 爪 さ 1 7 . 0 g を測 る JUj 形状を '1\.し 、 I和成が 行 しい f め瀾格は イ澗lで
ある， 841t 1T( さ 1 9 . 2 w; 1:- iJIIJ る ， 柏 1 1 I lfi状を ＇，！． し、 li'i i成が ;,i;: しいt· め瀾格は不明 である 80 -84 は llfi I: は
lmm札'./�の砂粒 、 令兵 HJを 微 Jd 含み 、 粘 選 されてし 、 6 , 焼成は良 Hである 。 いずれも 、 めん こ状の I:.製
品であろ ·1
木製品
JI糾-li'-1 '? (8S) ,ti状 ） 11 }) 1 1 芹のII泰柄である 。 IMHとり位(/)�女分かれfnl か れJ I il し 、 木 日 に沿 ... , て 'I'裁 L た り 袢IS
を かtlSとし 、 枝の部分を 1lt汁�,s c してい る 。 約 1 /2N/父の残({である ため JJII UJ'.i; は ·tflS残 る のみで 、 装パ,·,
部 lt 1認めhれなし ヽ。 樹仰 111] 定はfr J て し 、 なし ヽ /· めイ, II) jである ，， JJし{r 台 部 j翅 . 6t'm 、 11111\S . Ocrn 、 I'/. さ 1 . 8cm 、

枯と台 部のIり Jiは25 である り

, 「ヽ
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Fig. l09 2SD0 1 5  fit'. 砂II I I 迅物‘凡汎I] 似l⑤ ( l/3) 

2SK019 ( Fig . 1 1 0) 
弥生土器
Ji! 部 ( 1 ) 底径5 . 0cmを測 る Ii': 滅か行 し いが、 外 l(J J 'よ 横 ナ テ、 底部は 1 テ溝整が残 る 胎 K は lmm�『J笈
(/)砂粒と令裳IUを微 屈 含み 、 内り選 されい る 焼成 はやや良 好である よ た 、 外 1fl1 に限且［か確 ，必Il l 米 る

1 1 8 



2SK020 ( F ig. 110、 125、 128)
石器

水 fll Iク J 心訂位�次：� N.

如i ( I ) '如I i '/:-�Cl) /1"+:-t iである。 ff渾iは 訊ifti仰訓 米 る 現イr'1"20 . :)('tn 、 船 1 0.5四1 、 /'! � 1  (). 5tm 、 爪 さ
:L I Oki,: を測る
敲 ィ i (2-4) いずれ b 如 1 1 'fl製の敲1iであ る 2は中 央付近に 一箇所、 1:�kすl船か確必li' I \ 米 る 現 {{ 艮rn. :�
cm 、 船9.5t'm 、 I'/ さ5.4rm、 ,rrさ700 g を測 る 3は全体に 恥滅が l.· し し 、か 、 A�.J l 恥 ら し し 、股跡が；必め ら iL
る 現(J l <:5.8cm 、 1j11t1:{.7t•m 、 似さ2 . 5l·m 、 ft さ l . 1 1  kp;I'.- iUil ふ 1は令体に風化か ;ii;= し いか 、 i町'" r ,11. J r t 1M に
敲打眼が{r'(r品Ill >I( る。 現イ{J < 1 :\ . !Jcm 、 輻 1 0 . lcm 、 Jリさ7.2rm 、 !「i さ64 . •I K をillil る "
弥生土器
I I k汝部 (5-7) 5はiit! L '祖,l;;v') I I H部で、 外l川は刷 C I I 、 I I 枝部は横J 元凋繁である JJfi UJ I mmf','.1:0.'. (I) 
砂粒を微ht含み 、 焼 IJX:はやや r↓ Qfてあ る 6は1咋：状の1 1絃部で、 復 JJ;1. I I ?Y::1 1 . H<"mを測る )ft,:; 成 がiv.·し し 、
た め潤格は+1111であ る 。 Jlfi r. は I ·- 4mm札＇度の砂粒 を 少 贔 、 令玄Iサを微 ：，し含み 、 焼 成 はやや良好である 7 
は頚部がj)�fりiす る '('状(I) I I 紐部で、 復 JJ;し 1 1 径35 . 9rm を ,Ill] ふ Ji科減か 粁しいか 、 内外血は横ナ デf�011l悠か残
る" jj合 l : IJ. l ー lrnmの砂粒を 多 :i:: 、 令‘芸Iサを微 1,: 含み 、 焼成 はやや良 Mであ る ，
底部 (8) J約成が 1'· し いためJ収� -1' 1 1JI であ る。 IJfi I. は I mm札'.I知(I)I沙粒、 令ぷllH: 微Ji1 含み 、 焼I必はやや良
好である 岱位の可能ヤIも あ る
2SK025 ( Fig. 1 10 )  
弥生土器
底部 ( I ) JJ

・
［径5 . Gcm ん illil ふ Ii�滅が ?'i·し し ヽた め 1Jl,j格は-1� 'りjであ る。 /Jf, I IJ 2111111f'i'度の（沙粒 を 少 い 合み 、 焼

成 は良 好である
2SK028 ( Fig .110) 

弥生土器
I I f, 女部 ( I . 2) I は逆 L オ冴�(I) I I h� l�ISであ る o It・杓減が �しいため品�tをは イ� 1 1)1でh る 、 胎 I·は 1 mmf'i'Jiの砂粒
を 少 凩含み 、 焼）必は r↓ UJであ る 2は逆 L'j·;状の1 1 素i部である Ji1i減か ：序しし 、ため晶!�Ii イ,IIJJである l恰
トは2mm利度の砂粒を微 :,t含み 、 焼I必はlHfであ る 。

2SK035 ( Fig . l 1 0) 
弥生土器
底 部 (1) 復JJ;l/£( f f..5 . 0cm t,. 11ltJ る 外lfliは縦崩 し u 、 内1(11 I よ ナ デ閻繁てあ る ）恰 I:は1- 2mmf'隅位）砂粒を
多 l,l 含み 、 焼）成は」込 好であ る 。
2SK035 • 5層 ( Fig. l lO)
弥生土器
益 ( l ) Jl'� 滅が 片しいためf闊格は 小明である llfi I は1mm札＇度の砂粒 を微 鼠 含み 、 粘 選 ぺ れてい l.,> , 焼成
は良 �Jである
2SK040 ( Fig. l 10 )  
弥生土器
I I H部 ( I ) 逆 し 祖Kのl 心部である 。 Ji�滅か 片 し いた めfJ,I像は不明であ る , Jlfl 叫 粘選されてお リ 、 焼
成 は1iuI-てあ る，
2SK045 (Fig .  1 10)  
弥生土器
1 1 恥祁 ( 1 ) T'祖K に 近いl 'I秘部で、 「 l 枯部 ドに .fり 形状の突僻かlli',り 付 〈 。 1弁減が 井 しいため,J/4整l:l+
明であ る 。 !Jfi I·. は1mm籾f!_(I)砂粒を 微拭含み 、 焼成 は良好てある
底部 (2) 復1,;u>'�径10 . ()cmを測 る 。 ）f1t滅が行しいた め瀾＼をはイ,rリ1である ，， /l{i l:Lt 1 mm和度の砂粒を微 lit含
み ｀ 焼）必はJ込H·であ る 。 よた 、 !.�\JI.[が観察Ill 米 る 。
Jllulff� (3) ·,u�(/) Jjj,j部の一部であろ う 外liliはM'f如砂 lli'i り 付け 、 横ナ デ調繁でh る， 胎 Ut 令叩サを微
:it含み 、 村遥されてお リ 、 焼成 は 良 好である よた 、 内外r(1iに )'] 冷 リ が7&.�t/ 1 1 米 る 。

- 1 19 -
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[i' j µ; .  1 1 0 2SK019 · 2SK020 · 2SK025 · 2SK02H · 2SK035 · 2SK035 5/N · 2SK040 · 2SK045 
2SK05 I · 2SK05S · 2SK0!56 · 2SK060 · 2SK065 / I \  i: 逍物'·M.illil l'.XI ( 1 /:1) 

2SK051 (Fig. l l tl) 
弥生土器
1 1 緑部 ( I ) T 'i:; 状 に iii: し ヽ I I 枯部で、 1 1 絃部 ,, ,:: ·. fり ）f多�� (/) 突幣が貼 り 付 〈 。 外而 と 1 1 秘部は枇ナデ、

内 而 は ナ デ調整であ る llh t-. は lmmf,'.度の砂粒、 令雲Ht を と・ 少鼠含み 、 焼 成 は 良 好であ る D よ た 、 一·7.次
焼成 と �.l.\l托か確認II I 米 る 。
底部 (l) lfi滅が 行 し し 、 た め ，J.',J照はイ�Iリ l であ る
る 0 4: た 、 ．→．次焼成 が確11i/ l ', 米 る。

胎 L は2 -、Imm利I虻の（沙粒 を 少 : ,t 含み 、 焼成は 良 Hであ

12(1 -



2 SK055 ( Fi g  . 1 1 0) 
弥生土器

水I l l杉 ノ Iし必判が2次叫w

I I 絃部 ( l ) 復 )J;,, I I 径:W .Ocm を測 る ）iり滅が 竹 し い が、 1 1 絃部は札t J- デ、 内 1(11 は �,HJ じ 17 調格がりルる lit-; 

Lは1mm肛度の砂粒、 金式 料 を 微:, t 含み 、 粕 選 さ れ て い る 。 焼成 は 艮 �1 であ る,.
底部 (2) 底径5 . 2cm を測る lfi滅が ；序 し し 、 た め』tj��は イ;IIJ J である。 胎 I .は2mmf閑度の砂粒 、 令＇よlサ を 微
贔含み 、 焼 ）1\tは 良 hf である よ t..: 、 /J・［部に二次焼成か確必III 米 る
2 S K056 f fig . 1 10) 
弥生土器
I I 杖部 ( 1 . 2) 1 . 2は逆 L ホ状 を ' ,り る I I 秘部 で、 し 、 す れ も ）科滅が ；印 し し ヽ t· め晶椛 は 不 明 である、 胎 I·.は l
-lmm利度の砂粒 を 微 hし含み 、 焼｝必はやや良 好である ，＇

2SK060 (Fig . 1 1 0 ) 
弥生土器
I I 舟史惰11 ( 1 . 2 ) 1 . i , t逆 T , 'j淑を 'i! す る1 1 緑部I I 緑で、 い ず れ b lfi滅か 抒 し いため閤整は イ澗lてあるO /lfi 
Kは2- 4nun和度の砂粒 を 少 :,t 含み 、 焼 成 は 」� 好である

2SK065 (Fig . 1 1 0) 
弥生土器
I I 紐部 (1) ・�Jり 形状 を '1! す る1 1 秘 惰Iiで、 1科滅が 仰 し いため調繁はイ� I リ lであ る ） If, I .  は l nunれ',度(/)砂粒 を
微 Iii含み 、 焼成 はf↓ ll{である
底 部 (2) 底径5 . (km を il!IJ る ，， w,滅か 竹疇 し いた め湖格は不明である /Jf; I·. は2mm和）しの砂拉 を 少 ：11含み 、

焼成 はやや良11(-である0 -1: た 、 底部付近にか ! J- て
．
．次焼）必か確認Ill 米 る し9

糾r- C{) 脚部の · tfllで、 内lfli は 指押 さ え 戯 格 である n /If, I: は令ぶ /lJ:を 微粒 含み 、 梢選されていか 焼
成 は 」込 好である
器合 (11) 器翡14 . (km 、 1 1 径10 . km 、 底径I 0.5r111 を 測 る 、 Ii杓滅が ；やし し ヽた め 1船l格は不明である a llfi I·. は 1
m111f't'度の{i少粒、 金息」、： /l} を ll放 1 ,t含み 、 枷隈 さ れている。 焼成 はl� �f- -cあるJ よ /..: 、 内外1(1i I. /•J喰 リ が確認
/ i i 米 ふ
2 SK070 ( Fig . 1 11、 12 I )  
弥生土器
喪 (1) T 'j·: 状 に 近 し ヽ 1 1 紐 部 で、 外lfliは横ナデ、 内1(1 j は ナ テ瀾格であ る。 /jf; 1·. は Imm和1知の砂粒 を 微 ; , : に
含み 、 焼｝必は 良M-である。
l製品 (2) 底径は 3 . :k-m を jJl!J る llfi I: は粘選されてお り 、 焼成は 良 /;.fであ る 。 悩 台 を 校倣し た も のであ

ろ う 。
2SK071 (Fig . 1 1 1) 
弥生土器
I I 棘部 (1) T ' j·:� 人の I l秘部で 、 I I t虹11 卜に —.fり ff3状の突骨がWiり 付 〈 。 外1rii は ナ デ 、 1 1 枯部 は 枇 ナ デ、

内 1(1jは ）ぅ得',)将である ，， /!{; [-_は1 一4mmf『'.JU.の砂粒 、 令·:;i:: n上 を 微 :,, 含み 、 焼l必 は 1込�fーである，
2SK072 (F ig .  111) 
弥生土器
底 部 (1) 復 /Jj� /i(径6. 0cm を iJIIJ ふ I附成がfr·し い が 、 外1川 は刷t r ! 調整が残る。 /jf;l. は2- 3rnm柑J災の砂粒
を 多 lit含み 、 焼成 は 良 好である， よ t..: . 二次焼成 が確 認，Ill 来る。
2 S K075 (Fig. ] 1 1  P ia .  :15) 
弥生土器
益 ( 1 ) r l tf.28 . 9cm 、 岱� ,\',S12. 5cm を測る 。 外1MLt 細 か し ヽ �,:ii -r.. n 、 端部とつ よ み 部分 は 枇 ナ デ、 内1(1i は 、

測 e J l 、 ナデ、 指お さ え 調整である 、、 /If; I·. は 1mm利l災 (I) 砂粒、 令‘よ: /tj; を 微 贔 含み、 粘選 さ れている·, 焼
成 は 艮好である I) よ た 、 外面のつ ま み 部分に 黒以I が観察 出 来る。
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水Il l杉 ノ 元迅趾t-1\2次潤介；

2SK078 (Fig. 111 ) 
弥生土器
1 1 松祁 (J ) 間f1 i台形状の1 1 紋部で、 1 1 枯部 卜 に 濁 形状の突俯 か11.'i リ 付 く 。 恥滅 が 仔 し い が 、 内外rfri
は 柚 ナ テ＾、 ナデ溝格が残る。 llfi I: は2-1mmNJ!t (/)砂粒を 多 械 、 金 式 /l}を微 凩含み 、 焼成 は良好である。
ま た 、 外面の 部に}'J玲 り と 、I.I.\斑が確 品 1 1 1 米る
底部 ('.l) l l f予!i .6rmを測る Jfi減が 行 し し 、ため閲格はが明てある 胎；I: は2 - 3mml'i'.度のh少札を 多枯に合
み 、 焼lli..は良Mである。 ま Iこ 、 ． 一次焼）成が確認 III米る
2SK080 
(rig . 112 Pla . 36) 
弥生土器
虎�'!Y(I) 復JJ;( I― l 径37 . 0
rm 、 J比(I-俗伶泊ji]O . 7cmを
測 ふ 1''祖人の1 1 枯部
で、 1 1は部 卜• ↓ . ::_fり II多
,1人の突偕が11.'i リ イ・l 〈
外 血はA1: 1Jも1 1 、 1 1 絃部
は柚1 テ調整である
胎 I·.Ii I mmf'i'J知の炒粒を
微 州 に行み 、 焼成 は1�
!Ifである，9

2SK085 ( F i g  .111、 112
Pla . 36) 
弥生土器
1 1 枯部 ( l - :�) 1 は 逆
L 'j鼻：状の1 1象文部で、 1 1  
は部分け横ナ 元J.',J 格で
ある。 llfi ヒはlmmf『JU.の
砂粒を 多 i,l.、 金 宍 HJを
微 ：1l含み 、 位）必は1込�J
である 2は間(ij 台 形状
のI I 恥祁で、 1 1 緑部は
横トア 、 内1(1iはナ 冗叫
幣である。 l l fi I: は I mm利
度の炒位、 令戌 /lJ.を少

--. 

:,t含み 、 焼成 はJ� Ufである，， Fig. 112 2SK080/ l \  I .  逍物火測図 ( 1 /:{)

lOan 
ヽ

3は1りr1lii 台 形状の1 1 秘部で、 1 1枯部は横ナデ、 外wiは札I(柚111 1 ,J.'J格であo Jlfi I·. は1mmれ＇」知のIゆ粒をjl孜鼠
含み 、 焼成は良 好てある。 女 /· 、 一条の沈線と ．て次焼成が確認Ill米る
底部 (.1) 復)Jiし底径5 . 8cmをilliJる。 外1t1iの柑l�, デ調格である Jlfi I: は1-2mm利度の（沙粒を微 り含み 、 焼成
はj'.↓ 好である。 よた 、 ...:次焼成が観烈I II 米る。
心リJ I: 製品 (5) I岐） ，1 沢料である 焼成 時に粘 I:か りJれ削されない状況で焼成 さ てt· のである う !lfi I: 
は 、 J mnがl/父の砂粒を微.;,:含み、 焼成は 良 好である。
2SP 088 (Fig .125) 
石器
i''I ,( i ( l ) 安111 料製のjl�,{ iである 令休に）瓜化が 竹 し い が 、 I'll 凸 部分が認め ら れる 「l然 血 の 11J能性 も
あるた め 、 参打沢料 と し て�)l_ぶ した。 現 (1 長9 .8cm 、 1�/116. 9t"m 、 J•Jさ..t .2cm 、 IT[ さ 100 g を測る
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2 SK090 ( Fig. 111 )  
弥生土器
1 」 H部 (I . 2) 1 は T '杯状の I I 絃部 で、 I I 絃部は横 ナ デ調 格 であ る 、 胎 I:は 1 mm札’ 疫の砂粒 、 金·Ji: /lj: を 少
凪含み 、 焼成 は 良 好 であ る 2は逆 L 't状の I I 絃部 で、 外1fti に 刷 t i I 、 r I 秘部は横ナ 元J,',J 格であ る 胎
·I: は Irnm.f'i', 度の砂札 を 多 州 、 令広 llJ を 微 批 含み 、 焼）成は艮l1f であ る ，ま I.:. 、 内 外,rn ,· J'J か り さ れた股粉
が確認11 1 米 る
底部 (J-6) :1は復l以底径8 . 5<'m を illiJ る 外 血 は縦崩 1:. 1 1 、 底部l.t ナ デ，J,'J 愁 であ る 。 /lfi I: は2mmf'11. J父の砂
粒t,, 多 r , t 含み 、 焼成 は良 好であ る 4 は •ji.J氏のIi'(部であ る ' I氏部(/)外1lri t· 縦）f 111] / �  板状1 1::JJiの よ う な股
跡力認め ら れ る ）胎 KはI mm,f',' )(r, の砂粒、 金広 / :J を lttd,:含み 焼1必 Lt 良 ll[ でb る。 t た 、 底名11 1 � !.しw�が確
必Il l 米 る 。 5は底径4 . (km な illil ふ /}': i成力i ti しし 、 か、 外血は縦刷 C l. I 、 内1friは ナ デ 1i'J格か残る 胎 I:は2
-3mmfi', 度の砂粒 を 微 ld: 含み 、 焼 I必はやや 良 好 であ る 必tの 11f能ヤI も h .(,> 6はJi'�ffS.!km を 測 る 0 lf+i滅
か抒しい I. め,J,'J格はイ,IりJ である 胎 I.は 1 mm札'Jiの砂粒 、 令'J;: f iJ を 微 Iii 含み 、 焼1』文はややn 4fである。
外面に -.次焼）成と！！．＼以［か確 訟I\ 米 る 必iの 11Jfj邸1·も あ る
JJl•l ms (7) /Jlul部の破Jヤて 、 突俯か 条 貼 リ 付 く ， ）介滅か 沖しいため�J.',l格はイ澗j であ る 11{1 I .  は令‘火 Iサ を 微
贔含み 、 梢選 さ れてい る ー 焼 成 はn好であ る ， t に 、 内外1f1W /'J祢 り がMr,.2 1 1 1 >1妙
2 SK 093 ( Fig .  l l  I )  
土師器
J{, ( 1 )  //1; 径7 . 6cn必 測 る I如成が 抒 しいため,.),'.j�;をは小明てあ る llfi I . t i  1 川Ill 札I J:ll (J)砂粒 を 1股 hし含み 、 焼
成 は ややI込 �fであ る "
2 SK 095 ( Fig. 1 1  l Pia . :Hi ) 
弥生土器
I I f.  女祁 ( I. 2) I は 逆 L •;:状の 1 1 秘 部 で、 1 1 い部は��ト）ー デfJ牡rであ る ll{i I. は Imm札'}'l.のIi少粒、 令'」�: flJ を
微 州 ( . 含み、 焼J成は 良 好 であ る 2は逆 l、 ' j・・状の ' ' *'*部で、 復JJ;( I I (f.21 . (km を illll る 、 I I H部は横 ナ デ、

内 [(JI は）・ ・汀J.',j;.'�であ る ， llfi 卜は金'1!- N を 微 ： 1U ·  含み 、 精選 されてし ヽ る 。 焼J成は良 好であ る ，
底 ms (:J l rw,;l底径7 . 0cm を 測 る ， }f+; 減が ；序 L し ヽ に め』,',j格 は イ� IIJJ であ る Jlf; I: は2n11nf11し．度の砂粒 、 金“此 母
を 少 州 含み 、 焼I成は良H·でb る ， し上た 、 : 次焼成 カ・(i'(f認111 米 る
1\'/j.t.(. (4.5) 4 Lt杯部てあ る 復IJ;l I I 径19. Hrm t,... il(IJ る 。 ）r·: 減がti· し い f め，J,',j幣 は イ�nJ J であ か J l fi I: はImm
れ＇度(/)砂粒 、 令'};、： Iサ を 微 l1l含み 、 焼 l必IJ l� �I であ る 5は脚部である /Vi減が片し \, I ため1J.',j整はイ,Iリ l で
ある /If; I ·. は令·1、: lサ を 徽 州 含み 、 村i選 さ れてい る 焼成 は良 好であん
'•Iヤ (6) ),V頸の•，泣 である う ， Ji1i滅か 行 しいか、 5(/t名IS付近は|軋 J- テ瀾格が残 る 。 胎 I:は ］ ー2mm村）知の砂粒、

令其fl」 '-: 多1,:含み 、 焼1成はやや」Hf である。 ］伽If fll v') I·. 、卜 部に11と 人:H:26.7rm、 底部は fli'� で4 、 2cm を 測 る ，＇
よに 、 外 川iに ）1飲 り さ れた�{ �介が確 1認 さ れ る r·め、 令f(liに施 さ れ /· と 、息 わ れ る 。
2 S0100 ( Fig. L B 、 121 、 125 Pla . :{6 、 :-m
石器
凹 Ii ( I) '如 I I '{;、製の11'1 { 1 であ る 。 'I'.:.分ではあ る か、 中 火部分 に は浅し 、 〈 はみが確認I l l米 る。 現{d<:8 . 9
cm、 軋',4 .2c111 、 Jl/. さ ] . 7cm 、 爪 さ 400 g を 測 る ，9

敲 イ i (2. :i) \, ヽ ずれ も ‘如I I 'r' ; 製の敲れ であ る ，、 2は11l1J1t1 i に 行 「•の敲H1良が確必/II 米 る ［た 、 u·�1 , と 1史JIJ 
し た）｛り1fi1 も ，認め ら れ る 現{Il乏1 1 . 6cm、 I郎）.4c-m 、 )り玲 3 . Orm. •fl さ 25() K がl(lj ふ ：1は令体に風化か 行し
し ヽ が 、 J「1M1 · 杓 r·AkJJ'船力認め ら H る 。 現h長9. 9<'m 、 船9 . 5cm 、 I'/ さ 5 . 5cm 、 1ft さ 600 g t.- il(IJ る。
弥生土器
1 1 枯部 (4 - 1 1 ) 4は鋤先状の I I 杖部 で、 外1f1 iは指お さ え 、 横 ナ デ、 I I 枯部は横ナ 孔J,',j格であ る ， 胎 I:は
令共 /IJ を 微 li tに 含み 、 粘 選 さ れてい る 焼 1必は 良 IJ.f であ る 。 5は1ボ�r ,Ii i台 形状の I I k, 次ms で、 外1uiは刷も I I
と ·条(/)沈線、 1 1秘部はwし ト デ、 内 1tr iは ナ テ',J.'杯tであ る " llfi UJ. l - 2mm利度の砂粒 を 少 り． 、 金’ぶ l辻 を 微
畠 に 含み 、 焼成は良 l.lfであ る ' 6はi邑 vr:状の I I *ぷ部で、 Jf11 i成が片 し い r· め調格は 1�1 l)j であ る JI台 上は］
nun札＇度の砂粒 を 少 111含み 、 焼I成は 良好 であ る . i t・

、 内 外 面 に ：次焼成 が確必I l l米 る 7はやや内 flllj に
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•JJ'{ ') . ' I Iす タ イ プの1 1 緑部で、 復JJ;し 1 1 径 ：H . Ocmを測る Iiり減が行 し し 、ため乱',l格はイ�I IJ Jである。 ）If, l、 ,11-2 
mmf,'Jt(I)砂枯 キ 少1,l含み、 焼成は良好である。 8Lt 間(11 台 形状のI I H部で、 復/Jjt r I !fdl . 0C'ITIをillil ふ 外
血は枯11 1:: 1 1 、 .、:Jり ）fa状の突俯が貼り 1•J ( I I 枯部は横 ナ デ、 内 1Mは ）→ 元刈格である Jlfi Lは1mmf'i' 度の
砂粒を多 凰 含み 、 焼成 は 良 好である。 K た 、 1 1 糸ぷi�l1 1(( ドに棒状 I.具によ る と 、思わhる押 し ‘りてIこ痕跡 と
外1f1i(/)令it1iに煤か確必 HI 米る。 9は断rf1i台形状 の r I 粒 部 で、 復 原 I I H:28. 2cmをillilる 外 Ifillよ ��1J L I  I 、 1 1

H 部は什しナデ 、 内面はナ デ ，Jtj格である Jjfj _lは 金文 ll!を微 ：,: に含み 、 粘消 されている 焼成 は良好であ
る tた 、 外1(11 (7) 令面に煤か確認、I l l米る 10は断wil,りfり 形状の1 1 枯部で 、 外1(1 iは横ナ デ、 内 lfllはトデ;J,',I
格である 胎 l:は2mmf'i'J知り）砂粒 、 金‘よ/{t 六· 微 鼠 に 少 l1l含み 、 焼成はJ� 好である よた、 1 1 紐 部は ）1仰
り が確ぷIl l 米る， 11 1 よ 勒 1(tj四 fり It�状のI I い部で、 I 1 ff2 l . ilcmをilliJる 外血は横刷 C l. I 後、 縦枯1J GI I 1J:,J格
である 胎 I.はl ー2mmf'n紀の砂粒 ん 少 拭 、 金戊 Illを微 鼠 含み 、 焼l成はj'↓ 好である。 よた、 外 1(11に沈線が

条 と 令休i蝶カ ・龍必 111 来る。
底部 (1 2 - 15) 1 2は底径6 . 0cmを測る ｝和成が：片： し いため調照は イ�IIJIである。 llf, l . は2mり,.f'tl度の砂粒を多
l,t、 金戊 /{J:を微 似 含み 、 焼成はlHIである ま た、 外面に

一
．次焼成 か確 ，必 HI 米 6 , 1:� は lit;ff 5 . 2c·m -S-測

る Ii': 減が ;>lf L いf· め潤悠は が明である 胎 Lは21Rmれ＇ 度の砂粒 ん 多 贔 に含 み、 焼成 は 良 好である. -t 
r 、 外1fr iに

←
こ次焼成 が確 品 11 1 来る 14はIi.( f\S6. 3cmをillllる。 外1(1i はA1lll L 1 1 、 底 部 と 1人! I前 はナァ ，J.�格であ

る， )Jfi 卜は1 - 2mm札'.度の砂粒を少 1,t含み 、 焼).&:は」U好である- 七た 、 外1(111.: )'J 命り が確品Ill 米る， 15は
底1f6 .(kniを測る ）t・判滅が ;,:;. し いため，J.�格は イヽIIJJである llf, 十．は2mmf'i'.I父の砂粒を少 贔 含み 、 M選 されて
いる、， 焼成は良 り［である よ た 、 外lfliに、!MJI が確必Ill米る
冷訪 (16) I I f怜5 . 1C'mを測る。 外1111 LU�IJ t I. I 、 つよみ 部分は横ナデ 、 J- -'rJMJ格である， ）lfi I·. は2mmf't'度の砂
粒、 金'R n」を少 贔に含み 、 焼成 はn好である よた、 外1(1i ,.: : 次洲椛 と 、）,I. しJ,tiが確認III 米る
盛台 ( 1 7 -19) 1 7は岱証：'jlll . Gt'rn 、 11 ff.8 . 7cm 、 底径9.0cmを測る }}り減が :i'i· し し 、ため戯祁は イくIIJJである，
胎I:は2mmf';',/父の砂村を 多 屈、 金次 flJ.を微 贔 に 含み 、 焼成 はややlHJである 18はJ北h器1�·り13 . :kmをilliJ
る ） Vi滅が 竹 し いにめ,�,', l格は イ,IIJ Jである。 )Jfi J· は I mmf','度の砂料1を少 1,1 1>.'み 、 焼成 は J� 好であ ふ L9は
岱証り 14. 6cm 、 1 1  f紐 . 7c-m 、 底径9. 2cmをillilる Jf� 滅が ;ii;- し し ヽ が 、 ·部柚J C. 1 1 調幣が残 � IJfi I'. はI-2m叶'1'
J父C')/t'j>粒を 多 州に 含み 、 焼成 はJ込 IJ!-である。
小外 (20) 附r ,,11 .fり 形状,. )Ji し 、 「 I 絃部で、 突11\·lp1J<り 付 〈 。 復/Jjl I I f予:9 . (km 、 底径�3 . 5<'ITTを測る Ifり減が
片• し いが、 外血に ::. ガ キ ？ 晶l格が残るu Hf, I. は1mm柑度の砂粒 と 金' I

、� llJを微 J, : 含み 、 粕選 されてし ＼ る。
焼成 はJ'↓ �Iであ か k た 、 外1(11に黒斑かl(f ,必 111米る
1-''Jl I 製 品 (21 ) J.Jl{{ 長5 . 0cm t., illilる、 附r 1fli 11りfり 形状の I. 製品である。 胎 t:は1mm札’度の/1少粒 、 令宍 llj.を
少 凪 含み、 い選 されている 焼9成は良�fである い• 、 外l川に�: し い

．
．次焼I必か確必Ill 米る，

2 SK100 · 2層 (Fig . 114 Pla . 37) 
弥生土器
底 部 ( 1) 1,Hf.12 . o皿を測る。 I科滅が 竹 し し 小 め ，J、'，l格は イ,I IJJである。 llfi I .  は lmmf'i'疫の/(.少粒: t.- 少 1, t含み 、

粕測 されている、 焼9必は良 ufである。
2 SK100 · 4層 ( Fig.114 Pla . �m 
弥生土器
I I 秘 部 ( l . 2) 1 は�r 1(11 台 形状のI I H 部で、 外而は枇ナ 元J/J格である }lfi I. は l mmf'1'度の砂粒、 令訳 IヽJ:を微
品含み 、 焼成は良 Ufである， 2は断1ru 台II多状の1 1 絃 部で、 外1fiiはA1l ll L 1 1  ,J,'J格 と 沈線が残るQ llfi UJ. 1 -
2mm肝度の砂粒 を 多 い 含み 、 焼IJ必は良 /ifであるu

底 部 (3) I氏径5. 6cmを測る 外1(11は縦A1l1J [. I .I 、 内而!t ·J ナ，J牡 各であん 胎 Ut l ー2mmN度(/)砂粒 、 金冥
flJ: を少Iii:含み 、 焼成 は 良 ti[-であるn

2 SK100 • 6層 (Fig . 114)
弥生土器
Ji'(部 (I . 2) l lJ.U"i滅が i�: し いが 、 外伯iは）ヴ 免J、'，l繁が残る 胎 I:は lmmW度の砂粒 、 令丈 HJ:を微 h喩み ．

焼成 はやや良 好である。 iは底径6 . 2emをillilる，、 外面は縦崩 t l l 、 底 部は指お さえ 、 �{1 ナ デ、 内l川は-) デ
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溝格である ） !fl I Lt l -2mmf'i':Iなの砂粒 K・ 少 M 、 金；JtH} を微 贔 含み 、 焼成は1込 �[である
2 S K 1 00南磁 ・ 1 0層 (Fig.I l ,1 、 121 Pia.%、 37)
弥生土器
I I緑 部 ( J . 2) l は 勒 ITii台 形状の1 1 絃部 で、 外血は柚刷 LIi . I I 緑部は横ナデ 、 内 lfliはナ7調整である。
胎 l」よlmmN./i(I)砂粒と令‘ぷ lサを微{JI: !": 令み、 粘選されてし 、る 焼）必 'i: 」い好である ま た 、 1 1 Ufl!S ー 内
1(1i I - かけ て、 J•J 沖 リ が1ul約 I I 米る 21よ逆l、 '.j:.iJ;..の I I枯部て、 外血Ii刷 [.[ j 、 I I枯部は横 ナ デ、 内 1(11は
+-, 潤繁てある 胎 I .は l mmW度 (7) 砂位 、 金芸fl! を 微 凪 含 み 、 煉J必はn好である ま f 、 I I t求剖Iー 内1J1i
l ・ カ・ i rてー:次焼l必か確認Ill 米る
底 部 (:l) iiHf(-i. :km を i}(ljる 外J(Jjtt縦拙J C 1 1 、 内1r11,.1 rデ 、 指おさえ 、 底部は杓H・ デ、 ナ デ閻格である。
胎I l.t 1 -2mm(/)砂粒 を も り 、 令2、: fl! を 少 州 含 み 、 焼成 は良 /ifである よ た 、 外lfll ' . 煤 が確必Ii i 来る
料台 ( 1 . :,) .1 Lt li'( f f7. Orm をil!IJる 外 血は縦崩 L I I 、 内1(11 は I'.↓炉 よ る縦r プ 、 枇ナ 乞J.'J格である 胎 I·
は lc111利）区(/)炒粒 を 少 贔 、 金戊 HJ;を 徹 ：,: 含み 、 粘選 さ れている。 焼l成は良MであI,,, u こ 、 J•J 命り が観釈
I l l米る 51 t外血u縦刷 C. 1 1 、 内血は I . 印: i る縦ナぅ ,J,',j 格である llfi. U.t J mm利'.)!;_(/)砂粒と金衣HJ を 微
贔含み 、 粘選されてし ヽる 焼成 は」

‘
↓好である

小明 I .製品 (6) )J°(径8 . '.km をillllる lf!i減が 竹 しいため 1J,',j格はイ�IIJJ であ,i';i
贔に合み 、 焼 成 はlHf である よ た 、

2S0100-2層．．⑬,1.成が11恥訓 米る
2 SK 1 05 (Fig . t i :>) 
弥生土器

胎 l .i.L l - 2mm札＇
．）父の砂位を 多

＼
 

I I  f, 点 部 ( I) j(f!. L T�k I: j止 し ヽ I I 和� m)
で、 /Viii<�カ, r, し し ヽ ,� め J,',j祁は イヽIIJ jて
ある ） l fi · l: 1:t 1 mm fi' 度の砂粒、 令ぶ
llJを1放 贔 に含み、 �'L成 は良好である， よ
r· 、 次焼成 か確必Il l 来る

‘ヽ 
2S0100-6屑

底部 (2) J/(. ff:5.,1じIll をillil る 削減が
竹しいt.· め瀾格はイ,fl)]である ）恰 I.
は I· :lmm利J紀の砂粒 を 少 i,l 、 金山/lJ
を1放 J , : 含 み 、 焼成 は」� Uf-rある， ょ
/· 、 外lfliに 次焼,,�か確認出 来る。
2 SK 1 10 (Fig .1 15) 
弥生土器
底 部 ( 1 ) )fり 減 が 竹： し し ヽ が、 外 1fli L.l.
刷 L I I 、 内lfliはJ- 元J,',j格がり� /,J )Jfi 
K は2- 4mm f『 }Q (J) 砂粒 を 多 lal に 含

み 、 焼）必は良 Hである' J: た 、 11、1 1 (11
, - f ,J 沿物か確.�./I I 米る
2 SK 1 1 1  ( Fig. 122) 
石器
i1J J', ( I) !. し\ ll/1: ,( 景 の剥 J', で あ る
視{1 1-<:l . �rm 、 l�lt\2.6cm 、 )'lさ0 . 9C'm、

if ( さ7. 6  g を測る，
2SK 1 15 (F ig . 1 15) 
弥生土器
I I H部 ( I ) 逆l、 • j-: 状の I I H 部で、
恥滅が ； 外し い に め逍繁は心リJである。

2S0100 
南磁10暦

I
 I

 

／ 

。一 10cm 
,i 

Fig. 1 1 4  2SD I OO 2M �M (i/\'1 ,H収 IOii仰I I·. 逍物'JS.illill�, ( ]  / :3) 
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水Il l杉 ノ Iしwがりi';2次糾介

胎 l:は2mm札’度の（沙料f.を 多 ii�に含み 、 焼I成はやや艮 好である。
2SK 120 (Fi� . 115) 
弥生土器
泊p(,、 ( 1 ) 鋤先状の11緑部で、 復 /Jj( I J 径：�1 . (km f.- 11111る If料減が仔 しし I ためl\Ml整は イ,II) ] '(ある 胎 l:は 柏
選 さ れてお り 、 焼成 は 良 �Iである。
2SK 120 · 1層 (Fig . 1 1 5) 
弥生土器
I I f.  次部 (l)逆 し Ir:�_\の 1 1 緑部で、 }Vi滅か �: し し ヽ I.:.グ） 調��は 心リJ である，� 胎 I:は 1 mmf『Ht�>砂粒、 令裳 llJ
を微 1,1·に含み 、 焼/J必 は r↓ hfである
2SK 120 • 南壁1層 (Fig. 113、 121 Pla.:m 
弥生土器
K製品 (1)I< さ '.-3.8rm 、 �li't2.5cm 、 )'/ さ 2 . 3, 叫 I� さ 22.0 g をiJt!lる 中火f,J j圧i- r.t線状の 〈 ばみが�/4Ji',l する，

胎 1:1.l序h選 さ れ 、 焼l成 は J込 好である， 投弾 と して1史）11 L た 後、 I: 鈍 と し て1史）ll し た と 、也、われる"
須恵器
JIM部 (2)外 血 は イ；定形）j向 に 格·{-状のIIIJ さ 、 内1f1i は ,,�1 代I I き である ） If, I: は fi'iJ泄 さ hてお リ 、 焼成 は
良 �fである
2SK 120 · 南壁2層 (Fig. 1 15、 121 Pia . :17) 

弥生土器
" *次部 (I)逆 L 'j-冴犬Cl) 1 1 緑部で、 外面は H妬）・ デ、 C ,fり 形状の突梢か貼 り 付 〈 。 内 1(11 ,.1. ナ プ 閥 格である，
胎 I.は I-2nunf'i'度の砂粒 と 令公料を 多 鼠 含み 、 焼），必 lt H H·である L t..: 、 •部粘 I·船が残 り 、 黒玖し と 煤
か確認Il l 来る
不明 I製品 (;:!)削減か ；�'. し I, ヽ t·め油1,J��l;i: .,f� 明であ る 。 IJf; ·I·. は布'/j囮 さ れて、 焼I成 IJ. 」U好である j「し さ I . 9 
g をiltllる 、 9ー チ 1. アの悩台の松倣か ？
2SK125 (Fig. 1 15) 
弥生土器
1 1 け部 (I . 2) 1 は 逆 I , ' ['.、1人の1 1枯部で、 復 JJ;i. I I { f.29 . 2c·mを測る" lf1i械が片し いt·め,J,',l格は 'f� ll)j である、
胎 Lは l ー Imm和度の砂粒を少 ;,: 含み 、 焼）成 It 1Hfてh l,,,_ 21 t逆 I、 'i状 の I I 枯部で、 Ifり i��か :i'i· L いにめ
,J.',j格はイ,IIJJである、 胎 (·.は I - 、Imm札’度のI少位を多lit含み 、 焼）必 t.t n uf  -1"あ る. 1.  ;:!l.t 111] 個体の 11f能ヤI.
がある。
底部 (3),,·� 径6 . 2C'mを胤lる ）iり滅が行 しいため瀾格は イ,Iリ 1であ る ， Jlf, J I i  1 mmN/1'.t(l> 砂料r I;, 多 ：,t 含み 、

焼）J文 は 」込 好である。 よに 、 底 部に り次焼）I� か確必 Ill米 る，
2SK 130 (Fig . 1 1 5) 
弥生土器
I I H部 （ （ ） 間(11 台 形�人の1 1 粒部で、 削減が 片 し いため拙l整は イ�I IJJである。 /lf; · J:l,t l mmf'i':/いの炒粒を微 械
含み 、 焼成 はやや良 好である"
底部 (2)底径5. 3('mを測る 外1(riは縦）J ,, リの�1lilL I I ,J.� 格である、 /lfi 1:/.-t I · 2mmf'i J".i. (/)砂i泣を少 id含み、
焼成は 良 Hである、， よ た 、 底部に ；次焼I成が確認III 来る，1

2SK13l ( Fig . 1 L 5) 
弥生土器
底部 ( 1 ) 底径5.8l'OIを測る。 Jfti滅が;ilj=し し ヽが、 ・部刷 I ll 潤幣が残る ）lfl I .  は Lmm札'.度の砂粒を も liU- 含み 、

焼I成 は J込 好である。 llfi I: Li 粕選 さ れて お り 、 焼成 は や や J'Hf である 、` ま た 、 ．：次 焼l成 と 煤 が 確 必
Ill 米る。
2SK135 (ドig. L15) 
弥生土器
I I H部 (l)j進 L'j-:状のI I 枯部で、 恥滅が 片 し いためfJ.�繁は不 明である。 胎 Kは 1mmf',', 度の砂粒を少 晶含
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2SK105 2SK130 
ヽ I 
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ー

2SK115 
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2SK135 
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I I 
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I゚ ● ―,�, 
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f'if.{ . 1 15 2SI< l05 · 2SK I I O · 2SK 1 15 · 2SK120 · 2SK120 t 1(1 rti 11n 2 1f1 
2SK 125 · 2SKUO · 2SK J �H · 2SK135/1 1, 1-.ill物尖測図 ( 1/3)

み 、 焼成はやや良�f であ る 。
底部 (2) 復}J;(底径5 . 1 cm を 測 る Jiり滅が行 し い た め訓，＼をはイ叫 であ る llf, I一．は粕選 さ れ て お り 、 焼成は

やや良 好であ る。
2SK145 (Fig . 1 1 6 、 1 2 1 、 122、 1 26 I Jfa . 37) 

石器
敲ィi ( I  . 2) い す れ し 如 I I 府製の敲イiであ る 1 .  2 は I瓜化がl.· し い た め、 ,J.'J格がは っ さ り 鮒 ら な し 、か敲打
狼 ら し � '-1良跡が先端部に 確必,'II 来る、 ） は視fr長 1 2 . km 、 附，\fi . 5cm、 )'/. さ 4 ' 7,·111 、 1[( さ 400 g を 測 る
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水Il l杉 ノ Jじi.i1�、m;!次,J:J .介

2 は現(J以:5.7cm、 輻1. 8cm 、 I以 さ :� . Orm 、 i ii さ 81.() g をilli]るU

剥片 (:1) サ ヌ カ イ l、 製 の如l J「 である。 現fr ld.9t:m 、 輻l.2c-m 、 Ji/ さ l .(km、 ,[i_ さ 1 () . � g をiW)る。
．．次）�II I液り） 』,- (4) !、し\ 11/d ,{ i製の ：．次 /JI! I 淑lj ) ヤ である 現{t-L..::4.1じm、 軋M2 .8c·m ヽ ,,;. さ 0 . 7cm 、 ,r( さ 6. 1 � をilliJ

る，9

弥生土器
1 1 枯部 (5 . 6) 5は断 tfli �→角 形状の 1 1 緑部 で 、 復 i,;し 1 1 径13 . 0rmをillilる。 ）f+i減が 竹 し し ヽ が、 JJ..J 1lrfは柚 ナ テ調
整が残る /If; I·. は粘選 さ れてお り 、 焼成は!Hfである よ た 、 /Jluj (f!S中位に突偕が，；K り 付 く 。 6はT字状
の 1 1 象姉部で 、 復 ））；( I  I 径2 5 . 0cmをilliJ る， If�滅か :ii;: し い た め潤約よ 4珊j である。 IJfi I: は1mm札＇ ）紀の砂粒、 金
'j国を微 lit含み 、 焼）必は良好である。 ば た 、 、県」)Iが観察Ill 米る。
底部 (7) 底径4 . 8cm 知lliJ る I料滅力 惰 し いにダ） ，J牡府は 心IJ j である ） Jf; I· , L I  mmf'i'.J文の砂粒わ 少 州 含み 、 焼
成 は J� 好である， よ た 、 ）心部に二次焼成が確認'./II米る，

器台 (8)」Jl{1 (,'i 1 0 . 0cm 、 底径1 0.5cmを測る /l'5滅が 行 し い ため調格はイ..:1リ J であるn }If; I :  は1皿1.f'i'.度の砂
粒を少 凪含み 、 序111選 さ れ て いる。 焼成 は1切 Hである<

小 明 I:製品 (9-11) 炉） ー 1 1 'よ し 1
-� ' し も 、 /If; I: は粕選 さ h、 焼 1成 b 良 !if で あ る 91.t ,re さ 5 .9K . 10は 11"(

さ ,t, 6 g 、 l J は 屯 さ :-L O g を iJliJる
2SK 145 • 2層 ( Fig. 1 16)
弥生土器
1 1 枯部 ( 1 ) 逆 L'代1人のl' I 枯部 で 、 復 /Jj� I I 径33 . (kmを測るu /}り 滅が竹 し し 、 f め調整は,f l lJ J である II(; I ·. 
は l mm利度の砂粒を微 lil 含み 、 粘選 し ている 焼）必はlHfである
底部 (2 .3) 2 は復JJ;i_底 径 1 2 . 0cmをiJlilる。 ）Vi減がA: し し 、 た め 調格は心リl である" llfi I· はl mm札渡砂粒を少
:, :  含み 、 粕選 さ れている＾ 焼I成は やや」Hf である， 3は 底径!) . !frmを測る。 Ir!滅か 仰 し い た め叫祁は'1�1 1JJ
である Jlfi J. は 、 2 -:3mmf'i'../l.t (7) 砂粒を少 hし 含み 、 焼成 は良/if である．， ま た 、 次焼l成が確認HI米ふ
2SX 148 ( Fig . 1 16 、 t 26 Pin . 37、 :39)
石器
砥,( i (1) '如 I I ','; 製のM, ,< ; である。 風化が;ii;: し ＼ ヽ が、 確必に-- lfliをji]f ざ 1f1 i と L て使） IJ し てしヽる。 J)l {r:f.::
1 1 .  7em 、 軋/,i8.km 、 Jリ． さ 4 . (lcm 、 l 「t さ 500 g をillilる、

須恵器
IJliil 部 ( 2 .3) 2 .  3は外IMは格 f- I I 叩 さ 、 内lfliは·V- 印IIJ き である !lfi 卜は粕選 さ れてお リ 、 燒IJltは良 好であ
る．
2SK 149 (F ig. 116 Pia . :rn) 

須恵器
頸部 ( I . 2) l は外lliiは格 f- 1 1 1111 さ 、 内 1(1fはr,,J 心l ' J状の 1111 さ である。 llfi I: は 粘 選 さ Hてお リ 、 説/1必 'i: 」'↓ �f 
であな 2 1t内外血は枇 ナ デ，JI,]格てあ る。 llfi l-: は精選 さ れてお リ 、 焼成 は 良 /if-である。
2SK 155 ( F ig . 1  l 6 PIH. :38) 
弥生土器
I I 枯部 ( l ) 逆 L '祖Kの 1 1 緑 部で、 てfり 形状 の突偕が11< リ 付 〈 。 1和i滅がi: し いにめ，J.'Ji\\名は イ� II) I である ．，

胎 I北．は 令'1、�HJ.を微 11(含み 、 粘 選 されてお り 、 焼成 はやや」� Hである。
底部 (2 . 3) 2 は底径4 . Semを測る。 ）i� 滅が竹 し し ヽ ため油',j�\tはイ, nJI であふ llfi f: は lmmf11度の砂粒を 多 l iUこ
含み 、 焼成 は艮 好である． よ た 、 外1friに

―
以次焼成 が確認III米る。 3は底径4 . 8cmをilltl ふ lfi滅が ；叱• し い た

め油像は小•明 である。 /If, IこはI mm�� 渡度 の砂粒を 少 11 :: 含み 、 焼 I」しはH M-である， よ た 、 外面に ·.次焼成が
確必出米る。
器合 ( 4 ) 器閻 10 . 4cm 、 「 l 径lO.lcm 、 Ji'.網 10 . 5cmを測ふ 灼i滅ヵ消 し い た め溝格は 不明 である，， }If, I: は 1
mm程｝虻砂粒、 金＇よ栂を微 1,l. に 含み 、 粘選 さ れ て いる。 焼l成は良好である0 � た 、 内外1fli に ご次焼成 が確
認 出 米る。

- 1 :rn 
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25D 160茶粘 ( Fig . 1 i6 じla . 38) 
石器
敲ィi ( 1 -:1) い ず れ b安i i I '/ :· 製の（，

＇
如 i であるり 全体に 風化が ;ii;: し いため逍幣がは っ さ り 判 ら な いが敲打

ら し い般跡か確認出 米る そのため、 参名rft料 と し て」）しぶし た， ま た 、 ）がf rf6のよ う な痕跡 も 確1認Ill来る
ため、 附 ィ i と して使川 され た こ の11f能性かある。 ］ は 現([ Jと13 .5cm 、 1�M6.7c111、 )'J さ6.6cm 1「［ さ1 . 20kg を測
る. 2は 現イf·U:9 . ;km 、 輻4 . km 、 /1/- さ :L l etn 、 if( さ250 g を iltll る ：1は視-r1:1x 1 0 . 8cm 、 幅4 . 0rm、 11/. さ;1 . 5cm 、

Jし さ280 g を illllる。
2S0160灰色粘質土 (Fig . 1 1 7 、 122 Pia . 38) 
石器
イi鏃 (1) サ ヌ カ イ ト 製のイ i鐵である U ぶ�j ,11.=: 疇jり Jf�:IK t. ・ ' 1!. し 、 やや粗し ' ))II I . である, JJし {I 1d .4crn 、 船
l . 2rm 、 I双 さ0 . 4ぐIll 、 1「［ さ j . 4 g をillllる。
弥生土器
,·,'1j杯 (2) 復I瓜底径HJ . Gem を測 ふ It�滅力; ;ii;: し し 、 た め，J,',I整はイ澗 l である. llf; l: は l mmf'i:度の砂粒、 金芯Iサ
を 微 州 含み 、 焼成 はやや良好である， よ た 、 内外 1(1i に ）i-沿 り が似寮,'II 米るn
器台 (3-5) 3 は 復JJ;(器似il:3 .6cm 、 I I f祀） .7C'm 、 底抒9.6t·m を測る。 l料 滅が ；ヤし し 、 か 、 外1(11 'よ i,:,Jt l l 、 内
r M は ナ デ、 縦ナ デ,J,',層が残 6 . Jlf; I: は l -21111nf 1'Plの砂粒 を 多 仙 令其 料 を 微｝，｝ に 含み 、 焼 l成は 良 好であ
か 七 に 、 外lfliに ·.次焼成 が確 ，£: I \ 米る。 4 は 閻船jl :{. 5cm、 I I 径］ （） ． 枷n 、 底抒10 . 9emを測る 外 Ifl iは屈I) [j 
I. I 、 燐部は横ナテ、 内1Mは ナ デ，J,'J祁であるo !lfi I: は ] - 2nun..f'i'. 度の砂粒 を 少 址、 金公： ni を微 :i: 含 み 、 焼成
は 」HIである ま に 、 内 外lfll'.: ·. 次焼成 が確品III 来る 5は器位i l :1. Ot111 、 I l ff: 10 . 7cm 、 Jif;f!S- 1 0 . 8c.:m を 1llll
ふ 外 rf1i は 刷 G i l 、 内1(11 は 倣 ナ デ、 縦ナ デ,J,',J格である !If, U.t I mmf閑度の砂料Lを 少 1,l、 金裳 l吐 を 1敗 贔含�
み 、 焼）必 は 良 好 である。 ま た 、 内外lfri に ：次焼成 が確認出米る,.
益 (6) 外1(ri は 柑11 [; 「 I 、 つよみ部分 は 枇 ナ デ、 加(1 jは 指お さえ ,v,',J格が残るQ )jfj J. は l nunf'i度の,,少粒、 金裳
Iサを少i,t 含み 、 粘選 さ れ て いる。 よ た 、 外,r,iに

．
．次焼）必と！！以[が観扱出来る。

2$D160暗黒色粘質土 (Fig . 1 17、 121 Pla .  :!8、 39)
弥生土器
I I 粒部 ( 1 - 9) J は 逆 lヽ ，f'.状 の r I 緑部で、 l料 滅か仔 しいが、 1 1 糸i部は 強 い 枇 ナ デ瀾格が残る。 !If, ト は 金
戎: /り を微 l,tに 含み 、 井iJ i泄 さ れ て いるn 焼成は j��{である， 2 は T 'i.::I�の I I 絃 部で 、 I I 緑部 は 樅 サ テ 、 1 1
恥:m 卜 に 二fり 形:1,1;,り）突間が貼 り 付 〈 し、 内面 は ナ i;.�,l,J 屯名 である ll fi I·. は .lmmf' , ' J虻の砂粒、 令'」t llL を 微 贔 含
み 、 焼成 は良 好であ る 3は）If.!. し ‘祖RCl) I I 絃部で、 !� 減が片しいた め閥格は イ,1リ ］ であム ）lft I: は I mm程度
の砂粒を 多 M含み 、 焼）成 は やや 良 女J である。 ま に 、 外 lfliの ・ 部に 煤 が確 品Ill 米る。 4は T 'r冴人 に 近 し I I I 
秘部で、 J科滅が 仰 し いため，j/,l 幣 は 不 明 である、 Jlf; l. は 金衣/:J を微 :,t 含み 、 序h選 されてし 、る。 焼成 は J込 H
である，， 5は 逆 L 'j:�犬(I) I I 紐部で、 I I 絃部は横 ナ ナ 翡 格 で、 1 1 紐部 卜 に ".fり /f;�,l;, (/) 突偕が貼 り 付 く 0 )If;
Kは2- 3mmf'i'度の砂粒 を 少 :, t含み 、 焼I成 は やや j'.↓ hfである。 6は 断1M合 形状のII 緑部で 、 外J(Ij は縦柑lj も
1 1 、 I I 紐部は横ナ デ、 内rfli は ナ デ i闊格 である。 !lh I. は1一公nm杓疫のh少粒 k、 多 1 ,t 、 金‘よ Ht を 微 贔 含み 、 焼
成 は 良 好 である よ に 、 外I加!(/) . 部に .'.I.\ J丸 、 こ次焼成が観寮III 米る 11  t r < J (/) '祖KのI I 緑部で、 復
/Jit I.I 径34 ,8Cnl を 測る ，， Ji•:滅が 仰しし ヽが、 1 1 峠部は横 ナ デ iJl,l 招か残る，， )l合 ,-. は 2mmれ渡'. (/)砂粒 を 少 hし、 令
'J項を微 l,1:含み 、 焼）成 は 良 H である，， -!: 1..: 、 外lfli は 煤 、 内1(11 1.t )'J-玲 リ が観寮/II 米る、 8は 鋤先状のI I 素点
部で、 I I 径2!3.4ぐinを測る。 ）利滅が 仔 し い ため叫格は -1,1り1である。 胎 K は 1 mmf11� 度の砂：位を 多 凩、 令'Jt /U
を 微 椛令み ｀ 焼成 は 良 好である。 1 1..: 、 外lfliに こ次焼成 、 !,I.\以Li'.が確ば:111 米る,) 9は逆 ［／祖�(I) I I 枯部で、

I I  f砂7. 9cm 、 }恰 1\団 1 5 . 4cm 、 底径9 .8cm を iJIIJるパ 外lfli は Ji 紐IS付近 に 屈lj [; 「 l 、 底部はナナ、 I I 秘部は横ナデ調
整である。 !If, I: は 1 mm程Iiグ）砂粒 を 少 ：,:: 含み 、 札 選 さ れ て いる。 よ た 、 外面に黒JJE と 翌火焼成が確 必出
米る。
底部 ( I0- 1 3) 1 0 は 庇径7 . 8cm を il[ljる� }f�滅 が 井 しいため 1淵 幣 は イ, Iりl である。 胎 1-: は 1 - 2mm和度(/)砂粒
を 多 l,t含み 、 焼 成 は 良 好 であ ん ま た 、 外 1(11 に

一
．次焼成 と 県J丸が確認、1H 米 か 1 1 は底径6 .2c·m を 1U1J る。

外 1fii !{縦崩t l l 、 内面はナ デ調格である ，， !lfi 1:, よ l - 2mm利度の砂粒 を 多 贔含み 、 焼）成 は 良 好である。 よ
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水 lfl杉 ノ Jじ;ft跡�2次ぶI 介．

r· 、 Jf(部に 次焼成 が確認出米る。 1 2 は 復/Ji�底径7 . 2cm を ill!J ふ 附滅が r;:し いが、 外 lfliは糸Illかい屈lj [; r i  
, J� 整 が残 ふ 胎 I:は 1 nun程度の砂粒 を 少 州 含み 、 焼成 は良好 である ま た 、 外 1(t/ に は 黒斑が観察 出 米る。

1:-3は復｝見底径11 . 5cm を illil る 。 /?}滅か ti·しい ため瀾格は 不明である JJ'h I: は1 -2111mf'r'.度の(1少粒を 多 1,t 、 金裳
HJ: を微 け 含み 、 焼成 は Ji 好であ る" l た 、 外lfliに 黒斑が観察Ill 来 る 0 1'I は 復)J;(Ji�径6.5cm を 測る。 If�滅か
；1 し いためふ'J�\tは イ澗J である。 ）lf, l: は 金‘甚 HJ:を微 屈 含み 、 精選 さ れ て い る 。 焼 成 はf.l�J-であ る。 ま I.:. 、 内
lfli に f'J拾 り が確認Ill 米 る 。
杓）J I: 製 品 ( 15) I「［ さ 19 . ] g を測る 円 形状 を 'il し 、 llf-1 I ·. は 粘選され 、 焼成は 良 uJ である めん こ状の
L製11111であろ う 。

須恵器
l]Jiil部 (1 6)外 面 は 格; f- 1 1 1 1p さ 、 内lfi lはl11J心円 文状の 1111 さ である ，， )Jfi I: は粘選されてお り 、 焼成は良好·で
ある。
2 S 0170灰粘 (Fig. l l 8、 1 26 P l ,:i . '.18) 
石器
即i' (1)安Ill府製の）i•; イ［であ-6. 全lflfに ）i� rfu が�(i ;ii;: に 確認1 1 1来る。 現 (f- LHl .  7cm 、 ljl/,\ 7.2<'01 、 Ji/ さ 7 . l tm
,n さ 700 g をiJIIJる，
凹 イ i (2)'i"-� 11 I府製の111 1 {i で あ る 11hi 1fi iの中火部分に 〈 ぽん だ1J.{跡が確必Il l 米る よた 、 1llll 1 fl i に は 敲ずr
艇が確認'./ I I 米 る ため、 敲イ i と し て1史川 された と I} える。 現{1比8.!icm 、 輻7 . 5c·m 、 lり［さ4 .8cm、 l「i さ �00 K 
をill!J る
弥生土器
1 1 舟文部 ( :3) 断Jtli台 形状の1 1 絃部で 、 外1(1i は ナ デ、 I I 枯部は1針J ア、 内1(11 は

. , : 具によ るナデ闘格である，
胎 Kは1-Zmm利度の砂粒を少 11:: 、 令ぷ: /l}を徹 屈含み 、 焼成 は J'.! H·である。 .i た 、 内外 lfli ,.: )')節 り が確必
,'H 米る。
底部 (11 -6) 4Lt底径4 . Vcm を 測る。 l料滅か ;ii;:しいため瀾格 は 不明である。 胎 I: は l mm�'i'. J知(/) (1少粒 を 微 li t
含み 、 焼成 はやや良好である � /· 、 }ik 部に 次焼成 が確認Ill ;¾る。 5は 復 )J�{底径8 . 0cm を illll ふ ｝衿滅が
;>';· し い ため訓幣は不明 であ る 。 ）Jfi r. は 1 111111科度の砂位を微 r1t に 含み、 焼9成 は やや l込 �fである" よ I...: 、 外
血に 次焼成か靡必II I 米 る 、. 6Ll JJt'f¥: 11.  3cmを測る。 )fャ滅が 片 し い ため1J,',J的よ イ； IIJJ であ る ）恰 f:lよ 、 1 mm
和J文の砂粒 を 微 1,:含み 、 焼成 はやや」し好である＂
悩台 (7) 附滅か ti·し し ヽ が、 外1tri l:t 刷 G I i 、 I州(II は ｝ー デ,o.',J整が残 る . !lfi I: は I mmf'1'. 度の砂粒 を 少 他 金衣
Iり を 微 州 含み 、 粕選され て いふ 焼）必はやや良 Hである。
2S0 170黄茶砂 (Fig. 118) 
弥生土器
1 1 絃部 ( I)逆L'祖人 に 近いの 1 1 緑部 で、 a�滅が停 し い ／・ ダ）調灼坪lリI であ る )Jfi I: は Imml'i疫の(1;少粒、

令'Jf /1J: を 微 lit に 含み 、 焼成 は 良 好てある. . ま I· 、 "*皮ms付近に
．
．次焼I成が確認i'II叶くるa

底 部 (2) J和成が (� し いため1J,\J格は イ,!IJIである。 JJf; I: は 2mm利）との（少粒 を 多 litに含み 、 焼I必はやや良 好 で
あ る 。 ま た 、 底部は ；次焼成 か確認Ill 来る。
2S0170茶灰砂 ( Fig . I 1 8、 121 Pla.38) 
弥生土器
I I 秘部 (1) 附r iui台 形状の1 1 緑部で、 外1fti は 樅 ナ デ 、 一．．角 形状(/)突僻か貼 り 付 く 。 ,, Iヽ 1frjはナ 免J.'.j 格 であ
る。 )lfi l-: は金雲HJ:を微 情 に 含 み 、 粕選 されている ，， 焼I成は 艮 好である，、 ま f..: 、 外面に煤か確 ，認II I 米る、9

底部 (2) Ji'(径6 .0c111を測ふ 外而は縦測 6 11 、 底 部は 横 ナ デ、 iJ、l lfli は ナ デn/,'J繁 であるo !If, I: は lmnif,' J笈
の砂粒を微lit含み 、 焼成 は 良 好 である。 ま た 、 底 部 と !]Jul/祁の接合部分が�a1 ti= に 認められ 、 外而に も 煤、
が観烈Ill 来る 0

不明 I'.製品 (3)ff!/滅か w し し ヽが、 外 面 に 柏lj [; 「 I調格が残る。 胎 I:は 1 皿I打度の砂粒 、 金戊 mを 微 lil: t-rみ 、

焼成 は 」む女fである 。 よた 、 外曲にて次焼成 が観寮 II 冴 いる。 支脚 ？
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2SK175 
(Fig. 1 1 8) 
弥生土器
1 1  糸点 ff-ii ( l ) 
·r · やl犬(l) I I 緑

部 で 、 内外1rti
に I:具に よ る
強い樅ナデは,',l

繁か沈線状に
品め ら れ る 。
1 1 秘部は樅ナ
テ ,il/,j 格 で あ
る J]fi l: は 金
成IU: を 微 械 含
む。 焼成は良
好であ る 。 よ
た 、 内lfiiに 丹
冷 り が観察I l l
米 ふ
Ji'€ ��� (2) Ji€ 
f怜5 . 9cm を 測
る。 附滅か ;v,:
し いが、 外川i
に !1:11 G I i 調幣· 2SK190 
が残 る" llfi I ·. 
は2m叶'i\ )文 {/)

砂粒 を 少 ：，｝含
み 、 焼}J必やや
良�fであ る ．，

よ た 、 JJ'�msに
こ次焼J成が確認
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0 5cm 一
Fig . 1 1 8 �SDl 70/火粘 鉗姑砂 茶灰(�レ ・ 2SK175 · 2SX 180 · 2SI\ l 8S · 2SK 190 · 2SK20S 

出 来 る 1 1 1  I泌物'JJ.illll t火I ( l /:1) 
2SX 180 (Fig . 1 1 8、 1 26 Pl a . 39) 
石器
11 11 ,{j ( 1 ) 凝灰 ’杵製(/) l 1 1 1 1  iであ る 0 1111) 1(11 の 中 央部分に没 し ， ＜ ぽん だ痕跡が確必II I 米 る。 JJし (r: 1:f 13. 9<'m 、

軋M I 0 . 2r'm 、 /I;'. ::: 4 .  7c·m 、 '「（ さ 1 . 00k� を 測 る 。
弥生土器
I I 緑部 (2) 断 面 台 形状の I I 枯 部 で、 I評滅がi: し いか、 I I科文部 は 樅ナデ調根が残 る 。 胎 I ·.は 1 ー2mm程度
の砂粒 を 少 1,t、 金雲 Ill を 微 ： ti· 含み 、 焼成は良�Iであ る。
底部 (3 . 4 ) 3 1.t lit: 径5 . 0C'm を 測 る ，， 外l川 は I:具に よ る ナ デ、 内IUI は ナデ瀾格 であ る 。 胎 I ·.は l ー 2n1 111和l虻
の砂粒を 少 l1 l 含み、 札選 さ れて い る。 焼成 はl�Ufであ る D 4は底径5 . 5cm を iJIIJ る 。 l弁滅が竹 し いか、 外1lif
は指押 さ え 調幣が残 る 。 )lf, l: は 金‘ぷけ を 微 械 含み 、 精選 さ れ て い る 。 焼成はやや良好であ る。 ま た 、 外
lflilこ二次焼成が確認出 来 る 。
2SK185 ( Fig.  l 1 8 、 1 2 1 Pla .38) 
弥生土器

- 135 -
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底 部 (1) Ji� 滅が併しいが 、 外1/iiの ・部に�JllJ1.; 1 7 調椛が残る， 胎 l ·. Lt 1 mm科）なの砂粒、 令因 lサ を 微 駄含み、
焼成は 良好である ，1 よ た、 底部に瓜J

呵
x�が観察出米る。

K製品 (2) 1と さ :1.5cm 、 1�/tlI . 2<'m、 .fLは0 . 4cm 、 収 さ 3 . 5 g を測 ふ 胎 K は 射'i選 さ tL 、 焼J成 は 良 好である
I. 錘である

2SK190 (Fig. I 18) 
弥生土器
1:':j J(- ( 1)脚 部(l) 一部て、 Ji�i成が 竹 し いが 、 脚部l"J rtiiは 悴状によ る I. 具ナ テ潤幣が残るu )lf; ト は l mmf閑){t
の炒粒、 金'1、: lltを少 贔 令み 、 焼/J父 は やや良 好である、
2SK205 (Fi�. 1 18) 
弥生土器
底部 (1) 復 l以}if径5.:kmをilllJる 外!Iii は縦柑lj じ 1 1 、 内1(1i は ナ デ，J,',J 繁 である， )jf; l ·. は 1 111111 .f'i'度の砂粒、 令
如サを少 l,l 含み 、 焼成は 良1'fである。

調

査区 ト レ ンチ(1) (Fig . 1 1 9) 
弥生土器
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弥

砂
底

I I 緑部 (1 . 2) l は -==.fり形状のI
ため調幣は 1�1 1) ] である。 胎 I:I 
は 艮kf である。2は ((I. ノ り l タ イ '
r 女IJみと沈線状の線刻 が確 必lu 不 ',;) 0 1H i 1.:. 1ふ 1 mm↑叫:"-(/} 

加f1ii.i-J i"調格である。 !If, I: It 2mm�'t'J父の砂粒を少 1,し含
み 、 焼）J必 /.L l'! '1Jである 4はJJ'C径6 . 7げ1をillllる。 Ji�滅が
;ii;: し し ヽ が、 外J(tiは 刷 1:; 1 1 、 内rfriは ナ 7· ,d,'J'\fi�が残る l!f, 
Kは2mm札’ 度の（ゆ粒を 多 屈 含 み 、 焼成は 良 州であ か よ
た 、 外1(ri iこ

．
．次焼成が確認、II I >I� る

開M滋 俗怜
白磁 (5))Jl:部の ·部で、 内1(11 は -,�滋lリ J釉か施 さ れてし 、
る" !If, t·., t 籾 選 さ れてお リ 、 焼 I必は l� 好である。

調

査区 ト レ ンチ(� (Fig . I 18 Pla .  39) 
弥生土器
1 1 紐邪 ( I . 2) 1 .  2 は 内1(1 1に•Jk り Illす タ イ プの1 1 緑祁 と 、息
われる。 1 は 外1(1jは 樅 ナ デ、 内 面 は ナ テ”』11J格である ，， /If,

、ヽ

、ヽ

、ヽ

0 1如n一
Kは2mrnf'i'度の砂粒 、 金設けを少 州含み 、 焼成は 良Mで Fif.{ . l lH I・ レンチ① • ② · ③出 ,-.逍物尖測図 ( 1/3) 

ある ま た 、 内 ,r,,に}'J玲 り が観約l\ 来る 2は I I 枯部は 枇ナデ,0,\l格である。 胎 I:は J mm札’度の砂粒 、 金‘ぷ
/1Jを徹 Ire含み、 焼成は 良 好てある， t た、 J•J 祢 り か確 1認出米る
底部 (3.4) �{は 復）�it底径7. 2cmをiJlilる。 外1Mは縦測75 1 1 、 内rM は ナ デ調整である0 )Jfi 上は:lnirn利度の砂粒 、

金芸/lJ を 微姑含み、 焼成は 良 好 である。 � I..: 、 I氏msに黒斑 と ご次焼J成が確認Il l米る。 4 は /Jt径5.6rmを測
る。 Jf杓滅が許 し いが、 底部は ナ デ潤 格 が残る。 JJfl I: は 1 mm杓度の（少粒を 多 L_i: 含み 、 焼 成 は 良 り1·である。
ょ r..: 、 底部に 、' .し＼斑が確 ,::!. t'I I 米る ，、
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水10杉 ノ ii:;逍り・第2次jJ,'Jぐr.

(3) 小結
今11u 発掘 池'rh+r: を した 水I l l 杉 ノ }�逍跡 第2次 ，J,'J ffからは 、 1-Jj'i:,19 J,� 、 uり 15条 、 ni i t Jふ .ti'i �·�1 柏、 不明敗

構29 J,l.: 、 ピ I 卜 な どの辿枯 を 多数砿必 した， 1 1 1 上jむ物につ いては、 弥1 1-. L 器 （批 . ·d:� ・ 鉢 .,\','j Jィヽ . if伍台 ·
益 . 1: 製品 ） ）1 怜 り k器 (i\'氾） 、 組I↓t' 岱 （ 力 ） ） 、 イ i器 （細ィi }) . イi鏃 ・ 敲ィ i' . 1釦 i ・ 「'I,< i ·  砥ィ i) ナ（ ど
が 多 ： ,:-に Il l Lしたのは 大 さ な成米であ -, た。 よ た 、 狭小な諜，J介区のにめ枷 l°Ul.んじ物のPit 、 UH, な どのi1'l
構が』紐lメ：外に展開 するた め今容の把捉 に 冷 ら な か 』たり 、 』月 仔11. 内 に おける Il l 水路 ( h話L)の た め迅柚
叫咽や破壊 を受t rているがftJt(・ ） I.:., 以 ,,· 、 「J頸凶Jiにrm 'I\なま と め を す＇る。

A ,  品ぽlメ：
I叫tELX: (/) 令体か ら 迅構は確，必されている, :l·. J,'t:J OJ, し 、 ri\り2条 、 不明逍柚1 J,� 、 ピ ノ ト を 多数検出 し た

特に 2SDOl5は人汁り であ り 、 多 :,tの追物が出 上してし ヽる。 2Sl'052は41:1! 1i: 村建物のPitの す1ISであろ う ，
B 湖介II(

沿J 性区の令体から迅構は確必されているo Uん] 3 Jr!; 、 JJ\ ら' U Jrl;、 小IJJJ 追梢13 J,� 、 ビ ッ ト を 多数検Ill した，
2sxo:30は 長 ）i形ブラ ン を ·,�し、 I:坑 と 、臥って�IHIり ドI Y/..: が、 111 .1:追物 も 竹無であ ）た。 1:/1·1から 判断r'I I
米ていないか、 t-:J/i: 似の 11rfi肝H, りえ られる" 2Sl<045の I、 ,,寸 か ら 検Ill した2ST080は 、 小 リM,·: r 息われ
る カ メ 棺である
C lメ： ，叫l1f. 

ril',J fl: ix: Cl)令体か ら 追構は確＆されている, l:J1t 15柚 、 h'り2朱 、 ） ,�J i 1 J,�、 1� 1 JJ J逍構l J,li、 ピッ ト を 多数検Il l
した。 i!SE I �01t 粘 質ヤ「か強 く 、 1- J(りは//� ftし た ）(•1 であ，ン に。 /11I: 逍物は、 l ·. J汁 か ら 仲 かに出 I: し た に 中
ざず 、 時期(/)特定にオi') ていなし ヽ， 周 辺の I.Jr't: 、 し＇ ッ ト などの/II I: 逍物か ら り え る と ｝加1· 時代の逍柚 と
り・える。
D Iメ拙l 介．

9」',j 介I>((/)令休から逍構は/Ir(認されているO l·.Jん以k 、 i船条、 心リl i!:i構7J,� 、 ビ 'I ト を 検/ 1 1 し/·,., 2SD160 ・
2SDI70は1関連する溝の 11J

f
f印がある， 上 た 、 �SDl 70は 丸 J イ ン は 、 i ; I,(の2SD100は 西のノ イ ン と りえ

られふ A 』,',l 1f.lX:(/)2SD015111J様に人 汁り である こ とが窺え 、 多 1,1 (I) 逍物 b Ill I: し ている 2SPl 44は 1: M 観

寮の糸，＼ 米 、 2SD I G5を lJJ っ ているj且柚 であ り 、 1位：;: () ',·) ii w I. している。 2次調牡nff · の中111の辿 構で
ある
E lメ叫Ht

晶l介区内からは仲か「 il'i構が確必されている。 2SX 18Sは 撹乱から<7>/11 I· 逍物か 多 〈 II,�' IVJ(I)�、以走に1iっ
てなし 、0 J-11� I. 状況などから判断する ならば中111.以降の時期 が り え らiLる。
F l丸J,',J介

調 ff.Iメ: µ、」からは仲かに辿枯か確認されている 溝I) ,� 、 不明 辿構5J,�、 ヒ ッ ト を検IIIし た 2SDl 61は出 l:j且
物が無', I /._: め時期の特応にi� っ てい な し 、, J:ll\ 1:-ik説から中Ill 17) 11f能性 か泊jし 、,. 2SX I 90は辻i構(/)性格 は 今
•つはっ さ リ し なが、 Hり (/) 11f能性 が翡し 、0

G I心紐 I><.
,�.',j 1t 区内から溝2条 を検1 1 1 , し に、， い ずれ も II I  : I '. 迅i物か仲無なため時期の特定にが．ってない。 .tin r. 状況ヵ·

らti I 111: の11f
f
i�1中 かj•,':j し ＼，

Il lメ:,J,',J if. Ix: 
晶膚 lメy、] から lヽ．坑l 枯、 r,'i\' Z 条 を 検 廿 I した. 2SD195は肌没過村中において、 掘 り 1(( した9J心跡が確必Ill 米

る。 2SD200は111 I: 辿物が悴照であり 、 時期の特定に や． ） ていない。 Jりし ,,_状況から中111:17) 11 ffl尼付か閥 い。
I Ix潤介lメ：

I肌l ff.lメ： 内 から l·.J/叫 Jj� 、 ii'り 4条、 や即恥(ljl Jん、 ピ ッ ト を検出 し た" 2SK205t tJ.llL l: 状祝などか ら 判 断する
と2次10:.J ff.区のJ� L 西に位iiり するり加,,_時代の I.坑 と サえられる， 2SD:ll()は ， J,',J ff.Iメ．外 に 延 ぴる追構である
が、 階段状 を ',lするた め 1 :1/i:の 1 1J能ヤl: "b 名＇えられるo I l l  I:: 逍物はやf無である" }11!_ I: 状況などから判断す
る な ら ば弥'I�時代の逍柚の 11[能性が翡い。
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水I l l杉 ノ 1Ci\'tV介冷2次心1介

(4) ま と め
水Ill杉 ノ Jじi町介l . 2次ふ: Jff.から 多 く の迅柚、 jy物を検 出 し た こ とを述べてさ に 。 以 下 、 ホ没｛な逍枯. ; 且

物, - ついて t とめとを＂式み /· い。
r 41n1 ,Ml紐物群 と 1:1/tAti >- ii','� に ついてl

1次潤ff.から掘 1i:� l・建物1 8棟 卜 a 、 : 1:1几lOOJ1� -+ a 、 ?{1,6条 十 a 、 2次,J,',l ·l'l:か ら ； I :Jん49 J,� 、 ii'1'tlS条を検I l l し
に 1 次,J,llftのそ れ ぞれのi且構は 、 VJり 介し 、 、 ' 「�MD関係が必め ら れる ため、 すへてl11Jll↓ 期に｛紐 Lていな
いのが鮒 ふ l SOOOOl ・ 1 SD0250 · 1SD026!5のr,'li'に対 し て、 �liil :「 叫l建物や l:1んは 、 慨i.l1((行や 1n r L てし 、
る ·J�か窺 え る 2次J狂か ら も I.l1°Lに 切り 介いを確ふ ていか そのt· め、 2時期以 l .の グ ルー 1..: / グは
＂［能であろ う .. l: Jん （廃成 l:J,し） に つ し 、ては 、 雌 I·.か ら 炭化物や焼 」．な どの)(•1 た 確必 してお ら ず 、 ：r:（沸
具である梵が 多 〈 認められる ·1;n11 L I  I I I れ逍跡第3次,J.',J Itや ’常/IJ !dl l j出判第2次 ，J,' J f'f. か ら も 111]様 な 叫iし群
が検Ill さ れ 、 点�Ill 具である別の比冷く も 泊j し \ ..: とから 、 こ の場）所 でのl l 'i化 'I".活がi灼 よれてし 、 た とP隋1され
る とし 、 K坑u 枯本的に [tj·J如'(の転/IJ とある と りえてし 、る ( ., 1. 1 ) 水111 杉 ノ 7し迅跡 も ）���(Iり「 は111] じ で
あろ う

次r 、 11:11 ,uur.物につし ヽては 、 そ の中に 泊;1,+.. (1W i 含 ·t れている と，思われる I SB I O!iOが該 '1'1 j る uf能
性が翡 し 心 今,, .,の瀾 i+f. l メ： か ら f j: /,•;- と ガ え ら れる 追栴は 、 枷I I/. 杵建物以外に は (1・h し ていない。 (Ir. 々 木隆
i汐氏は コH町(/)」屎崎 求畑 迅蹄や 人 サ11 ,Iiの泊 兄 l tJ)tの ，J,'J fl'" 恨化)�の中で、 筑後川 I、 流城では 1引 怜部と低湿
地•閲 と では集洛り） {1. り ）Jが汎な り 、 _.If.�町のばj�� ;mが·l jfi: が そ のふ 朴 に あたる と述へてし ヽ � ,d 2· It I 
:3) . 内陸部の比洛 では翌クし るのr 対 し て、 低樹地骨ではJl11! ,'f.H り） 平地式fi'./,りがJ炉f-:{i:
J ,1 ;- 形態となり 、 そ の枯ll 1\

0
りは1 () n, 前 後に ある よ う である ( u l A) 。 近年の ，J. Uf.'J�例から も 掘 叫l姓物のみHli

成 ぺ れる集洛の(((1 b 必められる。 人川 rbの下林1llj I I I 迅跡 (., 1'5) な ).• が知 ら れている 今訓 ，J,'J 介 し た水
1 1 1杉 ノ Jじ逍跡はわ謡

’
り約8. 2 mに1」ii};:]する fltiMJ也僻 に あt· り 、 掘_,·,.:,1- 1:建物 を: W本とする •例 ' • I淡 '''1する と

：·ぢ’ え る ま r 、 i i'/』 皿 ヶ 町逍跡 も そ の nf能ヤ,. か指摘 されている (�1:6) 。

「迅物に ついてl
ま ず 、 ア メ リ ）� ",'}{i錫Kのi'II I: に r1, n す る 1 . 2次,J',111: 介わせて8.o.'.(確認 し 、 黒11{," f i製7.'.'.(、 サ メ カ イ ト 製

1 、1、'.( である' l出版のI l l I: 状況1- 見る と 、 八 如hの砂 島j且粉か ら 、り.I ll/1' 1 i製l 、1は 、 ー ．祁町の塚的 屯*Ill 逍蹄から
安II I ·, : 製 1..... ,, 、 ·, 1i ) l:lllfの1 >( d�rl"l畑追跡から 、'.し\ ll/11 ィ i製 J .,・＇．し 、 小1m diの北松/ 6 1 1辿跡 I J也 、•.ti:か ら ],1.\11/(' ,( I 製 1 .点 、

1 1 地.'.'.1、か ら 瓜11{,l { j製3l!. 、 ‘如11 府製l ..... ,、I四II 上 し てし 1 ふ ょ t.:. 、 他の狩猟具 と り・ え られるイ i践類 も ！罪i に
HI  .I .  してし ヽる。 4↓殊 な ア メ リ カ 11,IJ ,{ jj加KのII I I: は 、 ・般的「 は東北地）JI.· 分布の中心がある。 北部 ） L州 では 、

:L と ま っ た 花料 も 少な 〈 、 そ のため、 ,,. J附 流辿 、 分布状況等の1llll1(1i から検 1,-.tか必吸であろ う
めん こ状 I製品 ' . ついては 、 選りIJ 中に そ う では な し 1 か と 、息 わ れる追物故.i.'.1:をflU',' , 1げ 掲 載 し ている。 し

か し 、 I ll L追物の殆 どが1介滅 l てし 9 た り 、 i�U J ', tc料か 多 く 、 めん こ 状の I ·. 製品のよ う に 介てか 見 え て ヽ て
し t い 、 判サIJ か し ず ら かっ に そのため、 l 観(1り な 部分でそ ） である 11f能竹の辿物を-IIJ i載 し ている ） ft�k 
は 、 1 リ形状 、 H-1 ドJ Jf 3:1人 、 隅）LJ-i:JJ !t� を '.J! し 、 ）恰 I . も 焼成 b i 'I I  l.i1'i物とはかわら な し 、U 虎 な どのイ本部を1r1.利
J ll l JJI I 「 し た と 恩われる。 も う ィつは 、 1 SK0290の4くIIJj I製 品のよ ） に イ汲定 形 な 形状 で、 !If, I: も 粕選 さ
れ 、 統成 も H/J.J な il'i物が/lI I· し て し ヽ る 1叫戊必‘物以外に も 数 l一．点以 I Ii'((, 必 している 弥小時代IHJ わす 、 i1i
机時代必め ら れる追物であり 、 そ のJI J途は様々 な鮒釈が な 夕 れている

)'] 冷り 上�:�については、 他似逍物以外に も 多 〈 イ川する と 、息われる。 本米、 ）1冷り l: 悩 であると 打 え ら
れる ,. {,iば です ら ）1 楕り が認められな かった I: 器 も 多い。 特1· 2SD01 5 · 2SD1 00はh'り か ら の111 I ·  逍物のた
めJf注滅が ;ii., L 〈 ,J,',J整か解 ら な か ） た 1 。器か 多 〈 {r'.(I" J る

そ の他の追物と し て、 底部）＇1 も 枇 人1ふ＆め ら れる。 いわ ゆ る . I ·. げ/J'{; タ イ プか} I: 例的に 多 〈 、 1ヽ}J'�は少
ない。 1 1 給部） ＇， も 膨 人今に あるか 、 掲載逍物の1 1 枯祁 タ イ フである， そ の中で9見がJI: 例(1りに 多い，， 次に器
台や,·,·:祁知が 多 〈 III I: しているU 鉢、 沿類は少 な い傾向であふ I I 幣(1り なi且物 、 )I· 1 1 'i化的なj釦物 （ ミ ニ
+ 1.. "J' l .: 悩や ）i 喰り l·. 悩） と分Ir る と8 : 2位の判J 介では な かろ う か- ま た 、 令1本的に 二次焼成を受け た
迅物や煤の付滸 し た ift物 も 多 く 含 ま れている
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水 II 杉 ノ Jt;j北粉沿2次[J/J }f.

弧I: II、'i代の in物以外 に I I I イ i 器(I)辿物 と し て 、 I SD02fi() · 1 SK019fi · 1 SK0472か ら 1 、I訊ず つ糾I,{ I f.) が 出
K し て い る < rli 内 に お I t る 1 1 1れ 器の追）�1 1 ft料 と な っ た. �i机時代の逍物 と し て 、 1SD026GI I  1, �: の11&が洛

げ ら れ る n し か し 、 今1, ,1 (/) ,J,'J � 区 11、l か ら j且椛は品め ら れ な か ） t..: I.: め ,.�] 辺の淵ff を 期 待 し た い" II、�·JUJ的
に は 、 欠塚占り'l - ·,�·, j 廿 l 古川(/)時期 と 息われ る 。 中 11 1、 (/) 辿物 と し て 、 ト レ ン チ rnii 1f. 部分か ら l'I 磁か/II r. 
し て い る u ,,l安時代の所所であ り 、 こ のII、t !Vは で!I� 洛がi年 ま れ て い !· 'ドが窺え る 。 辿物 と し て は 1 1 1 1 i �  怜 一

坑が規Iii! 的に 、1/i.列 し て検出 さ れ て し I る , Fig . 1 29 水 1 1 1 杉 ノ ）し 追跡周辺の関辿辿跡分布状況 (I /2S , 000) 
よ た 、 南 の r[in也僻 で発掘糾 ff. を ‘必施 し た ; 1u:.•, Jし）心l濁跡か ら は淵 n状逍構 と 掘 ,·r.村紐物群 な ど を 検 HI し
て い る 。 瑠）卜状辿梢は 水源地 と 名 え ら れ て し 、 る 。

i且跡名 ・ 1改 1 .  ;J( l l l 杉 ノ Jし姐跡第 1次,J.',J ft 2 .  水 1 1 1 杉 ノ Jじi直跡節2次J恥 ft :J. 水 1 1 1 1 1 1 伏il'i:跡第 1次,J,',l ff.

4 .  水 1 1 1 1 1 1 伏辿跡第2次調ft 5. 1kl l l  l·. f 良 りと対i跡�1 次瀾介 Ii . 水 1 1 1 l :I得M i逍跡

7 . ·fo· J fl l" I l I 辿跡�2次，翡ft H . '常 ） I J  I I  I I I H逍跡第 ］ 次調牡 9 .  t 11 島 ）し）丈坪·追跡

1 48 



水Il l杉 ノ Iし遺恥:,t1�次砧1J ft

「 水1 1 1 杉 ノ ）し逍跡J/J 辺の I船i(」

I ll 上辿物、 逍構 ）出 辺 の調介Ji例か ら 私 ｝し を 述ぺ Q , / I I l: 逍物のkll�系/}り 製石 器 （ 大卯蛤叩H i 芹 、 扶 人

杜状）りJ ,( j 芹 、 加f ヽ 11: J ·, jJ 石 芹 、 )if)状J', 月 石 1f-) が稲作の伝播 と と も に伝え ら れにイi 器であ り 、 稲｛恵を摘む追

具 と し て ィi8. l L イP(Eす る そ (/) た め 、 周 辺 で 水 1 1 1 耕作が行わ れ て い に であ ろ う と 推測 出 米 る 。 水 I I I は 、

様々 な地形 で·1:;· よ れ る か1tと いJf-心な の は 水の確保であ る . ,J.',J 介 Iメ内か ら は 大小の溝を検II I し て い る 。 こ れ

は 、 if/漑 川 の 水路 を 巡 ら す な ど の 水 に 対 す る I . A: で あ ろ う か ー ）jでは 、 狩猟具 と さ れ る 石狐類 、 投弾や漁

労 具 と さ れ る イ i錘、 K鈍な どか出 i-. し て お り 、 ）；�又 を ）I� 鼎 と し な か ら も 他の F段に よ っ て 氏料の確保に努

め て し 、 た と 、思われ る。 そ う し て 、 水稲i:i t�の発展に よ っ て 、 こ れ よ でに み ら れ な か っ た 身分(1り格淡が牛 じ

た粘呆、 J:ljl,½�施，役であ る 文 イ I ,;·� や虎棺 ( I竹筑後t�がI K T  a) が検出 さ れ t· こ と で、 !i'i. fl,11の移 り 変わ フ た 様 fが

n,'1; み と れ る ． こ の 水I l l杉 ノ 元逍跡は 低湿地術 の りi 治 であ り な か ら 、 地地(1り 条f'I に 、も ま れ て い た と 想像 出 米

よ う 加）r ,, 財他の安定 が 人 I I 堺 )}I I に つ な が り 、 そ の,;11拠 と し て 膨 人· な I: 悩かIl l I: し て い る i1t 艇 1-.1/�か ら

は 様 々 な逍物か必め ら れ 、 特に 、 炊沸具であ る ��か 多 く 、 こ のJt所で ,u行が1 I わ れ に こ と を 物,;lj ) て

い る 渠 洛の�:H 持に は 、 稲 作 と 交 易 が I「( I炭悦 さ れ る 近 年、 イi叫地ルー I· 沿Iじの 大集治の発 兄Lt 具イ本的に 1��

治の）此侠や構造 、 父 易 を ぷす沢料であ る 。 以 I·. 、 水 I l l 杉 ノ ）じ逍跡周辺の如l=時代の風屈が想像でさ る。

し か し 、 こ れ ら に つ い て は HtilllJの城 を 超 え た感は 否め な い

「あ と か さ l

水 1 1 1 逍柑Iやそ れ に 耕•作 な と に 必要 な 木製品 ( JlA:J瓜類） は 未 だ 発 兄 さ れ て い な い 2SD0 1 !i · 2S I J  1 00 ·  

2SD1 60等の構の/JilJIJに よ ） て は こ の 辿跡の評価 も ’炎 わ っ て こ よ う ，、 b し 、 J問沿 と なれば川 か ら 水 を 引 〈 ')'i

に よ .J て 水1 1 1 (/) if/! 慨 を 行 う 機能や 集 洛 を IJtlむt洲 と し て 機能 し た と りえ ら れ よ う 。2次戯ff.は狭小な範I川の潤

ft であ っ に I、· め 、 前の展I)りや性格は イ,Iリl で あ る 。 ｀上 に 、 残念な ·J�に筑後 中学校fill,役時に お い て は 、 発掘瀾

1f. が').f施 さ れ て い な い に め 、 本逍趾を 1,r細 に 曲 ;,;, I: での沢料 を �� ) た 感は あ る し か し 、 今後 、 l,',l 辺 の 発

枷i ,J,',jft な どの新'{{.料(l)J悧�IIや詐細な検,I tヽに よ リ 水 I l l 杉 ノ ）し迅跡の性格が明 らかに さ れ て い 〈 ·J·� を望みた いU

【 1, I: ] 

,I I I 筑後巾 教'( Fj..,l lJ 会 「筑後I柑ftll第2地ll逍蹄群 ( 1 1 ) I 2000 筑後巾 文化II仙酎r恨忙！ド節26 りS

.. 12 輻111,j軋枚'fr 委 U 会 「塚的 �· 畑i町介」 1997 N謳1 リ，しf,J,.-(f たU 会 文化ll1 心l r dll化 ，1f:',j\ 127集

叶3 人Ill ii, 教m公U 会 「 内 出 llto!J I !J94 人· 川 巾 枚fr 広: l� 会 文化111 jJ,1 介m :•;;1トれがし

;.!'11 筑悛 巾散tr な U 会 「筑I如げ11:n2J也lメ j且跡Iげ ( I l l J ;woo 筑1� 1h 文化u� 1J.'Ut ftt{';· ,'f筍261,/..

,, 15 n'i', 悩I 県教介 吸 U 会 I I、 林内I l l 迅l介」 1りり8 伽 岡 県 \"1..-(1 � l! 会文 化臥J.� 1'r. N! {', ,, トm 1 :{2 リi

,, j (i 汎後巾 教ff 委 l! 介 I 筑後和浪第2地I><.逍跡�Ii ( I I ) 」 2000 筑後巾文化眈J!Jf� fl! {1 ;ti沿�26集

（参 り 文献）

況浚h教介 f及 n 会

筑 後 巾教i1 t5 U 会

筑後 rli教fr �l� 会

八 女 1h教'(f �l! 会

刷11,J県教fr 公 U 会

n',\fiV,j 県教'(T� U 会

「·,1i riぼ濁柑 I I 」 2001 筑 後 巾文化lU ;J:l介副', ,, 団m�:!1�

［ 筑後西 部第2地11.滋V介41t ( 1 1 ) 」 20()() 筑梃h 文化U,l 、J.Hr�H1, ,1卜第2(iり

「筑後西部f,l'\2地lメ迅渇,tt (IV) 」

r t1i 島i且l介l

:tOOl 筑後rli文化財閲! Hflf 1;· ,1団}�4 りi
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1 1・イii釘l"J畑迅跡 I 」

「塚的束畑遺跡J

2000 i'? ;j;Jパ イ ハ ス 1関係川1_,淑 文化ll� lll,'J -rdlU',·第 1 2 渠

小11il il1教介；�u 会 1北松J(.,1 1迅恥 l 地点」

1997 輻岡県教'(J妥u 会文化IU ,↓,l rd脳;- ,1� � 1 27恥

19!!9 小In袖牧if£: L� 会文化111 恨{'o" ,'ト:.ii51 集
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凡例

迫物写兵右 ドの番号 は 、 以 下の と お り で あ る 。

1 0- 1 

Fig 番 り 追物番 り·



Pla . 1  

S100 1 検州状況 （東南か ら ）



,_ , 』

SJOOl床而検 Ill状況 （束南から）

S lOOl カ マ ド 叫暉察（北か ら ）

Pla . 2  



Pla . 3 

SIO O l カ マ ド ·;c掘状汎 （束南か ら ）

SIOO l カ マ ド完掘状況 （東南か ら ）



Pla . 4 

SIOO Hi叫1;• 内 I:堀」：）r1観扱 （ 南から ）

STOOl 屈I人l ,� 城 （求怜iか ら ）



Pla . 5 

6- l 
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6 1 3  

7 15 
6 6 

7 1 6  

6-7 

6- 8 



Pla . 6 

7- 19 

7 18 

7 20 
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Pla . 7 

熊野 山 ノ 1iii逍跡全蚊 （真: I: から）

SD003 日1'1似察 （南か ら ）



Pia . 8 

SDOOS完掘状況 （北か ら ）
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Pla . 9 

SD005 l·./f•1 観寮 （西か ら ）

丸� ll/,l ,< i / 1 1 I: 地 ，1.1.C l'. 11'•1 観察 （南か ら ）



Pla . 10 

13- 1 

1 3-2 

] 3-3 

1 5  7 

15-8 

15 1 2  

1 5-16 

15  19  

15  20 

15 24 

]5-27 

15-3] 

15-34 

15- 1 4  



Pla . 1 1 

16-4:i 

1 5-36 

1 5-38 

l6-1J5 

/ 1 \ ヒ 黒11/tl,{ i 

鶴旧 牛ヶ池辿跡第5次沿喩 東側調代区全胡 （北から）



Pla . 12 

鶴11 1 11· ヶ 池沿跡第5次J打砂t1JIIJ 糾111: Iメ
．
．全ぶt ( ↓

＇
↓ , I: か ら ）

� . ••
 一．

 
,�. 

,, , ,,, 

5SD015  L :M観;;i (北か ら）



Pla . 13 

5SD040完掘状況 （南か ら ）



Pla . 14 

5S0045'. 入;.VIII�犬i兄 ( ,�iカヽ ら ）

5SX001 如 i検i' II状説 （南か ら）



Pla . 15 

23 1 
23 9 

23-3 

23- 10  

23- 1 2 

23 3 

23-1:� 

2�·H 4 

23 7 

24- 15 

24- 1 6  
23-8 



Pla . 16 

24 1 7  

24- 18 

25-23 

25- 24 

25 25 

24 1 9  

24-20 

2!1-21 

25-22 



Pla . 17 

水 川 杉 ノ 元逍跡第1 次叫代令批 ( '(朽 I I 'Jれ
＇
↓

．
． • 北米か ら ）

水I II杉 ノ ル逍跡 第 1 次調介令屈 （ 布 1 1 'Jj'. 几 • 真 上か ら ）



Pla . 18 

1 S8 1050 · 1SX0270完掘状況 （窄" 1 './f. 此 ・ 此l.:.か ら ）

1 SX02 15 · f, 詞辿構知）1ti状況 （北求か ら ）



Pla . 19 
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66 1 

1STく0075
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Pla . 2 1  
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l SK0200 1S1く0210

1SK02 l0 

1S1く02 10

69 l 

1 SDO�SO 
lSJく02 1 0

1 SD0250 

69 7 

65 l 

Pla . 22 

55 1 5  

lSD0250 

55- 14 

65 2 

56 3 

56-5 



Pla . 23 
1S1く0285 1S1く0315

65 1 65- 1 

l SJく0285 57-5 
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J SK03 l 5  1S1<0390 LSK0:19� 
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1 S1く0399
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1SK0384 
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lSIく0423 lSIく0472

65- 1 
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Pla . 24  
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Pla . 25  
. . ． .. .  一

水 I l l 杉 ノ ）じ辿跡第2次 調 ft (A区） 2SP052 1 :M観察 ( *か ら ）

水IJI杉 ノ j以逍跡第2次瀾ff. (Blヌ） 令蚊 （ 求か ら ）



Pla . 26 

水1 1 1杉 ノ 心雌跡第2次I-叫l ff. (Blメ：） 2SK020グ出）11\状説 （ 南 米か ら ）

水I T I杉 ノ 元辿跡第2次 ，i叱 花 min 2sP060完枷l状祝 （ 南 東か ら ）



Pla . 27  



Pla . 28 

水I J I杉 ノ 元辿跡第2次調布 (D区） 令屈 （ 東か ら ）



Pla . 29 



Pla . 30 

水 I l l杉 ノ 応逍跡第2次 1�M1f. (F区） 全 批 （束か ら ）

水 I l l 杉 ノ ）じ辿跡第2次調fi. (F区） 全批 （ 求か ら ）



Pla . 31  

水11 1杉 ノ ル追跡第2次調-ff ( H 区） 全 蚊 （束か ら）



Pla . 32 

水 I .
f
l杉 ノ lじ逍跡第2次瀾在 ( I 区） 2STく210完枷i状況 （北束か ら ）
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付図③ 水l:Fl 杉 ノ 元迎跡第2次調査 CC区） ・ CF区） 追構全体図 ( 1/80)
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付図④ 水田杉 ノ 元遣跡第2次調査 (D区） 逍構全体図 ( 1/80)
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付図⑤ 水田杉 ノ 元逍跡第2次調森 (H区） ・ (I区）逍構全体図 (1/80)




